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　◆第２章　プロローグ　混沌の火種




　風の流れる平原。

　地球ではないどこかの世界のとある場所に、一人の男が降り立った。

「ふむ。空気は良好。呼吸は問題無いね。どれ、この世界の平均レベルはそれほど高くはないようだ。これは種の育て甲斐がありそうだね」

　不気味に笑う男。その風貌は端から見ればかなり異様だ。貴族が着用するような立派な装飾を施したタキシードの上から薬品まみれの黄ばんだ白衣を着用している。

「さて、お迎えが来るまでの間やることをやっておかないとね」

　科学者風の男は颯爽とその場から駆けだした。そのスピードは風のごとく、到底普通の人間に出せる速度ではない。

　彼はものすごい速度で走り、近くの草原へと立ち寄った。

　高い草をかき分けながら小高く盛られた土の山を発見する。

「よし、この辺りに生息している魔物が良さそうだ。ふむ、キラーアントか。丁度良い。蟻といえば繁殖力の高い虫だ。実験にはもってこいだな」

　盛られた土に開いた穴から中へ入ると、鋭い牙を持った巨大な蟻が男に襲いかかる。

　しかし牙が男に突き刺さる寸前、蟻が動きを止めた。

　周りの兵隊蟻達は一様に動こうとしなかった。何故ならその男が放つ異様な雰囲気に恐怖を感じ、手を出すことができなかったのだ。

　圧倒的な力の差を感じ取り誰も手を出すことができないでいた。

　やがて巣の一番奥へとたどり着いた白衣の科学者。

　彼は懐から取り出した小瓶の蓋を開け、中に入った土色の液体を飛びかかってきた女王蟻らしき大きな蟻に振りかけた。

　当の女王蟻本人は何をされたかも分からず頭を振る。

「よし、これで種は蒔いた。まだまだやらないといけないことがあるからここには長居は無用だな。ではごきげんよう諸君。しっかりと凶暴な『帝王』へと育ってくれ給え」

　彼は即座に蟻の巣を後にしてその場を立ち去った。

　それから彼は世界中を二年掛けて回り、様々な魔物達の群れに同じ薬品を撒き続けた。

「さて、どんな実験結果になるか楽しみだ。世界を混沌に包んでくれ『カイザー』達よ…うふ、うふふふふ」

　これが後の火種となる。そのことに気が付いているものはまだ誰もいない。

　凍耶が転生するのはこの一三年後であった。




　◆第５２話　順調な冒険者ライフ




　俺は佐さ渡ど島じま凍とう耶や。

　ちょっと前までサラリーマンであった。だが会社帰り、俺は青信号で歩道を渡る最中、突っ込んできた車にはねられ死亡した。

　そして意識を取り戻したとき、俺は何もない真っ白な空間を漂っており、そこで神と名乗る謎の少女と遭遇。

　神サイドの手違いで死んだと知らされお詫びに『特典付きで生き返らせるから異世界の魔王を倒してちょーだい♪』と頼まれ、やむを得ず承諾した。

　転生した先はなんとこの世界で最高クラスの難易度を誇るダンジョンであり、そこで俺はドラゴンに危うくペロリと平らげられ、むしゃむしゃされる寸前であったが、チートスキルの発動によりこれを撃退。

　ダンジョンの大ボスである霊峰の帝王に辛くも勝利を収め、龍の帝王の力を受け継ぐ宝玉を譲り受けた。

　更に遺跡の地下に眠っていた宝物の数々と、その中で生物の頂点に立てるという力を偶然手に入れてしまった。




「ミシャ、右サイドの前衛を足止めしてください」

「はいなのです！」

「ティナは魔法で援護。二人一組で敵を牽制」

「ん。ファイヤバレット」

　ハイネスエンシェントエルフという伝説の種族、ティルタニーナが炎の玉を連射し鳥の魔物を牽制する。

　そのひるんだ隙に猫人族のミシャルエルことミシャが地上で左右に広がる魔物部隊を拳で相手取り、小さな身体を活かして敵を翻弄した。

「うりゃりゃりゃーなのですぅう！」

　素早い拳の連打でリザードマンの戦士は滅多打ちにされ、着こんだ鎧に次々にへこみがついていった。

「ルーシア、アリエル、私が牽制するので前衛を撃破してください」

「了解！　行くよアリエル」

「お任せ！」

　かつてマーカフォック王国と呼ばれる国のお姫様であり、今は一流の冒険者ソニエルが指示を飛ばし、かつてレグルシュタイン王国の第一八王女であったアリエル、そしてかつて俺の幼馴染みの女の子であり、そして異世界に転生してきた狼人族の少女、ことルーシアが剣でトロルの戦士を切り刻んだ。

「スキル【二刀流舞】！！」

　まるで舞踏を舞うように二振りの剣を振るい次々に敵を斬るルーシア。

「スキル【十文字斬り】はぁ！」

　大きく振りかぶった片手剣で十字に斬り裂くアリエル。

「今です。エレクトロウォール」

　ソニエルの電撃の壁が展開し、巻き込まれた魔物達は次々に倒れていく。やがて全ての魔物が息絶え戦闘は終了した。

「やったのです！　またレベルが上がったのです。早すぎるのです」

「ティナも上がった」

「どうやら全員上がっているようですね。相変わらずご主人様の力は素晴らしい」

　そう、俺のチートスキルによって皆の経験値は１０２３倍（奴隷の補正チートにより実質２０４６倍）になっている。

　先日まで俺一人の経験値だけだったが、新たに覚えたスキル【経験値接収】と【経験値分配】によって擬似的に俺の恩恵を皆に与えることができる。




【経験値接収】パーティの取得経験値を総取りする

【経験値分配】取得経験値をパーティに分け与える




　総取りしてから分配する。一見意味の無い行為に見えるが俺という条件のもとでは意味合いが変わってくる。

　つまり皆が取得して二倍になった経験値を俺が取得したことになり、１０２３倍に増える。そしてそれを皆に戻すので、間接的に皆の経験値も２０４６倍になるというわけだ。

　さて、俺がこの異世界に転生してもうすぐ二ヶ月が過ぎようとしている。

　銀狼事件から早二週間。ようやく落ち着いてきた俺は冒険者ライフを楽しんでいた。

「みんなお疲れさま。それじゃあ素材を回収してギルドに報告へ行こう」

　俺達は馬車に乗り込みドラムルー王都へ戻るため移動を始めた。

「ねぇねぇ主様！　アリエルの活躍見てくれた？」

　今回の戦闘では俺は何もしていなかったため、御者を引き受け手綱を握る。ゆっくりと馬車を走らせているとアリエルが俺の腕に絡みつき甘え始めた。

「ああ、見てたぞ。綺麗な動きだった」

「えへへ、褒められた～」

　アリエルの頭をなでなでしてやるとツインテールをピコピコ揺らして喜んでいる。

　大人びた見た目に反して一二歳という少女であるアリエルは、短い人生の中で子供らしい扱いというものをあまりされてこなかったらしい。その反動かどうか分からないが年齢よりも若干幼い感じだ。

　アリエルのあの性格は、どうやら上にいる姉の真似をしてああなっているらしい。つまりこっちの甘えん坊のアリエルが本来の彼女であり、普段の態度は騎士であることを求められてきた外向きの性格ということだ。

　片方の手を離してアリエルの頭を撫でているとミシャルエルが膝の上に飛びついてきた。

「ミシャも活躍したのです～」

「ああ、エラいぞ」

　手綱を握っているのでアリエルの手を離してミシャを撫でる。

「ふにゃん。もっとなでなでしてほしいのです」

　猫人族のミシャルエルはロリな見た目に反して一八歳という既に大人の年齢である。しかし小人族とのハーフである彼女は通常の一八歳よりずっと小さい。しかし何故か性格も普通より幼い感じだ。

「……」

　アリエルとミシャをなでなでしているとエルフのティルタニーナが物欲しそうにこっちを見ている。

　俺のスキル【スピリットリンク】の効果で奴隷の女の子達の気持ちがなんとなく伝わってくるせいか、彼女達が何を考えているのかある程度分かってしまう。

「ティナ、こっちへおいで」

　両手が塞がっているため肩越しに呼びかけると、するすると脇を通り抜け膝の真ん中にちょこんと乗っかった。

　無表情ではあるが頬を赤らめて俺の胸の辺りにスリスリと頭をこすりつけてくる仕草はとても微笑ましい。

　ティナは以前まで精霊の森深くに隠れている小さな村で暮らしていたらしい。だがその村が凶悪な魔物に襲われ、避難を余儀なくされた。追い詰められたティナ達村の面々は、村で一番の大きな魔力の持ち主であるティナを中心にして大規模な転移魔術によって魔物を追い払った。

　なんとかその魔物は追い払ったものの、魔力の暴走により転移魔術が強制発動。巻き込まれてしまったティナはドラムルー王都近くの森に気が付いたら倒れていたという。

　その際に魔力暴走の弊害でレベルがリセットされてしまい、途方に暮れているところを幸運にも通りかかった奴隷商人の輸送馬車に拾ってもらい、そのままあの商館に身売りをしたということだ。

　村が今どうなっているか分からないのが気がかりであるとのことなので、近々行って見ようと思っている。

「ほらミシャ、お兄ちゃんの邪魔しないの」

「アリエルも、あまりくっつくと手綱が握れません。こっちへ来なさい」

「あうう、もっとひっつきたいのです」

「でも主様嬉しそうだよ」

「トーヤ、ぽかぽか…スリスリ」

　皆と戯れながら街へと戻った。




　◆第５３話　奴隷達との夜




　その夜。

　俺の一日の終わりはハーレムの女の子達との夜伽で締める。

　ある意味でここが一番の楽しみである。

「えへへ、主様。ちょっとドキドキするね」

　はにかんだ笑顔でアリエルは俺の腕に抱かれ頭を胸にこすりつけて甘えてくる。

「兄様の腕、大きくて温かいのです」

「トーヤ」

　そしてその傍らにはミシャとティナ。

「それじゃあ主様。お夜伽、始めますね」

　アリエルの濡れた唇が重なってくる。柔らかでふわふわの感触が水音を含んで俺の唇を啄んだ。

「兄様、ミシャもするのです」

　脇から迫る猫耳。ペロペロとミルクをなめるように首筋から頬に掛けて舌が走る。

　猫なのでざらついているかと思いきや、ミシャの舌は柔らかかった。

「トーヤ、ティナともキス」

　小さな唇が今度は反対から迫る。

　俺はそのままその小さな唇に重ね、ちゅうちゅうと音を立てて吸い付いた。

　今日はアリエル、ミシャ、ティナの三人が夜伽をしてくれる。

　アリエルとの初めての夜はしばらく前。

　フェンリル騒動の解決の恩賞として女王から奴隷賞品として進呈されたのが王族の地位を捨て、家を出奔し、俺に隷属をしたアリエルであった。

　見た目こそ大人びているが実年齢は一二歳の少女。

　ウブな反応がとても可愛かった。アリエルの玉のような肌に手を滑らせながら愛撫すると、快感付与のスキルのおかげか緊張が解け、最後には積極的に抱きつきながら喘ぐようになった。

「主様すきぃ」といわゆるだいしゅきホールドで足を絡ませて、寝るまでずっと離してくれなかったくらいエッチの時は積極的になるようになった。

　次にミシャ。

　猫人族と小人族のハーフである彼女は背丈がとても小さい。一六四センチのアリエルと比べると一三八センチのミシャはかなり小さく見える。

　しかしロリに見えても年齢は一八歳である。精神は何故かスゴく幼いので見たまま子供に見えるのだが、獣人族の特徴なのか強い雄に抱かれることを喜びとするという。

　彼女もエッチに関しては積極的であった。

　最後にティナ。こちらもミシャより更に背丈が小さい。一三八センチのミシャに対してティナは一二〇センチしかないためほんとに犯罪的な絵面になってしまう。

　年齢が七一九歳と長命種らしく高かったが、一万年を生きるハイネスエンシェントエルフにとって七〇〇歳ちょっとというのはまだまだ少女になったばかりの年齢らしい。

　その精神年齢に違わず皆の中で一番の恥ずかしがり屋だったが、一度箍が外れると最も積極的になり、口の中にギリギリ収まるくらいなのにフェ○チオではディープスロートまでやってのけた。精液のあまりの不味さに吐き出しそうになりながらも、涙目で懸命に飲み込む姿に俺のリビドーも激しく揺さぶられた。

　あと、行為の最中に聞こえた謎のアナウンス。ステータス画面のログをたどってもその部分だけが空白になっており何かの力が働いたと思うのだが、ティナやミシャとの行為の最中に俺は暴走してしまい、ハードプレイ好きのドＭというティナの新たな性癖を目覚めさせる結果となってしまった。

「んあ、主様ぁ、おっぱい好きなの？」

「ああ、アリエル、可愛いよ」

　俺はアリエルを後ろから抱きかかえながら首元にキスをする。

　一〇代特有の硬さの残るしっかりとしたもみごたえは俺を夢中にさせる。

　先端の突起をつまみ上げ、指の腹で押しつぶす。そのまま上下に動かして擦ると甘い声が一際大きくなる。

「ひゃうう、強いよ主様ぁ。あ、ああ、だめぇ」

　ビクリと跳ねて細かく痙攣し始めたアリエルが達したことを悟り息が乱れる。

「アリエルはおっぱいを弄られるのが好きだな」

　達して敏感になっている乳首の攻めを控え、実った膨らみをやわやわと弄びながら耳元で囁くと、熱いまなざしのアリエルが嬉しそうに口づけてきた。

「ちゅう。ん、だって、主様の手、スゴく気持ちイイんだもん。優しくてふわふわした気持ちになるの。スゴく幸せ」

「ふふ、可愛いよアリエル」

「あう、はずかしいよ主様」

　息も絶え絶えになり始めたアリエルを横たえて休ませると、ミシャとティナを引き寄せて二人にキスをする。

「兄様、ミシャのおっぱいは小さいからつまらなくないのです？」

「そんなことは無い。小さくてもミシャが気持ちイイなら俺は大好きだぞ」

「あう、はい。気持ち良いのです。兄様の手、大きくて、あん」

　左手でミシャを抱え込むようにしてそのまま乳首をつまみ上げるとミシャの甘い声が強くなる。

　俺はそのまま左手で乳首を攻めつつもう片方を口に咥えて吸い上げた。

「あ、あああ、兄様ぁ、あ、らめぇ、気持ちイイ」

　ショーツの上から割れ目を弄り陰毛のないツルツルの秘部をかき分ける。

　ミシャを愛撫していると下半身に刺激が走る。ティナが俺の肉棒を銜え込み、よだれを垂らしながらシャブリ始めた。

　相変わらずその小さすぎる口にギチギチに咥えながら懸命に動かされ俺の性感も高まる。

　鼻息がかかってこそばゆく、その必死な表情が俺の支配欲をかき立てた。

　普段無表情であまり顔つきに変化のないティナがこの時だけは非常に興奮したいい顔をする。

　目が潤んで頬が蒸気し弾むように勢いをつけて唇を上下させる。

　例え歯が時々当たって若干の痛みを伴っても、ティナの表情を合わせればむしろ興奮のスパイスにしかならない。

「んぐぅ、ふうう、ふうう、じゅる、ず」

　水音に混じってティナの必死な声が漏れ聞こえる。ミシャを攻めていた右手を離しティナの頭を撫でてやると、伝わってくる感情が興奮から嬉しさに変わった。

　イヤ混じったと言うべきか。

　口の中で亀頭の先端を咥えられながら舌を動かされ溝をなぞられると俺の背中がビクリと跳ねる。

　その反応に気分を良くしたのか、口から離したティナがベロを突き出してカリ首から尿道の入口をペロペロとなめ始めた。

　（こ、これはイカン）

　気持ち良すぎてイッてしまいそうになる。このままでは先端をなめているティナの顔に大量の精液を噴射してしまう。

　まだぶっかけをしたことはないのでそれはかわいそうだと思い、射精の衝動に懸命にブレーキを掛けた。

　俺が必死にポーカーフェイスで快感に耐えていると、竿をなめ始めたティナとは反対側から柔らかな別の刺激が俺を襲う。

　回復したアリエルがティナとダブルフェ〇を始めたのだ。

「あむ、ちゅ。れろぉ、あるじさまのおひんひん、ピクピクしてて可愛いの」

「ミシャもするのです」

　不覚にも快感に耐えすぎてミシャを攻める手を緩めてしまった隙に、ミシャが股の間に滑り込み先端を咥えて舌のざらざらした部分でカリ首を擦り始めた。

「うぐぐ、ミシャ、それヤバい」

「主様、段々、ビクビクしてきた」

「トーヤの射精が近い。んちゅ、あふ。もう少し」

「んぐ、くぷくぷ、にいひゃま、らしてくらはい、じゅずずずず」

　とどめとばかりに三人の攻めが強くなった。ティナが玉袋をパクリと銜え込み、アリエルが竿をなめ上げ、ミシャが溝を指でなぞりながら亀頭を吸い上げる。その際に尿道を舌先でなぞるのも忘れない。

　強烈な快感に俺の防波堤も限界を超えた。

「で、出る」
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「ふぐぅっ、ん、んぐ」

　噴火をした大量の精液がミシャの口の中に放たれる。

　飲みきれず口の端からこぼれ始めた液体をティナとアリエルが舐め取り吸い上げる。

「んん、もったいないの。主様の精液」

「ん、トーヤの精液、美味しい」

　二人はミシャのこぼした精液を残さず舐め取り尿道に残った残り汁も吸い上げる。

「ぷはぁ、兄様気持ち良かったですか？」

「ああ、最高だったよ」

　三人はパッと表情を明るくし抱きついてくる。俺はアリエルを抱き寄せて既に復活しているイチモツを太ももに押しつけた。

　気が付いたアリエルの頬が一瞬赤らみ、すぐに嬉しそうな表情が加わるとそのまま腰を動かして俺にまたがる。

「主様、入れていい？」

「いいぞ。今度はアリエルの中で気持ち良くしてくれるか？」

「えへへ。嬉しいな。アリエルの中でいっぱい気持ち良くなって、ん、ハァ」

　先端を指であてがいそのまま未成熟な肉壺へと滑り込ませていく。

　中は既に十分潤っており硬さの残る肉壁がつるりと肉棒を銜え込んだ。

　身体の大きさに見合った十分な深さを持った膣内は、騎士として鍛え上げた筋肉が締め付け竿を刺激する。

「ん、はぁう、主様の相変わらず大っきい、アリエルの中掻き出されてるみたいぃ」

「トーヤ。ティナもお手伝い」

「ミシャもです」

　アリエルが俺の上で腰を振っている脇に陣取った二人。

　ミシャがアリエルの後ろに回りかがみ込む。直後にアリエルを貫いている竿の下から刺激が走る。

　玉袋を口に含み転がすようにしゃぶられた。

　するとティナが脇に回り俺の胸板に舌を這わせ始める。ペロペロと脇腹から乳首の先端にゆっくりと舐め回し指で乳首を弄る。

　刺激が新たに加わり俺の性感が再び高まる。

「あ、あああ、主様のが、また中で大きくなってる」

　ミシャとティナの奉仕によってアリエルの中に埋まっていた肉棒が一層硬さと大きさを増した。

　子宮の奥へと槍先を伸ばし入口をこじ開けられると、さすがに耐えきれなかったのかアリエルの腰が止まり痙攣を起こした。

「ひあぁああ、これ、強いよぉ」

　ビクビクと身体を震わせるアリエル。どうやら子宮口への刺激はまだなれていないみたいだ。

　俺はゆっくりと臼を挽くように腰を動かした。

　柔らかくなった刺激にアリエルの身体が細かく震える。

「あうぅ、ゆるゆる刺激されて、また感じてきちゃう。主様ぁ」

「アリエル、大丈夫か？　無理して動かなくていい」

「違うの、主様、これ、スゴく気持ち良くてくせになっちゃいそうで怖いの」

「痛くないか？」

「痛くない。むしろ気持ち良すぎて、あん、怖いのぉ。主様、抱きしめてぇ、ギュッてして」

　俺はアリエルを抱きかかえて頭を撫でた。察したミシャとティナは愛撫を中断し俺の脇に控える。

　体勢を入れ替えてアリエルを組み敷くと、背中に手を回しながら頭を抱え込み腰をゆっくりと突き入れた。

「はぁう、あ、しゅごいよ、子宮の奥が押しつぶされて、広がっちゃう」

　見た目は大人っぽくてもまだ一二歳のアリエルの中は若干の硬さは残っている。

　無理をすると痛くなるだろうから、俺はゆっくりと腰を動かし上から押しつけるようにして抽挿を繰り返す。

　時折腰を回してクリトリスを刺激しつつ子宮を亀頭の先端でマッサージしてやると、やがて花弁がつぼみから開くようにして子宮の入口が俺の先端を受け入れ始めたのが分かる。

　それを知覚したアリエルの喘ぎ声の質が変わり始める。

　より深く、甘みを増したその声がアリエルの快感が深みを増したことを知らせてくれる。

　どうやら子宮で感じ始めたようだ。俺は徐々に高まってくる性感に身を任せアリエルの耳元で囁く。

「アリエル。そろそろイキそうだ。中に出すぞ」

「うん、出してぇ、アリエルの子宮、主様の精液でいっぱいにしてほしいのぉ」

　快感の波に逆らうことなく限界を迎えた俺は、アリエルの子宮の一番奥に最後の一突きを強く突き入れた。

　開いた子宮の奥へ侵入されたアリエルの身体が大きく跳ねる。絶頂を迎えると同時に俺の決壊の時を迎えアリエルの中へ白濁を流し込んだ。

　足を一層強く絡ませて思い切り抱きつくアリエルの頭を撫でる。

「主様ぁしゅきぃ」

　まだ頭がはっきりしてないアリエルがうわごとのように呟く。

　アリエルにキスをしてゆっくりとベッドに横たえてやった。

「兄様、今度はミシャをお願いするのです」

「いいよ、おいでミシャ。ティナ、もう少し待っててくれるか」

「ん、ティナ、我慢する」

　ティナの頭を撫でつつミシャを抱き寄せる。

　尻の膨らみをつかみ導くと、ミシャは自ら割れ目にあてがったペニスを飲み込みながら腰を落とした。

「うにゃぁん、兄様、気持ちイイのですぅ」

　恍惚の表情でだらしなく舌を出しながら喘ぐミシャにキスをする。差し出された舌に吸い付くとすぐにちゅうちゅうと吸い返してきた。

「ん、にゃう、じゅる」

　よだれを舐め取りながら舌を絡める。

「ミシャは可愛いな」

「にゃぁ、兄様、好きなのです」

「よし、今日も後ろから犯してやるよ」

　ミシャはバックが大好きだ。やはり獣に近いからだろうか。ルーシアもそうだが、感覚が日本人に引っ張られているせいかミシャほどではない。

　小さな尻をつかんで腰を引き寄せ、一気に奥まで押し込んだ。

「んにゃぁああああああ、あ、はぁあ、兄様ぁ、それスゴイぃ、いいよぉ」

　顎をのけぞらせながら喘ぐミシャ。締め付けが一層増した。奥のヒダが亀頭の敏感な部分に絡みついて射精感を昂ぶらせた。俺は我慢せずにそのままミシャの中に射精する。

「んはぁあ、はぁあ、兄様のが入ってくる、うにゃぁ、気持ちイイの、れすぅ」

　出した後しばらく入れたままで放置しているとミシャの痙攣が一層強くなる。

　どうやらイッてしまったらしい。痙攣をくり返しながらベッドのシーツをよだれで濡らしていた。

　ミシャの下の口から垂れたよだれがテラテラと月明かりに照らされた。

「ミシャ、しばらく休んでいろ」

　いくら性に対して積極的でも身体が小さいのでセックスの負担はそれだけかかる。

「ふにゃぁ、兄様ぁごめんなさいなのですぅ」

　尻を上げたままぐったりしているミシャの頭をなでなでして最後のティナを抱き寄せる。

「待たせたなティナ」

「ん。トーヤ今夜はティナが上になる」

「よし、お前の奉仕を見せてくれるか」

「ん、任せる。ふう、ん、はぁ」

　ティナの小さな身体が俺の上にちょこんと乗っかり、腹に突いた両手で支えながらゆっくりと腰を下ろしていった。

　身長が一二〇センチしかないティナ。当然膣内も身体に見合った大きさしかなく俺のは全部入らない。

　と思っていたのだが、初めての夜にティナの身体には驚くべき変化が起きたのだ。

　初めての夜。大層恥ずかしがりながらも俺に抱かれたがるティナを可愛がりながら処女を奪った。狭く小さな膣内は俺のを半分も飲み込むと子宮口へ到達してしまい根元までは入らなかった。

　痛いのを必死に我慢する姿にリビドーを感じつついたたまれない気持ちになっていると、唐突に創造神の祝福が発動。

　なんと俺のを半分咥えるのがやっとだったティナの膣が徐々に深く俺のを飲み込み始め、数分後にはすっかり奥まで入るようになってしまった。

　それだけではない。こんにゃくのようにツルツルだった膣内が徐々に蠢き、俺のイチモツの形を探るように変化していった。まず入口のヒダがキュッと狭くなっており飲み込む時にカリ首の皮を押し広げる。そして中へ侵入すると迎え入れてくれるのが一段階目のデコボコだ。途中が狭くなっておりそれが三段階続いた後子宮の入口が開いて俺の先端を咥え込む。つぷりと飲み込まれた亀頭が柔らかい肉に包まれ、竿全体もデコボコとした肉ヒダに包まれた。やがて律動が終わりを告げると、ティナの膣内は俺のペニスをピッタリと咥え込む俺専用へと変貌を遂げていたのだ。

　なにゆえティナの身体だけが変化を起こしたのかは定かではないが、苦しそうだった表情が一変し飲み込んだペニスを決して離さないと言わんばかりのたこつぼのごとき吸い付きと数多くの肉ヒダが、ペニス全体を刺激する名器へと変貌を遂げたのである。

「くう、相変わらずスゴイ名器だ」

　俺はそれほど早漏ではなかったはずだがこの名器相手にそう長くは持ちそうもなかった。ゴリゴリと敏感な部分を余すことなく刺激するティナの膣内は抽挿を繰り返す度に射精感を我慢するハメになる。

　そんなことを知ってか知らずかティナの腰の動きは益々速くなっていく。

「ん、はぁ、ふぅ、ひぃん」

　決して大きな声は出さないが、スピリットリンクのおかげでティナの快感が最高潮に高まっていることが知覚できた。

　ずぷずぷずぷずぷと卑猥な水音を立てながら肉ヒダがめくれ肉棒を飲み込む。

　やがて子宮の入口が先端を迎え入れ始めティナも絶頂が近いことが分かる。

　俺は射精を力一杯我慢してティナと果てるために最後のスパートを掛けた。

「くううう、ぐ、イクぞ、ティナ」

「ふぁ、あ、あはぁ、イイ、トーヤ、出して、ティナのこと、孕ませてぇ」

　実際はシードアブソーバーというスキルの影響で妊娠はコントロールすることができるため、ティナが孕むことはない。

　しかしティナはそれを知ってて俺の精液を貪欲に受け入れるためあえてそう言う。

　そうすると俺のペニスが一層硬くなるのを知っているためだ。

「出すぞティナ。孕め！」

「ん、っふう、っ……」

　ビクンッと身体が跳ねる。同時にティナの子宮も膣内もぎゅうううと激しく締め付け、ペニスから精液を絞り出すように蠢いた。

　白濁のマグマがティナの身体を満たしていく。そして出した白濁は瞬く間にティナの膣内に吸収されていく。

【シード系スキル発動　奴隷の基礎値２％上昇】

　これが俺のセックススキルの最大の特徴。俺の射精を受けたものは総合戦闘力の基本値が上昇してしまうのだ。

　初めは射精した本人だけだったが、先日のパワーアップで誰に射精しても全員の力が上がってしまうようになった。

　今夜もうちの奴隷達の力は増していく。今夜もガンガン上昇させるのであった。




　◆第５４話　強くなった女の子達




　次の日。

「お帰りなさいトーヤさん。あれ？　でもリザードマンとトロル連合軍の討伐依頼に出かけてたんじゃ」

　ギルドに入ると丁度ピークが明けたところだったのか、人気うさ耳受付嬢のサミミちゃんが声を掛けてきた。

　彼女はこのギルド本部の受付嬢の売れっ子でいつも彼女のボックスには列ができる。

　ギルドの受付嬢の仕事は、仕事の斡旋の他に冒険者のケアだったりアドバイザーだったりと多岐にわたる。

　そんな彼女の人気の秘密は容姿が可愛らしいというのも勿論だが、その細やかな気遣いの面が大きい。

　彼女の的確なアドバイスによって大成した冒険者は数多く、ただ可愛いだけの受付嬢ではないわけだ。

　そこら辺も人気の秘密だろう。

「やあサミミちゃん。その依頼を終わらせてきたんだよ」

「ええ？！　でも依頼を受けたのって一昨日の夕方ですよね!?　早すぎますよ。さすがですね」

「ありがとう。それで、依頼の完了報告をしたいんだけど」

「はい、分かりました。こちらにどうぞ」

　ここ二週間ばかりで既に四つの依頼を完了させた俺達は、段々とレベルの高い依頼をこなすようになっていた。

　初めはガルム討伐。次に素材採集。ダンジョン攻略と続き、今回のトロルとリザードマン連合軍の討伐と順調にこなしている。

「これが今回の報酬になります。素材は卸されますか？」

「ああ、全て魔結晶に変えてある。買い取りを頼むよ」

「はい、ありがとうございます。トロルって素材にならないから魔結晶化してもらえると助かるんですよね。リザードマンは革素材になるんですけど、今は在庫がいっぱいでこれも魔結晶化で助かります。はい、ではこれが買い取り金額になります」

「ありがとう」

「そうだ凍耶さん、グランドマスターが凍耶さんがお戻りになったら自分を訪ねてほしいと仰ってました。こんなに早く戻られるとは思って無かったので今日でなくとも構わないと思うのですが、一応会ってもらえませんか？」

「またやっかいごとかな」

「うーん、多分そんな気がしますね。今度こそＳランクの依頼かもしれません」

　先日Ｂランクになったばかりだよ俺。そもそもガルム討伐も素材採集も今回の連合軍討伐もどう考えてもＢランクのクラスの仕事ではなかった。

　それは魔物を倒した際のレベルの上がり方からも明らかである。

　あれから１１０だった俺のレベルは１２２まで上がり、皆とのセックスの影響で基礎値も上がり続け既に戦闘力は既に１００万を超えてしまっている。

　ちなみに今の俺のステータスはこんな感じだ。




　佐渡島凍耶　転生人　ＬＶ１２２

　総合戦闘力　基本値４１０００＋３２００％＝１３６００００

　生命　１３６００００

　魔力　１３６００００

　スキルパワー　１３６００００

　攻撃力　１３６０００

　防御力　１３６０００

　魔法威力　１３６０００

　魔法抵抗力　１３６０００

　スキル出力　１３６０００

　保有スキル一覧

　・攻撃スキル

　基本　【龍撃】（龍族特効　ダメージ３倍）

　上位　【龍覇撃】（龍族特効　ダメージ５倍）

　極限　【龍覇滅殺】（龍族特効　ダメージ１５倍）

　基本　【オーラブレード改】（瞬間攻撃力３倍）

　上位　【ライトブリンガー改】（瞬間攻撃力７倍）

　極限　【ゴッドセイバー】　（瞬間攻撃力１５倍）

　特殊　【フォトンレーザー】（直線方向無限レンジ攻撃。直線方向のみ任意の範囲指定が可能）

　・身体強化スキル

【パワーストライド】（初速最大　速度３倍）

【黄金の闘気】（３分間総合戦闘力５倍）

　・パッシブスキル

【体力自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【魔力自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【スキルパワー自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【超回復ＬＶ∞】（自動回復効果１０倍）

【総合戦闘力＋２５０％】

【龍族支配】（自己のレベル未満の龍族は逆らえなくなる。ただし、相手の意志力による）

【オートリヴァイヴ】（生命数値０から一度だけ１００％状態で復活　２４時間で効果復活）

【狼族支配】（自己のレベル未満の狼族は逆らえなくなる。ただし、相手の意志力による）

【ロリッ娘キラー】

【妹キラー】

【幼馴染みキラー】

【未亡人キラー】

【好感度自動アップ】

【フラグ回収】

【精力無限】

【性欲コントロール】

【快感付与】

【雄のフェロモン】

　・補助スキル

【高速飛行】（スキルパワーを使って空を飛ぶ。速度、高度は任意で調整可能）

【統率】効果範囲内の味方の総合戦闘力＋２０％

　保有魔法

　火属性　　下位　　【ファイアバレット】

　　　　　　中位　　【フレイムスマッシュ】

　　　　　　上位　　【エクスプロード】

　　　　　　極限　　【フラッシュノヴァ】

　氷属性　　下位　　【アイスジャベリン】

　　　　　　中位　　【フリーズコフィン】

　　　　　　上位　　【ブリザードストーム】

　雷属性　　下位　　【サンダースピア】

　　　　　　中位　　【エレクトロウォール】

　　　　　　上位　　【ライトニングブラスター】

　風属性　　下位　　【ウィンドスラッシュ】

　　　　　　中位　　【ストームブロウ】

　　　　　　上位　　【サイクロンスピン】

　回復属性　下位　　【キュアライト】

　　　　　　中位　　【キュアヒール】

　　　　　　上位　　【キュアリカバリー】

　　　　　　極限　　【パーフェクトリザレクション】




　称号スキル　転生人

【強者】（総合戦闘力＋５％）

【超人】（総合戦闘力＋１０％）

【超越者に近づきし者】（総合戦闘力＋２０％）

【超越者】（総合戦闘力＋４０％）

【到達者】（総合戦闘力＋１２５％）

【到達者のその先】（総合戦闘力＋２５０％）

【覇王候補】（総合戦闘力＋３００％）

【英雄の証】（総合戦闘力＋５０％）

【天の覇者】（総合戦闘力＋１００％）

【純粋な戦闘民族】（総合戦闘力１００％＋２００％　生命数値３０％未満の状態からの復活で総合戦闘力基本値５０％アップ）

【天元突破】（総合戦闘力＋１００％）




【ドラゴンキラー】（龍族に対し攻撃力２倍）

【龍族の悪夢】（龍族に対し攻撃力５倍）

【龍帝】（総合戦闘力＋５０％）

【龍族の支配者】（総合戦闘力＋５０％）

【銀狼帝】（総合戦闘力＋５０％）

【絆を繋ぎし者】（総合戦闘力＋３００％）

【大地の王者】（総合戦闘力＋３００％）

【人族の天上】（総合戦闘力＋１００％）

【頂のその先】（総合戦闘力＋２５０％）

【前人未踏の可能生】（総合戦闘力＋２５０％）

【大空の王者】【支配者（真）】【ハーレムキング】【淫魔支配】【お隣のお兄ちゃん】【憧れのお兄ちゃん】【気になるあいつ】【前の旦那を忘れさせてやるよ】【１級フラグ建築士】【攻略王】【絶倫の王者】【賢者の証】【褥将軍】【雄の頂点】




　・特殊スキル

　逆転の一撃　（条件達成時瞬間攻撃力１０倍）

　劣勢の窮鼠　（条件達成時一時的に総合戦闘力２倍）

　限界突破　（条件達成時魔力、スキルパワー無限使用可能）

【経験値接収】パーティの取得経験値を総取りする

【経験値分配】自己の取得経験値をパーティメンバーに分け与える

【スピリットリンク】【シードブースター】【シードアブソーバー】




・ギフト　【創造神の祝福】




　補正値がいつの間にか上がっているのに、どうやら今まで補正値がついていなかった称号スキルに補正値がつくようになったのが原因らしい。

　奴隷に関しては毎日のように基礎値が上がり続け、戦闘力も上がっている。最初は総合戦闘力９０００弱だったソニエルは５００００に届いている。




　ソニエル　　　　ＬＶ８８　基礎値１００００＋４００％＝　５００００

　ルーシア　　　　ＬＶ６７　基礎値８７００＋４００％＝　４４０００

　ミシャルエル　　ＬＶ２２　基礎値１８００＋４００％＝　９０００

　アリエル　　　　ＬＶ４４　基礎値２４００＋４００％＝　１２０００

　ティルタニーナ　ＬＶ１２　基礎値６４０＋４００％＝　３２００

　マリアンヌ　　　ＬＶ７７　基礎値１７０００＋４００％＝　８５０００




　元々Ｓ級冒険者だったマリアンヌは龍人という種族で人間よりも基本能力が高い。その上俺の補正値の恩恵を受けたため、既に銀狼太上皇よりも数値が上がってしまっている。ソニエル、ルーシアもしかりだ。

　ソニエルは魔族ということもあり人族よりは能力は高いらしい。本人の才能もかなり影響するみたいだから個性があって面白くもある。

　加えて奴隷系スキルの恩恵はそれだけではない。スピリットリンクは経験値が二倍。成長率が五倍になる。総合戦闘力に加えて、各種ステータスの上昇率は通常ではあり得ない数値になっていた。

　１から５のランダムとは言え最低値が以前の最高値というのはどう考えてもチートだ。

　しかし不思議なのは、２０４６倍の経験値を取得しているにしてはレベルの伸びがあまり早くない気がするのは気のせいだろうか。確かに普通よりは早いんだが。

──『創造神の祝福の唯一の欠点と申しましょうか、恩恵を受ける代わりに必要経験値がかなり上がっているようです。ハイネスエンシェントエルフや神獣種、銀狼族も元々大器晩成型なので成長の遅さに拍車がかかっているものと思われます。それを補う意味での経験値増加でしょうが、打ち消しあっている結果、今のような状態に落ち着いています』

　なるほど、確かに２０４６倍にもなるとあっという間にＭＡＸまでいってしまいそうなものだが。

　まあレベル上げって終わらせてしまうと張り合い無くなるし丁度良いのかもな。




　◆第５５話　キラーアント




　さて、サミミちゃんに言われたとおりマスタールームへと足を運ぶ。他のメンバーは立て込んだ話になっても俺に従うだけだろうから先に屋敷に帰ってご飯の準備に行ってもらった。

　うちの食事準備はメイドと一緒に奴隷の女の子達もやってくれている。

　全部メイド任せにするのは女の沽券に関わる、らしい。

「ご主人様。仮にウルドバイン様から何かしらの依頼をされても一旦休暇を取られることをおすすめします」

　マスタールームへと向かう最中、ソニエルがそんな提案をしてくる。

　ちなみにソニエルに残ってもらったのは俺のアドバイザーになってもらうためだ。

　Ｂ級冒険者とは言っても棚ぼた的に成り上がったに過ぎない俺は、順当な手順を踏んだ冒険者知識に欠けているところがある。というか無いに等しい。

　なのでＡ級の冒険者であり、知識も経験も豊富なソニエルにアドバイザーとして同行してもらっている。

「休暇か、確かに最近休みとってないな。ごめん、気が付かなかった。皆もたまには休みが欲しいよな」

「あ、いえ、そういう意味ではありません。ご主人様について行けるならどこへでも喜んでお供いたします。しかしながら、ご主人様本人が休まれているところを私は見たことがありません」

「アー確かに、フェンリル騒動からこっち、依頼をこなしてばかりでそういうの全然考えて無かった。……社畜根性かねぇ」

「シャチク？　ですか」

「ああ、いや、何でも無い。分かった。ただウルドバインの依頼が本当に緊急を要するものだったらそっちを優先させる。それでいい？」

「ええ、よろしいかと思います」

　そんな話をしながらマスタールームに到着。扉をノックして中に入った。

「邪魔するぞ」

「おお、凍耶さん、どうしたのです？　トロルとリザードマン連合軍の討伐依頼に出かけていたはずでは？」

「それなら昨日かたづけて今報告を終わらせたところだ」

「はっはっは。さすがですね。もしや、受付の言伝を聞いてきていただけたのですか？」

「ああ、まあな。話だけでも聞いておこうと思ってな」

「非常に助かります。早いに越したことはない」

「どういう内容なんだ？」

　ウルドバインの説明によると、ドラムルー王都から精霊の森をよけて南東に向かったところにある街にやっかいな魔物が出現しているという。

「キラーアント？　蟻ってこと？」

「はい。ここから南東に行ったところにあるソイレントという街があります。そこから東に広がる広い草原地帯にキラーアントが巣を作っているとの情報が入りました」

「そんなに強いの？」

　疑問を呈した俺にソニエルが答える。

「キラーアントは個々の強さよりも数と繁殖力が最もやっかいなのです。短期間に一気に殲滅させないとあっという間に増えてしまいます。一匹見つけたら三〇匹はいると思えというのがキラーアントの常識です」

　Ｇかよ…それは確かにやっかいだな。しかも魔物ってことは多分でっかい蟻なんだろうな。そういうのが強敵だったゲームが昔あったよな。【アリだー！】ってやつ。

　キラーアントはその名のとおり蟻の魔物で、人間を食料にするために街の近くに巣を作る習性があるらしい。

　しかしそれはほぼ五年に一回のペース。しかも季節が決まっているので、しっかりした事前準備さえしていればそれほど恐れることではなかった。

「しかし去年討伐したはずのキラーアントが今年も巣を作ったのが確認され、慌てた領主が王宮へ直訴しに来たということです」

「今まで同じケースはなかったのか？」

「歴史上一度も確認されていないそうですね。学者も首をかしげているらしい。しかし、最近ある学者がかなり有力な仮説を発表しました」

「仮説？　それは」

「魔王の出現」

　魔王か。俺の異世界に転生した目的の一つに魔王討伐がある。あの少女神から依頼され、無理のない範囲で頼みたいと言われていた。

　異世界に転生して幼馴染みとも再会できたし、幸せな生活をするためのギフトももらった。

　一応これでもかなり感謝している。なので魔王は討伐することはやぶさかではないのだが、どのくらいの強さか分からんし戦闘経験を充分積んでレベルも上げてから挑もうと思っている。俺は、ＲＰＧは十分なレベル上げを行ってからボスに挑むタイプだ。

　しかもこれはリセットの効かない現実だ。絶対に負けるわけにはいかない。

「凍耶さんはここ最近魔物の強さが急激に上がっていることをご存じですか？」

　俺はソニエルの方を見て目で聞いた。ソニエルは俺の意図を察して答える。

「事実です。ここ四年くらいでＤランクでも討伐できる魔物が、Ｃランク以上でないと倒せなくなっています。同じ魔物で同じ地域の魔物の強さが徐々に上がってきているというのは以前からあったのですが、去年あたりからその強さの上がり方が急に早くなりました。サーチアイで調べたところ、魔物の平均レベルが１５以上も上がっていたそうです」

　なるほど。いままでずっと変わらなかった魔物が急に強くなる。それはそれらをまとめる強い群れのボスが現れたから。確かにありそうな話だ。

「それで、女王はどう対処するって？」

「討伐隊を編成しているようです。様々な冒険者にも声がかかりかなり大規模な軍勢になるでしょう」

「なるほどな。招集がかかるのはいつなんだ？」

「冒険者と先発隊のグループが先行し偵察を行う予定です。その出発が三日後。本隊は後追いでさらに三日後に出発予定です」

「ソイレントまではどのくらいだ？」

「馬車を走らせて約五日。回復魔法を駆使してノンストップで行けば三日で着くでしょう。しかしグループで行くとなるとどうしても五日はかかると思います。そこで……」

　ウルドバインは何かを期待するような目で俺をジッと見つめる。

　ああ、こういう目で察してしまう俺が悲しい。サラリーマン長くやっていると上司の目つきだけで次に何を言いたいのか大体分かってしまう。

「なるほど。俺達に先行してソイレントに行ってほしい、と？」

「お察しのとおり。報酬は通常の三倍出す予定です。どうかお願いできませんか。まだ問題は表面化していませんが、本来五年に一度しか繁殖期が来なかったキラーアントが二年連続で繁殖期を迎えるなど前代未聞なのです。もしかしたらこれは何かの前兆で、もっとやっかいな何かが起こるような気がしてなりません」

　俺はソファーに深く腰掛けてため息をついた。

　なんだかやっかいごとが舞い込んできてばかりだな。しかし、放置して良さそうな問題でもなさそうだ。

「分かった。今日の一日は休暇を取る予定だ。明日には出発しよう」

「おお、引き受けてくださいますか」

　ウルドバインは満面の笑顔で握手して上下にぶんぶん振ってくる。

　力強いってば。痛い痛い。

「それじゃあ一旦屋敷に戻るとしよう。皆に知らせておかないとな」

「よろしくお願いします」

　ウルドバインは深々と頭を下げた。俺達は受付のサミミちゃんに挨拶しギルドを後にした。




　◆第５６話　メイド長をいただきますしよう




　俺達は一旦屋敷へ戻り、食事をとりながら皆で今後の方針について話していた。

　マリアが食後の紅茶を入れてくれながらキラーアントについて言及した。

「キラーアントが連年発生ですか。それはまたやっかいな事態になりましたね」

「マリアは戦ったことあるの？」

「三回ほど討伐隊に参加したことがあります。一匹ずつはＤ級でも余裕で倒せますが、数があまりに多いため巣の規模によってはＳランクの指定を受けることもあるやっかいな魔物です」

「なるほど。今回はどのくらいの規模なのかね。あ、これ美味しい」

　紅茶をすすりながらクッキーをかじる。マリアの喜びの感情が流れてくる。手作りかな？

「例年ですと大体五〇〇人規模の軍隊で問題無く対処できますが、一五年前に突然変異で強いカイザーが現れ六〇〇〇人の軍勢が多大な犠牲を払ってようやく撃退した事例があるそうです」

　ソニエルがそういうとマリアの眉が少し動く。

「その討伐なら私も参加しました。あの時のカイザーが特殊な動きをしたため対処が間に合わず、街の人口の半分が蟻に食われてしまいました」

「特殊な動きって？」

「カイザーが他の眷属達と合体しグランドカイザーになったのです」

「ああ、あのゴブリンレイドがなってたやつか」

　以前ゴブリンレイドと言う魔物のカイザーが、やられた手下の魂かなにかを吸収してグランドカイザーというでっかい魔物に変身したことがあった。

　思えばあれが冒険者初任務だったな。

「通常グランドカイザータイプは、知性の高い二足歩行ができるカイザー種のみが変身できるものと考えられていました。ところがその事件を皮切りに、様々な種族のカイザー種がグランドカイザータイプに変身する事例が散見し始めたのです。それもここ数年で更に頻発しています」

　なるほど。一五年前に何か切っ掛けでもあったのかな。最近頻発しているってことは例の魔王の出現が関わっているのかもしれないな。そう言えば敵がどのくらいの規模なのか聞き忘れたな。まあ現地に行って調べれば良いか。

「それでは御館様。明日は夜明け前にご出立なさるのですね」

「ああ、日が昇る前には出発しようと思っている」

「かしこまりました。では朝食もそれに合わせて準備いたしましょう」

「ああいや、朝早いし、無理しなくてもいいよ」

「何を仰います。御館様を万全に送り出すのがメイドである我々の責務です。そのようなことはお気になさりませんよう」

「うーんそうか。ならありがたくお願いしようかな。そうだ。折角だから少しわがまま言ってもいい？」

「はい。何なりと」

「マリアのお弁当作っておいてくれよ。この間のドラゴンサンド、すっごく美味しかったからさ」

　ドラゴンサンドとはその名のとおりドラゴンの肉で作ったサンドイッチである。

　ただ肉を挟むだけでなく、ステーキサンド、カツサンドなど、様々に調理された龍肉がパンに挟まれて様々な食感を生み出す極上の逸品だ。

　ルカや他のメイドも料理はそれなりにできるが、マリアのそれは一線を画していた。

　そう、マリアは料理がとても上手い。上級の料理は勿論、貴族令嬢とは思えぬほど庶民の料理にも精通しており、またアイシスデータバンクによると、腕は超高級レストランのメインシェフすら務まると言うレベルだそうだ。

「あれがあると旅のお供に心強いんだよね」

「は、はい、お任せください♪」

　満面の笑顔で笑うマリアは普段のキリリとした表情を崩して少女のように喜んだ。

　可愛いなぁ。




【マリアンヌの恋愛感情がＭＡＸに到達　創造神の祝福発動　スキル【龍族支配】がパワーアップ　上位スキル【龍族眷属化】を習得】

【龍族眷属化】屈服させた龍族を眷属化できる。対象の総合戦闘力＋１２０％




　マリアの恋愛感情がＭＡＸになってしまった。以前から熱っぽい視線を送られてはいたが、一応雇った従業員みたいなものだから、手を出すのはどうかと思っていた。

　しかしこうなった以上ソニエル達と同等に扱った方がいいのかもしれないな。

　マリアの表情は恋する乙女のそれになっていた。

　マリアか…いい女だよな。

　腰の下まで届く長い黒髪は椿油を塗ったように艶を帯びており、顔立ちは凛々しさの中にどこか少女っぽさが残っている。

　そしてその中心を押し上げている大霊峰。メイド服をこんもりと押し上げ、相対的に曲線を描く美しいくびれはメイド服の上からでもはっきり分かるほどスタイルがいい。

　爆乳でありながらスレンダー。正直、たまりません。

　手を出さないように我慢するのがとっても大変だ。

　そんなマリアが……まさかあんなことするなんて。




　◆　◆　◆




「…ん…」

　まどろみから徐々に意識が覚醒に向かっている。朝一番に出発するためそろそろ起きないとな。

　……ちゅぷ……

　（う…こ、これは）

　徐々に意識が覚醒へと向かい始めると下半身になにやらヌルリとした感触が…下半身、特に真ん中の辺りからこそばゆいような気持ちよさ、っていうかぶっちゃけチ〇コが気持ちイイ。健康な青年男子の肉体は朝一の屹立でガチガチになっている。

　性欲とは関係ない現象ではあるが、その様を女の子達は昨日出し足りなかったんだと勘違いして朝から口の奉仕をしてくれることがよくある。

　いわゆるモーニングフェ〇というやつだ。

　男の夢である。

　何度妄想したか分からないが、異世界に来て屋敷で寝泊まりするようになってから毎朝のように朝の奉仕をされるのが実現し、既に皆の日課になっていた。

　ギルドの依頼で夜営をする時も必ずテントで夜伽はしてくれるし、朝は目が覚めるとハメこんで腰を動かしていること多数。

　特にティナとソニエルが多い。ルーシアはそういうの割と恥ずかしがるし、ミシャは俺より早く起きることが滅多にないねぼすけさんだ。

　今日は誰がしてくれているんだろう。昨日は朝が早いからと夜伽はしなかった。

　久しぶりに一人で寝たわけだが、またぞろ誰かが勝手に俺のベッドに潜り込んで来たのだろうか。

　ゆっくりと目を開けるとまだ外はうす暗かった。だが夜明け前に出発すると言っておいたので誰かが起こしに来てくれたのだろうか？

　暗闇になれていない目で下を見やると身体にかけたシーツが盛り上がっている。

「…ん、んふぅ、ちゅる、じゅ。くぷぷ」

　く…う、上手い。ペニス全体を粘膜が包み込んでクルクルと動かされている。ベロの先端を固くして溝をほじったり、逆に柔らかくして全体を包み込んだり、その間も手で玉をマッサージしつつ竿を扱き続けている。リズミカルに強弱の具合を変えるタイミングも絶妙。

　唇を上下させながら敏感な部分が舌のざらざらした部分に当たって今にもイッてしまいそうだ。

　こ、これは一体誰だ？

　身に覚えのある動きではないぞ。テクニカルではあるがどこかぎこちない。

　まるで知識を総動員して一生懸命動いている初めてみたいな。

　俺は相手の頭があるであろう場所に手を伸ばす。相手の髪に触れた。

　ツヤツヤしててなめらかな質感だ。徐々に動かしていくと後頭部と思われる部分に大きな結び目があり、その周りからシルクのような布の感触。

　これは、リボン？　こ、この髪型はまさか…!?

「マ、マリア…？」

「んふぅ、ん、じゅる、ちゅるるるるる」

　シーツに隠れて顔は見えないが、スピリットリンクで俺に伝わってくる感情が歓喜に溢れるのが分かった。

　この感じは間違いなくマリアだ。な、なんでマリアが、あ、ダメ、出る。




　びゅくく、びゅるるる、ぶびゅるる…




「っ…ん…コク、コク…」

　我慢できず噴射した精液をゆっくり飲み下す音がシーツにこもって俺に伝わった。口の中がモゴモゴと動き尿道に残った最後の一滴までも残らず吸い出される。

「…はぁ……♡」

　全てを飲み終えたのか艶やかな吐息が漏れ聞こえた。

「おはようございます、御館様♡」

　シーツをひっぺがすとマリアが俺の肉棒に頬ずりをしながら妖艶な笑顔で挨拶した。

「お、おはよう、突然どうしたんだ」

「御館様は昨晩お夜伽をされなかったご様子。ならばたまった欲求を処理するのがメイドの務めでございます」

　メイドにそんな役割はないはずだが。マリアはゆるゆるとペニスを扱きながらそんなことを言う。

　その目は既に飢えた野獣であり、その先に何を求めているのかは明白であった。

「御館様。はしたない女で申し訳ありません。でも、もう我慢ができないンです」

　恥じらいに頬を染めるマリアの姿に俺はもう辛抱たまらんかった。

「マリア！！」

「きゃ」

　俺はマリアを引き寄せてまだ若干精子くさい唇に舌を入れて嘗め回した。

「んぅっ、ふぁ、ん」

　ぶっちゃけマリアとはまだセックスをする関係ではなかった。セックスをする相手は既に五人いるし、いくら自ら志願したとは言え雇った使用人に安易に手を出すなどできなかった。

　だがマリアはすんげぇ良い女だ。貴族の娘というだけあって上品で整った眉に切れ長の目。

　艶やかな光沢を持った黒髪は日本人を彷彿とさせる美しさがある。

　そしてそのメイド服を押し上げている二つの膨らみは超級サイズと言っていいほど豊かに実っていた。

　妄想をするならメイド服を着たマリアを屋敷の廊下で犯す、なんてこともやってみたいとすら思うのだが、実際に使用人にそんなことをするなんてまともな雇用関係ではあり得ないだろう。

　しかし、マリアの恋愛感情がＭＡＸになったのが昨日。つまりその前もそのつもりがあったと言うことだ。

「一体どういうつもりだ？」

「ご不快でしたでしょうか」

「いいや。むしろ今までずっと我慢してきたのに。俺の今までの忍耐をどうしてくれる」

「御館様に手を出していただける日を心待ちにしておりましたのに。いつも仕事仕事でお帰りにならないから、つい襲ってしまいました」

　しまいましたってな。これ、いいのか？　手を出してもＯＫってことだよな。

「なんだ。手を出しても良かったのか」

「はい。毎日勝負下着でお待ちしておりました。奴隷契約を結んだのに手を出してくださらないから、焦らされて焦らされて」

「まったくとんだ淫乱メイドだな。だったらお望みどおり手を出してやろう」

　俺はマリアのメイド服の上からたわわに実った見事な双球に手を伸ばす。

　ずっしりと重いおっぱいは、手からこぼれてしまうほど豊かに実り、手の平で包むとぐにゅりと指が沈み込んでいく。ブラはつけていない。

　と言うかそもそも、俺はこの世界でブラをつけている女の子を見たことがない。

　ティナとミシャは必要無い大きさだからまだ分かるが、明らかにサイズの大きいルーシアやマリア。大人であるソニエルも誰一人ブラジャーというものを着けていたことが無かった。

　ノーブラプレイは好きだがそれしかイヤだいうわけではない。たまにはブラジャーを外すプレイもしてみたいのだが、もし皆が俺を喜ばせるためにあえてブラを外しているのかと思うと聞けずにいた。

　以前からもしかしてと思っていたが、この異世界にはブラジャーという文化がないのだろうか？

「ふわぁ。そう、もんでください。もっと強く」

　俺は望みどおり手の平を目一杯広げてマリアの乳房を絞り上げるようにしてもみしだく。

　一〇代のしっかりとした弾力のある感触とは違い、マリアのそれは言うなれば水風船かスライムのようだ。指が限りなく沈み込んでいき離すと元に戻る。

　あるいはむにむにのマシュマロのようなふわふわした触感が俺を夢中にさせた。

　俺はおっぱいマニアではなかったはずだ。しかしこの乳は魔力がある。正に魔乳だ。

　先端の尖った部分をつまみ上げる。敏感な部分なので最初は優しく。しかしマリアの反応を見ながら徐々に強くつねるようにして指の腹で乳首を擦るとマリアの反応が一際大きくなる。

「あひゅううう、ち、乳首らめぇ♡あ、あ、あ、イク、イッチャうぅうう」

　マリアの身体が痙攣を起こし熱い吐息が頬を撫でた。

　もう一度腰に手を回してキスをする。今度はマリアの方から積極的に舌を絡めて唾液をすすった。

「ん、ふうう、ちゅ、ん、あふぅ、御館様ぁ、好きぃ、好きですぅ」

「マリア。可愛いよ」

「嬉しい。私、皆さんのように若くないですから、御館様もこんな年増を抱くのはイヤだってずっと思ってました」

「何を言う。お前は綺麗だ。歳なんぞ関係ないさ」

「ああ、そんな。御館様ぁ♡」

　キザな台詞を吐きつつマリアの乳首をゆるゆると擦る。じれったいのか身をよじらせると自ら押しつけるようにして俺にすり寄ってきた。

　もう辛抱たまらん。

「おら尻を上げろ」

　俺はマリアをベッドに四つん這いにさせてロングのメイドスカートをまくり上げる。

　ガーターベルトにオーバーニーソックス。フリルとリボン。レースをふんだんにあしらった白のシルク生地のショーツは既にじんわりと縦のシミができている。

　なんちゅうエロい下着を着けているんだ。上品ながら欲情をかき立てる卑猥なデザインに思わず興奮が強まる。

「もうぐしょぐしょじゃないか。そんなに襲って欲しかったのか？」

「は、はい。いつも仕事をしながら妄想してたんです。御館様に廊下の壁に押しつけられて後ろからハメられて、抵抗してもやめてもらえなくて、そのうち私は自ら腰を振って御館様に懇願するのです」

　優秀メイドは随分と想像力が豊かな性格だったようだ。

　そんなに言うなら望みどおり犯してやろう。

　俺はマリアの腰をつかんでめくり上げたスカートを脱がすことなくパンティをずらして秘部に指をあてる。望みどおり犯す、とは言ってもいきなり乱暴にしたりはしない。

　俺はシチュエーションとして犯すってのならいいが、本当に女の子の嫌がるコトはしたくない。

　イヤよイヤよはやっぱりイヤだと言う人もいるだろう。だがマリアはいつでも来い、と言わんばかりに既に割れ目からは濃厚な蜜がドクドクとこぼれ落ちている。

「既に準備万端じゃないか。これならもう前戯はいらんな」

「は、はい。御館様のぶっといチ○ポ、マリアのオマ〇コに突き立ててください。淫乱処女メイドのヴァージンマ〇コを無慈悲に犯してほしい」

　マリア処女だったのか。なんてことだ。めちゃくちゃ嬉しいじゃないか。

　漢おとことしては、やはりその人の初めてになれるって言うのは特別な感じがする。

　初めてならちゃんと、と一瞬頭をよぎったが、マリアから流れてくる感情の波が早く犯してくれと急かしてくる。

　俺はマリアの望んだとおり乱暴にスカートをめくり上げてメイド服のまま見事にくびれた腰をつかんで半分だけ脱がしたショーツを取り払うことも無く、そのままバックで挿入した。

「ひぎ、あはぁあああ♡　あ、あああ、御館様のが、入って、ああ、大きい、スゴイぃ」

　一気に奥まで突き入れると一瞬の抵抗がペニスを引き留める。だが俺は力任せに腰を突き出し、マリアの処女を突き破った。

　ブツリと弾けるような感触を覚える。一瞬鉄くさい臭いが鼻を付いた。

　本当に処女だったらしい。だがこんな乱暴に犯されて初めてを散らされたにもかかわらず、マリアから流れてくる感情は歓喜以外全く存在していない。

　俺は快感付与のスキルを意識的に強め、マリアの破瓜の痛みを幸福感で満たされるように快感物質へと変換した。俺の腰とマリアの尻がぶつかる音がまだ薄暗い部屋の中に響き渡る。

　打ち付ける度にマリアのポニーテールがピコピコと揺れてリボンが振り乱れた。

　その揺れている様がなんとも言えない興奮をかき立てる。

　大人びた顔に可愛らしく結んだリボンがマリアのギャップを引き立てて一層魅力的にしていた。
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「ああ、クソ。可愛いなマリア。お前は可愛過ぎるぞ。なんてイジメ甲斐のある奴なんだ」

　バックで犯しながら乳をしぼるようにしてつかみ乱暴にもみしだく。

　するとマリアの膣が一層引き締まるのが分かる。どうやらマリアは乱暴にされるくらいが一番感じるらしい。

「あん、あああ、そう、れすぅ。マリアは、いじめられて感じちゃう淫乱なんですぅ、あ、ひゃうう。もっとぉ、御館様ぁ、いじめてぇ。マリアをグチャグチャにしてぇ」

　普段のキリッとした聡明な美女が、だらしなく上の口からも下の口からもよだれを垂らして乱れている姿が俺の興奮を一層かき立てる。

「おらっ、出すぞ。処女マ〇コを乱暴に犯されて、初めてのセックスで子宮の一番奥に中出ししてやるからな」

「ああ、あああ、御館様ぁ、出してぇ、中に出してください。マリアの子宮も犯してくださいぃ、あ、あああ、ああ、イク、イクゥウウウ」

　形の良い尻をつかんで腰を前後させるとマリアの膣内がギュウギュウ締め付けて絞るように蠢いていた。

　ロマンスのかけらもないシチュエーションで犯されることに異常な興奮を覚えた淫乱メイドは、初めてのセックスでバックの中出しをされて絶頂を迎えたのであった。




　◆　◆　◆




「それではいってらっしゃいませ御館様」

「ああ。留守を頼むよマリア」

「はい。お任せください」

　きっちりと背筋を伸ばしたマリアが恭しく一礼をし見送ってくれた。

　その見た目はいつもと変わらない。しかしその姿はどこかウキウキして嬉しそうに見えた。

「マリアさん、なんか嬉しそうだったね。良いことでもあったのかな～」

「マリアさんに兄様の匂いがたっぷりついていたのです」

「ん。これで六人目…」

「仲間仲間♪」

「ご主人様の素晴らしさを理解する同士が増えることは喜ばしいですね」

　…皆にはバレバレであった。マリア特製のドラゴンサンドをストレージにしまい込んで、俺達はソイレントの街へと出発した。




　◆第５７話　烈殺の…




　ソイレントの街には問題無く到着した。予定では三日だったが、俺の回復魔法を使った馬が通常よりもハッスルしてしまいメチャクチャに走るので思った以上に早く着いてしまった。

「さて、着いたのはいいけどまずはどうしよう」

　ウルドバインから先について何をするのか聞いてなかったな。

「まずはギルド支部へ行ってみましょう。ギルドからの依頼ならウルドバイン様の名前を出せば話を通してもらえると思います。おそらく依頼を出したのはここの領主様でしょう」

　ソニエルのアドバイスどおりまずはギルド支部へ行くことにした。ウルドバインからの話は通信魔術で通っており、あっさりと領主と面談することになった。

　俺はソニエルを引き連れて領主の部屋へと通された。

「良く来た。わしがこのソイレントを治めておるツェータ貴族トレクダインだ。まずは先行部隊としてきてくれたことを感謝しよう」

「Ｂランク冒険者、デルタ貴族佐渡島凍耶です」

「おお、貴公があのフェンリルを退けたという新鋭のデルタだな。噂は聞いている。女王自ら貴族階級を下賜するなど前代未聞だからな」

「お褒めにあずかり光栄です。それでトレクダイン卿。キラーアントの現在の様子はどのようなものになっていますか？」

「うむ。既に二〇人以上が犠牲になっておる。巣の規模はかつて一五年前に起こった大悪夢の再来と言えるほどの規模と予測されている。はっきり言ってこの街の兵隊だけではどうにもならん」

「キラーアントの巣はこの街から近いのですか？」

「現在調査中だがおそらく、少なくとも一グループは街からそう遠くない場所にあると予想されている」

「参考までに、一五年前の事件とやらでは巣の規模はどのくらいだったのですか」

「一グループの巣に大体三〇〇匹は潜んでいたはずだ。それが二〇以上だった」

　そんな大規模な魔物よく退治できたな。

──『当時のＳランク冒険者で大規模殲滅魔法を得意とした魔法使いがいた模様です。魔力回復を主とした戦略を駆使して短期間で一つずつ殲滅してようやく退治。それでも犠牲は三五〇〇人に上ったそうです』

　なるほど。ちなみにその冒険者って今はどうしてる？

──『三年前に病気で他界した模様です。現在この街の付近にＳランク相当の実力を持った者は凍耶様達以外存在しません』

　ふーむ。と言うことは俺達で少なくとも街の近くのやつだけでもなんとかしておいた方がいいだろうな。

　俺がその気になれば全てを一気に殲滅できるけど、あまり派手に目立ちすぎるのも良くない。

　確かに街からすれば早くに脅威が去るに越したことはないだろう。しかし魔物退治とはすなわち冒険者にとって稼ぎ時でもある。

──『キラーアントの外殻は優れた防具の材料となります。また魔結晶は回復アイテムの材料として重宝されています』

　下手に殲滅して冒険者連中の仕事を奪ってしまうわけにはいかない。

　とりあえず街の近くにあるって言う一つは適当に殲滅して、残りは後から来る本隊と合流して協力態勢で臨んだ方が軋轢は少なくてすむだろう。

　俺がもうちょっと傲岸不遜な性格だったらお構いなしに全部自分の手柄にしてしまうのだが。ここら辺で他人の迷惑とか考えてしまうあたりヘタレなんだろうな。

──『それはむしろ凍耶様の美徳かと思います』

　ありがとうアイシス。

　ともかく、今回はフェンリルの時みたいなへまはしない。

　チートをふんだんに使って皆を安全に、かつ他人に迷惑を掛けないように振る舞おう。

──『街の近くに害をなそうとする敵個体は常に監視しておきます』

　頼むよアイシス。頼りにしてる。

──『お任せください』

「分かりました。とりあえずその一つを調査に向かい、可能であれば退治してきましょう」

「おお、やってもらえるか。ありがたい。おそらく一番近い巣は街の東の草原地帯、シュリマステップとよばれる場所、街から見るとやや東南よりの場所にあると推測されている。正確な場所はまだ特定できていないのでその調査も同時に頼めるだろうか」

「分かりました。では明日にでも調査に出発しましょう。一週間以内には本隊も到着するでしょうから、その間住民に被害が出ないように警戒態勢を敷いてください」

「承知した。正直助かるぞ。貴殿のような実力者が真っ先に動いてくれるとなれば街の警備に人員を割ける」

「私のような新参者を何故そのように信頼していただけるのですか？」

「それはそうだろう。女王は決して実力を詐称するものに評価を与えたりはしない。フェンリル討伐しかり、銀狼太上皇の一件しかりだ。その上ギルドに持ち込んだあのドラゴンの死体の山を見せられては信じざるを得まいて」

　なるほど。あれを見たのか。ギルドに卸したドラゴンの死体は屋敷の食材用に一部を残して全て素材として売ってある。現在ギルドの素材倉庫には俺が持ち込んだドラゴンの一部が山のように積まれている。

　国民の娯楽の一環としてドラゴンの解体ショーなんかもやったらしい。

　その際にグランドドラゴンの解体ショーには長蛇の列ができたという。

　誰が持ち込んだのかというのは勿論誰に言ったわけでもないのだが、人の口に戸は立てられない。

　うわさはあっという間に広まって、新鋭貴族の佐渡島家の当主はただ者ではないらしいと言われてしまっている。

　幸い顔見せなどはしていないので街に繰り出しても騒ぎになったりしないが、時間の問題だろうな。

　さて、俺達は領主の家を後にして宿の酒場で食事をとるためルーシア達の元に合流した。

　ストレージにはマリアや屋敷のメイド達が作ってくれた料理が沢山保管されているが、一度くらいは現地のものを食べてみたい。

　ストレージは時間が停止するのでいつでも作りたてを食べることができるからな。




　酒場へ赴くと夕方にもかかわらず既にかなりの賑わいを見せていた。扉を開けると店員の女性が気付いてこちらへやってくる。

「はーいいらっしゃい。うわぁ、可愛い子ばっかり」

　店員は女の子達を見て感嘆の声をあげる。

　それはそうだろう。みんな美女美少女ばかりだからな。

「お兄さん羨ましいねぇ。六名様でいい？」

「ああ、席は空いているか？」

「大きいテーブルは埋まっててね。相席でもいいかい？」

「みんなどうだ？」

「私は構いません」

「うん、大丈夫」

「問題ない」

「ミシャも大丈夫なのです」

「アリエルも平気」

「どうやら問題無いらしい。案内を頼めるかな？」

「はいはーい、ではこちらへどうぞ」

　奥の方へ案内されると大きめのテーブルを男女のグループが囲んでいる。

「お客さん、相席お願いしてもいいですか」

「ああ、構わないよ」

「どうも、お隣失礼します」

　席に座っているのは若い男女のグループだった。身なりからすると冒険者のようだ。

「うわっ、なにこの子達。めっちゃくちゃ可愛い子ばっか。お兄さんなに？　ハーレムの人？」

「おいおい、いきなり失礼だぞプルル。すいません連れが失礼なことを」

　相席したのはイケメンの男と二〇代くらいの女。それに体躯の大きな無口な男と恰幅のイイ女性だった。

「甲斐性のある、漢ということだろう……」

　無口っぽい大男がぽつりと呟く。

「構いませんよ。ところで皆さんは冒険者とお見受けしますがこの街へはよく来るのですか？」

　俺はハーレムの話題はあえてスルーし、ここ近辺での情報を相手が持っていないか聞いてみることにした。

「ああ、ボク達はこの街をホームタウンにしている冒険者チームなんだ。ボクはストーナ。Ｂランクだが瞬剣のストーナって言えばここら辺じゃちょっとした有名人だよ」

「うわ、恥ずかしい。有名人だって」

「自分で言うことじゃないねぇ」

　豪快に笑う恰幅のイイ女性が突っ込みを入れる。

「あたしゃパルパルってんだ。見た目はタンクだが後衛の魔法使いさ」

　はっはっは、と笑うパルパルに場が和む。どうやら彼女はチームのムードメーカーらしい。

「んで、こっちの無口な朴念仁がハーフオーガのロバート。見た目どおりのタンクだ」

「ロバートだ…」

　無骨な印象の大男は目を伏せゆっくりと一礼をする。悪い奴じゃなさそうだな。

「あたし、プルルって言うの。アーチャーだけど斥候や中衛もできるチームの何でも屋よ。この四人で『ソイレントウィンド』ってチーム組んでるの。前衛のストーナが風みたいに早いのが自慢だからってつけたんだ。恥ずかしい名前でしょ？」

「ちょ、ボクが一生懸命考えて皆賛同してたじゃないか」

「あたしゃチームの名前とか別にどうでもよかったからねぇ」

「俺もだ…」

「わがままなリーダーがすねるから仕方なくね」

「それ酷くない!?」

　一同は笑い合い場は和んだ。なんだかんだでイイチームのようだ。

「それはそうと君達は？　その格好は冒険者、なのかな。君以外は女の子と子供しかいないみたいだけど」

「ええ、まだ駆け出しですが、ボクは凍耶といいます」

「狼人族のルーシアです。前衛をしています」

「猫人族のミシャルエルなのです。ミシャも前衛なのです」

「ティルタニーナ。ティナでいい。魔法使い」

「アリエルだよ。アリエルも剣士だから前衛。でも回復魔法も攻撃魔法も使えるよ」

「ず、随分ユニークな編成のパーティだね」

「前衛が三人もいるんだ」

「あはは、一応ボクが中衛で何でも屋をやっているので。彼女が司令塔になってくれるおかげで皆のびのびと役割を果たしてますよ」

「そう言えばそちらの彼女は…」

「あ。えっと、ソニエル、と言います」

　ソニエルはなぜだかぼそっと小さな声で名乗る。どうしたんだろう？

「な、なんだって!?」

「ソ、ソニエル!?」

「って、まさか」

「…烈殺のソニエル…」

　なにそれ格好いい。四人は一様に目を見開いて驚愕の表情でソニエルに注目した。

　寡黙なロバートですら僅かに身を乗り出している。

「え？　烈殺のソニエル？」

「あ、あの、あまり大きな声では」

　なにやらソニエルが慌てて止めに入るが、うかつにも呼ばれた二つ名っぽい名前を大声でリピートしたため周りが一気にざわめきだした。

「なんだって!?　ソニエル!?」

「ほ、ほんとだ！　烈殺のソニエルだ！」

「うそ、本物!?」

「わ、初めて見た」

　なぜだか周りがソニエルを取り囲んで大騒ぎを始めた。まるで町中でアイドルに出くわしたミーハーなピープルみたいにあっという間に黒山の人だかりができてしまう。

「わ、わたしファンなんです！　握手してもらえますか！！」

「お、俺、ソニエルさんに憧れて槍使いになったんです。ぜ、是非サインください！！」

　わらわらと集まって騒ぐ民衆に一体どうしたものか戸惑った。

　なんだこれ。ソニエルってこんなに人気者なのか。

　いきなり始まったソニエルのサイン会。困り果てているものの、自分を慕っているという人達を無下にはできず事態が落ち着くまでしばらくかかった。

　結局騒ぎが収まらないので『今日は俺のおごりだ！！　飲みたいやつは席に戻れ！！』と叫んだ瞬間、即座に席に戻って酒を注文し始める連中に若干辟易してしまった。

「現金な連中だなぁ」

「申し訳ありませんごしゅ…凍耶さん」

　ソニエルはご主人様と言いかけて慌てて言い直す。そうだよな。この上ソニエルの主人だ、なんて分かってしまったらどんなヒンシュクを買うか分かったものではない。

　この人気ッぷりからしてソニエルはアイドル並に人気者のようだ。

「いやぁ、まさかこんなところで烈殺のソニエルさんとお会いできるなんて思ってもみませんでした」

「ラッキーだったねぇ。ある意味王族に会うより貴重な体験だよ」

「僥倖…」

「ソニエルさんって剣も槍も魔法も何でもできるんですよね！　あたし憧れちゃうな」

「人気者なんだなソニエルって」

「お恥ずかしい。すみません皆さん」

「ティナは気にしない。ソニエルは仲間。それだけ」

「アリエルも～。ソニエル様は昔からすっごい人なの」

　どうやらＡ級の冒険者として実力があるだけでなく、その美貌と人柄の良さからレンタル奴隷時代から相当な人気者だったらしい。

　先ほどから周りからのチラチラとこちらを窺うような視線を集めている。

「ところでさ、烈殺ってなに？」

　俺がその疑問を呈した瞬間、場が凍り付く。

「あ、あなた知らないのですか!?」

「烈殺のソニエル。烈火のごとき槍捌きで敵を滅殺する超一流の生ける伝説なんですよ！！」

「…槍捌きだけならＳ級をも凌ぐと言われる」

「あんたなんでそんなことも知らないでソニエルさんを連れ回してるんだい？」

　なんでと言われましても…この間異世界に来たばかりなので。とは言えないよね。




　◆第５８話　蟻退治




　結局昨日は食事どころではなくなってしまい、騒ぎを収拾して宿でマリアの作ってくれたご飯を食べた。

　次の日。俺達はシュリマステップの南東にあると言うキラーアントの巣を探すこととなった。

　探すと言っても場所はアイシスによって既に割り出している。俺はナビゲートに従って馬車を進めるだけだ。

　やがてしばらくステップを進むと、草原の一角に大きな砂の山が盛り上がっている場所を発見した。

「間違いありません。あれがキラーアントの巣の入口です」

　討伐隊に参加経験のあるソニエルが行き先を指さした。

　よく見ると盛り上がった砂は穴が開いており空洞になっているようだ。

　地球で見る蟻の巣と同じように地中に巣を作るのだろう。なるほど。草原に作られると高い草に囲まれて発見が難しい。それこそ空からでも探さないといけないということだ。

「さて、キラーアントとは初戦闘になるわけだが、何か気をつけることはあるか？」

「キラーアントは酸を吐きかけて武器を腐食させる攻撃を持っています。アーマーバンクルの耐久度も下げてしまうので酸攻撃はできるだけ喰らわないようにしてください」

　ソニエルによる敵情報のレクチャーを受け様子を探っていると、穴の中から一匹の巨大な蟻が姿を現した。

　キラーアントは地球の蟻を拡大画像で見た感じにそのまま蟻が巨大化したような姿をしている。

　唯一違うのは顎に刃物のような光っている部分があるのと、触角が虹色に輝いていることだ。

「あれがキラーアントか」

「うう、でっかい虫か。虫って苦手なんだよね」

　そう言えば沙さ耶や香かって生前は虫が大の苦手だったな。台所にＧでも出現しようものならすぐさま戦争になるくらいだった。

『ギギッ』

　キラーアントはこちらを知覚すると六本の足をガチャガチャと動かして突進してくる。

──【キラーアントソルジャー　ＬＶ４１　総合戦闘力３２２０】

「レベル４１　総合戦闘力３２２０だ。みんな油断するな」

　全員は一斉に武器を構える。ティナがファイヤバレットで牽制を加え、ひるんだところに前衛の三人が攻撃を加える。いつもの陣形で責め立てた。

　キラーアントは、巨大な顎と腕で応戦するが地力の違いから勝負はあっという間につく。

　アリエルがキラーアントの首を切り飛ばして倒れ込んだ敵はすぐに動かなくなった。地球の昆虫と違って頭切り飛ばしてもまだ死なないとかはないみたいだな。

「やった！　アリエル大勝利」

　段々と子供じみた仕草に磨きがかかってきたアリエルに和みつつ、とりあえずそのままストレージにしまうと穴の様子を窺う。

「とりあえず後続はないみたいだな。初戦としては上々だろう。…どうしたソニエル」

　ソニエルはなぜだか難しい顔をして穴をジッと見つけている。

「ご主人様。先ほどのキラーアントソルジャーの数値をもう一度教えていただけますか」

「レベル４１で総合戦闘力３２２０だったな。それがどうかしたか？」

「これは、思った以上にマズい事態かも知れません」

「どういうことだ？」

「キラーアントソルジャーは言わば兵隊です。つまり戦う種の中では最も数が多く、またポピュラーな存在です。普通ならＤランク。Ｅランクでも頑張ればなんとか勝てます。しかし、先ほどのキラーアントソルジャーは明らかにＡランクの力を持っていました」

「ソニエルの知っているやつより強いってことか」

「はい。去年私が参加した討伐では平均の数値は１０００を超えない程度でした。群れのボスであるエンプレスキラーアントですら２５００を少し超えるぐらい。一流でなくとも油断しなければそうそう負けることはありません。去年の平均レベルは２０程度でした」

「雑魚ですら２０以上も上がってるということか。確かに由々しき事態かもな」

　アイシス、とりあえずあの巣の中にどのくらいの敵がいるかスキャンできるか？

──『可能です。ダンジョン内のスキャン開始……完了。敵性個体の分類をステータスに表示します』





【キラーアントソルジャー　×１１２　ＬＶ４１　総合戦闘力３２２０

　キラーアントナイト　　　×３３　ＬＶ５５　総合戦闘力６５００

　キラーアントワーカー　　×１８９　ＬＶ２５　総合戦闘力１５００

　キラーアントカイザー　　×１　ＬＶ９０　総合戦闘力１２０００

　エンプレスキラーアント　×１　ＬＶ１２０　総合戦闘力１６０００】






　ザッと三四〇体ってとこか。しかもボスが強いな。ダンジョン内の構造はどの程度複雑なんだ？

──『規模が小さいためそれほど複雑ではありません。キラーアントは群れのボスであるカイザーとエンプレスを倒せば統率を失い一気に弱体化しますが、高い防御と数で守りを固めているため兵隊の排除はどうしても必要になります』

　なるほどな。どっちにしても戦闘は避けられないわけか。それに下手に女王蟻のところに突っ込もうとしても兵隊に手間取っている内に挟み撃ちにされる可能生もある。確実に倒していくためには兵隊の絶対数をまずは減らす必要があるな。

──『凍耶様、ダンジョン内の敵性個体がこちらを捕捉した模様。一斉に動き始めています』

　おいでなすったな。

「皆、敵が動き始めたみたいだ。戦闘準備。相手は蟻だ。地中のどっから来るか分からん。油断するな。分断されないように注意してペアで行動しろ」

「「「「「了解！！」」」」」

　俺達が戦闘態勢に入ると同時に足下の土が盛り上がる。どうやら地中を掘り進んで奇襲を掛けるつもりのようだ。

　俺は地面の盛り上がった部分に空を突き立てる。

『ギギィッ！！!?』

　どうやら直撃したらしい。確かな手応えを感じた。

　地面から一斉にキラーアントソルジャー達が顔を出す。ソルジャーばかりのところを見るとこっちを殺す気満々のようだ。

　そっちがその気なら遠慮はしないぜ。

「皆！　戦闘力の低いティナを守りながら陣形を取れ。ティナは距離をとりつつ広範囲魔法で攻撃しろ」

　俺の指示で一斉に皆が動く。

　俺は俺で蟻達を牽制しながら一匹ずつ仕留めていく。

「凄い。さすがはご主人様。我々も負けていられません。ティナさん。魔力をチャージして威力と範囲を最大でお願いします」

「ん、任せる」

　ティナの杖に魔力が集まり始める。赤く光るエネルギーの塊が頭上で大きく集束し小さな太陽を造り出した。ティナは龍の霊峰で発見したレアアイテム【賢者の杖】を装備しているため、威力は増し増しになっている。

「エクスプロード…」

　塊に小さな火種のような魔力が注ぎ込まれ一気に爆ぜる。ティナ達の陣を中心に真円状に広がる熱のドーム。

　灼熱の壁に巻き込まれた蟻達が一気に外皮をとかされ絶命していく。

「今です！　アリエル」

「お任せなの！　フリーズコフィン」

　ソニエルとアリエルが一斉に氷魔法を放つ。熱地獄から一気に極寒地獄へと化し、強力な外殻で守られたキラーアントソルジャーの鎧が脆くなっていく。

　そこに一瞬で距離を詰めたルーシアの二刀流が次々に敵を斬り裂く。

　更にミシャの拳、ソニエルの槍、アリエルの剣が次々にソルジャー達を葬っていった。

　素晴らしい働きだ。俺も負けてられないぜ。

　俺は刀身を伸ばして敵を複数串刺しにしつつ横に薙いだ。斬り裂かれた蟻達を両断しながらファイアバレットで焼きつつ数を減らす。

　既に五〇体近く葬ったがまだ半分以上残っているはずだ。

「!?　ソニエル、後ろだ！」

「しまった！」

「くっ間に合え！！」

　敵を攻撃しつつ陣を形成するソニエル達の背後から複数のソルジャーが迫る。

　俺はとっさに空を振るってソニエルとティナに襲いかかろうとしているキラーアントソルジャーを攻撃した。

　すると空の刀身がまるで鞭のようにしなり俺の意図した方向に曲がりながら敵に突き刺さる。

「な、なんだ今の？」




──【スキル【這蛇剣】を習得　創造神の祝福発動　【這蛇追走牙】を習得】

【這蛇剣】　伸ばした刀身を曲げながら攻撃できる。

【這蛇追走牙】　使用者の意図した方向に刀身をどこまでも伸ばす。伸ばせる範囲はスキルパワーの総量と出力に依存。




　またぞろ新しいスキルを覚えた。久しぶりの攻撃スキルだ。つまりこれは敵を追尾しながらどこまでも刀身を伸ばしていけるスキルというわけだ。

　スキルパワーを込めることで空の刀身を伸ばせることは知っていたが、まさか鞭のように曲げられるとは思わなかった。

　俺は空の説明文を思い出した。




【空くう】　攻撃力０　刃そのものに切る力はない。ただし、持ち手の意思を反映し形状、威力を変える。柄の部分に魔力、またはスキルパワー、あるいは両方を込めることで物理攻撃、魔法攻撃、両方に対応する。回復魔法を付与し相手に突き刺すことで内部の治療もできる。

　何も切らないし全てを切ることができる。

　零であり、無限。故に空。




　持ち手の意思を反映し、形状と威力を変える。つまり今のはとっさに複数の敵を空で攻撃しようとした俺の意思をくみ取って形状を変えたと言うわけだ。

　凄いな。空は思った以上に便利な武器みたいだ。

「そうだ。この技なら地上から巣の中にいる敵を狙い撃ちできるかも」

「そんなことが可能なのですか？」

「主様どうするの？」

　俺の元に集まってくる皆の方を向きつつ思案する。

　よし、アイシス、敵の存在している位置をマーカーで示すことは可能か？

──『了解。敵性個体を赤いマーカーで表示します』

　俺の視覚に地中に存在する敵が赤い矢印で表示される。

　立体表示なので地中の様子を脳が知覚することができた。

「よし、皆見てろよ。むぅううん」

　俺は空の柄に思い切りスキルパワーを込める。魔力もフルパワーで充填し攻撃力２７２０００を出力する準備が整った。

「こ、これは」

「トーヤから魔力が溢れてる。凄い…」

「お兄ちゃん、どうするの!?」

「主様凄いのッ！」

「兄様っ」

「いっけぇ！　這蛇追走牙！！！」

　俺は力一杯空を地面に突き立てた。

　開放された威力が刀身を限りなく伸ばし次々に敵を貫いていく手応えを感じる。

　やがて一際固い感触が二体連続で突き抜ける。どうやらこれがカイザーとエンプレスのようだ。

　ところが刀身は更に伸び続け地面の中で土をかき分けながらドンドン伸びていく。

　そして数秒の空白のあと再び手応えが伝わり始め、同じ間隔でそれが四回ほど繰り返された。

──『周辺敵性個体の全滅を確認。戦闘を終了します』

「ふう、良し。終わったぞ」

「お、終わったって。一体何をしたのお兄ちゃん」

　ルーシアが不思議がりながら空をまじまじと見つめてくる




『経験値を取得１０２３倍に増加

　──レベルアップ　ＬＶ１２０→ＬＶ２４９　基礎値４１０００→８００００

　──レベルが２００を突破　称号スキル『頂のその先　弐』（総合戦闘力基本値＋２００％）を取得

　──１０００体を超える敵性個体を単独で撃破　称号スキル【一騎当千】（総合戦闘力＋１００％）を取得

　──補正値合計３５００％

　──スキル　【マルチロックバースト】を取得

【マルチロックバースト】スキル　魔法を任意の指定対象に放つ　敵味方選別可能』




　これはまた一気にレベルが上がったな。




『総合戦闘力８００００＋３５００％＝２８８００００』

　ソニエル　ＬＶ８８→ＬＶ９９（限界）　総合戦闘力　５００００→６１０００

　ルーシア　ＬＶ６７→ＬＶ９９（限界）　総合戦闘力　４４０００→７００００

　ミシャルエル　ＬＶ２２→ＬＶ４１　総合戦闘力　９０００→２１０００

　アリエル　ＬＶ４４→ＬＶ９９（限界）　総合戦闘力　１２０００→５７０００

　ティルタニーナ　ＬＶ１２→ＬＶ１９　総合戦闘力　３２００→６８００




「す、すごい、一気にレベルが限界まで上がっちゃった。一体どうなってるの？」

「アリエルのレベル５０以上上がった」




──『創造神の祝福発動　所有奴隷のレベル限界を２５０まで引き上げ』

──『更に創造神の祝福発動　奴隷補正値を＋４５０％に上昇』




　ソニエル　ＬＶ９９　総合戦闘力６１０００→６９０００

　ルーシア　ＬＶ９９　総合戦闘力７００００→８５０００

　ミシャルエル　ＬＶ４１　総合戦闘力２１０００→２４０００

　アリエル　ＬＶ９９　総合戦闘力５７０００→６５０００

　ティルタニーナ　ＬＶ１９　総合戦闘力　６８００→７７００




「え？　今のは一体…補正値が」

「なんかレベルの限界ってところが表示されなくなってる」

「ま、まさか、限界突破現象!?　で、でもなんで!?　教会の祝福がないと起こらないはずなのに」

　へえ、祝福を受ければレベル限界って取っ払われんだな。

──『それでも１５０までですが』

　さすが創造神の祝福ってところだな。

「主様すごーい♪」

「さすが兄様なのです。凄いのです」

「ね、ねえお兄ちゃん一体何をしたの？」

　俺は皆に今空を使ってやったことを説明した。どうやらここだけでなく後三、四カ所の巣も同時に潰したらしい。

「ご主人様、あなたは一体何者なのですか」

「んー、まあそれは後で話そう。とにかく敵はもういないから」

「分かりました。それではあちらの巣だけでも素材を回収しておきましょう。エンプレスとカイザーの素体は貴重な装備の材料になります」

──『撃破した個体は私の方で五カ所分全て回収しておきました』

　さすがアイシス。気が利くね。

「倒した敵は全部回収済みだ。だから入らなくていいぞ」

「ええ!?　一体どうやって」

「うーんと、まあそういうスキルみたいなものだ。ほれ、ストレージに入ってるだろ？」

　俺は皆に共有場所のストレージの項目を見せた。

「ほ、本当に入ってる。し、信じられませんが、やはりさすがはご主人様と言うことですね。改めて感服いたしました。それでは改めて巣を探索しましょう」

「ん、だけど、敵は全部回収したって」

　ティナが首をかしげてソニエルに尋ねる。

「ええ、キラーアントの卵は薬の材料になるので貴重なのです。この機会に手に入れておきましょう」

「なるほど。納得」

「よし、じゃあ探索するか」

　俺達は巣に潜り卵を回収した。どうやら卵はエンプレスの部屋にあるらしい。

　案の定エンプレスの卵部屋で大量の卵が見つかった。

「これって孵ったりしないだろうな」

──『キラーアントの卵は女帝蟻からのエネルギーを受けて孵化しますので心配ないかと。放置すれば次第に生命力を失ってやがて死にます。卵は薬の他に死ぬと硬質化して宝石のようにエメラルド色に変化するので装飾品の材料としても人気が高いようです』

　なるほど。それじゃあここにある卵は回収しておきますか。

　俺は周りに存在する卵をマーキングしてもらい一気にストレージに収めていった。

「ストレージってそんなこともできるの？」

「んー他のやつがどうかは分かんないけど、俺はできるな」

「普通はできません。素材は手に触れて回収するのが通常です」

　合計で二〇〇〇個の卵が手に入った。さすが蟻の卵だけあって数がハンパなかった。

「よし、それじゃあ帰るぞ」

　俺達は巣を後にしてソイレントへと戻った。

　あ、ちなみに他の四つの巣の卵は遠隔でアイシスさんが回収してくれました。

──『造作もありません』

　ほんと優秀だわ。




　◆第５９話　グランドカイザー再び




　ソイレントへと戻った俺達はトレクダインに報告を行うため、領主の館へと足を向けた。

「おお、早かったな。巣の場所は分かったのか」

「ええ、街に一番近いところは言われたとおり南東にありました。ついでにもう四カ所ほど見つけたので全て潰してあります」

「な、なんだって!?　それは本当か！」

「この後蟻の素材をギルドに卸すつもりです。エンプレスとカイザーもそれぞれ五体ずつあるので、証拠になると思います」

「なんと。噂には聞いていたが、まさかこれほどとはな」

　トレクダインは膝を叩いて感心したように笑った。

「これでしばらくは街は安全だろう」

「ただ、一つ気になることが」

「む、なんだ」

「ソニエル。説明を…」

　ソニエルは先ほどの経緯をトレクダインに話して聞かせた。トレクダインは冷や汗を拭いながら信じられないといった様子で頭をかいた

「なんと言うことだ。それが本当だとしたら非常にまずいぞ」

　確かに平均レベルが２０以上も上がってるんじゃ、雑魚戦はもちろんボス戦がとにかくキツくなるな。

　さっき倒したエンプレスの戦闘力が１６０００。これが最低値だとすると、違う懸念材料が出てくる。

「もしも、もしもそんな強力な個体がグランドカイザータイプにでもなってしまったら、もはや手がつけられないではないか」

「ええ。戦闘力２０００のゴブリンですら９０００を超えていましたから、単純に八倍、個体レベルを考えるともっと上でしょう」

「それに数の問題もあります。ゴブリンと違ってキラーアントはこちらを食料と見ていますから人間が襲われる確率が他とは桁違いです」

「分かった。ともかく御苦労だった。後は本隊が到着し、軍の上層部と合議した上で方針を決めよう。それまでは街の防衛を最優先にしつつ引き続き巣の探索も行うよう兵に命じておく」

「発見しても手を出さないことを徹底させてください。下手に刺激すればそれで犠牲者が増えるだけになってしまいます」

「そうだな」

　トレクダインと方針を話し合いつつ、俺達はとりあえず後追い部隊の到着を待つことになった。




　◆　◆　◆




　一週間後

　ドラムルー王国直属部隊、及び上級冒険者グループが到着し、上層部の面々で対策会議が行われることになった。

「それではキラーアント対策会議を始めよう」

　場を仕切るのはなんと女王のそば仕え。カイゼル髭のジークムンクであった。

　後で知ったが彼はドラムルー王国軍の総司令官であるらしい。ただの世話役大臣じゃなかったのか。

「まずはデルタ佐渡島が調査してくれた事実を元に、敵の戦力について分析をしてみよう」

　俺は前へ出て全員の前でここ一週間で調べたことを報告した。

　実はここに至るまでの一週間。俺は遊んでいたわけではない。フェンリルの時のように不測の事態が起こらないとも限らないため、まずは周辺に存在するキラーアント達の巣を全て調査。場所を割り出した。

　調査の結果やつらの巣は全部で三五カ所にも及び、個体の総数は一万に迫る。

　これらが一斉に動き始めるとおそらくこちらに勝ち目はない。

　いや、正確に言うなら俺達を含めずに戦っては勝ち目がないということだ。それに広範囲にわたって展開されると俺達だけでは対処できない。

　だから俺は密かに点在する三五の巣の内、二八カ所を予め間引いておいた。

　アイシスによるサーチで敵のアジトと総戦力の分析は済んでいる。

　後は先日覚えたばかりのスキル【這蛇追走牙】と【マルチロックバースト】のコンボをフルパワーで放ち、巣ごと全滅させるを繰り返すだけだった。

　スキルパワーが空になっても二分で全快してしまうので一日で終わった。

　全てを撃破してしまうと先日も言ったとおり彼らの仕事を奪ってしまうことになる。

　だから俺はここにいる人達をフォローできるくらいまで敵の数を間引いたというわけだ。

　おかげでレベルは既に５００を超えてしまった。




　ＬＶ２４９　基礎値８００００　→　ＬＶ５６６　基礎値１４００００

　──称号スキル【頂のその先　参】（補正値＋３００％）【頂のその先　肆】（補正値＋３００％）【頂のその先　伍】（補正値＋３００％）

　総合戦闘力　２８８００００　→　６３０００００




　今回は俺一人で行ったため、他の皆のレベルは上がっていない。どうやら離れているとパーティを解除したと見做されるようで経験値が共有されないらしい。

　それに気が付いたのが、目的の割合に到達してからだったのだから皆には申し訳ないことをした。

　その分皆にはエッチして基礎値を上げる特訓を施し戦力の増強を図っている。

　あくまで戦力の増強であって単に他の連中が来るまで暇だったのでエッチ三昧していたわけではない。ないからな。

　一応真面目に補足しておくと、本当にエッチしかしてなかったわけではなく戦闘訓練と称して潰した巣のうち最後の三つは俺抜きでソニエル達が潰している。

　やはり敵の平均レベルが著しく上がっており、おそらく並の冒険者では歯が立たない可能性が高いのだ。

　なので俺からの提案は全員の協力態勢の元、一つの巣に対して全戦力を投入。

　敵を撃破してレベルを上げつつ、残りの巣を順番に撃破する。

「それで、敵の所在地はこのソイレントの街から直線上に七カ所存在しています。ですから真っ直ぐに進軍し敵を撃破しながら順番に攻略していけば勝てないことはないかと」

「ふーむ。なるほどな。確かにキラーアントのやっかいさはその数であったが、そこに強さが加わるとなると今までのように軍は軍で、冒険者は冒険者でというわけにはいかんだろう」

　ジークムンクはそう言って自慢のカイゼル髭を弄る。

「でもよぉ、軍と協力しろっていっても俺達の邪魔になるんじゃね？　いきなり連携なんて取れるわけないだろ」

　そういうのはの大男。Ａ級冒険者の男だった。

「まあ、確かに難しいだろう。だから最低限お互いの邪魔はしないと言う方針で行けば良かろう」

　そう言って宥めたのはＳ級冒険者として今回の依頼に参加したアドバインである。

「けっ、大体よぉ、緊急だって言うからきてやったのに、蓋を開ければ蟻退治かよ」

　弁髪はさっきから文句たらたらであった。何のために来てるんだこいつ。

「とにかく、方針は変わらん。一カ所ずつ集中して攻めれば簡単に負けることはないだろう。各自準備を怠らないようにしてほしい。出立は明朝。決して先走ることはないように。では解散」




　◆　◆　◆




「おお、凍耶。相変わらず大活躍だな」

　会議が終わった後、酒場でアドバインと飲んでいた。女の子達は先に宿で休んでもらっている。おっさんの酒に付き合う必要はない。

「しかしすまんな。あくの強い連中をまとめ上げるのは一筋縄ではいかん」

　今回参加した冒険者はＢ級のチームが一七。Ａ級のチームが四つ。Ｓ級のチームが二つ。

　ドラムルー王国軍は総数一〇〇〇で臨む。

「まあ身一つで稼いでる連中だからプライドも高いんだろうよ」

　実際作戦会議に参加したのは数あるチームの中でアドバインとさっきの弁髪。それからこの街の冒険者代表のストーナ達だけであった。

　こんなことで連携を取れるわけもないが、この作戦に参加する条件として許可無く敵と戦わないこと。

　これが義務づけられていた。

　しかしそんなの関係ねぇと言わんばかりに既に半分の冒険者チームが先走って出発してしまったという。面倒だな。

　俺としては無駄な犠牲はできるだけ出したくないわけだが、何の縁もゆかりもない連中にまで気を揉んでいろいろとすり減るのは御免こうむりたい。

　自分勝手に動いてそれで死ぬならそいつがバカだったというわけだ。

　俺は聖人君子ではないのでそこら辺はドライに考えるしかないな。

　アドバインも同じようであくの強い連中をまとめ上げるのも限界があり、そこまで言うなら勝手にしろと好きにさせたという。

　聞けばさっきの弁髪も会議が終わった途端にチームの連中を率いて出発してしまったらしい。

　気の短い奴らばかりで困ったものだ。

「しかし事実として戦力が分散してしまっているのは否めない。残った連中とだけでも連携をとらなければ勝ち目はあるまい」

　そう言ってグラスのワインをあおるのは何故か同席しているジークムンクであった。

「なんであんたまで一緒にいるの？」

「ふん。知り合いと酒を飲んで何が悪い」

「俺とジークの爺さんは普段から飲み仲間でな。もう六〇年の付き合いになる」

　ながっ!?　一体どんな関係なのやら。

「ふん、飲み仲間などと。元は敵だったおぬしが勝手にわしの家に入り浸って酒を開けておっただけではないか」

　どうやらこの二人はのっぴきならない関係らしい。

　そこら辺聞こうとすると長くなりそうなので適当に返事をしておいた。

「ところでデルタ佐渡島」

「なんだ？」

「今回のキラーアントだが、巣の数は本当に七カ所だけだったのか？」

「…三五カ所だ」

「っ!?　やはりそうか。貴様が潰して回ったと言うことだな。何故七カ所あえて残したのだ。貴様なら全滅も造作もないのではないか？」

「冒険者連中の仕事を奪うことはないと思ってな。街の安全を確保しつつ適度に残しておいた」

「がははは、さすがは凍耶だ。これで勝利間違いなしだな。俺らも儲かるし万々歳じゃないか」

「油断するなって。敵は強くなってたって言っただろう」

「分かっているとも」

　ほんとに分かってんかよ…

「まあ油断して死なないようにな。それじゃあ俺は行くとしよう」

　そろそろお暇しようと席を立ちかけると、視界の端にソイレントウィンドの連中が目に入ったので声を掛けた。

「どうも。今晩は」

「あ、これは佐渡島様。お疲れさまです！」

　ストーナは何故か直立してビシッと礼をする。他の連中はあきれ顔だ。

「あー、できれば普通に接してもらえると助かるのですが」

「御貴族様だと分かった途端態度が急変しちゃって。すまないねぇ。こいつ実は肝っ玉が小さいんだよ」

　パルパルがそう言ってストーナの背中をバンバン叩く。

「でもトーヤさんも人が悪いよね。見た目完全に普通の人なんだもん。全然分からなかったよ」

　プルルがケラケラ笑いながら席を勧めてくれたので座ることにする。

「なったばかりですし、元は平民だから自分があまり貴族なつもりもないですからね」

「貴族であることを鼻に掛ける連中は多いからね。あんたには平民のことを考える立派な領主様になってもらいたいもんだ」

「まだ領地経営もしていない名ばかりの貴族ですから、あまりプレッシャー掛けないでくださいよ」

　実際下賜された土地は全く手をつけていない。何をしたらいいか分からないしな。

「気をつけてください。僕も先行して戦ってきましたがかなり高いレベルを持っていました。ソニエルからも決して油断できる相手ではないと言われています」

　ソニエルの名前を出すと全員の顔が引き締まる。実際に戦った、しかも有名冒険者の言葉となると重みが違うらしい。

「そうですね。油断なく行きましょう」

「総合戦闘力はソルジャーですら５０００近い個体もいました。カイザーやエンプレスともなれば１００００超えは当たり前です。対策は充分して、倒すのが無理なら撤退してください」

　いざとなれば俺がマルチロックバーストを駆使して殲滅、と言う手もある。

　一撃で殺傷できる威力で下位魔法を連射すれば万の敵でも一気に攻撃可能なチートスキルだ。

　まだまだ汎用性は高そうなので実験中ではあるけど、複数の敵を相手にするのにこれほど便利なスキルはないだろう。

　その上相手の捕捉をアイシスにやってもらえば、相当遠く離れていてもターゲティングができてしまう。

　今回はフェンリルの子供達のように犠牲は出してはならない。俺自身も絶対に油断しないように気をつけよう。




　◆　◆　◆




　翌朝。準備を整えた俺達はジークムンクの待つテントへと足を運んだ。

　中へ入るとアドバインとジークムンク、そしてトレクダインがなにやら難しい顔でうなっている。

「どうかしたのか？」

「お、凍耶。丁度良いところに来た。実はな、ちょっと困った事態になったのだ」

「困った事態？」

「うむ。先ほど偵察に出しておった隊員からなんとも不可思議な報告が上がってきたのだ」

「なんでも蟻達が一つの巣に次々と集結しているらしいのです。その数は一つの巣に入れる数を明らかに上回っているらしい」

「のっけからイヤな予感がバリバリするな。なにか理由があるのか？」

「明確な理由は分からん。ただあまりにも数が多いため手を出すことができずにいるのだ」

　アイシス、こいつらの言ってることって本当？

──『肯定します。凍耶様、三人の言うとおりキラーアントが一つの巣に集結しています。もう一つ気になるのは集まったキラーアントの生命反応が次々に消失していることです』

　消失？　死んでるってことか。

──『理由は不明ですがそのようです』

「分かった。ともかく俺達も様子を見に行こう」

「頼む。我が輩らも出撃しよう」

　俺達が出発しようとテントを出ようとすると、兵士の一人が慌てて飛び込んでくる。

「た、大変です！！」

「どうした」

「グランドカイザータイプが出現しました！　それも七体です」

「な、なんだと!?」

「どうやらやつらの目的は合体だったようだな。敵の戦闘力は？」

「全ての個体が５００００を超えています。我々ではどうしようもありません」

「凍耶」

「ああ、戦闘力の低い奴らは下がらせろ。俺達で対処する」

「頼む」

　俺達はすぐに出撃した。




　◆第６０話　進化する驚異




「うわぁああ、た、助けてくれぇ」

　巨大な刃のような腕が冒険者達をかすめ、命からがら逃げ出す連中を追い立てていた。

　見上げるほどの巨体。それも七体もの巨大蟻がソイレントの街へと迫っている。

　夜半すぎに先走った冒険者達は戦闘力が段違いに高いキラーアントにまず返り討ちにあう。

　戦闘要員ではないワーカーですら硬くて攻撃がやたらととおりにくいのだ。

　その上戦闘要員であるソルジャー相手では、相手の高い攻撃力と防御力に打つ手がなかった。

　それでもそこは一流の冒険者達。例えＢ級であろうと多くの魔物との戦闘経験を積んできた猛者達である。

　スキルと魔法、そしてチームワークでなんとか一つの巣を撃退。しかし敵にすぐに変化が起こる。

　なんとその先にあるもう一つの巣にこれまでとは比べものにならない数の蟻が集まり、一斉に巣の中へと入っていくのだ。

　何事かと偵察に行った冒険者はすぐさまその異様な光景に息を呑んだ。

　蟻達はお互いを攻撃し合い女帝蟻の前で殺し合いをしている。女帝と帝王はそれを眺めるようにしてその場に鎮座していた。

　やがて全ての個体が死に絶えると青白い光が帝王の下へと集まり出す。それを吸収した帝王は女帝に殺される。

　死んだ帝王の宝玉を女帝が喰らうことによってグランドカイザーへと変貌を遂げた。

「た、退却！！」

　冒険者達はたまらず逃げ出した。ただでさえ強力になっているキラーアントがグランドカイザータイプになどなってしまえば太刀打ちできるはずもない。素材を回収することも忘れて逃げ出したのだった。




　◆　◆　◆




　俺達が、敵が出現したという位置に訪れると巨大な蟻に追い立てられる冒険者達の姿があった。

　俺はまずフレイムスマッシュで巨大蟻を牽制。体勢を崩し逃げ惑う冒険者達が逃げ切る時間を稼いだ。

「思ってた以上にでっかいなこれは」

「お、おお、あんた。早く逃げた方がいい。あんなの相手にやってられんぞ」

　見れば昨日の弁髪の冒険者が一目散に逃げている最中であった。

「下がってろ。後は俺達でやる」

「な、なんだって!?　あんな奴らとやり合うつもりか」

　俺は弁髪を無視してソニエルに指示を出す。

「全員で一体を攻撃してくれ。他は俺が足止めする」

「承知しました」

　ソニエル達は連携を組んで体勢の崩れたグランドカイザータイプに向かっていった。

　俺はまず一体を空で手足を切り刻みバラバラにする。

　その間迫りつつある他の個体に向かって次々に魔法で牽制を加える。

　そして逃げ惑う冒険者連中に檄を飛ばした。

「今のうちに攻撃しろ！　やられっぱなしでいいのか!?」

　俺の声に戸惑う冒険者達だったが、アドバインが飛び出し一匹のグランドカイザーの頭を思い切りかち割った。

「ぬおおおおりゃああああああ！！　撃殺両断んんんっ！！」

　アドバインは俺がくれてやった『大戦斧　穿つ者』を大きく振り上げ大上段からの一撃を加える。

　身体強化スキルで極限まで強化した一撃は一〇倍のステータス差を覆し敵を撃破した。

　冒険者達からどよめきが起こり逃げ惑っていた足が止まる。

「おめぇら新人に言われっぱなしでいいのか!?　冒険者の意地を見せてみろ」

『オオオオオオオォ』

　さすがは一流の冒険者達。意地を思い出したのか顔つきが変わり次々に攻撃に参加するようになる。

「進めぇ！！　我らドラムルーの強さを魔物どもに思い知らせるのだぁ！！！」

　振り返るとジークムンク率いるドラムルー軍が破竹の勢いで敵に迫る。

　矢の雨を降らせ敵を牽制しつつ、防御ダウン系の魔法を駆使して敵に確実にダメージを蓄積させていった。

『ギギィイイイイ』

　グランドカイザーが気持ち悪い音を立てながら暴れ回る。既に二体のグランドカイザーはこちらで撃破していたが、残った個体がなにやら動きを変えた。

　勢いに乗って攻撃を加えようとするも敵が思った以上に暴れ回り近づけなくなっている。

「なんか変だな」

　敵が暴れ回っているが後ろの方にいる奴らの動きがおかしいことに気が付いた。

　なぜだかジッと動かなくなり、よく見ると体の色が変化し始めている。

　その異様な雰囲気になかなか手を出せずにいると、今度は暴れ回っていた個体がおとなしくなり後ろにいるジッとしていた個体の周りを囲み始めた。

　そこで突如変化が起こる。円陣を組んだキラーアントグランドカイザー達が闇色の煙に包まれ俺達は慌てて待避した。

　魔法で攻撃をする兵士達の炎や氷を煙が弾く。

　結界のような役割を果たすらしい煙に手をこまねいていると、やがて煙が晴れた。

　だが全員が首をかしげる。

　五体いたはずのキラーアントが綺麗さっぱり消えていた。それどころか撃破した二体の死体も残っていない。

「き、消えた…？」

「ま、待て、何かいるぞ」

　煙が晴れた先。いなくなったかと思ったキラーアントは一体の小さな、人間大の個体がそこにたたずんでいた。

　その風貌は異様の一言。

　体つきは女性的であるが翅が生えており、目は群青色で底の見えない沼のようだ。

　全身は赤黒く、手足が異常に長い。

──『警告します。超ハイレベルの敵性個体が出現。並の人間では近づくことも危険です』

──【エボリューションエンプレス　ＬＶ１８０　総合戦闘力　９９９９９】




　◆第６１話　千枚通し




「お、おい、なんか縮んじまったぞ。い、今ならやれるんじゃないか？」

　やめんか。それフラグだ。

　だが歴戦の将軍の勘が働いたのかジークムンクは冷静であった。

「ダメだ。下がれ。デルタ佐渡島以外は決して近づくな」

「そうだ。あれはダメだ。絶対に勝てない」

　アドバインもそれに同意した。

「ご主人様」

「ソニエル、キラーアントがあんな風になった例って」

「聞いたことがありません。グランドカイザータイプ以外で合体した例は聞いたことがありません。あれもグランドカイザータイプの一種でしょうか」

「エボリューションエンプレスという名前らしい。皆下がっててくれ。異常に戦闘力が高い。俺が相手をしよう」

　アイシス、相手の戦力を分析してくれ。どうも新種っぽいから今後のためにデータを取る必要があるかもしれない。

──『肯定します。データバンクに存在していないタイプのようです。適度に戦闘を引き延ばして打ち合っていただけるとより詳細にデータがとれます』

　よし。

　俺もステータスばっかりじゃなくて実践経験を積みたいから丁度良い。

　それまでジッとしてたエンプレスがじわりと身体を揺らした。

　俺はそれを見て真っ直ぐエンプレスに向かっていった。

『ギギ…』

　俺を見つけると奴は憤怒の表情を俺に向ける。怒りの感情が伝わってくる。

　どうやら奴は俺が同志を殺しまくった敵だと本能的に認識してるらしい。

　俺はまずエンプレスに空で突きを放つ。奴は伸ばした腕を変形させて盾のような形状に変え俺の攻撃を受け流した。

　それでも受けきれず後ろへ飛び距離をとる。

　俺はすぐさま追従しさらに攻撃を加えた。

　早いな。素早さだけならこれまでの敵で一番だ。伸ばした腕を鞭のようにしならせてトリッキーな攻撃を仕掛けてくる。

　俺はそれらを空で捌きながら徐々に集団から離れた位置に誘導していった。

　だが俺は同時に違和感も感じていた。こいつの表情、と言っても宇宙人みたいな顔つきで表情の変化とかは分かりにくいが、どこか俺の様子を窺っている気がする。

『ギ…』

　だがその様子見が一瞬の隙となった。エンプレスが急激に身をかがませたかと思うと、身体を半回転させて力をため込む。

──『攻撃ステータスが急激に上昇。強力な攻撃にご注意ください』

　奴の口が始めて言葉を紡いだ。

『セン…マイ…ドオシ』

「！！？」

　奴の気迫が一気に高まる。

　そしてしなった竹が返るように身体をひねると槍状に変形させた手を真っ直ぐに突き出してくる。

　俺はすぐさま身体をひねって空で防御しようとするが相手の攻撃の方が早く脇腹を貫いた。

「グッ…」

　バカな。なんでステータス差が一〇倍近くあるのに防御を突き破った？

　高防御の俺のステータスを突き破った奴は、元に戻した腕にひっついた俺の肉片をこそぎ取って口に入れた。

──『一瞬でしたが、敵の攻撃力ステータスが跳ね上がりました。恐らく攻撃を一点に集中することで固い防御を貫いたものと思われます』

　そういうことか。

　そう言えば、某有名バトル漫画にも気を一点に集中することで戦闘力が跳ね上がるって話があったな。

　後、映画で緑の人が言っていた『打ち込む一点に気を最大限に集中させろ』ってな台詞も多分そう言う理屈なんだろうな。

　ゴクリと飲み込む音がする。

　奴の口角がいびつに歪んだ。

『く…ククク』

「!?」

『イイ…アジ、ニンゲン、ウマイ、ナ』

　しゃべりやがった。だがそれ以上に俺を驚かせたのは奴のステータスが急激に上昇し始めたことだった。

【エボリューションエンプレス　ＬＶ１８０→ＬＶ２５０（限界）　９９９９９→２６６６６６】

　エボリューションエンプレスは徐々に形状を変化させていった。

　いびつな宇宙人の出来損ないみたいな姿から、よりニンゲンに近い形に。

　そしてくびれた腰、僅かに膨らんだ胸。額から伸びた触覚が分裂しまるで髪の毛のように束ねられていく。

　そこに立っていたのは人間の少女のような姿だった。

　しかしそれを人間と認識するのは難しい。何故ならその顔は未だに不気味さを前面に押し出した宇宙人顔であるし、全身が赤黒く、テラテラと光沢を持っている。

『ヨクモ、我ガ同胞タチヲ、葬ッテクレタナ。ソノ報イハ、ウケテモラオウ、カ』

　最後の方は自分達で殺し合って合体してなかったかこいつら。

　割と勝手なことをのたまうエンプレスに俺は少しため息をついた。

『余裕、ダナ。我ガ腕ハ貴様ヲ、貫キ、貴様ハ、既ニ、満身創痍ノハズ』

　たしかに当たり所が悪いと致命傷になりかねない凄い攻撃だった。

「千枚通しだったか。よくそんなマニアックな道具の名前を技につけたもんだ」

『…？　何ノ事ダ？　マアイイ。貴様ヲ、喰ライ尽クセバ、我ハ、カツテナイチカラヲ、テニイレ、全テノカイザーノ頂天ニ、君臨スル』

　エンプレスが動いた。とどめを刺す気だろう。

　だが俺もやられるつもりはない。

「キュアリカバリー」

『!?　マブシイ』

　癒やしの光が俺を包む。一瞬にして身体が全快する。

　俺は空に全力でスキルパワーを込めてエネルギーを集中させた。

『ナ、ナンダ!?　ヤツノチカラガ、キュウゲキニ!?』

　驚愕の表情を浮かべひるむエンプレスの隙を俺は逃さなかった。

　技をコピーして分かったことだが、この技は防御無視＋弱点攻撃の技のようだ。

　頭とか心臓だったら幾ら俺でも危ないかもな。

──『凍耶様。相手の詳細データの収集が完了。もう大丈夫です』

　よし。では一瞬で決める。

「千枚通し…」

　意趣返しってやつだ。俺は一瞬にして限界まで力を込めた空の一撃を放つ。

　真っ直ぐに突き出された刀身がエンプレスのど真ん中を貫き、確かな手応えを感じた。

『バカナ…ナゼ、核ノ位置ガ』

　俺は奴の弱点である核を正確に貫いた。

　アイシスが分析してくれたおかげで奴の弱点が明確に分かった。

『ソウカ、我ハ、負ケタノカ…フッ、最強ニハ、ホドトオカッタト、言ウわけダナ。マアイイ、ワルクナイ、気分、ダ』

　エンプレスは最後に穏やかに笑ったように見えた。やがて奴の身体が宝玉に変化し俺の手の平に収まっていた。




──【エボリューションエンプレスを撃破。進化帝の至高玉を取得】

【進化帝の至高玉を吸収　称号スキル　【進化した頂天】（補正値＋５００％）を取得】

【経験値を取得　１０２３倍に増加　ＬＶ５６６→ＬＶ６２０　基本値にボーナス。２３００００まで上昇　称号スキル【頂のその先　陸】（補正値＋４００％）総合戦闘力１２４２００００】




　一体の敵だけですんげぇ上がったな。それだけ強力な個体であることは間違いなかったわけだが、とうとう戦闘力は１０００万の大台に乗ったな。俺はどこまで行ってしまうんだろうか。




　◆第６２話　神格魔法




　エボリューションエンプレスを倒した俺達はソイレントの街へと戻った。

　だが、俺達はそこで悲しい出来事に出会う。

「ストーナが!?」

　なんと今回の騒動の唯一の死亡者がストーナであることが判明した。

「ストーナ！　ストーナ、目を開けて。ヤダよ、死んじゃヤダ！」

　ストーナは動かなくなっていた。

　遺体を安置している集会所では怪我の治療のために冒険者や兵士達が詰めかけている。

　その中で唯一、死んでしまったストーナは横たわっていた。

　穏やかな死に顔は戦いの後とは思えぬ程に安らかに見える。

　しかし彼の身体は無残にも食いちぎられており、その凄惨な光景に思わず顔をしかめた。

「一体…なにがあった」

「私が、ドジを踏んで逃げ遅れたから。それを庇ってストーナは……」

　ストーナは迫り来るグランドカイザーからプルルを庇ったらしい。

　物言わぬ亡骸となったストーナにプルルが顔をぐしゃぐしゃにしながらすがりついている。

　ひとときの付き合いだったが、気の良い奴だった。

　悲しいな。死んでしまってはキュアリカバリーでもどうしようもない。

　さすがの俺も蘇生魔法は覚えていないのだ。

──『創造神の祝福発動　回復魔法のリミッターを解除。神格魔法【レイズデッド】を習得しました』

　今の声。

　いつもの創造神の祝福とは違ったような……。

　俺は自分に流れ込んだ新たな力を感知した。温かな光のエネルギーが自分の中に流れているのが分かる。

　神格魔法というのは初めて聞くランクだが、迷う必要はないな。

　俺はストーナに触れ、あふれ出る光のエネルギーを流し込むようにして、魔法を唱えた。

「【レイズデッド】……くっ」

　身体の中身が抜け落ちるような感覚を覚える。

　俺はそのまま倒れ伏した。慌ててルーシアやミシャ達が支えてくれる。

　魔力とスキルパワーをごっそり持っていかれた。並の魔法じゃ数千発撃っても平気なのに、一回でこれとは。おいそれと使えないな。

　ストーナの身体が強い光に包まれる。

　何事かと集まってきた冒険者や兵士。ギルドの治療魔法師は食いちぎられてボロボロになったストーナの死体が徐々に元に戻っていく様を見て一気にざわめいた。

　やがて全てが元に戻り、ゆっくりと彼は目を開く。

「う…あ…？」

「ストーナ!?　うそ、目が覚めたの!?」

　周りが一気にざわめき立つ。

「な、なんと、蘇生魔法だと!?」

　一人の冒険者の言葉に周りが一気にざわめいた。しかし俺はといえば一気に魔法力を喪失した反動か頭がぼんやりしてて良く聞こえない。

　どうやら全部使ってもまだ足りなかったらしく、自動回復が始まる気配がなかった。

　ものすごい量の力を使うなこれは。あ、ヤバい。眠くなってきた。

「主様、凄い。やっぱり凄いね」

「ええ、ご主人様の力は底がしれません」

「兄様格好いいのです」

「トーヤ。素敵…」

「お兄ちゃん、お疲れさま」

　女の子達の声を聞きながら俺は眠りに落ちた。




　◆第６３話　魔王の幹部




　ジメジメとした地下室。ろうそくの火が揺らめく不気味な部屋で、映像用の魔結晶を眺める怪しい男が一人、うなっていた。

「魔物の進化実験は成功した。エボリューションタイプは今までにない戦力になるだろう。しかし」

　科学者風の男が映像に映ったエボリューションエンプレスを一撃で貫いた男を見入っていた。

「あの強さは、危険だ。正直底がしれん。良いサンプルになると思っていたが、我ら魔王軍の脅威になることは間違いないだろう。早めに排除するべきだな」

　彼はとある実験を行っていた龍の霊峰に突如として現れた凍耶に興味を持ちずっと追っていた。凶星魔法を発動されフェンリルをけしかけるものの、彼はこれを撃退。

　科学者気質の彼は非常に興味をそそられ、今度はかねてより実験をしていたグランドカイザーの進化実験、および戦力テストのために動いた。

　しかし、今回のことで凍耶が並々ならぬ実力の持ち主であることが分かり、危険と判断。これを排除することに決めたのだった。

　男は立ち上がり自室の扉を開いた。

　そこは世界のとある場所にある魔王の居城。

　長い廊下を進み、通信魔法で幹部に招集を掛ける。

　凍耶の居場所を探るように諜報部隊に指示を出した。

　そしてしばらく後、子飼いの諜報部隊である八血集から連絡が入る。

「どうやら奴はドラムルーにいるようだな。ならばあの国ごと潰してしまうか。四天王に九武将にも招集を掛けるか。八血集は戦闘には向かん。奴の強さには敵わないだろう。フッ、いざとなればこの私が出張れば良いだけのこと。この戯闘神のデモン様がな……」

　不敵に笑う男。不気味な笑いが誰もいない廊下に響き渡った。




　◆第６４話　昇進




「ふにゃあぁああ、兄様ぁ、激しいのですぅ♡」

　小さなくびれをつかんでミシャの腰を打ち付ける。水音と一緒にパンパンと破裂音が鳴り響き、淫猥な音楽を奏でていた。

「はう、んにゃあ」

　ミシャの喘ぎ声を聞きながら右手を伸ばし隣にいるルーシアの秘部を指でかき回す。

「あ、あああ、お兄ちゃん、指、気持ちイイよぉ」

「は…はっ…ん、トーヤ」

　控えめな声を出しつつ大粒の汗を流しながら俺の左手の指でかき回されているティナ。

　その後ろからソニエルとアリエルが俺の首元に吸い付きその細い指でコリコリと乳首をいじり回す。

「くう、出るぞ。ミシャ」

「あん、んにゃん、出してください。ミシャの中に沢山ほしいのですぅ」

　最後に思い切り差し込み奥まで突き入れると鈴口から大量の精が吐き出される。

　狭くて小さな膣内を白い暴力が満たしていく。しかしその大量のマグマはすぐさまミシャの体内で吸収されミシャの身体の糧となっていった。

【ミシャルエルの基本値２％上昇】

　俺の精液を浴びた奴隷は戦闘力が上昇する。息を弾ませ幸せそうな顔でぐったりするミシャにキスをして後ろにいるソニエルをベッドに押し倒した。

「あ、はう、ご主人様」

「いくぞソニエル。俺の全てを受け止めろ」

「はい♡　ご主人様の御み心こころのままに。好きなだけソニエルを犯してください」

　一瞬にして固くそそり立ったイチモツをソニエルに突き立てる。青筋を立てた剛直は肉のヒダをかき分けながらデコボコした洞窟へ侵入していった。

　粘膜で覆われた肉の壁に包まれたペニスは女の肉を貪るように膣内で暴れ回る。

　徐々に下に降りてきた子宮口が俺の鈴口に当たり始めソニエルの声が一層甘さを増してくる。

「あ、ああん、はぁ、はぁ、だ、だめぇイク、イッちゃう」

「我慢するな。思い切りよがって見せろ。ソニエルの乱れた姿を見せてくれ」

「ひぁあ、は、恥ずかしいです、ご主人様ぁ」

「くっ、イキそうだ。中に出すからな。思い切り受け止めろ」

「はい、はい！　出してください。ソニエルの中を思い切り満たしてぇ」

　俺は我慢せずにソニエルの中を白い濁流で満たしていく。

「はぁはぁ、溢れてます。ソニエルの中、いっぱいになってます」

　すぐさま吸収されていく大量の精液を愛おしそうな目つきでお腹を撫でる。

　だが俺の昂ぶりはまだまだ収まらなかった。

「よし、次はアリエルとルーシア。二人同時に相手をしてやる。重なれ」

　俺は寝転がるアリエルの上にルーシアを四つん這いに重ねさせ尻を上げさせる。

　大人少女と狼娘の美少女サンドイッチのできあがりだ。

　そんな親父ギャグを心の中で呟きながら重ねた肉ヒダの間を肉棒で滑らせる。

　クリ〇リスを上下に擦られた二人が同時に甘い叫びをあげ俺の興奮もうなぎ登りだ。

　俺は二人順番に挿入しながら美少女の乱れる姿を上から眺め優越感に浸った。




　俺はキラーアントとの戦いの後、新たに覚えた神格魔法【レイズデッド】の行使によって力を使い果たし気を失った。

　どうやら俺は丸三日眠っていたらしく、目を覚ますと奴隷の女の子達が泣きながら飛びついてきた。

　女の子の色んなところがプニプニと当たり心配してくれている姿が可愛く順番にキスをしていくと、全員が発情してしまいそのまま全員でエッチに突入したというわけだ。

　なぜだか目が覚めてからというものの、俺の性欲は異常な昂ぶりを見せ収まりがなかなかつかなかった。

　この日は結局目が覚めてから日が沈むまで女の子の嬌声が宿の一室で止むことはなかったのだった。

　五人全員が体力の限界を迎えぐったりとなって寝息を立て始めた頃、俺の昂ぶりもようやく沈静化しコントロール可能なレベルに落ち着いた。

　スキル【性欲コントロール】があるにもかかわらず理性の制御が利かなかったのは謎だが、レイズデッドとの因果関係を考えるのが一番納得しやすいだろうな。

　あの魔法を一回使っただけで魔力もスキルパワーもごっそりと持っていかれ強烈な眠気に襲われた。

　おそらく生命数値か体力的なものまで消費したのだろう。

　自動回復ですっかり元に戻っているとはいっても、一気に消失するとやはり弊害は起こるらしいな。

　そしてステータスの過去ログを見ていると体力すらごっそり持っていかれた証拠にたった今気が付いた。

──【生命数値３０％未満から復活　純粋な戦闘民族の効果発動　基本値５０％上昇ＬＶ６２０　２３００００→３４５０００　総合戦闘力１８６３００００】

──【純粋な戦闘民族を一定回数以上発動　創造神の祝福発動　スキル効果を上位変換　生命数値５０％未満からの復活で基本値５０％上昇に変更】

　いよいよ２０００万越えも近い。そして俺のチートスキルの代表格がまたパワーアップしてしまった。

　敵と戦う度に強くなっていくのはほんとにあの戦闘民族そのものだ。

　もしかしなくてもあの作品を女神がハマっていたのが、このチートスキルを作った理由なんだろうな。

──『お察しのとおり、コミックス全巻とＤＶＤボックス。それから設定資料集も鳥○明の世界の展示会にもお忍びで下界に降臨して集めていたようです』

　なんちゅう俗っぽい創造神だ。しかもファンっぷりがガチ過ぎる。あの展示会って俺が子供の頃にやってたやつだぞ。そんな頃からかよ。幼馴染みの美咲と一緒に行ったやつだ。

──『週刊誌連載当時からのファンだったそうです』

　創造神って実は暇なのだろうか……。




　◆　◆　◆




　キラーアントとの戦いを終えドラムルー王都へと帰還することになった。

　帰りはギルド側が用意してくれた馬車に乗り込みのんびり帰ることになりそうだ。

　ギルドに顔を出したところで冒険者連中から質問攻めにされるという一幕があったが、アドバインとジークムンクがその場を収めてくれたおかげでそれほど大きな騒ぎにはならなかったのが幸いだ。

「佐渡島様！！」

　俺達が馬車に乗り込もうと準備をしていると、ストーナ始めソイレントウィンドの面々が顔を出した。

「やあ、お元気そうですね」

「あの、ありがとうございました！！！　俺、あなたに助けていただいて、命を救われ、本当に感謝しています」

「私からもお礼を言わせてください。ストーナを助けてくれてありがとうございました」

「あんたは本当に何者だい？　あのトンデモない化け物を一撃で倒しちまう力といい蘇生魔法といい。伝説の遺失魔法をこの目で見られる日が来るなんて思いもしなかったよ。もしかして噂に聞く異世界の勇者様なんじゃないかい？」

「ただのしがない田舎者ですよ。ちょっとだけ人より強くなるのが早かっただけです」

「ねぇねぇ、うちのチームに入らない？　皆で一緒に冒険者しようよ」

　プルルが俺の腕に絡みつき胸を押しつけて来る。おおう、柔らかい。この子なかなかのものを持っているではないか。

「お兄ちゃん…」

　背中に感じたひやりとした感触に一瞬にして我に返る。

「うおっほん。君達にはチームの絆があるだろう。そこに他人が入るわけにはいかないよ。うんうん」

　俺は命の危険性を感じすかさずプルルから離れる。

「ちぇ。仕方ないか。そんな美少女ばかり侍らしてるんじゃ」

「そうそう、あんたみたいなあばずれが誘惑なんてできっこないのさ」

「なによー」

「それにロバートはどうするんだい。お腹に子供もいるのに」

「ちょ、パルパルそれまだ内緒！！」

　大男のロバートは驚愕の表情で固まっていた。こんなところにロマンスが生まれていたらしい。

「あれ、プルルさんはストーナさんとカップルだと思ってたのに」

「あはは、それは無理さ。何しろこの二人姉弟だからね」

「手のかかる弟ほど可愛いってね～」

「プルル、姉さん。からかわないでクレよ」

「俺の…子供…」

　賑やかに笑い続けるソイレントウィンドの面々に見送られ、ソイレントの街に別れを告げる。




　俺達は馬車に揺られながらゆったりとドラムルー王都へと帰還した。

　馬車に揺れること数日。ようやく屋敷へと戻って来られた。門の前にはマリアを始め館のメイド達全員が出迎えてくれた。

「お帰りなさいませ御館様。メイド一同ご帰還を心待ちにしておりました」

「ただいまマリア。変わったことは無かった？」

「はい。キラーアント討伐の件を受けて女王から恩賞がもたらされるそうです。ご帰還され次第城へと顔を出すように…」

　なるほど。そう言えばかなり緊急の要件だったって話だしな。また城へ赴かなければならんか。ちょっと面倒だが仕方ないな。明日にでも顔を出すとするか。

「などとほざいておりましたので、お礼をしたいというなら己自らが出向くのが筋だろうとお伝えしておきました」

「不敬罪って言葉知ってるか！!?」

「というわけで女王陛下がお見えになっておりますので客間に御通ししております」

「しかも来たんかい！！　懐広いな女王様！！」




　◆　◆　◆




「あのメイド不敬罪で投獄してもイイかしら？」

「広くなかった！！　でも普通そうだよね！」

「冗談じゃ。あの有名な龍拳のマリアンヌにあれほど惚れ込まれておるとはのう。さすがは凍耶と言ったところかい」

「なんだ？　マリアのこと知ってるのか？」

「知っておるもなにも。あやつはわしと爺さんとの仲を争った恋のライバルじゃった」

「え？　どういうこと？　マリアとあんたが同世代ってことか？」

「龍人族は寿命が長いからの」

「あまり昔のことをべらべらとしゃべらないでいただけますか女王陛下」

　紅茶を入れたマリアが女王に苦言を呈していた。なんだこの二人ってそんな仲だったんだな。

「御館様に昔の恋愛話など聞かれたくはありません。確かに先代様は素敵な方でしたが、御館様とは比べるべくもありません」

「お熱いことじゃのう」

「いいじゃないか。マリアは良い女だぞ。おかげで今の関係になれたんだ。あんたには恋のライバルに勝ってもらって感謝したいくらいだ」

「へっへっへ。そうさな。それでな凍耶、主にまたもや礼を言わねばならんようじゃ。キラーアント討伐の話は聞いたぞ。なかなか由々しき事態のようじゃ。未然に防いでくれたことを感謝しよう」

「成り行きでそうなっただけだ。報酬ももらっているしわざわざ恩賞とか無くてもいいぞ」

「そうはいかんよ。政治というのは面倒なものでな。国の危機を救った英雄になんの恩賞も与えんのでは示しがつかんのじゃ」

「ああ、そう言えば前もそんなこと言ってたな」

「いっそこの国を渡してしまってはいかがですか？」

「それは名案じゃの」

「ヤダよ冗談じゃない。そんな面倒なことできるかっての。自由に冒険できなくなるだろ」

「女王陛下もしょっちゅう城からふらりといなくなるので良いのではないですか？　国の運営など部下に任せて」

　実は俺の留守中割とここには来ていたらしい。

　昔からの親友同士なんだかんだ仲が良いということなのだろう。

「さて、半分冗談はさておき」

「半分は本気かよ」

「主にはラムダ貴族の地位を与えようと思っておる」

「ラムダって言うと上から三番目の地位じゃないか。いくら何でも大躍進すぎないか？」

「そのくらいの働きをしておるということじゃ。これでもまだまだ足りんくらいよ。本来はオメガを与えようと思うておったが、周りの頭の固い貴族連中が五月蠅くての。必死におぬしに取り入ろうと、否、取り込もうと画策しておる」

「面倒くせぇな貴族ってのは」

「気をつけろ。これからおぬしには様々な美味しい話が舞い込んでくる。巻き込まれすぎて逆に利用されないようにな」

「ご心配には及びません。御館様の不利益になる低俗なものは私が排除します」

　マリアが力強く宣言する。

「もしかして、マリアをここに派遣してくれたのって、露払いもかねてたのか？」

「ほっほ。それもあるが、マリアが主に惚れ込んだのは事実よ」

「そこは疑ってない」

　マリアの感情が歓喜しているのが伝わる。うーん。可愛いなマリアは。でもこのババアの同い年ってことはだいぶ年上ってことなのか。人間見た目じゃ分からないものだ。

　龍人族っていうのは若い時代が長いのだろうか。それとも途方もない時間生きる生き物なのかね。




──『龍人族の平均寿命は約三〇〇年です。マリアンヌは隔世遺伝なので断言できませんが、生体データを詳しく分析した結果純粋な龍人族とほぼ同じであることが分かっています。龍人族は戦うための民族である故か若い時代が長く、寿命を迎える一年前くらいから急速に老化が始まるまでは若い姿と能力を保ち続けます』

　ほとんどサ○ヤ人じゃないか。でもいつまでも若い姿のままっていうのはありがたいかも。

　歳を重ねたマリアも素敵だろうけどやっぱり若い女の子の方が嬉しいのは否定できない。

　マリアの見た目は二〇代前半くらいに見える。女子大生でもいいくらいだ。

　大正ロマンの制服とか似合いそう…光沢のある黒髪は大和撫子を彷彿とさせるからな。

　さて、素敵なマリアに思いを馳せていると女王がおもむろに立ち上がる。

「さて、そろそろお暇しようかのう。では凍耶よ。ラムダの地位を与える式典を行う。一週間後に城に来てくれ。ささやかだが祝いのパーティをしようと思う。貴族達への顔見せもせんとな」

「分かったよ。うまいもん用意しておいてくれよ」

「ほっほ。マリアを上回る料理人はおらんが、極上のものを用意させよう」




　◆第６５話　少女が二人




──凍耶達が出立してから数日後　ソイレントの街にて




　ギルド支部のドアを開ける二人の人物がいた。

　一人は少し茶色がかった髪をハーフアップに結び、鈴のようなアクセサリーの付いた髪留めをしている。

　身体は引き締まっており小柄ながら華奢ではない、言うなれば健康的な体つきをしている一四歳くらいの少女。

　スパッツのような穿き物がピッタリと張り付いた健康的な脚部は、若さと美しさの象徴になっている。

　顔立ちは凜々しく整って、しかしどこかあどけなさも残る抜群の美少女である。

　しかし目を引くのは見た目に全く見合っていないその背中に背負った巨大な戦斧であった。ゴージャスに宝石をあしらい黄金に輝く柄、その刃には刃こぼれ一つなく、輝く刀身は神々しさすら感じさせる。

　もう一人はストレートの黒い髪。神秘的な光を放つ宝石がハメこまれた杖を腰にさげ、ミニスカートにニーソックス。上品な質感のマントを羽織っている。

　髪型は姫カットのぱっつんスタイルであり、膝の裏辺りまで届く超ロングヘアー。

　顔つきは非常に幼く背丈も小さい一二歳くらいの女の子。しかしどうしても目が行ってしまうのは衣服を高く高く押し上げている豊満なバストであろう。

　女に飢えた酒場の冒険者達が息を呑む。

　幼く見えるはずなのに異様なほどの色気を放つその少女二人に、男達は思わず前屈みになりそうだった。

　二人はギルドの受付へと足を運ぶ。

「ようこそ冒険者ギルドソイレント支部へ。どのようなご用件ですか？」

　受付嬢が営業スマイルで対応すると、姫カットの少女が口を開いた。

「キラーアント緊急討伐の御触れが出ていると聞いて急いでやってきましたわ。その依頼を解決するためにやって参りましたの」

　丁寧なお嬢様言葉の少女が放つ言葉に受付嬢は少し笑って応えた。

「申し訳ありません。その依頼は先日解決いたしまして、既に終了しております」

　そう言われて二人は面食らった。斧を持った少女が食い下がる。

「でも、かなり強力な個体のキラーアントって話だったじゃない。並の冒険者に解決できたの？　ものすごい数なんでしょ？」

「いえ、あの件を解決したのはこの国の王都、ドラムルーの貴族様でして、並みいるキラーアントを次々となぎ倒し、合体したグランドカイザーすら一撃で絶命させたそうです」

「なんですって!?　グランドカイザータイプを一撃!?　そんなの私達ですら相当タイミング良くないとできない。一体何者なのその貴族って」

「興味深いですわね。グランドカイザータイプはここ数年でドンドン強力な個体が確認されていますのに。今回のキラーアントの力はかなりのものだと推測していましたが、そんなに大した個体ではなかったのかしら？」

　なにやら分析を始めた姫カットの少女に受付嬢は、ギルドに上がってきた報告書の内容を思い出して伝えた。

「いいえ、今回現れたのはグランドカイザータイプの女帝蟻がさらに進化して、エボリューションエンプレスという強力な新種個体になったそうです。その戦闘力は最終的に２６万を超えていたとか」

　その信じられない数字に二人は目を見開く。

「に、２６万!?　そんな奴どうやって一撃で倒したって言うの？」

「そこまでの数値になるとわたくし達ですら全力でバフをかけてようやくできるかどうかですわ。一体何者なんでしょうか」

「凄い貴族もいたものね。でも困ったわね。路銀が尽きそうでようやく仕事にありつけると思ったのに」

「仕方ありませんわ。とにかくこの近くで稼いでドラムルー王都へ行きましょう。女王陛下に会えばなんとかしてくださるハズですわ」

　二人の少女はため息をつきながらギルドを後にした。とにもかくにも腹が減ってはなんとやら。

　ここ三日ばかりろくに食事をとっていないのだ。

「全く。先輩が財布を落としたりするからこんな目に。だから金貨はストレージにしまっておいた方がいいと」

「それは悪かったって何度も言ってるじゃない。だって、腰に下げてじゃらじゃらと擦れる金貨の音って最高に心地良いんだから仕方ないでしょ」

　心底理解できないといった顔で姫カットの少女はハーフアップの少女に向かって哀れみの目を向けた。

「守銭奴に変わってしまった元カノを見たらあの人はどう思うでしょうね」

「あ、あいつのことは関係ないでしょ！」

　二人はため息をついて、ずっと探し続けている人に思いを馳せる。

「はあ、一体どこにいらっしゃるのでしょうか」

「ほんとにこの世界にいるのかしら。あいつを捜し始めてもう四年。世界中捜し回っても手がかり一つ見つからないなんて。やっぱり私達、だまされたんじゃ…」

「それは言わない約束ですわ」

「ともかく、今夜の宿を探しましょう。お腹も空いたし」

「そうですわね。明日から討伐依頼をこなして路銀を稼がないと」

　二人はため息を再びつきながらギルドに併設された酒場へと足を向ける。

　しかし今の彼女達の懐はかなり寂しい。ようやく一晩の宿を得られる程度の持ち合わせしかない。

　腹を満たして野宿するか、それとも温かなベッドにありついて芋でも詰め込むか。

　普通に考えればもっとやりようはあるだろうが、彼女達二人はここ数日の空腹と睡眠不足による極限状態で思考がかなり極端になっていた。

　何しろ数百キロの道のりを歩いてきたのである。常人の所業ではないが、二人はそれを可能にする体力を持っていた。

　馬車くらい使えと突っ込みたくなるが、いかんせん先立つものがなかったのだ。

　体力や魔力はスキルによる自動回復である程度なんとかなるものの、生理的な空腹と睡眠不足だけはいかんともしがたいのである。

　二人がどうしようと思案しながら酒場を横切った時であった。

「俺、やっぱり佐渡島様にちゃんと礼が言いたいんだ」

「やれやれ、どうやらあの貴族様に相当惚れ込んじゃったみたいだね。まあ仕方ないか。なにせ本当の意味で命を救われたんだからねぇ」

「…無理も、無い」

　このソイレントの街で一番の冒険者チーム、『ソイレントウィンド』の面々がいつものように酒場で晩酌をしている。

　勿論この二人と彼らには接点はなかった。しかし、この二人にとって聞き捨てならない単語が含まれているのだ。

「ちょっとあなた！」

　ハーフアップの少女がストーナに詰め寄る。

「うわ！　な、なんですか!?」

「今の話、本当なの!?　教えなさい！！　今すぐ、さあさあさあ！！！」

　ストーナは謎の少女によって身体ごと腕の力だけで持ち上げられていた。

　ストーナは冒険者として身体を鍛えているだけあって重量はそれなりにある。

　とても小柄な少女に腕力だけで持ち上がるような体重ではないのだが、ハーフアップの少女は何でも無いことのように自分よりも大きな男を持ち上げて締め上げる。

「ちょ、ちょっと、なによあんた！　落ち着いてよストーナが死んじゃうじゃない」

「そこのあなた」

「え？」

　プルルが締め上げられているストーナを助けようとしたが強制的に横を向かされ首を動かすと、目の前には姫カットの少女がものすごい形相で睨んでいた。

「な、なに？」

　そしておもむろにプルルの割と豊かな胸に顔を近づけてくんかくんかと鼻を鳴らし始める。

　そっちの趣味はないプルルは突然のことに面食らったが、すぐに我を取り戻しかぶりを振るが万力で締め付けられているかのような握力で肩をつかまれびくともしなかった。

　このような華奢な少女のどこにこれほどの力があるのか。

「い、痛い痛いってば！」

「……お兄様の匂いがしますわ……」

「え？」

　意味不明なことを言い始める姫カットの女に困惑するプルル。そして謎の怪力少女に締め上げられたストーナは再び黄泉路へ足を突っ込み掛けていた。

　しかし姫カットの少女の言葉に我を取り戻しストーナを離す。彼の命はギリギリのところで保たれた。

「ね、ねえほんと？　ほんとにあいつの匂いがするの？」

「間違いありませんわ」

　そこにはようやく探していた人物の手がかりがあり、歓喜に満ち笑顔が溢れる。しかし空腹と睡眠不足による極限状態から放たれるその笑顔は外から見れば完全に危ない人のそれである。

　姫カットの少女は確信高く宣言する。

「……凍耶お兄様に間違いありません」

「本当に、本当に凍耶の匂いがするのね。その子から」

「ええ。間違いありませんわ。この女性の胸部から凍耶お兄様の右腕部の匂いがします」

　何故匂いだけで部位の特定までできるのか。そのことに普段なら突っ込むであろうハーフアップの少女も今はそれどころではなかった。

「あ、あの、あなた方は一体」

　未だに肩をつかまれギリギリと締め付けられるプルルは、腕がもげそうな痛みに襲われながらもその言葉だけをなんとか絞り出す。

　我に返った二人は自分達の失態にようやく気が付いた。

「も、申し訳ありませんでしたわ。わたくし達、ずっと捜していた方の手がかりが見つかって、興奮しておりましたの」

　急激にしおらしくなった姫カットの少女が申し訳なさそうに頭を下げる。

　あまりに違う態度にプルルは怒ることも忘れ、他の面々も呆然と見守るしかなかった。

「とにかく治療いたしますわ。キュアリカバリー」

　癒しの光がプルルとストーナを包み込む。上級魔法をあっさり使ってみせた少女にソイレントウィンドの面々は面食らった。

「じょ、上級魔法!?　あなたは一体」

「ごめんなさいね。私は美み咲さき。冒険者よ」

「同じく。冒険者、ですわ」

　その言葉を聞いた野次馬になっていた周りの冒険者は爆発したように騒ぎ出した。

「あ、あのでっかい黄金の斧は、ま、まさか、勇者ミサキ!?」

「そ、それならあの神々しい宝石の杖とちっちゃな身体に見合わぬ豊満なバストは、勇者シズネ！!?」

　それを聞いたストーナ達はその二人の正体を思い出す。

「ゆ、勇者ミサキと勇者シズネ！　五大勇者のＳランク冒険者」

　異世界を旅してきた二人の勇者であった。




　◆閑話　メイド達は主の寵愛を望む　前編




「ふう、やはり家は落ち着くな」

　女王が帰った後、俺はようやく人心地を付くことができた。この館をもらってからこっち、あまりのんびりと過ごすこともなかったのだが、やっとゆっくりできそうだ。

　俺は屋敷に設けられた大浴場でゆったりと湯に浸かっていた。この屋敷についていた風呂場はスパ施設と見まがうほどの凄まじいでかさだった。

　二五メートルプールが余裕ですっぽり入ってしまう巨大湯船にシャワー施設。

　サウナにオイルマッサージ用の台座まである。女王が別荘として所有していたらしいので贅沢な仕様だな～と思っていたら、これらの施設は俺が住むことが決まってから増設された設備らしい。

　なんと、これらはマリアが私財を投じて作ったものであるらしく、俺はそのことで金を払おうとしたのだが、

『奴隷が財産を主人に布施するのは当然。旅や仕事でお疲れの御館様を癒したいと思う気持ちの表れです』

　なんてキラキラした目で言われると取り壊せなんて言えないので好きにさせることにした。

　どうやらマリアは冒険者時代に稼いだ金をこの屋敷の設備投資に全額投入したらしい。

　ここまで来ると狂信的とすら言える。スキルの恩恵とはいえ恐ろしいものだ。ありがたくはあるのだが。

「御館様。お背中流させていただいてよろしいでしょうか」

　マリアを始めメイド達が浴室へ入ってくる。俺は湯から上がりマリアの言われるまま椅子に座る。

「失礼します御館様」

　三つ編みを解いた髪をアップにまとめたルカが、スポンジらしき布にもこもこの泡を作って背中を優しく擦る。

　優しく背中を滑る布の感触に思わず身を震わせる。

「あ、痛かったですか、御館様」

「いいや、気持ち良くてついな。続けてくれ」

「はい」

　うれしそうに再び手を動かすルカの笑顔に癒される。

「ゴシゴシー」

「ゴシー」

　その脇で俺の片腕を同じくスポンジのような布で擦る一〇歳コンビのジューリとパチュリー。

「お兄ちゃん気持ちイイ？」

「イイ？」

「ああ、いいぞ。二人とも上手だ」

　えへへーと照れ笑いする二人。

　明るく笑うジューリにジューリの言葉をまねるパチュリー。

　一〇歳の二人はあの凄惨な村での出来事で、一時は言葉を喋れなくなるほどのショック状態になった。

　そのため五歳頃以降の記憶をなくしてしまったらしい。一〇歳にしては言動が幼いのは精神が退行してしまったのが原因なのだろう。

「御館様、おみ足を失礼いたします」

　未亡人コンビの片割れ一七歳の未亡人、エリー（本名はエリザベートらしい）俺の右足を泡で擦る。

　薄い湯浴み着の合わせ目から瑞々しい肌と女の膨らみがチラリと覗く。

　よく見るとシャナリアはかなりの巨乳だ。薄いピンクの乳首が隙間から覗いている。

　いかんいかん。彼女達は従業員だ。召し抱えたメイドにむやみに手を出してはいけない。

「御館様、気持ちイイですか？」

　反対の足を擦るのは一九歳のシャナリア。

　村で助けた娘の中では一番の年長者であり、皆の心の支えとなっていた彼女。

　彼女の湯浴み着の隙間からも、既にこぼれんばかりの巨乳がピンクの突起を覗かせながら擦る動きと連動して上下に揺れる。心なしか顔が赤らんでいるように見えるのは、ここが風呂場であるからではないだろう。

　ドキドキする。

　俺はタオルで隠している愚息がスタンドアッするのを必死に抑える。

　幼い二人もいるのに勃起なんてしてはいかん。

「じゃあ流しますね」

　ルーシアと同い年というココとエアリスが身体に付いた泡を桶に汲んだお湯で流してくれる。

「じゃあ次はオイルマッサージしましょう」

　爽やかな香りのお香らしき匂いに頭がぼんやりしつつ、連れられるまま台座に横になる。

　うつ伏せになると温めたオイルが背中に垂らされ、柔らかな感触の何かで塗り広げられた。

　オイル自体も何かしらのフローラルな香りを放っており気持ちいい。

　女の子達の手が代わる代わる俺の背中を擦り上げ、こそばゆいような気持ちよさが全身を包んだ。

　だがその中に明らかに手ではない何か広くて柔らかいマシュマロのような感触がある。

　って、この感触はまさかっ!?

「御館様、エアリスのおっぱい気持ちイイですか？」

「エ、エアリスっ！　お前何やってるんだッ!?」

　首をひねるとエアリスが一糸まとわぬ姿で、しかしメイドのカチューシャだけはつけて風俗のマットプレイのようにおっぱいで背中を擦っていた。

「なにって、御館様のお体をマッサージしているんです。背中、気持ちイイですか」

　それは勿論気持ちイイ。オイルでヌルヌルになったふわとろおっぱいの感触が、背中の神経を歓喜の渦に巻き込んだ。

「ま、まて、そう言う問題では、お、お前達は従業員だろ。こんなことまでする必要は…」

　抗議しつつもエアリスのおっぱいの感触を楽しんでいると脇から手を入れたココが乳首を弄り始めた。

「御館様、私達、ずっとあなたにお礼がしたかったんです。でもメイドとしてお仕えするだけじゃ全然足りないの。だから、みんなで決めたんです」

　くりくりと乳首をいじり回され心地よさに酔っていると、身体を反転させられて屹立したペニスが天を突く。

「す、すごい。こんなに大きいなんて」

「これが男の人の…」

　シャナリアとエリーが息を呑むのが分かる。いや、彼女達だけではない。

　パチュリーとジューリですら息を荒くして顔を赤らめている。既に全員が発情しているのは誰が見ても明らかだった。




──【シャナリアの恋愛感情がＭＡＸに到達　所有奴隷に追加】

──【エリーの恋愛感情がＭＡＸに到達　所有奴隷に追加】

──【ココの恋愛感情がＭＡＸに到達　所有奴隷に追加】

──【エアリスの恋愛感情がＭＡＸに到達　所有奴隷に追加】

──【ジューリの恋愛感情がＭＡＸに到達　所有奴隷に追加】

──【パチュリーの恋愛感情がＭＡＸに到達　所有奴隷に追加】

──【ルカの恋愛感情がＭＡＸに到達　所有奴隷に追加】




　ええええ!?　唐突にどうした!?

「みんなで御館様にご奉仕させてください」

　発情しきったメイド達は、赤らめた頬を蒸気させて湯浴み着を脱ぎ始めた。

「お兄ちゃんのペロペロする」

「するー」

　先手を打ってきたのは一〇歳コンビのパチュリーとジューリ。俺の股ぐらに顔を埋め小さな手をペニスに添えた。

「ちょ、ちょっとまて、子供がそんなことする必要ないぞ」

　俺は必死に止めるが身体は正直と言うべきか、どういうわけかロリ属性に目覚めつつある俺の身体は既にギンギンだ。

　いつもより余計に盛っております。

　まさかとは思うが俺の異世界に来てからのロリ属性展開は女神の呪いなのではと思ってしまう。

　そんなアホなことを考えている間にパチュリーがそそり立つ肉棒に舌を這わせ始める。

　合わせるようにして反対から同じように舌を這わせるジューリ。

「ん……ちゅるん。ちゅ」

「ちゅーー。ずるる」

　派手に卑猥な音を立てて子供とは思えない舐め方で玉まで口に含み、よだれをすすりながら徐々に敏感な部分へと近づいていく。

　エラの部分の皮を舌でめくりながらカリ首に口づける。

　な、なんでこんなに上手いんだ!?

　ぎこちなさはあるものの明らかに男のペニスの舐め方を知っている動きに戸惑う。

「メイド長にいっぱい教えてもらった～」

「もらった～」

　マリアの方を見るとにっこり笑って言い放つ。

「この日のためにご奉仕の授業を毎日行っておりました」

　子供になんてこと教えてるんだ！!?

　おおう気持ちイイっ。

　突っ込みつつも快感には逆らえず身を震わせながらもだえる。

　ロリ二人のダブルフェ〇に夢中になっているとルカがおもむろに俺の頬に両手を添えて近づいてくる。

「失礼いたします。御館様、私もご奉仕させてくださいね。ずっとこうしたかったんです」

　恍惚の表情を浮かべ、ルカの唇がそっと重なる。

「一目惚れ、だったんですよ」

　そう言って俺の唇に覆い被さり、柔らかな舌をいきなり侵入させながら自らの胸に俺の手を添えさせる。

　ルカのほどよく育った乳房をオイルでヌルヌルの手で滑らせると、彼女の身体がピクリと揺れる。

　快感に身をよじるようにして更に唇を押しつけてくる。

「ん、ちゅ、ちゅ、御館様ぁ、好き、好きぃ♡」

　何度も何度も確認するようにキスを繰り返すルカが可愛くて俺も彼女の唇を吸い、つつくようにしてキスを繰り返す。

　ご奉仕ですと言外に伝えるようにして舌を深く侵入させ、粘膜を擦り合わせながらディープキスに移行した。

「お兄ちゃんの大っきくなってきた。出るの？　せーし出る？」

「でるー？」

　二人の言うとおりダブルフェ〇とルカのディープキスで俺の性感は既に限界ギリギリだった。

「ぐ、で、出る」

　水風船が弾けるように白濁液が勢いよく飛び出し幼い二人を白で汚してしまう。

「びっくりしたー」

「したー」

　驚きながらも嫌悪した様子はなく、むしろ嬉しそうに顔にこびりついた精液をペロペロと舐め取るジューリとパチュリー。

　普段の無邪気な二人とは思えぬ妖艶な雰囲気に息を呑んだ。

「えへへ、お兄ちゃんのせーえき、ちょっと苦いけど」

「これでようやくもとの姿に戻れるネー」

　え……。




──【パチュリーとジューリの封印を解放。スキル【淫魔支配】発動　創造神の祝福発動　称号スキル【淫魔支配の王】を取得　所有奴隷の淫魔族のステータスを２倍】

──【パチュリー　サキュバス族　ＬＶ１　総合戦闘力７０】

──【ジューリ　　サキュバス族　ＬＶ１　総合戦闘力４０】




　パチュリーとジューリの背中からコウモリのような羽根が生え頭には二本の角。

　お尻からは可愛らしい形の尻尾がくるりと円を描く。

「え、ええええ!?　パチュとジュリってサキュバス族!?」

「あら？　ルカは知らなかったっけ？」

「やっと戻れたぁ！」

「二〇〇年ぶりくらいだね～」

　飛び上がって喜ぶ二人に俺は困惑した。あれ？　二人って一〇歳じゃなかったのか？

「ふ、二人とも、人族じゃなかったのか。じゃあ一〇歳っていうのは？」

「一〇歳はほんとだよ。二〇〇年くらい肉体の時間が止まるところに閉じ込められてたんだよね」

　そう言ってジューリの言葉をまねるだけだったパチュリーもはっきりとした言葉を紡いだ。

「パチュリーはもう言葉は平気なのか？」

「えへへ、封印されている間は人間と変わらないから精神もそっちの身体に引っ張られちゃって」

「なんだってそんな状態に？」

「昔は結構悪くて。ずっと昔に魔道士に封印されちゃって。最近になって目を覚ましたんだけど、サキュバス族の力とかいろいろなものも同時に封じられてたみたい」

「この姿なら家族も守れたかもしれないけどね。でもしょうがないよ。本当に好きな人の精液じゃなきゃ元に戻れないって呪いかけられちゃったんだから」

「それに、やっぱりレベルはリセットされちゃってる。どっちにしてもダメだったかな。あはは。全盛期のあたし達ならあんな奴ら一〇秒で挽肉にしてやったのに」

　二人は寂しそうに笑った。そうか。家族のことが好きだったのはほんとなんだな。

　詳しい事情は分からないが、彼女達の素顔は本当に純粋な少女のままなんだ。

　俺は二人を抱き寄せた。

「わふ、御館様」

「お兄ちゃん…」

「ねえ、私達の初めて、もらってくれる？」

「お兄ちゃんに捧げたい」

「ああ、いいよ。お前達の初めては俺がもらう」

「えへへ、でも初めてはベッドがいいな。今日のお夜伽、私達でいいかな」

「わかった。今日の夜伽はお前達に命じる」

「「はい、御館様」」

　二人は俺の頬にキスをして一度引き下がる。

「御館様、私達も加えてくれない？」

　そう言って俺の肉棒に手を添えたのはエアリスとココ。両脇にはエリーとシャナリアが控え、乳首を吸い始めた。

「えへへ、じゃあ御館様にいっぱいご奉仕しますね」

　エアリスがその豊かな乳房をおもむろにイチモツに挟み込む。

　オイルと唾液でヌルヌルになったペニスに乳の柔らかな圧力が加わり、ジュルジュルと音を立てて擦り上げられた。

　ふわふわのおっぱいがオイルのヌルヌルと相まって絶妙な感触を醸し出す。

　そこへ先端の敏感な部分にヌルリと温かな感触が。

　エアリスの谷間から顔を出す亀頭をココがパクリと銜え込みしゃぶり始める。

　パイズリとフェ〇チオを同時に行うという初めての感覚に、再び全力異常にそそり立つ俺の愚息はココの喉を突かんとし、ムクムクとその大きさを増していった。

「ん、んん、んぐ、ちゅぱ、ぱぁ、おくひに、入らなくらってる。ん」

　それでも懸命に俺のモノをしゃぶり続けるココが可愛くて俺はさらに勃起する。

　エアリスも段々気持ち良くなってきたのか、パイズリをしながら自分の指で乳首を擦ってオナニーするという器用なことをやっている。

「うう、ま、また出そうだ」

　ココのしゃぶる速度が速くなる。パイズリをするエアリスも上下する速度を速め、尿道から再び精液が噴射された。

　ココの口の中を蹂躙して行く白い暴力が収まりきらずに口の端からこぼれ始める。

　パイズリを終えたエアリスがペニスに垂れた俺の精液をなめ始め、やがてココの口に出された精液をエアリスが吸い始めた。レズキスへと移行する二人の光景はエロくてそそる。

　色っぽい表情で俺に見せつけるように口の端から垂れた精液を取り合うみたいに激しいレズキスを繰り返した。

「ぷはぁ、なんて濃厚な精子……」

「こんなの飲んじゃったら、もう封印なんて」

　二人の身体に変化が訪れる。この流れでなんとなく察していたが、やはりココとエアリスも人族ではなかったらしい。

　ジュリとパチュのようにコウモリのような羽根が生え悪魔の尻尾がにょきっと尻の上辺りに生えている。

「やっぱりお前達もサキュバス族だったか」




──【エアリス　ＬＶ１　総合戦闘力１２０】

──【ココ　　　ＬＶ１　総合戦闘力１３０】




「うん。私とエアリス、パチュとジュリは昔村の近くの遺跡に封印されてたサキュバス族なんだ」

「なんだってそんなところに封印されてたんだ？」

「悪戯が過ぎちゃって。魔道士に呪いを掛けられて封印されちゃった。私達のこと、嫌いになった？」

「なんで？　別にサキュバスだろうが人間だろうが関係ないだろ。お前達はお前達だからな」

「やっぱり御館様って優しいね」

　俺達は風呂から上がりベッドへ移動する。

　もう既にギンギンの臨戦態勢になった息子を突き出して、全員に向かって宣言する。

「さあ、一晩中愛してやる」

　俺はこの日全員を抱いた。

　こうして俺のハーレムに館のメイド達全員が加わるのだった。




　◆閑話　メイド達は主の寵愛を望む　後編




「今夜はお前達を徹底的に可愛がってやるからな」

　ルーシアの村から助け出した女性達。

　ルカ、ココ、エアリス、シャナリア、エリー、それにジューリにパチュリー。

　彼女達は俺という男に仕えることを望み、またそれはその身で自らが奉仕することであった。

　風呂から上がりマリアに身体を拭いてもらう。

　そして寝室へと足を運んだ。

　俺がしばらく待っているとドアをノックする音がする。

「いいぞ、入ってくれ」

「失礼いたします」

　そこには今夜の夜伽を望んだ女の子達がメイド服を着こんで並び立った。

　分かっていたことだが誰も彼もがアイドル顔負けの美少女ばかりだ。

　一番年長者のシャナリアが前に出て丁寧にお辞儀をする。

「御館様。貴方様にお仕えするメイド一同、誠心誠意ご奉仕させていただきます」

　それに続くように一七歳のエリーもお辞儀をしながら言った。

「経験のない生娘ばかりですが、マリア様よりご講義を受け御館様にご満足いただけるように練習いたしました」

　頬を赤らめ処女であることを明かす。

　この二人は結婚していたはずだが、前の夫とはまだだったらしい。

　二人のあいさつが終わりココとエアリスが前へ出る。

「全員が御館様に誠心誠意ご奉仕したいと願っています」

「どうかご満足いただけるまで私達を堪能してください」

「お兄ちゃん、じゃなかった。御館様にご奉仕いっぱいしちゃう」

「サキュバスのご奉仕いっぱいするね～」

　ロリ二人も元気いっぱいにエッチ宣言している。

「みんなありがとう。ここまでさせておいて失礼だとは思うが、最後に確認させてくれ。特にシャナリアにエリーは本当に俺でいいのか？　君達は前の夫とのこともある。なりたての貴族だが、女王に掛け合ってちゃんとした生活を…」

「御館様、怒りますよ」

　俺がそこまで言うとシャナリアとエリーは強い瞳で俺を見据える。

「前の夫は愛しています。でも、死んでしまった人をいつまでも引きずってもあの人は喜びません」

「私達は自分の意思で決めたんです。その思いを汲んでください」

　怒られてしまった。

「そうだな。失礼なことを聞いた、すまない」

　最後にルカが前へと出る。

「凍耶さん、いえ、御館様。私達七名、全員が御館様にご奉仕したいと望んでおります。どうか私達に御館様を気持ちよくさせてください。これは忠誠心だけではありません。みんな、御館様を一人の男性としてお慕いしているからこその決断です」

　深々とお辞儀をした七名を前に感動し、同時に俺の欲望は既に臨戦態勢に入っていた。

「ああ、お前達の覚悟はわかった。俺もお前達を全力で愛すると誓おう。みんなのことをもっと教えてくれ」

　ここに来たら一人一人と大切に、なんてまだるっこしいことは言わない。

　全員で奉仕したいと望むのだからそれに応えるのが主人の務めだ。

　据え膳食わぬは男の恥ともいう。

　俺はメイド服を着た、アイドルにもなかなかいないであろう美少女達が横に侍るのを高揚した気分で見ていた。

　『ハーレム』という言葉が頭をぐるぐる回る。

　生前では考えられない光景だ。

　しかも全員が義務感ではなく俺という男を慕って奉仕したいという。

　興奮はいやおうなしに高まりを見せる。

　昂ぶりといってもいいだろう。

　エアリスとココが俺の肩から腕を回し顔を近づけてくる。

「エアリスのファーストキス、どうかお受け取りください……ん、ちゅ」

　柔らかく濡れた一四歳の唇が覆いかぶさってくる。

　プルプルとした感触とかすかな水音が口元から漏れ聞こえ鼓膜を揺らした。

「あむ、ちゅるう」

　エアリスとのキスを楽しんでいると、俺の右耳に温かくてにゅるりとした感触が覆う。

　ココが頬を赤らめながら耳たぶを甘噛みし始め、体の奥が震えるようなこそばゆさを覚えた。

　快感とくすぐったさの中間みたいな感触が心地いい。

　俺はエアリスの唇を名残惜しくも離しココの頭を抱き寄せる。

「あ、御館様、私にもキスしてくださいますか？」

「ああ、もちろんだココ」

「嬉しい。初めてのキスが御館様でよかった。ん、ふぅ」

　ココは勢いを付けて俺の唇にベーゼをかぶせる。

　わずかに固さの残る唇に夢中でバードキスし、微かな花の香りが鼻腔をくすぐった。

「ココもエアリスもいい匂いがするな」

「んふぅ、嬉しいです。御館様に喜んでいただけて」

　俺は二人の美少女の濡れた顔にたまらない高揚感を覚えた。

「エアリス、ココ、二人同時にキスするんだ」

「はい、御館様、あふ、ん、ちゅ」

「れる、ちゅるる、ちゃぷ」

　ココとエアリスの小さな舌が俺の舌を吸い上げた。

　粘膜同士の絡み合いが織りなす水のハーモニーが心地よい。

「えへへ、御館様を気持ちよくするね」

「パチュも手伝う」

　ジューリとパチュリーが俺のバスローブをはだけさせ胸に舌を這わせ始めた。

「ちゅぷ、ん、うふぅ」

「御館様の乳首カチカチになってきたぁ」

　小さな舌が俺の身体を這いまわる。

　小さな女の子が舌による奉仕をしている様子を見るといけない何かに目覚めてしまいそうだ。

　俺はロリコンではない。

　だが最近その自信が全くない。

　ティナ然り。ミシャ然り。

　俺の愛する奴隷達には小さな女の子もいる。

　しかしあっちは、身体は小さくとも年齢的には合法だ。

　こっちは一〇歳のガチロリである。

　日本人の倫理観という壁が存在する以上、いかに今夜抱いてやろうと決意したところでどうしてもその決意は揺らいでしまうのが悲しいところだ。

　実際ジューリもパチュリーも凄まじい美少女だ。ロリコンでなくともいけない欲望を抱いても不思議ではない。

「かぷっ、ちゅるるる、れる」

「くふぅ、レロレロレロレロ、じゅるるるる」

　そうこう考えているうちに二人の舌使いは激しさを増していった。

　その間もココ、エアリスによるキス攻撃はやむことはない。二人はいつしか舌を絡め吸い上げるディープキスへと移っていく。

　アップツインにした髪がピコピコ揺れるココとサイドテールの髪が可愛いエアリス。

　どっちの美少女も代わる代わる濃厚な舌の絡め合いで俺の興奮を一層強めてくれる。

「失礼いたします、御館様」

「私達はこちらをご奉仕いたします」

「うお、こ、これは」

　四人の上半身攻めに腰が砕けそうになっているところを更なる追撃が襲う。

　シャナリアとエリーがすっかりギンギンに腫れあがったイチモツを指でつかみ両サイドから舐め始めた。

　柔らかく、ぽってりとした二つの舌が竿を這いまわる。

　器用にくるくると回転を加えながらこそばゆさを伴う感触が背筋を上るような快楽を生んだ。

「ふぅ、くふぅ、ん、ちゅぷ」

　だが背筋に感じた快感は気のせいではなかった。

　俺の背中に実際にもう一つの柔らかい感触が上ってくる。

　恐らく俺からは見えないルカが首筋から背中にかけて舌で愛撫し始めたのだろう。

　全身を七人の美少女がペッティングするという夢ですら見なかった光景が今現実になっている。

　俺の快感神経は既にはちきれる寸前で睾丸にたまったマグマはもう爆発間近であった。

「うああ、そ、そんなに攻められたら…うぅう」

「ん、はぁふ、ん、じゅるるる、ぐぷ、れる。じゅるるる」

「ん、御館様、ガチガチでビクビクしてます、これは射精が近いのでしょうか」

　エリーの言うとおりもう爆発寸前のペニスからはとめどなく我慢汁があふれ出ており、俺の身体は痙攣しっぱなしだった。

　そしてそのまま快楽の任せるままに咥え込んだエリーの口内に吐精する。




　ぶぴゅぅ、ビュルルル、ドプドプ




「んぐぅ、ん、ん、ふぅ…ぐ、ゲホッ」

「んはぁ、んく」

　溢れ出した精液を懸命に飲み込もうとするエリーだが、初めて受け止めたであろう男の精液の味にむせてしまう。

「も、申し訳、ありません。大事な子種をこぼしてしまいました」

　涙目に謝罪するエリーがたまらなく愛しくなった。

　頬を赤らめ訴えるその姿に俺の分身が再び硬さを取り戻す。

「凄い、もうこんなに」

　シャナリアの喉がゴクリとなったのが見えた。

「大丈夫だ。いくらでも出せるからな。さあ、今度は俺の番だ。まずはエリー、お前から愛させてくれ」

「はい♡　愛して、ください」

　俺はエリーに飛び掛かりそうになるのを必死に抑えた。




　◆　◆　◆




「は、ああぁああ、御館様ぁ♡　すごいぃ、初めてなのに、こんなに気持ちいいなんて♡」

　エリーのたわわに実った魅力的な果実が上下に揺れる。

　俺は彼女のくびれをつかんでリズミカルに腰を突き動かす。

　処女の証である赤い流れが愛の蜜で徐々に薄まっていく。俺の快感付与のスキルは最大限の効果を発揮し彼女達の初めてを最高の快楽で染め上げる。




　◆　◆　◆




「んああ、凄いぃ、こんなに硬くて太いのに、全然痛くない、気持ちいい、気持ちいいよぉ♡」

　シャナリアもまた初めてであった。

　純潔の証が太ももを伝って流れていく。しかし彼女の表情からは苦悶ととれるものはまったく読み取れない。

　スピリットリンクで流れ込む感情も歓喜一色に染め上げていた。




　◆　◆　◆




「ん、はあぁ、御館様ぁ、そんな、後ろからなんてはしたないですぅ♡」

　ルカの折れてしまいそうなか細いくびれをつかんで腰を突き入れる。

　スレンダーで余分な脂肪がない。しかし女の子らしい柔らかさを表現するおっぱいは程よく揺れ、彼女のスタイルの良さを表している。

　俺はルカの乳首をつまみ上げながら体を抱え上げて後ろから突き上げるように騎乗位に移行する。

　それだけでルカの膣内は『キュ♡キュ♡』と引き締まり俺の射精を促してくれた。




　◆　◆　◆




　ココとエアリスを上下に重ね合わせサンドイッチ状態を作り出して順番に処女をいただく。

「あはぁあ、入ってくる、御館様のおち〇ちんが、ココの初めて奪って、ぁああん♡」

「んあ、凄い♡　初めてなのに、こんなに気持ち良くて、奥まで届いて、感じちゃうよぉ♡」

　この頃になると快感付与系のスキルがかなりハッスルしており、ペニスを差し込んだ瞬間二人とも達してしまった。

　二人に一発ずつ射精した後はココを貫きながらエアリスの女陰を指でかき回す。

　初めての後にも関わらずピンク色の未成熟なマ〇コはどん欲に俺の指をくわえ込んだ。

　さすがはサキュバスの二人だけあって快楽に対する適応力はものすごかった。




　◆　◆　◆




「「ふぁああ♡」」

「痛くないか二人とも」

「痛くない、気持ちいいぃ♡」

「お兄ちゃん好きィ、もっとお兄ちゃんのおち〇ちん奥まで入れてぇ♡」

　極めつけは幼いサキュバスの一〇歳コンビである。

　初めてで、さらに未成熟な身体は俺のペニスを受け入れるにはあまりにも小さい。

　しかしティナと同じように創造神の祝福が発動し、二人の身体は俺の肉棒を丸ごと受け入れる形に最適化され、ジューリもパチュリーも既に快感は最高潮に達し、先ほどから何度もオーガズムを迎えていた。

「ジューリ、パチュリー。可愛いよ。もっと声を聞かせてくれ」

「お兄ちゃん、御館様ぁ、あ、ああ、好きぃ、ねえ、ジュリのこと、ジュリって呼んで」

「パチュもぉ、御館様にパチュって呼んでほしい♡」

「分かった。可愛いよジュリ、パチュ。お前達の可愛い声を俺に聞かせてくれ」

「んぁあ、いいのぉ、サキュバスろりま〇こ貫かれて、ぁあん、感じちゃうぅ♡」

「あ、ん、パチュも、イッちゃう♡　御館様のおち〇ちんに貫かれて、処女ロリアクメでイッちゃうのぉ♡」

　幼いクセになんてエッチな言葉を知っているのだろうか。

　俺の興奮はいやおうなしに高まる。




──『ロ…ンの因子』発動。二人の肉体を更に最適化させます──




　俺の脳内に何か響いている気がする。ティナやミシャの時も聞こえた奇妙な声。

　だが今の俺にはそんなのを気にしている余裕はない。

　キツキツのサキュバスガチロリま〇こに俺の肉棒は、欲望ＭＡＸで興奮もマキシマムドライブを迎えている。

　何を言っているか分からんだろう？　俺も分からん。とにかく頭の中がオーバーヒートしそうな興奮が包み込み、俺は二人の膣内に大量のマグマを注ぎ込むのであった。




　◆　◆　◆




「「ああ、ああ、あぁあ、御館様ぁああ♡」」

「ん、ちゅ、御館様、好きです。こんなに愛しい気持ち、初めてなの」

「私達をずっと可愛がってほしい。れる♡　ちゅるる、御館様に愛してもらえるように、あふぅ、もっともっと可愛くなります♡」

「大好きです御館様♡　んちゅ、初恋がかなって、ルカは嬉しいです。んふぅ、もっともっと気持ち良くなってほしい」

「ジュリも好きーぃ、ジュリは子供だけど、御館様のこと一生愛してるって誓うの」

「パチュも、御館様大好きぃ、もっともっとおち〇ちん頂戴♡」

　ココとエアリスをサンドイッチにして順番に肉棒を貫きながら、快楽を味わう。シャナリアとエリーのおっぱいが両腕を包み込み、ジュリとパチュは乳首を舐め、ルカはなんと尻の穴を舐め始めた。

　肉欲の宴は一晩中続く。

　俺はこの日、七人全員のお腹から精液があふれ出すまで『膣内射精なかだし』を決め込み、全員をメロメロになるまで愛しぬいた。

　そして朝になるころには、俺自身も彼女達全員に夢中になるほど恋をしていたのであった。




　◆第６６話　Ｓランク冒険者




　一週間後。

　女王に言われたとおり城へとやってきた。ジークムンクに案内され謁見の間に赴くと既に国の貴族達が軒並み顔を揃え、その中にはゴーマンやルタルの姿もあった。

「…ちっ。くそが。調子に乗りやがって」

　聞こえてるぞ。

　だが子供の嫉妬なんて気にしない気にしない。

　しかしルーシアがギロリと睨むとビクッと体を震わせて怯えた子犬のように萎縮していた。

　どうもルタル青年はまだ懲りていないらしい。

　ミシャを売り飛ばしたことをルーシアが抗議しに行ったらしいが詳しいことは聞いていない。

　だがあのルタルを見れば相当脅したんだろうなということは想像に難くない。ゴーマンですらルーシアにはちょっと萎縮している。

　無理もないな。生前から怒ると手がつけられないキャラだったし、今では戦闘力１０万を超えている。そんじょそこらの男では歯が立たないどころか徒党を組んでも勝てる相手ではない。しかも銀狼の至宝玉を受け継いだあたりから他の皆よりもステータスの伸びが異常にイイ。

　そんな奴から威圧されたら金玉も縮み上がるってもんだ。

「女王陛下の、おなぁぁあありぃいぃいいいい」

　いつものようにジークムンクが声をあげると全員が一斉にひれ伏した。

　俺も段々手慣れてきて同時に頭こうべを垂れる。

「皆、大義。面を上げなさい」

「女王陛下におかれましてはご機嫌麗しゅう」

　俺はテンプレの文章を読み上げるように挨拶する。女王も右手を差し出し俺はその手に口づける。

「デルタ佐渡島。今回のキラーアント討伐での活躍、誠に大儀であった」

「お褒めにあずかり恐悦至極に存じます」

「うむ。今回のデルタ佐渡島の活躍、並々ならぬものである。ジークムンク」

「はっ」

　ドラムルー王国軍総司令官であり今回の作戦指揮を執っていたジークムンクが前へ出る。

「今回のキラーアント突然の連年発生に際し、様々な異常事態が確認された。まずは魔物全体の凶暴化。平均レベルは例年の２０以上も上だったそうだ」

　貴族達がざわめく。ここにいるのは殆どが自ら戦う武闘派の貴族。

　戦場を知るものであるが故にこの事態の脅威はよく分かるのだろう。

「そしてその平均レベル４０以上のキラーアントの巣を一パーティで三三カ所撃破」

　ざわめきがさらに大きくなる。

「さらに、これまで時折確認されてきたグランドカイザータイプの出現。これを撃退」

　一呼吸置くジークムンク。空気を読んで貴族達のざわめきが収まる。

「最後に、グランドカイザータイプが全員合体し、これまで一切前例のなかったエボリューションエンプレス出現。総合戦闘力はなんと２６万」

　ざわめきが悲鳴混じりに変わる。「そんなバカな」「一体そんな奴をどうやって」そんな声が聞こえてくる。

「このエボリューションエンプレスを、単独で撃破。それも一撃である」

『オオオオオオオォォォ』

　集まった人々がどよめきから驚愕に変わる。

「よってこれを評価し、まずは佐渡島凍耶の冒険者ランクをＢからＳに引き上げ。更に貴族階級をデルタからラムダへと格上げするものとする」

　拍手喝采が起きる。照れくさくて俺はうつむいてしまいたい気分だ。早く帰りたい。

　女王が前へと進み出る。俺はすぐさま跪き臣下の礼をとった。

「これからの活躍に期待しているわ」

「はっ」

　俺は女王へ恭しく礼をする。

「さて、それでは今回のラムダ佐渡島へ下賜する品をお見せしましょう。例のものをこれへ」

　女王が命じると臣下の文官が一つの小箱を布のかかったトレーに載せてきた。

「おお、あ、あれはまさか」

　女王が取り出したのは小さな革のベルトらしきものだった。だが腰に巻くにしてはやけに小さい。

　こんなに小さいのではまるで犬の首輪みたいな。

「これは愛奴隷の首輪。ドラムルー王家に代々伝わる隷属の首輪の上位アイテムよ。自分の愛する奴隷につけることで絆を絶対のものにできると言われているわ」

　なるほど。しかし俺には隷属魔術があるので、これはあまり必要でないかもしれないな。

　通常奴隷というのは、隷属の首輪という魔道具に付与された隷属魔法を使う。

　なので奴隷は必ず首輪をしているのだが、直接隷属魔法を使うことのできる俺は首輪無しでも奴隷状態にすることができる。

　インテリジェントサーチで調べてみると、効果はスピリットリンクの下位互換みたいな感じだった。

　俺はアイテムを受け取りつつそんなことを考えていたが、これ、ちょっとルーシアに似合うかもと思った。狼とはいっても犬的な種族には変わりない。

　愛犬に首輪。普通の言葉だが女の子につけるということを想像すると、とても淫靡な響きに聞こえるから不思議だ。

　俺は受け取った首輪を持ってそのままルーシアの元へと歩く。

　それを見たルーシアの顔色が紅潮する。目で抗議しつつも尻尾がせわしなく左右に揺れていることからも喜んでいることは明白だ。

「お、お兄ちゃんって鬼畜だよ…こんな公衆の面前で」

　かく言う俺もルーシアを辱めることにちょっと興奮してしまっているのも事実だ。

　ルーシアの興奮具合が伝わってくる。今までにないくらい羞恥プレイを楽しんでいるようだ。

　全員の目がルーシアに集まる。そしてその感情は羨望であった。自分にもつけてほしい。そんな声が聞こえてきそうだ。




──【創造神の祝福発動　スキル【アイテムコピー】を習得】

【アイテムコピー】手持ちのアイテムを複製する。複製アイテムからオリジナルと同じものもコピーできる。




　おおう。これは便利なスキルだ。

　早速帰ったら全員分の首輪を作ろう。




　◆　◆　◆




　授与式のあと、貴族達のパーティーに招待された。主賓は俺だ。

　しかし美味いものを食えたのは良いけど、俺に言い寄ってくる貴族が多いからちょっと困った。

　是非うちの娘を嫁に！！　なんて言ってくる奴も多いし、中には娘を奴隷に差し出すなんて奴もいた。

　顔も知らない女性を嫁や奴隷になんてできないから断っていたが、貴族というのは横の繋がりを重視するらしい。

　顔見せに屋敷に挨拶に行きたいとか言って来る奴が次々に言い寄ってくるので、そういうのは全部うちのメイド長を通してくれと言っておいた。

　マリアなら下手な奴は家に入れないだろうし、逆にマリアに認められて家まで入ってこられるなら俺にとって有益な人物ということができる。

　それくらいマリアの審美眼は優れている。実際アイシスのインテリジェントサーチでその貴族の背景とかを探って後ろ暗い奴は把握しているが、そういうのが今までウチに来たことは一度もないのだ。

　さて、パーティもあっという間に終わり俺達は帰宅の途についた。

　メイド達の出迎えを受けマリアが恭しく頭を垂れる。

「お帰りなさいませ御館様。入浴の準備が整っております」

「ありがとう。ちょうど風呂に入りたかった。さすがはマリアだね」

　表情こそ変えないがマリアから伝わる感情が歓喜に満たされている。

　俺はマリアの頭をポンと撫でてそのまま風呂場へと移動した。

「ではお召し物を」

　シャナリアとエリーが俺の服を脱がせてくれる。丁寧さの中にどこか妖艶な手つきが加わり俺の劣情を揺さぶった。

　先日、奴隷に加え男女の契りを結んでからの二人は、以前に比べて色気が増したように思う。

　二人とも初めてだった。前の夫とは初夜を迎える前だったという。

　俺は彼女達に本当に良いのかと尋ねた。わざわざ女を沢山囲っている俺のところに無理にいる必要はないんだ。

　みんなのことは真剣に愛しているし、これからもそうしていくつもりだ。

　しかし無理して俺に合わせる必要はない。

『前の夫は愛しています。でも、死んでしまった人にとらわれ続けるのをあの人は喜ばないと思うから』

　二人とも口をそろえてそう言った。俺は複雑な思いだったが彼女達の思いを汲むことにした。

　望むなら、嫁ぎ先に裕福な人を探しても良いとすら言ったが、それを言ったら怒られた。

　二人とも俺に惚れてくれているのだ。例えスキルの恩恵だとしても、俺のことを真剣に愛してくれるなら俺もそれに真剣に応えたい。

　俺は奴隷になってくれた女性全員愛している自覚がある。

　日本人の観念が邪魔して最初は悩んだが、こちらの世界ではむしろ一夫多妻が普通だという。

　ルーシアの村でも村長だけは妻が三人いたらしいし、裕福な人は沢山子孫を残して繁栄をしていくのが半ば義務みたいに思われているということだ。

　異性にモテるスキルを持って生まれてくる者もいるらしい。俺だけが特別なのではなく、この世界はそういうシステムで動いているのだ。

　なら俺も割り切って受け入れていった方がいいだろう。積極的に増やしたりはしないけど、これから俺を愛してくれる人が出てきたら、その時は。

　そして彼女達は俺に奉仕することが至上の喜びと感じるらしい。風呂で服を脱ぐくらい自分でやった方が早い。しかしあえて彼女達にやらせることで皆が喜んでくれるのだ。

　服を脱がされ風呂に浸かる。しばらくすると一糸まとわぬ姿となったシャナリアとエリーが俺の横に侍るようにして風呂に浸かる。エリーが肩を揉んでくれ、シャナリアが足のマッサージを始めた。

　心地良いリズムで筋肉がほぐれていく。

　この女神特製の肉体は殆ど疲労することがない。しかし愛する女に奉仕をしてもらうのは心が安らいでとても心地良い。

「御館様、気持ちイイですか？」

「ああ、とてもいいよ。二人ともマッサージが上手だな」

　二人の喜びの感情が伝わってくる。

　やがて湯船から出ると花の香りのする石鹸で洗ってもらい再び湯に浸かる。

　フローラルな香りに包まれながら湯浴みを楽しんでから出る。

　浴室を出るとココとエアリス、ルカの三人がバスタオルを手にして待機している。

　エアリスの優しい手つきで身体を拭いてもらいココが恥じらいながら下半身を拭いてくれる。

　俺としてはちょっと恥ずかしかったのだが、みんなが俺に奉仕することを喜んでくれるのでやらせている。

　ちょっと恥じらいながらタオルで身体を拭いてくれるココの表情がとても可愛くて息子が反応しそうになるが、まだまだ我慢だ。

　ルカにバスローブを着せられリビングへと移動した。

　風呂で火照った体でソファーに座る。

　ここの暮らしにも慣れつつあるな。サラリーマンであった頃に比べるととても贅沢な暮らしをしている。

　大きな屋敷に綺麗なメイド達。そして夜には色取り取りの美女が俺に奉仕してくれる。

　正に至れり尽くせりだ。これ以上の贅沢を望んでは罰が当たる。今でさえ分不相応な感じがするのだからな。

「御館様、こちらへ」

　そう言ってマリアがソファーに座って両手を広げる。

　俺はそれに導かれるまま頭を彼女の膝に乗せソファーに足を投げ出した。

　ジュリとパチュが羽扇子で軽く扇いでくれるおかげで、心地良い風が風呂上がりで火照った体を癒してくれる。

「ああ、幸せだぁ」

　一言俺が呟くと皆の感情が喜びに溢れる。

　さらにしばらくその幸せを噛み締めていると、お風呂上がりの女の子が放つ独特の香りが鼻孔をくすぐる。

「お待たせしました、ご主人様」

　ソニエル、ルーシア、ミシャ、ティナ、アリエルの五人がなぜだかメイド服を身に纏い俺の前に並ぶ。

　そして全員が膝を折り、絨毯の上に三つ指をついて頭を垂れた。

「今宵は奴隷全員でご奉仕させていただきます」

　先ほど女王から下賜された愛奴隷の首輪が全員の首につけられている。

　アイテムコピーを用いて全員分。マリアを含めて館の奴隷の女の子全員がつけることを望んだため早速全員分用意した。

「ああ、おいで。お前達」

　マリアの膝から起き上がりソファーに座り直す。立ち上がったマリア。扇子を扇いでいたジュリとパチュ。脇に控えていたシャナリアとエリー、ルカ、ココ、エアリス。

　全員がメイド服の肩のボタンを外し床へストンと落としレースのビスチェ姿になる。

「おお！　メイド服ってそんな簡単に脱げるのか？」

「お夜伽のための特注品でございます。トップスの脇のボタンから手を入れられる仕様になっており、肩のボタンを外すとそのまま脱がせられる作りになっております」

　マリアが若干得意げになって言う。

　つまり上は脇のボタンを外し手を突っ込むとそのまま生乳がもめるようになっており、脱がせたくなったら肩のボタンから簡単に下着姿にできてしまうらしい。

　俺のムスコは既に超臨戦態勢だった。

「良いだろう。今夜は全員寝られると思うなよ」

　奴隷の女の子全員が発情した瞬間であった。




　◆第６７話　メイド達の冒険者稼業




　Ｓランク冒険者となってから一晩明けた。眠りについたのは朝方だ。

　一晩掛けて全員の腰がガクガクになるまで愛しまくったため、俺の精は若干回復が遅くなっている。

　それでも一時間もすれば元に戻るのがこの身体のいいところである。まあ賢者タイムが短いのですぐに発情しやすくなってしまうという欠点とも言えるが。性欲コントロールのスキルがなければ年中サルみたいに腰を振っていたかもしれない。

「おはようございます御館様。目覚めのハーブティーはいかがですか？」

　だが俺が目覚めると既に全員がメイド服を着こみ朝食の準備を終わらせていた。

　朝の弱いミシャにアリエルと、身体が小さすぎてメイドには不向きとされたティナだけは俺の傍らで寝息を立てていたが。

　マリアがティーワゴンに載せて運んできた爽やかなハーブティーの香りが、半分夢に入った意識を目覚めさせる。良い香りだ。マリアのセンスの良さがうかがえる。

「ありがとう。いただこうか」

　恭しく礼をして既に準備されているハーブティーをポットからカップへ注ぎ入れる。

「美味しいよマリア」

「ありがとうございます」

「おはようございますご主人様」

　マリアの入れたお茶を楽しんでいるとソニエルがメイド服を着て部屋へと入ってきた。

　運んできたワゴンには朝食が載っている。焼きたてのパンの香りが食欲をそそる。

「おはようソニエル。今日からメイドをするんだね」

「はい。ご主人様にお仕えする以上私もメイドとして働きたく存じます」

　元々ソニエルやルーシア、ミシャ、ティナ、アリエルは冒険者サイドの奴隷として活動していたが、ソニエルとルーシアはメイドの仕事をすることも望み、先日から研修を受けている。

　アリエルとミシャはちょっとおっちょこちょいなところがありメイド仕事は不向きとされ、ティナはそもそも身体が小さすぎてやりたくても大半の仕事ができないという現実がある。と、本人は言っているが本音をいうとメイド仕事に興味はないらしく、彼女いわく『ティナはトーヤの愛玩奴隷。おもちゃはメイドの仕事はしない』とポリシーだか面倒いのかよく分からん理屈を述べている。同じくらいの体格のジュリやパチュもメイド仕事をしているくらいなのだからできないはずはないので、恐らく面倒臭いのだろう。

　まあ実際皆にはメイドの仕事を強要したわけではないし、元々屋敷の掃除や食事の準備は一緒にやっていたこともありすぐにメイドとして溶け込んでいる。

　そんなメイドが既に板についているソニエルが尋ねる。

「本日はどのようなご予定で動かれますか？」

「そうだな。久しぶりにのんびり過ごすのもいいな。そうだ、メイド達は休暇を取っているのか？」

　俺はメイド達が休んでいるところを見たことがない。俺が留守の間は休暇や休みをしっかり取っているのだろうか。

　するとマリアはきょとんとした顔をして、さも当然のようにいった。

「御館様にお仕えすることが至上の喜びの私達が、何故わざわざ休暇を取る必要がありましょうか？」

「そのとおり。ご主人様のために働くことが我らの最大の喜びなのです。それができない日になどなんの価値がありましょうか」

　マジか…、へたをするとブラック企業体質だろうが、ここで否定して休みを取れ、なんて言ったらこの子達は多分この世の終わりみたいな顔をすることは想像できる。

　そういえば、そういうアニメがあった気がするな。あれはドラマＣＤの話だったか。

　マリア達からはそれと同じ感じがする。ここはやんわりと身体を休めるように言っておくとするか。

「そうか。お前達の忠誠は嬉しく思う。しかし生身の人間である以上疲労はたまる。常に最高のパフォーマンスを保てるように適度に肉体は休めるように。特に子供達もいることだ。そこは間違えるなよ」

「承知いたしました。肝に銘じます」

　実際ジュリとパチュはサキュバス族の封印が解かれ、体力的には普通の子供のそれではないみたいだが、人間であるルカやシャナリアとエリーは龍人のマリアや魔族の四人と同じペースだと厳しいだろうからな。

「御館様、お休みの話で思い出したのですが、実はお話ししたいことがあります」

「どうした改まって」

「実はここにいるメイド達全員で、冒険者登録をしたいと考えております」

「冒険者登録か。なんでまた？」

「御館様の奴隷となり、称号スキルの恩恵を受けておりますことはご承知のとおりと思いますが、どうにも彼女達素人はその力を持てあましている様子なのです」

「どういうことだ？」

　マリアが言うには俺の奴隷系のスキルによって、補正値が４５０％。更にシード系のスキルによって日に日に地力が上がっている。そこまでは良いのだが、戦闘になれていないマリア以外のメイド達はその有り余る力の使い方が分からなく戸惑っているらしい。

　洗濯物を破ってしまったりドアノブを破壊してしまったり。

　この間など買い物に行ったシャナリアとエリーがナンパしてきた男を半殺し以上に痛めつけてしまい、あわや殺してしまう寸前であったと言う。

　命に別状はなかったことと、絡んできた男の方が乱暴に二人を連れていこうとしたことなどから、正当防衛が若干過剰とされたが厳重注意で済んだらしい。

「なるほどな。強すぎる力が扱い切れないから実戦経験でコントロールを身につけさせようということか」

「はい。実際ジューリとパチュリーは攻撃系魔法の、ルカには戦士系、ココには斥候、エアリスには補助系魔法と回復術士としての才能があることが分かっています。屋敷の防衛力という点でもレベル上げはしておいた方が良いかと思います」

　屋敷の防衛ってメイドの仕事だっけ？

　しかしマリアの戦闘力を考えると下手に警備兵を雇うよりも安心だ。

　それに警備兵と言ったらやはり男になるだろう。女子しかいない館に男が入って良からぬことを考えるやつがいないとも限らん。

　……あと、俺のハーレムに異物が入り込むみたいでちょっとイヤだしな。

「それなら、今度の依頼をこなすときは他の皆を連れて行こうか？　引率としてソニエルかマリアについてきてもらえば良いだろうし」

「そのつもりです。ソニエル達とも相談したのですが、そろそろこのドラムルーでの地盤も安定しつつあるので、冒険者家業は交代制にしてメイドの仕事を覚えたいとのことでした。ですから実際王族としての教育をしっかりと受けてきたソニエルと貴族階級だった私が屋敷の指揮、管理を交代で行い、冒険者の引率も交代で行うことになります」

「なにかお前達二人にばかり負担を掛けて申し訳ないな」

「お気になさらず。むしろ御館様のお役に立てることを嬉しく思います。どうかご遠慮なさらず我らをお使いください」

「そうか。分かった。頼りにしているぞ」

「はい。ご期待に添えるよう努力いたします」




　◆第６８話　エルフの森の美女




　午前中はまったりと過ごし、メイド達は冒険者ギルドへ登録へと出かけた。

　俺は屋敷のリビングでなにもしないボーッとした時間を過ごしていた。

　ソニエルの入れてくれた紅茶とクッキーを楽しんでいるとティナがやってきて俺の膝にちょこんと乗っかる。

「トーヤ。お願い、ある」

「どうした？」

「ティナの村、様子を見に行きたい。気が向いたときでイイ。一緒に来てほしい」

「そう言えばそういう約束だったな。分かった。じゃあ今から行くぞ」

　今からという言葉を聞いたティナはガラス玉のような瞳を丸くしてきょとんとした顔で尋ねた。

「いいの？」

「ああ、仲間のところだろ？　気になるのは当然だ。だったら早い方がいいからな」

　ティナの村は精霊の森の奥深くにあるらしい。以前銀狼帝の一件の時に浅いところまでは行ったが、それ以上奥へは行っていない。

　あそこは銀狼帝の後継者、幻狼帝がいるはずだ。

　元気かな。ついでに様子を見に行ってもいいかもな。

「よし。ティナと二人で飛んでいけばあっという間につくだろう」

　俺はソニエル達にティナと出かけることを伝え、ティナを抱っこして飛行スキルで空中へ飛び上がった。

「トーヤ、凄い。飛行スキル使えるの、世界でも一握りって聞く」

「そうらしいな。ティナは使えないのか？」

「レビテーションっていう物を浮かせる魔法で少し浮くことはできる。でもこんな風に飛行は無理」

　ティナは俺にしがみつきながら尊敬のまなざしを向けてくれた。

　こそばゆい。

「よし。そろそろ精霊の森の上空だ。ティナの村はどの辺りだ？」

「…ごめん。分からない。ティナは森を出たことがなかったから、どうやって行けばいいか分からない」

　なるほど。スマホのナビがあるわけでもないし、森の地図なんて書こうとするやつはあまりいないだろうしな。

　だが問題無い。俺には最強のナビゲートがついている。

　な、アイシス。

──『問題ありません。既にティルタニーナの村の位置は割り出してあります。３Ｄナビゲーションで表示します』

「よし、こっちだな」

　アイシスのナビに従って進む。ティナは不思議そうな顔をした。何故分かるの？　といった顔だ。

「トーヤ、村の位置、分かるの？」

「ああ、俺のスキル、みたいなものでな。任せとけ」

「トーヤ、凄い。やっぱり凄い」

　ティナは頬を赤らめながら胸にスリスリとすり寄せる。

　ティナのさらさらの金髪の感触を楽しみながら飛行していると、やがて森の奥深くに深い霧のようなものがかかっている箇所を見つけた。

　アイシスのナビのルートはその奥を指している。どうやらあそこが目的地らしい。

「ティナ、あの霧がかかっている辺りに見覚えはないか？」

「ある。あれは村の存在を秘匿する結界。通常はあそこに足を踏み入れても霧の向こうへ突き抜けて村へは入れない」

「そうか。どうやって入れば良いんだ？」

「ティナが一緒なら大丈夫。あの結界はエルフには効かない。ティナが許可した者にも効果がなくなるはず」

「はず？」

「森から出たことないから聞いた話でしかない」

「なるほど。まあ行ってみれば分かるだろ」




　結界は問題無く突破できた。さらに進むと高い木の上に掘っ立て小屋のような建物がある集落が見つかった。

「あれがそうか？」

「そう」

「転移魔法を使ったんだったな。他の村人連中は無事だろうか」

　アイシス。村にいる生命反応を調べてくれ。

──『了解。　検索開始　完了　ハイエルフ８　エンシェントエルフ８　ハイネスエンシェントエルフ１となっています』

「どうやら村の連中は無事みたいだな」

　俺は高い木の上にある家の一つに降り立った。

「みんな、いる」

　木の上に広がる広場のように、切り株の上に木の枝がそのまま家に化けたような建物がある。

　そしてその切り株広場には多くのエルフが集まっていた。

　どうやら俺達を出迎えてくれるらしい。

　一人の銀髪のエルフが前へと進み出る。

「ようこそ人間の冒険者さん。そしてお帰りなさいティルタニーナ。無事で良かった」

「みんな、ただいま。全員、無事？」

「ええ、あなたのおかげでなんとか生き残れました。とにかく中へどうぞ。あなたがどこでどうしていたか、聞かせてください」

　家の中へ案内され一緒に入る。中の作りもそのまま木をくり抜いたかのような、自然そのままの作りになっており、家具や調度品などは最低限しか置いていないみたいだ。

　見た感じかなり質素な暮らしをしているらしい。奥へ入ると一際異彩を放つ美しいエルフが座っていた。彼女は立ち上がり俺達の元へ歩み寄る。どことなくティナに似ている気がする。もしかしてティナの姉か？

　彼女は俺よりも少し低いくらいの女性としては割と高身長で、スリットから覗く足がとてもセクシーなドレスを着ている。

　そして目を引くのはその豊満なバストである。マリアと同じか、あるいはそれ以上のわがままボディだ。

「人間の冒険者さん。よく彼女を連れ帰ってくれました。礼を言います。本当にありがとうございました。私はティファルニーナ。ティファとお呼びください。現在村の族長代理を務めています」

「ティファルニーナ。か。と言うことはティナの？」

「はい。妹です」

「え？」

　はて？　今妹と聞こえたような。




　◆第６９話　族長ティルタニーナ




「すまん、聞き違いかな。今妹と聞こえたような気がしたが」

「トーヤ、間違えてない。ティファはティナの妹。まだ三〇〇歳の子供」

　すると妖艶な雰囲気だったティファの表情が一気に崩れ目尻に涙をため始めた。

「おねぇちゃぁん！！　無事でよかったよぉおおお」

　泣き崩れながらティナに抱きつくティファルニーナ。ティナが妹をよしよしと頭を撫でてあやしているが、絵面は子供に泣きついている大人だ。

「姉妹で随分違いがあるんだな」

「最近の若いのは育ちがいい……」

　お前も充分若いだろうが。エルフの中ではだが。

　感動の再会はしばらく続き、村の面々は俺達を歓迎してくれた。

　木の実と果実で作った酒でもてなされ、お互いの近況を報告しあった。

　この村は凶悪な魔物に襲撃を受け、多くの仲間が殺された。ティナ達村の面々は最後の手段として村で最も魔力の高いティナを中心に合体魔術を発動。

　魔物を遠くに転移させる大魔法を使った。

　無事に魔物は追い払われたものの、魔方陣の解除の際に暴走した残留魔力が転移術式を再発動。

　とっさにティナが全員を魔方陣から吹き飛ばして追い出し自分だけが巻き込まれて、気が付いたら森の外で倒れていたそうだ。

　そしてその際にレベルがリセットされてしまい、森の奥に戻るだけの力量が失われてしまったため、途方に暮れていたところをあの奴隷商人に拾われたと言うことらしい。

　そしてティナがいなくなった後の村では、二番目に魔力の強い妹のティファルニーナが族長代理を務め村をまとめ上げていたという。

「ということはティナって、この村の…」

「そう。族長、やってた」

　こりゃびっくりだ。ティナはボーッとしたイメージだからこのノリで族長なんて務まるんだろうか。

「エルフの村では一番魔力強いものが族長務める。だからティナが族長だった。面倒くさかったけど」

「ぶっちゃけたな。それで、その魔物とやらはそれから襲っては来なかったのか？」

「はい。姉さんが追い払ったのを最後に現れていません」

「ちなみにどんな魔物だったんだ？」

「マナイーターと呼ばれる蛇の魔物です。魔力を食料とし我々エルフの長年の天敵でした。今までは結界で侵入を防いでいたのですが」

「どういうわけか侵入してきたと？」

　別のエルフが答える。

「結界にほころびが生じたようです。現在は全員で修復しましたが、応急処置なので同じレベルの敵が現れると防ぎきれるかは分かりません。何しろ最も強力な族長の魔力を欠いた状態での術式でしたから」

「うん。やっぱりお姉ちゃんがいないと結界は完全には機能しないんです。でも安心しました。お姉ちゃんさえ戻ってくれれば結界は修復できるしまたみんなで一緒に暮らせるね」

「ティファ、それは無理。ティナのレベルはリセットされて使える魔法は殆ど失われた。それにティナはトーヤの愛玩奴隷。様子を見に来たのは無事を確認したかったからで、戻るつもりは初めからない」

「そ、そんな!?」

　エルフ達が一斉にざわめき立つ。戸惑いの声が響く中、一人のエルフが手を上げる。

「族長、ということは、村を見捨てるということですか？」

「違う。元々この結界一つだけでずっとここに留まること自体が無理だった。だから、皆には森を捨ててもらうのがイイと思ってる。あの結界は元々ご先祖様が施したもの。経年劣化によるほころびは避けられなかったし、おそらく近いうちに崩壊する。それこそ強力な魔物が無理にこじ開けたりしたら」

　森を捨てるという言葉に非難の声が一斉に上がる。エルフにとっては森というのは大事な場所だろうし、ずっと暮らしてきたところを捨てるってのはきついよな。

「では私達はどこへ行けと言うのですか。森以外で暮らしたことのない私達が生きていけるところなんて」

「大丈夫。この世界で最も安全な場所がある」

　ティナが俺の方を向く。まあなんとなく予想はしていた。

「トーヤ、お願いある。村の皆を館で保護してほしい」

「皆の意見は聞かなくても良いのか？」

「いい。族長の決定には従う」

「待ってください。さきほどレベルがリセットされたと言いましたね。だったらあなたはもう族長の資格を失っています。族長は最も魔力の高いものがなる。だったらティファルニーナがそれに該当するはず。そしてあなたはそのサポートをする義務があるはず」

「……」

　ティナは黙ってしまった。もしかしてさっきの発言を後悔しているのだろうか。そんな感じの感情が伝わってくる。

　しかしティナは名案を思いついたと言わんばかり俺の足下に来てよじ登ってきた。

「良いこと思いついた。トーヤが族長になれば良い」

「え？　俺が？」

「ま、待ってください。それはいくらなんでも。大体その方はエルフでは」

「エルフの族長には、エルフしかなってはいけないというルールはない」

「そ、それはそうですが」

「お姉ちゃん、そこまで言うならその人の魔力は相当高いってこと？」

「そう。全盛期のティナを１とするならトーヤの魔力は１０００、ううん。１００００以上の差がある」

「いや、１００００は言いすぎでないかい？」

「認められません。人間が族長になるだなんて」

「だったらトーヤと力比べをしてみれば良い。誰か一人でもトーヤに勝てればその主張を認める。ティナも族長に戻ってここで結界の修復をする」

　なんか話が勝手に進んでいるな。俺は族長になるとは一言も言っていないが。

「馬鹿馬鹿しい。そんなことをする必要はありません。この男からはそのような魔力は感じない」

　確かに今は戦闘力数値を抑えているからそんなに感じたりはしないだろうな。

　結局、結論は出ないまま話は平行線を辿った。俺を族長に立てたいティナと、ティナを村に戻したいエルフの面々。

　仕方ないので結論は保留となり、今日はこのままこの村に留まることになった。

　俺は元々ティナの家だったと言う部屋に通され一晩を過ごすことになった。

　しまったな。ソニエルに今日は泊まりになったって知らせたいけど。

　まあいいか。明日には帰れば良いだろう。

「トーヤ」

　俺の胸の上でティナが乗っかりながら呟く。

「トーヤ。巻き込んでごめん。でも村のみんな、このままじゃ」

「ティナは村の皆が好きなんだな」

「うん。大好き。何もないところだけど。みんなで手を取り合って暮らしてきた」

「確かに、みんなティナのことを心配しているみたいだったし、帰ってきたティナを見てとても嬉しそうだったな」

「うん。温かくて、優しい。だから守ってあげたい。魔物の襲撃で戦える人は皆死んだ。次に襲われたら…」

　ティナの思いが俺に伝わる。こんな寂しそうな顔をさせるのは主人失格だな。

　なんとかしてやりたい。

　夜は更けていく。俺達はさすがにこの雰囲気でエッチする気にはなれず、さっきからずっと抱き合っていた。

　しばらくすると誰かが部屋に近づいてくる気配がする。

「お姉ちゃん、おきてる？」

　訪ねてきたのはティファルニーナだった。

「ティファ、どうしたの？」

「お話ししたくて。折角帰ってきたのに、ずっとみんなとケンカばっかりだったから」

「そう、ごめんティファ」

　沈んだ表情のティファにティナが歩み寄る。ここは二人だけにした方がよさそうだ。

「ティナ、俺はしばらく席を外す」

「トーヤ」

「折角の姉妹水入らずなんだ。積もる話もあるだろう」

「トーヤ、ありがとう」

「あの、ありがとうございます」

　俺は二人に手を振って部屋の外へ出た。

　深夜の森に出た俺はしばらく外をぶらぶらすることにした。夜の森林浴というのもなかなかオツなものだ。元々夜は寝なくても平気な身体だ。このまま見回りをして過ごすのも良いだろう。

　森は静かにさざ波のような葉音を奏でている。俺は目を閉じて自然の織りなす演奏をしばらく楽しんだ。

　心が洗われるようだ。たまには都会を離れて森林浴というのも悪くない。

　こういうのうちにもあるといいな。森を作るとかは無理でも庭に木を植えてみるのもいいかも。

　俺がしばらく森林浴を楽しんでいると近づいてくる一つの気配に気が付いた。いや、複数いるな。

「こんばんは、人間の冒険者さん」

「やあ、君は？」

　振り向くとエルフの女性が三人ばかり俺の元へ歩いてきた。

「モニカと言います。エンシェントエルフです」

「ルルミーです。私もエンシェントエルフ」

「クレア。ハイエルフです」

「そうか、俺は凍耶だ。一応人族の貴族をやっている」

「そうですか、凍耶さん。ぶしつけですがお願いがあります」

「なんだ？」

「どうかこのままティルタニーナを置いてお帰り願えませんか。彼女はこの村の希望。エンシェントエルフとハイネスとでは潜在魔力の桁が違います。如何にレベルリセットされていようと、エルフには彼女が必要なのです」

「君達には残念だがそれはできない。俺はティナを手放す気はないし、彼女もそれを望んではいないからな」

「では私達が代わりにあなたの奴隷になります。それで許していただけませんか」

「矛盾しているぞ。ティナの代わりに村を出るのか？　それでは意味が無いだろう」

「ハイネスさえいれば後は何とでもなります。悠久の時を生きるハイネスならば一族の繁栄は約束されたようなもの。ハイネスより劣るエンシェントエルフとは言え、人間のあなたになら十分なおもちゃになるのでは？」

　困ったな。

　もちろんティナが望むのなら方法は考えるつもりだ。今更俺もティナを手放したくはない。

　その気になれば森とドラムルーまでは数時間で飛行できる。転移魔法でもあれば便利なんだけどな。

　…そうだ、ティナが森の外へ飛ばされたのは転移魔法を使ったからだったな。だったらその魔法を俺が覚えればここと屋敷を自由に行き来できるようになるのではないだろうか。

　よし、早速ティナに聞いてみよう。

　俺はティナの元へと戻った。




　◆第７０話　エルフの村襲撃




　家へと戻るとティファとティナがなにやら話し込んでいる。よく見ると他のエルフ達もいる。

　なんだ？

「よう、取り込み中か？」

「トーヤ。ちょっと困ったことになった」

「どうしたんだ？」

「さっき見てきたけど、結界はもう殆ど機能していない。修復したとはいっても焼け石に水だと思う。どちらにしてもここにはいられない」

「なに？　ということは、この村を守る結界とやらが無くなってしまうということか」

「そう」

「エルフはなんでこの森に結界を張ったんだ？」

「エルフの魔力、凄く強い。魔力を喰って力を強める魔族にずっと狙われていたって、母様が言ってた。ずっと平和に暮らしてきた皆は戦いというものを知らない。だから敵が攻めてきたら殆ど戦えなかった。ティナはこの村で一番年上だから皆を守らないといけない」

「ティナ達の母親は今どこにいるんだ？」

「もういない。一〇〇年前に寿命で死んだ。母様は普通のエルフだった。どうして母様からハイネスエンシェントエルフが生まれたのか分からない。でもティナとティファはハイネスだった。だから寿命も母様や他のみんなより長かった」

　二人の母親は割と普通にいるエルフであったと言う。ティナを生み、三〇〇年後にティファを産んだあと急速に衰えていった。

　そして今から一〇〇年前老衰で死んだという。

　エルフの寿命は約一〇〇〇年。ハイエルフだと二〇〇〇年。エンシェントエルフで三〇〇〇年。ハイネスエンシェントエルフは一万年以上だと言われているという。

　この村にはティナよりも年上のエルフは存在しない。先の魔物の襲撃で大人は全員殺されたらしい。

　見た目は大人の女性エルフが答える。

「困ったことに結界の弱体化を察知してここに近づいて来る邪気を複数感じます。このままでは村が襲撃されてしまうでしょう。急いで結界を強化しなければ」

「無駄。ご先祖様の結界は単純な魔力結界とは違う。複雑な術式で組んであるし、魔道具も複数必要。それを準備することはできないし、できたとしても扱える人がいない」

「では、一体どうすれば」

「だから言ってる。トーヤに保護してもらえばいい。全員トーヤの奴隷になれば絶対に死なないし、トーヤは皆を幸せにしてくれる」

　変なプレッシャー掛けないでほしいんだけどな。ほらほらみんな俺のことめっちゃ睨んでる。

「トーヤ、お願い。ティナ、何でもするから」

　俺の裾を引っ張って上目遣いにおねだりするティナが可愛い。こんな視線を向けられたら無条件で何でもしてあげたくなってしまうじゃないか。

「トーヤ、ダメ？　ならティナのこと、いっぱいいじめていい。ハードなイラマや縛りも入れて」

　段々おねだりではなくてティナの願望になってきているのは気のせいか。小さな見た目に反してティナは結構なハードプレイ好きだ。

　しかもドＭよりの。

「お願いトーヤ、ティファのおっぱいもつけるから」

「なんでおっぱい限定なんですか!?　っていうか妹を売りわたさないでください！！！」

　非常に魅力的な提案だがここで承諾してしまうと、俺の鬼畜ポジションが確定してしまうから我慢だ。

「まあ、奴隷にするかはともかく、安全な場所を提供するのは大丈夫だ。屋敷は広いし部屋も余ってる。身の振り方を考える間はいても構わないぞ」

「そんなこと言って、私達を無理矢理奴隷にでもするつもりなのでは？」

「そうよ、ハイネスエンシェントエルフであるティナ様を隷属させるなんて洗脳でもしない限りできっこないじゃない」

　一人のエルフを皮切りに口々と俺を罵り始めるエルフ達。どうしたもんかなこれは。




　ドシンッ




「な、なに？！」

　突如として森全体が揺れ動くような衝撃が走った。それと同時に俺の視界マップに複数の敵性反応が現れ始めた。

　さっきの音はその結界が破られた音だろう。実際衝撃と同時に敵の反応が一気に増えた。

　こんな距離になるまでアイシスが気が付かないハズはないから何か邪魔する要因があったのだろう。

──『申し訳ありません。結界のせいでサーチが遅れてしまいました』

　どうやら結界に阻まれて反応が遅れたらしい。

　気にするな。さっきの話を聞く限りどっちにしてもこうなっていたんだろう。

　全員で外に出る。すると案の定獲物を見つけて愉悦に歪んだ蛇の魔物が数十体、木を登ってこちらに向かってくる。

「きしゃぁあああああ」

「マ、マナイーター！　しかもこんなに」




【マナイーター（強化）　ＬＶ６０　総合戦闘力９８００×３０】




「どうしよう、一匹でも追い払うのがやっとだったのに」

　村のエルフ達はその場にへたり込んだ。既に生存を諦めたのだろう。

「みんな、提案」

　唐突にティナが皆の前に立って人差し指をビシッと立てて宣言した。

「みんなのこと、トーヤが助けてくれる。だからみんな凍耶の奴隷になる。そうすれば助かる」

　イヤイヤイヤ！　それって俺がすっげぇ鬼畜みたいじゃん。俺最低じゃん。

　エルフ達は俺のことをゴミを見るような冷たい視線で突き刺した。

　俺はそういうのに興奮する性癖はないので単純に精神がキツい。

　ティナは目で『どう？　奴隷増えたよ。褒めて褒めて』と訴えている。

「あのさ、ティナ。俺別に奴隷増やしたいわけじゃないから。普通に助けるからね」

「シュン…」

　落ち込んだティナの頭を撫でつつ襲いかかってこない魔物に目をやる。

　こいつらなんで襲いかかってこないんだろう。さっきから何かを待っているみたいだ。

　行きたくても何かに押さえつけられているみたいな。

「あっははは。やっとエルフの集落みーつけた。しかもハイネスまでいるじゃん。こりゃ魔王様にイイ手土産ができそうだ」

　見やると高い木の枝に一人の女が座っていた。




　◆第７１話　七星将軍　リルル＝ハーネス




　突然高笑いしながら現れたのは、高い木の枝に座った羽根の生えた少女だった。

　よく見ると頭の上にはヤギのような角まである。

　なんだあれ？

「誰だ？」

「あん？　なんで人間がいるの？　まさかこんな奥まで来られる人間がいたとは。まあいいか。あたしはリルル。魔王軍七星将軍の一人さ」

　魔王軍か。思えば最初にルーシアの村を襲ったのもはぐれ魔王軍だったな。

　ならばこいつは間接的にルーシアの家族の仇ということか。

「なんで魔王軍がこんなところにいるンだ？」

「質問に答える義理はないね。あんたこそ、なんで人間がこんなところにいるわけ？」

「答える義理はないな。丁度良い。七星将軍なんて名前なんだからエラい立場なんだろ？　聞きたいことが山ほどあるからそこでおとなしくしておけ」

　俺が挑発をするとそれまで笑顔だった美少女の顔が思い切り歪む。

　酷い面だ。顔面崩壊しているぞ。

「てめぇ。調子に乗るなよ。低俗な人間風情がこのリルル様に対等な口利いてんじゃねえぞ」

　煽り耐性低い奴だな。もしかして七星将軍って大した役職ではないのか？

──『データが少ないので断言はできませんが、おそらく中級以上の立場は持っていると思われます』

──『リルル＝ハーネス　悪魔族上位種　ＬＶ１１０　１３０００』

──『魔王軍七星将軍の一人　得意攻撃は鞭と魔法　七星将軍のナンバー３の実力を持つ。主な任務は魔王の欲する肉奴隷探し。ちなみに処女。黒馬に乗った王子様が攫いに来てくれるのを夢見ている。妄想オ〇ニーが趣味。性癖はＭ寄り』

　役職はともかく任務内容が最低だな。しかもＭなのかよ。っていうかインテリジェントサーチって性癖まで暴いちゃうのか？　恐ろしいな。プライバシーも何もあったもんじゃない。

「まあいいか。とりあえずおとなしくさせてからじっくり尋問しよう」

「この野郎、立場考えて物言えよ。あたしの号令一つでてめぇの身体は蛇どもに食い散らかされる運命なんだぞ。分かってんのか、ああ？」

「よくしゃべるな。やっぱ七星将軍って大したことないのかな」

「決めた。殺す。やれ、お前達」

　リルルの号令で蛇達が一斉に襲いかかる。エルフ達の悲鳴が上がる中、俺は冷静に魔法を発動した。

「ブリザードストーム」

　氷結の嵐が辺りを渦巻いた。変温動物である蛇は寒さに弱い。魔物であろうとそれは変わらないらしく一気に動きが鈍くなり、そのまま氷像へと変化した。

「マルチロックバースト　ファイアバレット」

　俺は火の玉を森に飛び火させないように注意しながら蛇の氷像を温度差で打ち砕いた。

　三〇体のマナイーターは一〇秒かからず全滅した。

──『経験値取得　１０２３倍に増加　ＬＶ６２１→ＬＶ６２５　３４６０００→１８６４００００』

　あんまり上がらなかったな。まあ仕方ないか。

「……へっ？　ひぁ」

　リルルと名乗った悪魔は呆けた顔をして座っていた枝からずり落ちた。

「あ痛ぇ…な、なんだ、今のは、何が起こったんだ」

「さて、お仲間は全滅だが。どうする？」

「くっ、お、覚えてやがれ！」

　リルルはそのままきびすを返して逃亡を開始する。だが俺は逃がさない。

　走り去ろうとするリルルの前にパワーストライドを発動し回り込む。

「へぶっ」

　勢い余って俺の胸にぶつかり尻餅をついた。めくれ上がったロングスカートから覗くパンツの柄は縞パンだった。

　っていうか異世界にも縞パンあったんか。

「あ…あ…」

「さあ、どうする悪魔ちゃん」

　へたり込んで後ずさりしながら震える悪魔の前に立つ。だが急に不敵な笑いと共に立ち上がった。

「かかったな！！　魅惑の瞳っ！！」

　リルルの瞳が怪しい赤に光ると同時に俺の心の中に甘くてドロドロした何かが入り込んでくる感覚があった。

　なんだ？　この甘ったるくて痺れるような感覚は。下半身が疼くような感じだ。

　段々と意識が遠のく。目の前にいる女が愛おしくてたまらなく見えてくる。

　おかしい。こいつは敵の悪魔だったはず。

「うふふ、どうだ？　あたしの奥の手は？　魅惑の瞳に魅入られた男はあたしのことが愛しくて愛しくてたまらなくなるんだ」

「ああ、愛しい。リルル。今すぐ」

「ん？」

「今すぐヤろう！！　愛してるぞリルル！！」

「へっ!?」




　◆第７２話　愛欲の衝動に身を任せたら…




「ひぁああ、ど、どこ触ってるんだ変態ぃ！！」

　俺は目の前の女が愛しくてたまらなくなり思わず抱きしめた。引き寄せた視線の先には魅惑的な顔が。

　そしてその濡れた唇が欲しくてたまらなくなり我慢せずに覆い被さる。

「んぐっ、んっ、むぅううう。ぷはっ、あ、あたしのファーストキスぅ、や、やああ、やめて、お願い、いやああ」

　目の前で喘ぐ悪魔の声が俺の欲情を更にかき立てた。




『スキル発動　【攻略王】【絶倫の王者】【褥将軍】【雄の頂点】【お隣のお兄ちゃん】【憧れのお兄ちゃん】【気になるあいつ】【前の旦那を忘れさせてやるよ】』




「ああ、なに？　なんなのこの感じ、支配したハズなのに、支配されてるような。あ、ああ、ダメェ、堕ちる、堕ちちゃう♡」




『さらにスキル発動　【ロリッ娘キラー】

【妹キラー】

【幼馴染みキラー】

【未亡人キラー】

【好感度自動アップ】

【フラグ回収】

【精力無限】

【性欲コントロール】

【快感付与】

【雄のフェロモン】』

『創造神の祝福発動　頂点の宝玉のスキルがパワーアップ。新たに【浄化支配】【エルフキラー】【悪魔ッ娘キラー】【生殖フェロモン】【魅惑の瞳】を取得』

『更に創造神の祝福発動　全てのキラースキルを統合　【全種族即落ち】を取得』

──【全種族即落ち】　全ての女は君のもの！！

──【浄化支配】　魔のものを浄化し支配下におく。




　なんだかトンデモないスキルを手に入れたみたいだが今の俺にはどうでも良かった。

　大体性欲コントロールなんてできねぇよ！




「な、なに、この感じ」

「な、なんか凄い」

「ああ、だめぇ、凍耶様ぁ♡」

「素敵ぃ、もうどうにでもして♡」

「めちゃくちゃにしてほしいのぉ♡」




──『モニカの攻略が完了し隷属しました』

──『ルルミーの攻略が完了し隷属しました』

──『クレアの攻略が完了し隷属しました』

──『ビアンカの攻略が完了し隷属しました』

──『シャーリーの攻略が完了し隷属しました』

──『アシュリーの攻略が完了し隷属しました』

──『ジーナの攻略が完了し隷属しました』

──『リムルの攻略が完了し隷属しました』

──『シャロンの攻略が完了し隷属しました』

──『アイリスの攻略が完了し隷属しました』

──『ジャスミンの攻略が完了し隷属しました』

──『アンナの攻略が完了し隷属しました』

──『リリスの攻略が完了し隷属しました』

──『ローラの攻略が完了し隷属しました』

──『レイレイの攻略が完了し隷属しました』

──『ミリの攻略が完了し隷属しました』




「これ、凄い、あの人。凄いよぉ♡」




──『ティファルニーナの攻略が完了し隷属しました』




「ああ、だめぇ、なんでぇ、なんでこんなに幸せなのぉ♡」




──『リルルの攻略が完了し隷属しました』




　その場にいる女全員が俺の支配下に入った。俺はリルルの唇を貪りながら革製のシャツを脱がせ、控えめに膨らんだ乳房に手を添えた。

「ひゃうう、らめぇ、おっぱい、揉まないでぇ」

　息も絶え絶えになりつつあるリルルの声が心地良い。弱々しくも抵抗し、それなのに快楽に逆らえない姿が俺の嗜虐心をそそる。

「可愛いなリルル。お前のことを何が何でも抱きたくなったぞ」

　俺はリルルをその場で四つん這いに這いつくばらせ、縞パンの上から筋をなぞる。

　ビクビクと身体を痙攣させて快楽に喘ぐ。その姿がますます俺の興奮を強めた。

　しっとりどころか既にドロドロに濡れた秘部は、男を受け入れたくて口をパクパクさせているように見える。

　俺は縞パンをゆっくり引き下ろし、自分のイチモツを取り出してあてがう。

　そこでリルルが正気に戻ったのか今までにない抵抗をし始めた。

「だ、だめぇ、ほんとにダメェ。入れないで！」

「ヨイデハナイカ、ヨイデハナイカ。いやよいやよも好きのうちって言うであろう？　オマ〇コは嫌がっていないぞよ」

　俺は町娘を手篭めにする悪代官のような台詞吐きながらリルルの割れ目を擦る。

　リルルは声こそ必死に抵抗しているものの、その表情には犯されることへの期待で満ちていることは明白だった。

　赤らめた頬に瞳が爛々と輝き、剛直にそそり立った肉棒を今か今かと待ちわびているようにま〇こをひくつかせる。

　俺は嫌がった声を出しながら腰を高く上げて尻を振るリルルの期待に応えて、尻をつかんでそのまま腰を押し入れた。

「ひぐっ、ひああああああああ、ら、らめぇえええ」

　ミチミチと肉を裂く音が響き渡る。処女膜を押し広げてジュクジュクと水音を立てた。

　破瓜の血が股から流れ落ちるも、その分泌液は既に快楽に溺れる女の喜びに満ちているようだった。

「あ、あああん、な、なにこれぇ、痛いの、にぃ、幸せぇ♡　段々、気持ち良く、ああ、あん、ああん♡」

　強弱をつけながら腰を打ち付け肉同士がぶつかる。バックから突き刺した肉棒が出入りするたびにリルルの口からはよだれが垂れて、その表情は喜悦に満ちただらしないものになっていた。

「あ、あ、あ、あああ、何か、なにか入ってくるぅ、私の中が入れ替わって、ああん」

　そこでリルルの身体に変化が起こる。灰色に近い汚れた黒だった羽根の色が段々と漂白されたように輝く白へと変わっていく。コウモリのそれに近かった形は徐々に白鳥のような白い翼へと変化し、頭に生えたヤギの角は光り輝く輪に変化する。

　破り捨てたドレスが再生され純白のワンピースに変化していった。

──『リルル＝ハーネス　天翼族　凍耶所有奴隷　ＬＶ１　８００』




「あ、あ、ああん、だ、ダメェ、イク、イッちゃうう」

　俺は天使のような白い美女へと変化したリルルの膣内にそのまま欲望のマグマを流し込んだ。

　爆発したエネルギーに満ちた女の肉壺が白濁で満たされて吸収されていく。

　そこでリルルの身体に更に変化が起こる。
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──『創造神の祝福発動　天翼族→熾天使族に上位変換　ＬＶ１　３０００　凍耶所有奴隷』




　一対だった天使の羽根が一気に四対に増えた。

　真円だった頭の輪がスパークが走ったように輝きを増す。

「あ、ああ、出されちゃった。堕とされちゃったよぉ。悔しい、でも、しあわせぇ…」

　リルルは至福と屈辱に板挟みになりそのギャップにある種の快感を感じながら気を失った。

　俺はリルルに隠者の衣をかぶせてやり木の幹に寄りかからせた。

「さあ、今度はお前達の番だ」

　俺の眼光に射貫かれたエルフ美女達の目に欲情が宿る。

　俺は一晩掛けてエルフの娘達全員の処女をものにするのであった。




　◆閑話　エルフ達の淫らな夜




「ああああ、凄いぃいい、凍耶様ぁ、凍耶様ぁあ」

「こんなのあり得ないぃ、エルフが人間に、ああ、だめぇ屈服しちゃうぅ♡」

「しゅごいい、凍耶様ぁ、ああ、素敵ぃ♡」

　七星将軍のリルルを浄化後こちらに引き入れ、俺はエルフの村に住んでいた女の子達全員を攻略した。

　モニカ、ルルミー、クレア、ビアンカ、シャーリー、アシュリー、ジーナ、リムル、シャロン、アイリス、ジャスミン、アンナ、リリス、ローラ、レイレイ、ミリ。

　みんな初めてだった。誰も彼もが可愛らしい声をあげ、俺への愛を叫び、淫らな歌声で俺を楽しませてくれた。

　俺自身も可愛い彼女達に夢中になり、攻略済みとなった女の子達全員とスピリットリンクでつながったことを心から喜んだ。

　そして新たに加わった天使族のリルル。熾天使という種族最高のクラスに自動進化した彼女は既に俺の精液を流し込まれてベッドに突っ伏している。

　そして…。

「さあ、今度は君の番だよ、ティファルニーナ」

「はい凍耶さん。私のことはどうかティファとお呼びください」

「わかったティファ。ここまで来たら野暮なことは聞かない。俺に抱かれろ。そして俺の女になるんだ」

「もちろんです。お姉ちゃんともども可愛がってください。でも、私も初めてなので、できれば最初は優しくしてほしいです♡」

「ふふ。可愛いよティファ」

「ティファ、よかったね。トーヤに可愛がってもらえる。この世界で最高の幸せが手に入った。エルフの未来はもう大丈夫」

「うん、ありがとうお姉ちゃん。凍耶さん、今日会ったばかりのあなたにこんなことを言うのは変ですけど、大好きです。私に凍耶さんの愛をください」

「ああ、俺も君に一目で惚れた。今夜は朝まで付き合ってもらうぞ」

　キザなセリフに歯が浮きそうになるが、スケコマシスキルがハッスルしているため全く気にならない。

　俺はティファのムチムチに柔らかい極上の身体を抱き寄せて、その感触を精一杯味わった。

　身体が小さく脂肪がほとんどついていないティナとは対照的に、ティファの身体はあっちこっちがぷにぷにと柔らかく、薄桃色のぷっくり唇はプルプルと輝いているようだった。

　ジッと見つめると潤んだ瞳を期待に輝かせながらも恥じらいに目をそらすティファ。

　正直むしゃぶりつきたくなるがグッと堪えて優しく唇を重ね合わせる。

　理性が暴走しかかって思わず腰を強く抱き寄せるが、既に快楽を与えるスキルが発動し始めされるがままに密着してきた。

「ん、ちゅ…ん、ぅふ、凍耶、さん。ん、ちゅ」

　軽く重ね合わせながら左右に擦りつつ動かすと、ティファの身体がピクリと揺れる。

　背中をなぞるように手を弄るとくすぐったいのか身をよじらせる。

　しかしこの反応はこそばゆいというよりは…。

「はぁ、ん、んああ、んふぅ、ちゅぷ、れる、じゅるるる」

　顔をトロトロに蕩けさせたティファは口元からよだれが垂れて既に出来上がっている。

　どうやら全身がとても敏感になっているらしい。

　身体に触れるたびに甘い声を我慢できずに上げてしまう。

　俺は気をよくしてティファの全身を思い切り愛撫した。しっかりと腰を抱き寄せて何度も何度もディープキスで舌を絡め、口元をよだれでべとべとにしながら吸い上げつつ、彼女の反則級のおっぱいをこれでもかとこね回した。

　手に吸い付くようなもちもちとした感触が俺の神経を楽しませてくれた。マリアとはまた一味違った極上の柔らかさと腰のある弾力がたまらん。

　大きさも恐らくマリアより一回り大きい気がする。

　手に余るようなたっぷり感が気分を限りなく高揚させた。まさしく天然の魔性おっぱいだ。

「はぁう、ん、凍耶さん、きゃううう、ち、乳首、感じちゃいますぅ」

「綺麗だよティファ。とっても綺麗だ」

「嬉しい。ティファのおっぱい変じゃないですか」

「そんなことはない。素敵だ。いつまでだって触っていたい」

「んふふ、じゃあ、凍耶さんにいっぱい触ってほしいです。わ、私も凍耶さんに気持ち良くなってほしい。でもどうしたらいいか」

「そうか。ありがとう」

　俺は天然で蠱惑的な表情をする美少女を目の前にして今にも押し倒したくなるが、この超おっぱいを目の前にして一つ提案してみた。

「ティファ、ティファのおっぱいで挟んでくれないか」

「挟む？　挟むって…あ…♡　分かりました」

　疑問符を浮かべたティファだったが、俺が腰を押し付けたことで何をしてほしいか察してくれたらしい。

　すぐさま俺の足元に膝をつき、既にギンギンに勃起しているチ〇ポを優しくしごき始めよだれを垂らす。

　そして衣服を脱ぎ払い大きな胸を持ち上げるとヌルヌルに濡らしたイチモツを挟み込んだ。

「んしょ、んしょ。こうですか凍耶さん」

「ああ、もちもちふわふわで最高だ。もっと強く押し付けてこすってくれ」

　先ほどエルフの女の子の一人がしているのを見ていたティファは、やり方そのものは全く戸惑うことなく、恥ずかしがりながらもその豊満な膨らみでペニスを懸命に扱く。

　ぎこちない動きではあるけれど一生懸命なティファの表情がスパイスとなり、俺の快感もボルテージが上がってくる。

　せりあがるような射精感が腰の奥底から上ってくる。

「ああ、ティファ、気持ちいいよ。も、もう出そうだ。このまま出していいか」

「はぁはぁ、はい。出してください。凍耶さんの精液をティファのエッチなおっぱいにたっぷり出してぇ」

「くうう、で、出る」




　ビュルルルル、どぴゅう、ドクドクドクドク、ビュルルル




「んぐぅ、ん、コクコクコクコク、んはぁ、こんなに沢山。ん、苦くてのどに絡んじゃいます。ん、んく」

　飛び出しそうになった精液を咄嗟にくわえ込まれた口の中いっぱいに解き放つ。

　どくどくと脈打ちながらティファの口内を蹂躙していく白い濁流は、無遠慮に吐き出し続け口元からこぼれてしまう。

　それでも必死に喉をならし一滴もこぼさないように飲み込み続けるティファ。一生懸命なその姿に俺の興奮は再び凶悪な欲望をそそり立たせた。

「んはぁあ、凄い。こんなに出したのに、まだこんなにガチガチなんて。ぜんぜん萎えないです」

「ティファが可愛いからもっと味わいたいって言ってるんだ。さあティファ。今度はお前の初めてをもらうぞ」

「はい♡　凍耶さんに捧げます」

　俺はティファを抱きしめてそのままベッドに押し倒す。

「ティファ。もう遠慮はいらないよな」

「はい。このまま思い切り貫いてください」

　聞くまでもなくティファのおマ〇コは、俺への奉仕と愛撫でテラテラに濡れそぼっている。

　俺はそれを確認するまでもなく無遠慮に腰を突き入れて処女を奪った。

「んひゅうう、はぁぁああんん、凄いぃ、大きくて逞しい…これが男性のおち〇ちん。クセになるぅ」

　可愛らしい声を上げながらぴちゃぴちゃと粘膜同士がぶつかる音がこだまする。

「ティファ、可愛い。トーヤを感じて。ティファにも分かるはず。トーヤの凄さ、感じて」

「うん、分かる、分かるよ。魔力が大きいだけじゃない、んぁ、大きくて優しくて、太陽みたいに暖かい。まるで神様みたい。お姉ちゃんが夢中になるの、分かる、ぁあああん」

　子宮の奥をかき回すように突き入れティファは大きく喘ぐ。

　その様子を姉のティナは優しく微笑みながら枕もとで見守っていた。

　俺はティファの膣内のデコボコに射精感の耐久力をゴリゴリ削り取られて既に限界が近い。

「ああ、ティファ。もう、イキそうだ」

「来てぇ、来てください。ティファのエルフマ〇コに凍耶さんの精液注ぎ込んでぇ♡　ハイネスエンシェントエルフを屈服させる圧倒的な王の子種を流し込んでくださいィ♡」

「くう、イクぞ。ティファ、好きだよ、ティファ」

「イキます。私もイッちゃうぅ♡　好きです凍耶さん、ティファのこと、ずっと可愛がってください、わたし、もっともっと可愛くなりますからぁ、んにゃぁ、ふぁああん、イク、イクイクぅううううう」
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　突き入れた肉棒の先端はティファの子宮を犯しぬいた。吐き出される白濁がティファの神聖な領域を侵食しまさしく犯していく。

　身体の奥から絞り切ったような射精感が心地いい。俺はそのままティファの身体に倒れこんでキスをする。

　受け入れたティファは舌を絡め唾液を吸い上げる。

「はぁ…はぁ…凍耶さん、もっと、もっとほしいです。凍耶さんのおち〇ちん。もっともっと感じさせてほしい」

「もちろんだ。今度は上になれ」

「はい♡」

　俺は休む間もなくティファの身体を持ち上げて倒れこむ。

　下腹に手をついたティファはまるでやり方を熟知しているかのように、腰をグラインドさせ始め亀頭の先端を子宮の入口にこすり始める。

「あ、ふぅん、これしゅごい、私も気持ち良くてクセになりそうです」

「ああ、ティファ。気持ちいいよ」

　夢中になって腰を動かすティファに合わせるようにこすり上げる。

　ティファのおマ〇コはひくひくと膣内が痙攣し竿全体を絞り上げるような動きを見せた。

　絶頂したばかりだというのに既に第二波が近いらしい。

　射精感が上ってくるのが分かる。ティファの絶頂に連動して俺の絶頂も促されるように近づいてきた。

「ティファ、ああ、気持ちいいよ」

「はぁん♡　凍耶さん、気持ちいいです。また、またイッちゃいますぅ」

「俺もだ。遠慮なくイッていいぞ。俺もティファの中にたっぷり出したい」

「はい、出してください♡　凍耶さんの精液を何度でも流し込んでください。ティファは何度でも受け入れます♡　凍耶さんだけの専用エルフマ〇コにたっぷりの精液を流し込んで支配してください」

「もちろんだ。お前は、いやお前達全員俺のものだ。誰にも渡さない。俺だけが支配する最高の女達だ」

「嬉しい。もっと言ってほしい」

「凍耶様ぁ」

「私達全員を導いてください」

　俺がティファとつながっているといつの間にか起き出して来たエルフの女の子達に囲まれていた。
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　ある者は俺の手をつなぎ、ある者は胸に手を置いて乳首をコリコリし始める。

　身を寄せてキスをする者。服従を誓うように足の指にキスをする者。

　様々であった。

「ああ、みんな、支配してもらおう♡　凍耶さんに私達全員♡　エルフの未来を凍耶さんに託しましょう♡」

　なんとも責任重大になってしまった。

　でも今となっては俺も彼女達を大切にしたいという思いが強く強く湧いてきている。チートを駆使してみんなを守ろう。

　そんな使命感を感じながら、俺は二発目の射精をティファの一番奥へと注ぎ込む。

「んあああああああああ♡あ、あ、ああぁ、凍耶さん、素敵ぃ、もっと、もっとほしいです♡」

　倒れ伏すティファを抱きしめながらそんなセリフを耳元で聞いていた。

　気を失ったティファを横たえると期待のこもった眼差しがいくつも俺に突き刺さっているのに気が付く。

「凍耶様……」

「今一度」

「お情けを……」

「えへへ。主、わたしもついでにそそいでくれよな」

　起き出して来たリルルを含めてエルフの女の子達の煽情的な視線に俺のイチモツはまたそそり立つ。

「トーヤ、みんなトーヤに心底惚れた。みんなを幸せにしてあげて。ティナはそれをなによりも願う。そしてティナにも」

「お前達。ようし！　とことんやってやるぜ！　足腰立たなくなるまで注ぎ込んでやるからな！！」

　黄色い声がエルフの森に響き渡った。

　この日、俺は全員に一〇〇を超える精液を注ぎ込み、全員の足腰が立たなくなるまで交わり続けるのであった。




　◆第７３話　たどり着いた二人




　凍耶がエルフの森へ飛び立ってしばらく後。ドラムルー王都にて。




　王都の門の前に杖をつきながらふらふらと進む勇者二人の姿があった。

「つ、つきましたわ。ようやくドラムルー王都ですわ」

「飲まず食わずの強行軍だったからね。さすがにもう限界よ」

　美咲と静音はソイレントの街で、凍耶の居場所がドラムルーであることをソイレントウィンドの面々から聞き出した後、宿で休むこともせずにそのままドラムルー王都に向かって飛び出した。

　馬車で五日かかる道のりを生身のダッシュで四日で走り抜けた二人は、既に満身創痍の状態で倒れそうになりながらも凍耶に会いたいという執念で王都にたどり着いた。

　体力や傷などは自動回復スキルでなんとかなるものの、空腹や睡眠不足はいかんともしがたい。

　二人は既に五日以上ほとんど不眠不休で進んできたのだ。

「とにかく、この街にいるのは間違いないのだから、まずは休みましょう。お腹すき過ぎて頭が変になりそうだわ」

「そうですわね。美咲先輩、途中で倒した魔物の魔結晶を売りましょう」

「そうね。じゃあ冒険者ギルドに行きましょう。ギルド長のウルドバインに会えば凍耶のことも知ってるかも知れないし」

　二人は冒険者ギルドへと移動する。ギルドの中は昼過ぎということもあり人はまばらだった。

　まずは魔結晶を売りに出そうと買い取りカウンターへと足を向ける。

「いらっしゃいませ。冒険者ギルドへようこそ。買い取りですか？」

「え、ええ。魔結晶の買い取りをお願いしますわ。さあ先輩」

「うん。えっと」

　美咲は腰につけた袋を取り出そうと手をやる。しかしそこにはなにもない。

「あ、あれ？　えっと」

「先輩。ま、まさかとは思いますけど、魔結晶も金貨と同じように腰にぶら下げていたんじゃ」

「あ、あはは、い、いやぁ走ってる最中に落とした…とか」

「さ、さすがに笑えませんわ」

　静音は己のうかつさを呪った。同じ過ちを繰り返されるとは思っていなかったのだ。

　引きつった顔の静音は今のも倒れそうになる意識をなんとか保つ。しかし現実から逃げても空腹は紛れない。

　こうなったら物乞いでもするしかないだろうかと思案した時、静音の視界の端にある人物が写り込む。

「マ、マリアンヌさん！」

「ん？」

　そこには凍耶のメイドであるマリアンヌが、部下のメイド達を引き連れてギルドの受付をしている最中であった。

　メイドといっても今はココやジューリ達といった新人メイドのレベル上げから帰ってきたところであるため、格好は普通の冒険者のそれであった。

「あー！　龍拳のマリアンヌ！！」

「あら、勇者様。美咲様と静音様ではありませんか。お久しぶりですね。このようなところでお会いするとは奇遇ですね」

　二人は知り合いの冒険者の姿を見つけて歓喜にむせび泣いた。

　それを見たマリア他メイド達はいきなり泣き出す二人の少女に戸惑う。

「「ご…」」

「ご？」

「「ご飯食べさせて！！」」「ですわ」

　最後の気力でそれだけ言い放ち、二人は気を失った。




　◆　◆　◆




　マリアは気絶した二人を抱え佐渡島の屋敷へと連れ帰った。主に無許可で客人を入れるのは憚られたが、知らない仲ではないし緊急事態なので仕方なく連れて行った。

　空腹で倒れたらしい二人が目を覚ましたときのために料理を始めると、その匂いに釣られて急激に二人は目を覚ました。

　そして、
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　吸い込まれるように次々に食卓の料理が消えていくのをソニエル一同メイド達が呆然と眺めていた。

「す、凄い食欲」

「作っても作っても追いつかないよ～」

「皆さん、手を休めないで。早く次を作ってください」

　ソニエルの指示で慌てて厨房へと消えていくココとシャナリア。

　厨房ではマリア指示の元、戦争が行われていた。矢継ぎ早にマリアの指示が飛びあり得ない速度で料理が完成していく。しかしブラックホールと化した勇者の胃袋の吸収スピードはそれを上回り、料理に手慣れていないジュリとパチュは目を回していた。

　ようやく二人が食べ終わり食後の紅茶をすすっている姿を、ルーシアは思案顔で眺めていた。

　（この二人。やっぱり似てる。昔のことでぼんやりとしか顔は思い出せないけど、お兄ちゃんの同級生、美咲さんと、私の同級生静音ちゃん。静音ちゃんは間違いない。あの声や喋り方。これだけ特徴が一致してて他人のそら似なんてあり得ない）

　ルーシアは思い切って話しかけてみることにした。

「あの」

「ああ、助かりましたわ。ここ一週間ほど碌に食べてなかったので。それでなんですが」

「私達……」

　そこから先の言葉は続かなかった。ルーシアは怪訝な顔で二人を見たが、当の二人はお腹がいっぱいになって緊張の箍が外れたのかテーブルに突っ伏したまま寝息を立て始めた。

「ね、寝てる…？」

「よほど疲労困憊だったようですね。客間のベッドに運びましょう」

　ルーシアは仕方なしにソニエルと一緒に二人を抱えてベッドに寝かせた。

　かくして二人の転生者は探し人の元を訪れるのであった。




　◆第７４話　魔王軍という組織




「あ、ああん、あん、あん、凍耶さぁん、イイ、凄いよぉ、凍耶さんのおチ〇ポ子宮貫いてるぅ、イク、イッちゃう、あ、あ、あああああ」

　掘っ立て小屋の簡素なベッドでティナの妹、ティファルニーナが甘い叫び声を上げる。

　俺は一晩かけて村にいたエルフの女の子達全員と結ばれた。

　ティナの身代わりになろうとしたモニカ、ルルミー、ビアンカを始めとして、エンシェント、ハイエルフ問わず全員が俺の奴隷に加わり、新たに取得したスキル、魅惑の瞳は彼女達の恋愛感情を加速度的に上昇させた。

　どうやらこのスキル、単に洗脳したりするわけではなく俺という人間の魅力を敏感に感じるようになるスキルらしい。

　そしてティナの妹、ティファルニーナことティファ。

　あふれんばかりのマキシマムおっぱいをバインバインに揺らしながら俺の上で腰を振り、やがて俺の射精と共に膣を痙攣させてイキっぱなしの快感にもだえながらティファが意識を手放した。

　一晩かけて全員を抱いた。

　全員処女であった。

　ベッドの下には既に十数人のエルフと悪魔族から熾天使族に転生した元魔王軍のリルル達。

　新たに俺のハーレムに加わった女の子の面々が息も絶え絶えに幸せの吐息を漏らしながら肩を弾ませていた。




「トーヤ」

「ティナ、待たせてすまなかったな。やはりお前を抱かないと最後は締まらないぜ」

　頬を紅潮させたティナを抱き寄せて既に準備万端の小さな割れ目に無遠慮に突っ込んだ。

　強引な挿入にもかかわらずティナの秘部はずっぽりと俺のを受け入れ、ヌチャヌチャの粘液がペニスに絡み柔らかな膣肉で包み込む。

　ヒダの一つ一つが意思を持っているかのように、敏感な部分を擦り上げ俺の快感はうなぎ登りに高まっていく。

　ティナは背が低いため挿入しながらキスしたりはできないので、小さな乳首を親指で転がしながら腰を前後させる。

　甘い叫びが大きくなり始めて普段あまり声を出さないティナが一際大きな声をあげた。

「ふ、あ、ふぁっ、ひゃああ、あん」

　声は控えめではあるものの身体は大きく跳ねる。細かい痙攣を起こしながら膣肉が一層キツく締め上がり俺の射精をうながした。

　俺は快楽に逆らうことなくそのままティナの中に精を注ぎ込む。

　放たれた大量の液体はすぐにティナの身体に吸収されて力に変換されていった。

「はぁ、はぁ…トーヤ、キス、キスしてほしい」

　リクエストに応えてペニスを引っ張り出しながらティナの小さな唇に覆い被さる。

　ティナは俺の首に手をまわし積極的に舌を絡めて抱きついた。

「トーヤ。村を救ってくれてありがとう。みんなトーヤの奴隷になれて幸せ。ティナも皆と一緒で幸せ」

「村はどうしようか」

「結界はもう無い。魔王軍にも場所がバレてるからもうここにはいられない。屋敷に連れてってくれる？」

「そうだな。問題はどうやって移動するかだ。さすがにこの人数を一気に運ぶのは無理だから、歩いて行くしかないか」

　移動手段を思案しながら身支度を調えた。

　エルフの女の子達はまだセックスの快楽から戻ってきていないため俺は朝日を浴びるために外に出た。

　しばらく朝の森林浴を楽しんでいると小屋の中から熾天使族にクラスチェンジしたリルルが起きてきた。

「よう、気分はどうだ？」

「まさか神族だったなんて。どう頑張っても勝てるわけなかったよ」

「いや、俺普通に人間だけど」

「うそだ！！　人間が悪魔族を天使にクラスチェンジなんてできるはずない。神族、それも上位のクラスじゃなきゃ上位悪魔のあたしが浄化なんてされるはずないもの」

　そういえばこの身体って創造神が作った特別製とか言ってたっけ。

　もしかしてその辺が関係しているのかな。眠らなくても平気だったり、全くお腹が減らなかったり、逆にいくら食べても全然苦しくならない、それどころが食べるほどに力が湧いてくる。

　今まで深く考えたことなかったが、やはりこの身体は普通じゃないんだろうな。

　ありがたいことだ。

「まあなってしまったなら仕方ないじゃないか。別にお前のこと縛ったりするつもりはないし、聞きたいことだけしゃべってくれれば帰ってもいいぞ」

「今更帰れるわけないじゃん。処刑されるのが落ちだよ。よくてオークの苗床にされる。そんな目に遭うくらいなら死んだ方がマシ。あたしをレイプした責任とってよね！」

「人聞きの悪いこと言うなよ。元はお前のスキルで俺を操るのを失敗したのが原因だろ？」

　そう言えば完全耐性のスキルがあるのにどうして魅了のスキルにかかってしまったんだろう？

──『支配スキル強化のチャンスでしたので一時的に解除していました』

　アイシスさんってばいつもアシストが神がかってるよね。

──『恐縮です』

「とにかくあたしの身体をこんなにした責任はとってよね、主」

「ああ、わかった。それじゃあとりあえず魔王軍の話を聴かせてくれ」

「いいよ。その代わり、もう一回して♡」

「仕方ない奴だな」

　リルルの身体を抱き寄せる。腰に手を回して唇を奪いたくし上げたロングのワンピースをめくり上げて秘部をなぞると、既にジュクジュクと愛液があふれ出て下着を濡らしている。

　ちなみに熾天使族に変わったときに服も替わったのだが、パンツは縞パンのままだった。

　俺はリルルから知っていることを教えてもらった。アイシスのデータバンクに入っていない情報もいくつかあり、有益な情報も手に入った。

「はぁん、もう、我慢できない。ねぇ、主ぃ、前戯いらないから、ちょうだい♡」

　抑えの効かなくなっているリルルの姿に欲情した俺は、木の幹に手をつかせてバックで勢いよく突き入れた。

「あっはぁあああああ♡　来たこれぇえ、しゅごいいい」

　激しい水音と共に肉のぶつかる音が静かな朝の森の中に響き渡る。

　涼し気な葉音の響く森の奥深くで卑猥な音楽が一際大きく奏でられた。

　天使の嬌声と肉のぶつかる卑猥なまぐわいの音が朝の静けさを打ち壊す。

「おら！　とっとと知っている情報を吐きな」

「は、はぁあん、こん、なぁ、状態で、しゃべれ、なんて、あんっ♡　鬼畜だよぉ♡」

　俺はリルルを犯しながら魔王軍の情報について訊きだした。

　魔王軍とは魔王を頂点にしていくつかの組織に分かれているらしい。

　構成している軍団とそれをまとめる軍団長がいて、リルルはその一つである七星将軍の一人。その中で実力的にはナンバー３くらいの強さだそうだ。

　主立った軍団構成はこんな感じだ。

　下から、




　九武将

　八血集

　七星将軍

　四天王

　三機神

　二闘神




　そして魔王と云った具合だ。少年漫画みたいな構成だな。

　基本的に構成員が少ない組織ほど一人の力が強いらしい。

　つまり魔王の次に強いのは二闘神というわけだ。例外は八血集で、彼らは戦闘力はあまり高くない代わりに諜報活動にたけているという。

　三機神や二闘神。

　これらは魔王の身辺警護が主な任務で、表舞台に出てくることはほとんどないという。

　下の組織や四天王までは現場で動くが、三機神や二闘神は表舞台に出てくるどころが姿を見たものも殆どいないらしい。と言うのも魔王というのは常に魔族の中で一番強いものがなるのが慣わしだそうだが、今から四年前。突如として異世界の魔族が現れあっという間に魔族を掌握し、先代魔王を退け今の座についたのが現魔王らしい。

　二闘神と三機神はその異世界の魔族と一緒に現れた現魔王の眷属ということだ。

　元は四天王までしかいなかったのに突然上役が増えたんだとか文句を言っている。

　だが作戦の指揮を執っているのは二闘神であるらしく、今回もその二闘神の命令で様々な土地を巡っていたそうだ。

　重要なのは魔王が今どこにいるのかってことだが、どうやら魔王の居場所は誰も知らないと言う。以前はマーカフォック王国を占拠した後にしばらく滞在していたそうだが、現在は本拠地を北の方へ移したらしく行方不明だそうだ。

　ただマーカフォック王国は現在も魔王軍の重要拠点になっているそうで、四天王や七星将軍以下の軍団長が会議をする時などはそこで行われる。

　マーカフォック王国はソニエルの故郷だ。この話はまだしばらくソニエルには話さない方がいいだろう。飛び出して行きかねないしな。いつか取り戻してやるか。

「んぁああ、主ぃ、あたし、イク、頭飛んじゃうよぉ」

「よし、俺も出すぞ。しっかり受け取れ」

「ンはあぁアアアアアアア」

　絶頂と共にリルルの身体が激しく痙攣し、力つきてへたり込む。

「はぁ、はぁ、あ、あたしが知ってるのはこのぐらい。はあ。なんでこんなことに。まあいいか」

「いいのか？」

「いいよ。すっごく気持ち良かったし。これからもシテくれるんでしょ？」

「ああ、もちろんだ」

　にっこり笑うリルルの可愛らしい笑顔に癒されてキスをする。

　腰の力が入らないのでお姫様抱っこで抱えてやると幸せそうに頬をすり寄せて甘えてきた。

「さて、ここでの用も済んだことだし、そろそろ帰る方法を考えないとな。さすがにあれだけの人数を運ぶのは無理だし。どうしたもんか。やっぱ地道に歩いて行くしかないか」

「どこまで行くの？」

「ドラムルー王都だ。俺の家がそこにある」

　リルルは得意げに笑って翼を広げた。

「それならあたしに任せてよ」

「どうするんだ？」

「今覚えた熾天使族特有の魔法で皆一緒に運んであげる」

　どうやら今のエッチで新しい力が覚醒したらしい。




　◆第７５話　戦争




　凍耶が精霊の森でリルルと戦っている頃。ドラムルー王宮にて。

「では、やはりアロラーデル帝国との戦争は避けられないと？」

「ええ、外交を担当していたゴドマンがいなくなって以降、外国への抑えがきかなくなっております」

「性癖に問題があってもやはり官僚としての能力は優秀であったか」

　王宮の会議室では、隣国であるアロラーデル帝国との戦争の気運がたかまりつつある問題を議論していた。

　かねてより帝国は、土壌の豊かなドラムルーの土地を欲していた。

　今までは、ゴドマンが外交官としての腕を振るい各方面に根回しをしていたため、戦争とまではいかなかった。しかしゴドマンが行方をくらまし後を引き継いだ外交官では処理が追いつかず、そこをつけ込まれて帝国はついに宣戦布告を行ったのだ。

　アロラーデル帝国は徹底した軍国主義の国であり、我が国こそは世界の覇者であるべきとの気質を持った国でもあった。実際元々は小さな国に過ぎず、戦争で侵略をくり返し徐々に領土を広げていた。

　隣国であるドラムルーが今まで侵攻されてこなかったのは、ゴドマンの外交の腕はさることながら、女王の政治手腕に寄るとこが大きい。

　しかしここ数週間の間に情勢は一気に変化した。どういうわけかこちらの隙をついて既に国境線まで軍が展開していたのだ。

　軍事総責任者のジークムンクは急ぎ軍を編成。普通戦争というのは数ヶ月の時を要して準備するものだが、今回はあまりにも急すぎて編成が追いついていない。

　そのため、冒険者ギルドへ出兵を要請し戦力の増強を図っていた。

　ここで一人の老役人の言葉が出る。

「そうじゃジークムンク殿、あの新参の貴族にも戦力として招集を掛けてはどうだ。いや、そうすべきだろう」

　その言葉を聞いてジークムンクは眉をひそめる。こうなることは分かっていた。

　だからこそ、彼にはこの戦争の話は絶対に知られてはならないと思っている。

「そうだそうだ。新種のキラーアント討伐の件といい、フェンリル討伐の件といい、個人としての力が余りにも逸脱しすぎている。こんな時こそドラムルー貴族として責務を果たすべきだろう」

「それに奴の奴隷どもの戦力も侮れんと聞く。あの烈殺のソニエルを始めとして、一人の戦力が一個大隊に匹敵するという噂ではないか」

　老人達は堰を切ったように新鋭の貴族の話題を口にする。その事態にジークムンクは机をダンッと叩いて全員を黙らせる。

「ならんっ。彼の者は女王陛下たっての願いで貴族になってもらったのだ。その真意はこの国になんとしても留まってもらい国益をもたらしてもらうため。そして女王陛下の数少ない友人でいていただくためだ。それを戦争の道具になどしてみろ。彼は全ての従者を引き連れてこの国を出て行くだろう。下手をすれば彼が敵の戦力になりかねんぞ」

「しかし、事実としてこのまま戦争に突入したとて勝てる見込みはないぞ。多くの血が流れこの王都も蹂躙されるだろう。あの帝国の兵どもは占領した国の民を奴隷のように扱っていると聞く。放っておけばこの王都の民達も同じ目にあわされるだろう」

　それは如何ともしがたい事実であった。だからこそジークムンクは悩んだ。

　おそらく凍耶が戦争の矢面に立てば、それこそあっと言う間に戦局は覆るだろう。

　彼の力は人間の範疇に収まるそれではなかった。

「全く。魔王軍の脅威があるこの時勢に、他国との戦争をしている余裕などありはしないというのに」

　人間とはなんと愚かなのだろう、とジークムンクは心の中で舌打ちした。

　（こうなっては巻き込まれてもらうしかあるまい。陛下やラムダ佐渡島には申し訳ないが、魔王軍の脅威がいつ襲ってくるか分からん今、人間同士で戦争をしている余裕はないのだ）

　かくなる上は彼自身の命で償う覚悟を決めて、ジークムンクは凍耶を戦争に巻き込むための算段を頭の中で始めていた。




　◆第７６話　異世界人達の邂逅




　熾天使族特有の魔法というのは、対象を一時的に天使族にクラスチェンジさせるという面白い魔法だった。

──【聖天魔法　悠久の翼】一時的に天使族にクラスチェンジできる。有翼飛行が可能になる。──

　リルルに聖天魔法を掛けてもらうことで俺もその魔法をコピーすることができ、さらに創造神の祝福発動で派生魔法を全て取得することができた。

　俺はその魔法を全員に施して快適な空の旅を楽しみながらドラムルー王都の自宅を目指し飛んでいた。

「空を飛べる日が来るなんて夢みたいですね。気持ちイイです」

「そら、楽しい…」

　新たに奴隷に加わったティナの妹、ティファルニーナ。

　姉のティナと一緒に翼を広げて回転しながら飛行している。

　この魔法を使うと姿が天使族に変わるため、エルフの特徴である長い耳が普通の形に変化しいつものティナとは違った感じで可愛らしく見える。

　俺も折角なので天使の姿で翼飛行をしているが、どうやら飛行能力としては龍帝の宝玉の能力の方がすぐれているようで、いつもより若干スピードが出ない。

　それに翼での飛行は割と空の上では自由が効きにくく、コントロールが難しい。いつものスキルだと重力を無視したように飛ぶことすら可能だが、こちらは鳥が空を飛ぶように真っ直ぐ以外の方向へ転換しようとするとテクニックがいる。

　例えるならいつものスキルはＵＦＯのように物理法則を無視した飛び方ができ、こちらの魔法は鳥のように飛ぶことができるといった具合だ。

「もうすぐドラムルー王宮の上空だな。折角だ。女王をちょっと驚かせてやるか。ん？」

　俺は女王の元へ飛んでいこうとしたが、視線の先の国境線の辺りに異変が起きているのを見つけ姿勢を直した。

「なんかあの辺り、変じゃないか？　人が沢山並んでいるように見える」

　遠くの方を見やると、ドラムルーと隣国であるアロラーデル帝国との国境線の辺りで多くの人が行列を作っている。この身体になってから視力も非常に良くなっており、普通では見えない遠くの方までよく見える。

　あれは兵士？　アイシス、あの辺りで何が起こっているか分かる？

──『どうやらドラムルーの兵士とアロラーデル帝国の兵士が戦闘を行っている模様です』

　あんな集団で戦ってるってことは、軍事演習でもやってるのかな。

──『いえ、どうやら本物の戦争である模様です。アロラーデル帝国はかねてよりドラムルーの土壌を手に入れるため戦争を仕掛けていた歴史があります。今代の女王が即位してからはその政治手腕とゴドマンの外交手腕によって戦争が防がれていましたが、ここ数日で隣国が戦線を押し上げてきたという情報が入っています』

　マジかよ。戦争とか勘弁してほしいな。

──『この国を捨てて隣国のブルムデルド魔法王国へ移動するという手もあります。あそこは中立地帯で戦争とは長らく無縁の土地です』

　うーん。ドラムルーにも家にも愛着が出てきたところだから、惜しいけど、戦争に巻き込まれるのは勘弁だからな。いざとなれば女の子達を連れて隣の国へ逃げるのも考えた方が良さそうだ。

　まあ戦争には勝ってもらうしかないな。積極的に関与するつもりもないが、俺の家族に害を及ぼすなら外敵に容赦するつもりはない。

　それがどっちの国であってもな。

　女王のところは行かない方が良さそうだな。今は戦争で忙しいだろう。

　俺が行くことで協力せざるを得ない状況になっては元も子もない。

　俺達はまず家へと戻ることにした。屋敷の上空に到着するとマリア一同メイド達が庭に出て一列に並ぶ。俺はみんなを引き連れた状態でマリア達の列の前に降り立った。

　メイド達は驚いた者もいたようだが、マリアとソニエルは落ち着いた感じで出迎えの挨拶をしてくれた。

「お帰りなさいませご主人様。新たなメイド候補達ですね。既に出迎えの準備は整っています。皆さんはこちらへどうぞ」

　ソニエルはエルフ達に説明を始めマリアが俺の元へとやってくる。

「お帰りなさいませ御館様。彼女達はメイドか冒険者、どちらにいたしますか？」

「まるで奴隷が増えたことを知っていたみたいだな」

「補正値が大幅に増えたのでそうではないかと。それから基礎値の上昇もありましたので、予想はできました」

　ああ、そうか。奴隷が増えると補正値も上がるし、セックス一回につき基礎値も全員が上がる。と言うことは奴隷が増えると皆にモロバレってことか。




　俺はメニュー画面を開いて奴隷達のステータスを確認してみた。




　ルーシア　銀狼種　ＬＶ１０１　１６００００

　ソニエル　サキュバス族　ＬＶ１０５　１４００００

　ミシャルエル　神獣種　ＬＶ５８　１１５０００

　アリエル　人族　ＬＶ１００　９００００

　ティルタニーナ　エルフ　ＬＶ３０　１５０００

　マリアンヌ　龍人族　ＬＶ９５　１４００００

　ルカ　人族　ＬＶ１５　５４００

　エアリス　サキュバス族　ＬＶ１２　６７００

　ココ　サキュバス族　ＬＶ１０　４３００

　エリー　人族　ＬＶ５　３０００

　シャナリア　人族ＬＶ６　３１００

　ジューリ　サキュバス族　ＬＶ６　３４００

　パチュリー　サキュバス族　ＬＶ６　３５００

　ティファルニーナ　エルフ　ＬＶ４０　５６０００

　リルル　熾天使族　ＬＶ１　１８０００




　補正値は既に５２０％に達していた。

　なんだかみんな一気にレベルが上がっているな。パチュとかサキュバス族のみんなは昨日までレベル１だったのに。

　そうか、冒険者登録をしたんだった。おそらく依頼をこなしてきたのだろう。

　セックスによる基礎値上昇と補正値＋５２０％に恩恵で普通のレベル帯よりも遙かに強いのは確かだろう。

　俺と離れていたことで１０２３倍の恩恵はなかったようだがそれでも結構な伸びだ。

「お兄ちゃん、ちょっとお話しがあるの」

「どうしたルーシア」

「実は……」

　ルーシアが何か言いかけたところで屋敷の中から何やら騒ぎ声が聞こえる。

　すると玄関の扉がズバンと音を立てて開き、中から二人の少女が現れた。

　二人の少女は俺を見て固まっている。どうしたんだろう。

　あれ？　あの二人どっかで見たような。

　一人は栗色の髪の毛をハーフアップにした健康的な少女。

　もう一人は真っ白な肌に真っ黒な髪。姫カットのロングヘア。背は小さいが胸がとっても大きい。

「あ……と…う、や」

「お…に……さま」

「ん？　あれは…」

　やはり二人には見覚えがあった。俺は客人かと思い二人に近づいていく。

　どっかで見たことがある。それも生前。

「お兄ちゃん、勇者ミサキと勇者シズネって覚えてる？」

「ああ、たしか五大勇者の二人だったか。ん？　勇者ミサキと勇者シズネ？　……美咲と静音？」

　二人の少女は目尻に涙をためて一歩ずつこちらに近づいてくる。まるでこの現実が夢でないか確かめるように。

「もしかして、生島美咲と桜島静音か？」

　俺の言葉がトリガーになったのか二人は走り出した。

「凍耶ぁ！！！」

「お兄様ぁああ！！！」

　同時に俺の胸に飛び込んでくる。

　涙を溢れさせ泣きじゃくりながら俺の名を叫ぶ二人をあやす。やっぱり勇者の二人は俺の知っている二人だったのか。

「うええ、うわあぁあん、凍耶ぁ、会いたかった、会いたかったよぉ」

「お兄様ぁ、静音は、静音はずっと、捜しておりました。お兄様ぁ、うえええん」

「そうか、名前を聞いた時もしかしてと思ったが、やはりお前達だったんだな。美咲、静音。会えて良かった。ありがとう」

　二人は声をあげて泣いた。おそらく相当長い間俺を捜してくれたんだろう。

　想いが溢れすぎてせき止めることができないみたいだ。

　それから一〇分ほど経っただろうか。ひとしきり泣きじゃくり、ようやく落ち着きを取り戻し始めた二人。

　俺はソニエルに指示して二人にハーブティーを出した。




　◆第７７話　四年分




「落ち着いたか？」

「うん。ありがとう凍耶」

　美咲はティーカップに口をつけながらこちらをチラチラと見ている。

「どうした？　俺の顔に何かついてるか？」

「う、ううん。何でもないの」

「本当にお兄様なのですね」

「ああ、生前と顔が違うから分かりにくいかもな」

「そんなに変わってないよ。むしろかっこよくなってる」

「一目でお兄様と分かりましたわ」

「そうか。お前達はいつこっちに来たんだ？」

「そうね、お互いの今までを話さなくちゃ」

　込み入った話になりそうだ。

「みんな、少し外してくれないか」

　俺はマリアやソニエルに指示を出し退出をうながした。

「かしこまりました。ご用の際はベルでお知らせください」

「ああ、後で呼ぶよ」

　メイド達は部屋を退出した。

　静音と美咲から二人の今までを聞いた。

　二人は今から四年前。俺の通夜が行われた日、やけ酒をしてそのまま死んだらしい。

　二人は死んだときのことをあまり覚えていないそうだ。俺もそうだったしな。

　それから真っ白な空間で目覚め神と名乗る男に異世界に行けば俺と会えると言われて承諾したという。

「しかし妙だな。俺が転生したのはついこの間だぞ。まだ二ヶ月も経ってない」

　その言葉を聞いた二人が苦虫をかみつぶしたような顔をする。

「どうやらわたくし達はあの神にだまされたようですわね」

「どうも話がうますぎると思ったのよね」

「嘘から出た実まことってやつかな。俺の魂って四年近く放置されていたらしいし」

「あのやろう。今度会ったらぶちのめそう」

「ええ。ハンドミキサーに入れて挽肉にしてやりましょう」

　物騒だな。顔が怖いぞ。

「二人とも顔が怖いぞ。落ち着け。二人は勇者として召喚されたってことか？」

「うん。私はアロラーデル帝国の勇者として」

「わたくしはブルムデルド魔法王国の勇者として召喚されましたわ。召喚された際に新しい肉体を与えられて生まれ変わった。だから転移ではなく転生ですわ」

「なるほどな。俺も同じだ」

「同じ？」

「ああ。俺は神の手違いで死んだらしい。書類ミスだとか言っていたな。んで。そのミスをした神が失敗を隠蔽したために四年近く魂が放置状態になって、そのせいでいつまでも転生しない魂がいることに気が付いた別の神が俺を転生させてくれたってことだ」

「そうでしたの。でも良かったですわ。四年間も無駄にした甲斐があったと言うものです。本当にこの世界にいるかどうか、考えると不安でした」

「ずっと、もしかしたらいないんじゃないかって、でも考えてしまうと絶望に呑まれそうだったから。信じてやってきて良かった」

「そうか。四年間もずっと捜してくれてたんだな。ありがとう。嬉しいよ」

　知り合いもいない。頼れる人もいない見知らぬ世界でたった一人を見つけるのってどんな気持ちだったのだろう。交番やネットがあるわけでなし、一度はぐれたら今生の別れとなることも珍しくないこの世界で、四年間もいるかどうか分からない人を捜し続けたんだこの二人は。

　俺は涙が溢れてきた。なんて健気なんだ。それと同時に生前彼女達にしてきた態度を考えて後悔の念が溢れてきた。

「ごめん、ごめんな。もっとはやく気が付いていれば」

　二人は俺の涙を見て再び瞳に涙を溢れさせる。

「凍耶ぁ、凍耶」

「お兄様」

「ありがとう。本当にありがとう」

　三人で抱き合って、しばらくの間そのまま涙した。




　◆第７８話　手遅れが四人




「改めて紹介しよう。俺んちの隣に住んでいた芹せり沢ざわ沙耶香ちゃんだ」

「ええ？！　じゃああなたは」

「沙耶香さんですの？」

「うん。今はこの世界に転生してルーシアって名前だけど」

　ひとしきり涙を流し合って落ち着きを取り戻した俺達は、屋敷の皆を二人に紹介することにした。

「佐渡島家メイド長をしております。マリアンヌでございます」

「あの龍拳のマリアンヌがメイドになってるなんて驚きだわ」

「御館様に惚れ込んで志願いたしました」

「同じく、第二メイド長のソニエルです」

　いつの間に第二メイド長なんて役職ができあがったんだ？

「ソ、ソニエルさんってあの烈殺のソニエル!?」

「お恥ずかしながらそのような名で呼ばれることもあります」

「冒険者界の有名人ばかりですわ」

「私達は皆、御館様に惚れ込みお仕えすることを喜びとしています」

「その首輪、みんなもしかして奴隷なの？」

「はい」

「あんたいつからそんな鬼畜趣味になったわけ？」

　ジト目の美咲の視線にたじろぐ。

「バ、バカを言うな。これはみんながそうしたいと望むからそうしているだけで、決して俺の趣味ではないぞ」

「衆目環視の中で私に首輪つけた癖に……」

「へ～…」

　ジト目の美咲にたじろぐ俺。

「ちょっと！　あなたあたしの味方よね!?」

　思わずオネエになって助けを求めるが事実なのだから弁解は難しい。

「主はあたしのこと無理矢理手篭めにして白に染めたしね～」

　リルルが追撃し、美咲の視線が益々キツくなる。俺の味方はいないのか。

「あなたは、天翼族ですか？」

「あはは、なったばかりだけどね。あたしはリルル。元魔王軍七星将軍のリルル＝ハーネスだよ」

「な、なんですって!?」

　驚いた二人が武器を構える。だが俺はそれを制止した

「まあ慌てるな。元、って言っただろ。今は浄化されて悪魔族じゃなくなってるよ」

「どういうことなの？」

「それがな。俺と彼女がセックスしたら悪魔族から熾天使族ってのに変わっちまったんだ」

「無理矢理手篭めにしたってところは認めるわけね」

「う…それに関してはのっぴきならない事情があったといいますか」

　実際スキルを手に入れるチャンスだとアイシスが耐性を解除したのが原因だから不可抗力なのだが、これに関しては手に入れたことを後悔はしていないので俺の責任と言える。

「素晴らしいですわ。わたくしも是非お兄様に手篭めにしていただきたいですわ！」

「なに言ってるのあんた!?」

「だってそうすればお兄様のハーレムに加われるんですのよ。胸を張って堂々とお兄様を愛していると宣言できるなんて、生前の環境では考えられませんでしたわ」

「そういえばあんたって凍耶の愛人になりたいとか言ってたっけ」

「ええ、それは今も変わってませんわ。さあお兄様！　わたくしをお兄様の肉奴隷にしてください」

　Ｗｈａｔ，ｓ！!?　今なんて言ったこいつ。

「ごめんもう一回言ってくれる？」

「わたくしをお兄様の肉奴隷に」

「おまえ頭大丈夫か？」

「もちろん正気ですわ。いえ、長年の願いが叶いそうで若干興奮しているのは否めませんわ」

「まともな思考状態でそれを言っていると？」

「はい。わたくし、生前からずっとそう考えておりましたの。凍耶お兄様が美咲先輩と結婚されて、わたくしはその愛人におさまる。そしてわたくしを肉奴隷として犯し、調教して、桜島コーポレーションの全てを裏から牛耳る影の支配者。ああ、なんて素敵なお兄様」

「お前の思考回路についてちょっと問いただしたい気分だ」

　うん。全然まともじゃなかった。初めから手遅れでした。

　生前からこいつの雰囲気ってなんか怖かったんだよね。自分でもなんでこんなに苦手なのか分からなかったが、うん。人間って理解ができないものには恐怖を感じるんだな。

「さあお兄様、話も丸く収まったところで早速奴隷商館へと参りましょう。わたくしを肉奴隷として登録」

「全然収まってないから！　派手にはみ出して大変なことになってるから！　あと奴隷に肉奴隷で登録なんてカテゴリないから！」

　俺達はアホなやりとりをしている横でマリア、ソニエル、ティナの目が輝いているのが見える。

「御館様の肉奴隷。なんと甘美な響きなのでしょうか」

「肉奴隷と言う屈辱的な言葉なのに、ご主人様の、とつけるだけでとても素敵な言葉に変化しますね」

「発想が神……」

　この三人の発想が既に手遅れだった。




　◆第７９話　突然の訪問




「と言う訳でわたくし勇者を引退してお兄様の肉どれ、もとい。メイドとしてお仕えすることにいたしますわ」

「ちょっと!?　魔王退治はどうするの？」

「元々あの神の頼みでついでにやっていたこと。始めから約束を反故にしていたのは向こうですから守る義理もありませんわ」

「まあ、それはそうだけど。でも、いいのかな。勇者としてみんなに期待されているのは事実だし」

「そんなに気になるなら魔王退治手伝おうか？」

「いいの？」

「元々俺も神に依頼されてたしな。ついでにやってくれればいいくらいに言われてただけだから、あまり強く意識してなかったけど」

「そうね。実際魔王軍の被害って凄く酷いから。放っておくのはあんまり気が進まないっていうか」

「リルル、魔王はどこにいるのかは本当に分からないのか？」

「うーん。そうだね。二年前くらいまではマーカフォック王国ってところにいたんだけど。あるとき二闘神と三機神を引き連れて何処かに消えちゃって。でも攫った人達をあそこに集めて何処かに送ってるのは事実だよ。四天王じゃないとそこには関われなかったからどこに送っているかまでは分からないけど」

「あなたもそれに加担していたのでは？」

　ソニエルの言葉に少し棘が混じる。そうだよな。ソニエルとしてはちょっと複雑だろう。元魔王軍の幹部がこの場にいるのは。少し配慮に欠けていたのかもしれん。

「う、そう言われると辛いけど。積極的にやっていたのは男どもだね。あたしはどっちかって言うと魔王様の役に立ちたかったってのが強いから。うん、でもまあ、皆に恨まれることしてきたのは事実だよ。あんた、マーカフォックのお姫様だろ？　あたしは襲撃のあの場にはいなかったけど、肖像画で見たことあるよ」

「王国を襲ったのは魔王だったのですか？」

「いいや。あれは四天王の一人。豪腕のゴーザットだ。あたしはあんまり好きじゃないな、あいつらのやり口は。四天王はどいつも女をものとしてしか見てないからな」

「おいおい、話が変な方向へ行ってないか？」

「主、わるいけど、これはケジメだ。あたしも主の奴隷になった。でも魔王軍として犯してきた罪が消えたわけじゃない。この場にあたしに恨みがある奴はそれを晴らしてくれ」

　その場にいる全員が黙り込んだ。ソニエルが前へ進み出る。

　神槍シャンバラを取り出して腰だめに構えた。俺が止めようとしたがソニエルの方が早い。

　神速の刺突がリルルに襲いかかる。槍はリルルの頬をかすめ純白の髪の毛を数本空中にばらまいた。

　ギュッと閉じた目を恐る恐る開くリルル。

「確かにあなたは魔王軍だった。これで私の気は晴れました。後はそのゴーザットとやらにぶつければ良いでしょう」

「あはは、ありがとね。他には？　ここで全部遺恨は断っておこうよ」

「わたしは個人的に魔王軍に恨みはありません」

「ミシャはちょっと複雑ですけど。直接の恨みは兄様が晴らしてくれたので、もう良いです」

　そして全員が沈黙する。しばらくの静寂。

「よし。これで恨みっこなしだ。今日から全員仲良くする、のは無理だとしても、過去のことであれこれ言うのは今日でおわりだ。いいな」

　そこでやっと緊張が途切れたのかリルルがその場にへたり込んだ。

「あー、怖かった。マジで殺されることも覚悟したから生きた心地しなかったよ。でもこれで主に心置きなく仕えることができるね」

「それではご主人様の奴隷として相応しい女性になっていただくための研修をいたしましょう。まずはその言葉遣いから修正するといたしましょうか」

「あ、ちょっと、引っ張らないで、恨みっこなしって言ったじゃん」

「恨みだなんて。私はメイド長として教育を施すだけですよ」

　ソニエルはリルルの襟首をつかんで奥の部屋へと消えていった。

　リルルの無事を祈ろう。




　◆　◆　◆




「ところで御館様」

「なんだ？」

「先ほどから気になっていたのですが、皆さんの会話に生前とか神、と言う言葉がありますけど、あれはどういうことでしょうか」

「ああ、そうだな。この際だ。俺の正体についてもみんなに話しておこうか」

　俺はソニエル、ミシャ、マリアなどの主要なメンバーを集めて俺の転生の経緯などを話して聞かせることにした。

　新たに加わったエルフ達や戦いに直接関係ないルカ達は迷ったが、聞かせても混乱させるだけだろうから付き合いの長いメンバーだけに絞ることにした。

　そこに元魔王軍としてこれから戦いに参加するであろうリルルを加え、俺のこの世界に来た経緯を話して聞かせた。ちなみにリルルはメイド服を着せられていた。しかも何故か一人だけ丈の短いスカートを穿かされている。

「うう、足下がスースーするよ」

　眼福な脚線美を眺めつつ全員がそろったのを確認し話を始めることにした。

「みんな集まったな。では話そう。まず、俺はこの世界の人間ではない。佐渡島凍耶という名前で既に察しはついていると思うが、ここにいる美咲、静音と同じように異世界からの転生人だ」

「やはりそうでしたか。ご主人様の特殊な能力の数々は、転生者特有の神々からのギフトと呼ばれるものなのですね。素晴らしいです」

「そういうことになるな。いろいろとズルしている自覚はあるからあまり誇れるようなものでもない」

「具体的にどういうギフトなの？　おにいちゃん」

「それは…」

　そこまで言って突然玄関のノッカーがけたたましく鳴り響く。何事かとマリアが指示を出し対応に行かせた。

　しばらくするとルカが慌ててやってきてマリアに耳打ちする。神妙な顔つきになったマリアが俺に報告をした。

「御館様。お客様です。女王陛下がお見えになっています」

「お邪魔するわね」

　なぜだか女王が突然訪ねてきた。しかもジークムンクまで一緒だ。




　◆第８０話　亡き友が願う意思




「どうしたんだ突然」

　女王はソニエルにうながされ客間のソファーに座る。

「凍耶、それに二国の勇者様。今日はお願いがあって参りました」

　勇者がここにいることも織り込み済みで来たと言うことは、よほどの緊急事態か？

「もしかして、戦争のことか？」

「さすがね。もうそのことをつかんでいるなんて。実は先日、隣国のアロラーデル帝国から宣戦布告があったわ」

「な、なんですって!?」

　それに驚いたのは美咲だった。そう言えばアロラーデル帝国って美咲が召喚された国だったか。

「あのバカ帝王、ほんとに戦争仕掛けやがったのね」

「アロラーデル帝国って美咲が召喚された国だろ？　勇者を召喚した国がなんで他国に戦争しかけるんだ？」

「あの国は最初から勇者を戦争の道具にするために召喚術式を行ったのよ。私はそれがイヤで国を出て冒険者になったの。もう三年前の話よ」

「以前からあの国はこのドラムルーの土地を欲していたわ。今まではなんとか外交で互いの利益になるようにして抑えてきたけど、ここ最近突然こちらの裏をかくように各方面で流通がストップしているの。商人の馬車が襲われたり、冒険者が行方不明になったりね」

　情報を追加するようにジークムンクが付け加える。

「軍事方面では、兵が使う秘密のルートで待ち伏せをされていたり、輸送部隊が使う道が塞がれていたりと、こっちの情報が漏れている様子があちこちで見られる」

「と言うことは、この国の機密を漏らしている奴がいるってことか。考えられるのは…ゴドマン」

「さすがね。そう。おそらく行方不明のゴドマンがアロラーデル帝国に寝返ったとみるべきでしょうね。襲撃されているのはすべて彼が担当していた領域に関連することだから」

「それを俺に聞かせてどうしたいんだ？　貴族として戦いに参加しろとでも？」

「もうアロラーデルとの戦争は避けられないところまで来てる。だから、あなたにはこの国から出て安全なところに避難してもらいたいの」

「意外だな。てっきり敵を倒してくれとか言うのかと思った」

「そんなことを言えばあなたはこの国を捨てて出て行ってしまうでしょう。それこそ二度と戻らないつもりで」

「正解だ。俺は戦争に興味はないし、この国には世話になったからできるだけ敵対はしたくないがそれも絶対とはいえん。害をなすなら容赦するつもりはない」

「ええ。だからあなたにこの国にいてもらっては困るのよ凍耶。あなたは強すぎる。だから頼りたくなってしまう。私も含めてね。この国の問題はこの国を守るものが解決するべきだわ」

「勝てる見込みはあるのか？」

「正直に言うと厳しいわね。向こうが全軍で攻めてくれば、万全に臨んでも一ヶ月でこの国は占領されて、私は処刑台の上でしょうね」

　このババアは泣き落としでもするつもりなのだろうか。だがそれを感じさせない雰囲気で淡々と語る姿に俺は疑問を呈した。

　どうにもこいつの真意が読めん。

「あんた、結局泣き落としで説得でもするつもりか？」

「冷静ね。これくらいすれば動いてくれると思ったのに。でもね、私はこの国を守りたいのよ。ねえ凍耶、なら代価を差し出せば、あなたはこの国を守ってくれるかしら？」

「…何が言いたい？」

「あなたには富や権力を与えても魅力的には映らない。なら後は義理人情に訴えるしかないでしょう」

「はぁ。分かった。戦争の矢面には立つつもりはないが、外敵から民を守るくらいはしてやるよ。一応俺もこの国の貴族だし、太上皇の件もあるからな」

　俺の中に宿った銀狼の至高玉が先ほどから胸の中で疼いている。まるで何かを必死に訴えるように。

「どうやら太上皇が俺にあんたの願いを叶えてくれと訴えているようだ。化けて出られても敵わんからな」

「シャルナロッテが…そう。ありがとう。またあなたに守ってもらったのね。ありがとう」

　そう言って女王は涙した。やれやれ。結局はこのばあさんの思惑どおりに事が運んでしまったわけだ。




──『銀狼の至高玉の称号スキル【絆を繋ぎし者】【大地の王者】がパワーアップ　補正値が＋５００％に上昇　補正値合計が５７００％に上昇　総合戦闘力２００７００００に上昇』




　太上皇からのお礼ってことかな。

　まあ、分かったよ太上皇。あんたの親友だもんな。願いを叶えてやるさ。




　◆　◆　◆




「現在の戦局は？」

「国境線で競り合いをしているが地力の違いで徐々に押し込まれている。このままでは後二日もすれば国境線を突破され王都に到達する」

「分かった。マリア、ソニエル」

「「はっ」」

　俺の雰囲気が変わったのを感じ取ったのか二人は背筋を伸ばす。

「屋敷の全員で出かける準備をしろ。寒さ対策重視の格好だ。二時間で行え」

「かしこまりました」

「すぐに支度いたします」

「皆さん、行きますよ」

　称号スキル【支配者（真）】【ハーレムキング】【スピリットリンク】の効果で奴隷達はすぐに俺の意図を察し行動を開始する。

　その場には俺と勇者二人。女王とジークムンクが残された。

「凍耶、どうするつもり？」

「二日でできることをしに行くんだ。まずはレベル上げだな。俺はともかく屋敷の防衛のために戦力を増強しておきたい」

　俺は行動を開始した。




　◆第８１話　勇者の力




「くっ、戦線を後退させろ。砦は放棄するんだ」

　ドラムルー指揮官の指示が飛ぶ。女王が凍耶に依頼をして二日。既に国境線は突破され徐々に押し込まれていた。

　兵の半分は重軽傷を負い、冒険者達も無理な戦いはせずに撤退を始めている。

　ドラムルー軍は既に死屍累々といった感じで情況は絶望的である。

　だがその戦況に一条の光明が差す。

　アロラーデル帝国軍の縦列に風の刃が走り抜け、一気に一〇〇人以上の兵が真っ二つに斬り裂かれる。

　何事かと見やると一人の少女がたたずんでいた。

　その両腕には一振りの大きな斧が握られており、その刀身は黄金に輝いている。

　アロラーデル帝国軍は目を見開いた。その姿はよく知っており、かつ何故この場にいるのかという疑問が頭をよぎる。

「ま、まさか、斧の勇者ミサキ！！!?」

「ハァアアアアアアアアアアアッ大ッ旋ッ風ぅううううう！！！」

　黄金の斧を頭上で高速回転させ遠心力の勢いで振り回す。そしてなぜかその斧は丸太のような大きさから大木のそれへと変化し敵陣をなぎ払った。

「ぐあああああ」

「ぎぇええええええ」

　阿鼻叫喚の地獄絵図のごとく敵兵の悲鳴が響き渡る。さらに振り回した斧をその勢いで投擲し、敵陣をブーメランのように弧を描いて横断し一分も経たないうちに数百の敵兵が肉塊に変わる。

「くそっ、撤退、撤退だ！！」

　指揮官の合図でアロラーデル帝国軍が引いていく。美咲も無理に追うことはしなかった。

「助かりましたぞ勇者様。ありがとうございます」

「まだ油断しない！　あいつらはこんなことで諦めるような玉じゃないからね」

「はっ！」

　美咲の檄に兵士達の気が引き締まる。一時の勝利に安堵しつつなんとか取り戻した砦の補修作業に入った。

　美咲と静音は凍耶が出かけている間ドラムルー軍に協力することになった。

　勇者として一つの国に肩入れをするのは好ましくないが、蹂躙されようとしている罪もない人達を見捨てることはできない。

　アロラーデル帝国は目的のためなら手段を選ばないところがある。それはあの国に召喚された美咲自身がよく知っていた。

　美咲は召喚され徐々に勇者としての頭角を現し始めた頃、帝国の行う残虐な侵略行為に異を唱えたことから国側と対立。

　利用価値がなくなったと判断され暗殺されかけた。

　周りの協力者のおかげで辛くも国を脱出し一命を取り留めたが、追っ手から美咲を守ってた協力者は全員死亡。

　這々の体で逃げ延び、それから一人旅を続け、その後静音と再会。パーティを組んで勇者兼冒険者として凍耶を捜しながら人助けの旅を続けていた。

　Ｓ級冒険者として名を馳せるようになる頃には、彼女達を脅かせる者は人間レベルではいなくなった。




　一方、別の戦場。




「ライトニングブラスター！！」

　収縮された稲妻がレーザー状の帯となって戦場をなぎ払った。

「ぐあああああ」

「ぎょえええ」

「おのれぇ、覚えておれ。撤退だ」

　一気に数百の戦力が殲滅され旗色の悪くなった敵軍は撤退していく。

「ふう、こんなものでしょうか」

　戦闘を終了させ一息つく静音の姿があった。その姿を見たドラムルー軍は、その美しさに見とれつつも、何故かメイド服を着ている勇者に疑問符を浮かべずにはいられなかった。

「助かりましたぞ勇者シズネ殿、しかし、何故そのような格好を？　それはメイド服、ですかな？」

　静音の格好はフリル付きのカチューシャに白いエプロン。ビクトリアスタイルのメイド服を何故かミニスカートに加工しており、男達はその見たことのない未知の姿に戸惑いつつ、美少女が着こなす艶めかしい脚線美を出す衣装にドキドキしていた。

　それが現代日本で言う、いわゆる萌えメイドというスタイルであることを知るものはいない。

　勇者を引退し凍耶の奴隷、並びにメイドになろうと決意した時に自ら制作したものである。

　天才児としてありとあらゆる才能に恵まれた静音にとって、メイド服を一晩で作り上げることなど造作もないことであった。

　ちなみにその異世界のメイドに感銘を受けたソニエルやマリア始め、佐渡島家のメイド達は佐渡島家メイドの制服として萌えメイドスタイルを正式採用し、そのデザインの可愛らしさからドラムルー中の貴族のハートをつかみ、佐渡島ブランドを立ち上げ特許を取り、デザイン使用料でぼろもうけすることになるのだが、それはもうしばらく後の話である。




「佐渡島家のメイドとして相応しい姿でいなければ、ご主人様であるお兄様に申し訳が立ちませんわ」

　言っていることの半分も理解できないジークムンクであったが、ここで変なことを言って機嫌を損ねてはマズいと口をつぐむ。

　しかし、それにしても魅力的な衣装だなぁ、うちのメイド達にも…とジークムンクは心の中で独りごちた。




　◆第８２話　不気味な予兆




「結局俺がいなくても大丈夫だったか」

　屋敷に戻った俺は美咲と静音が敵を退けたことを聞いて安堵しつつ紅茶をすすった。

「問題ありませんわ。あの程度の者達にお兄様の手を煩わせるまでもありません」

「多分まだ諦めてないわよ。あいつらしつこいからね」

　ケーキをぱくつきながら美咲は警告を発する。しかし甘いものに目がない美咲の頬は緩みっぱなしである。

　マリア特製のショートケーキなのだから仕方ない。

「それにしても良かったのか美咲。一応召喚された国だから無理して付き合う必要なかったんだぞ」

「あの国に思い入れなんてないわ。むしろ邪魔になった私を殺そうとしたんだもの。殲滅しても構わないくらいよ」

「わたくしも旅の途中訪れたことがありますが、なんとも酷い国でしたわ。富める者がそうでないものを搾取する典型的な支配階級がなされていて国民は常に怯えて暮らしていました。むしろ本当に一度滅んだ方がいい国ですわ。上層部におよそ人間らしい人格の者が存在しませんでしたから。わたくしも危うく支配魔法を掛けられて操り人形にされる寸前でしたわ」

　聞く限りでろくな国ではなさそうだ。

「御館様。他のメイド達はお言いつけどおり休暇を与えました」

　俺はこの二日間屋敷の防衛力強化のため女の子達全員を引き連れてダンジョンに潜っていた。

　リルルから覚えた魔法、【悠久の翼】で全員を飛行可能状態にして龍の霊峰があるドラグル山脈へと赴いた。

　あのあたりは他にも九つの高い山がそびえ立っており、それぞれがダンジョンとなっている。

　俺はアイシスによるサーチで最もレベル上げに適したダンジョン、獣の霊峰へと足を向けた。

　ここは獣型の魔物が跋扈する危険地帯となっており凶悪な魔物がうじゃうじゃいる。

　俺はまず全員が近くにいる状態で這蛇追走牙を発動。とりあえず一〇〇匹ほど魔物を狩り皆に経験値を分配した。

　いわゆるパワーレベリングというやつだ。

　さすがに霊峰シリーズのダンジョンだけあって敵の経験値も多い。レベルが一気に１００近く上がる者もおり平均レベルは９０を超えた。

　時間がなかったのでそのまま手に入れた力に慣れされる訓練を開始。

　ソニエル、マリア指揮の下、連係プレイで魔物を倒していった。

　そして夕方には訓練を切り上げ屋敷に戻って休息をとり今に至るというわけだ。

「マリアも疲れたろうから休んでも、ってのは野暮か」

「はい、御館様にお仕えできる時間が私にとって人生最高の至福です。これに勝る癒やしはございません」

　いつものシックな黒いビクトリアメイドから、シックな青に大きなリボン付きの大人スタイルの中にちょっとした少女らしさを入れ込んだメイド服へスタイルチェンジしたマリアは胸に手を当ててそう言った。

　静音の異世界知識によるメイド服改造によってうちのメイド達の衣装は様変わりしていた。

　ソニエル、マリア、シャナリア、エリーの大人組はシックなロングメイド。

　ルカ、ココ、エアリス、ジュリ、パチュリーと言った年少組はミニスカスタイルといった感じでそれぞれが気に入ったスタイルのメイド服に変わっていた。

　フリルをふんだんに使った可愛らしい衣装に俺のムスコはスタンドアップしそうになるが、今は戦時中なので自粛している。

　フリルというのはどうしてこう情欲をかき立てるのだろうか。

　静音は俺の性癖を見破っている感じがするな。なんでそんなに詳しいのか恐ろしくて聞けない。

「先ほど女王陛下の使いの者がやってきて戦争終了を告げたそうです。賠償金を支払うとも言ってきていて既に戦後処理に動いているとのことです」

「随分展開が早いな。しつこいんじゃなかったのか？」

「なんか不気味ね。あの強欲じじいがそんな簡単に諦めるかしら」

　宣戦布告をして攻めてきたと思ったらあっさりと引き下がる。何か作為的な不気味さを感じるな。変な予感が当たらなければいいんだが……。




　◆第８３話　四天王




　勇者二人がアロラーデルを退けてしばらく後。

　元マーカフォック王国王宮にて。




　白を基調とした荘厳な部屋に置かれたテーブルを四人の男が囲って座っていた。

「偵察から送られてきた映像から、ドラムルーに勇者二人が滞在していることが分かりました」

　使い魔らしき悪魔が映像記録用の魔結晶を白い壁に映し出した。

　巨大な斧を振り回す勇者の姿を見て一人の男が低く笑う。

「ほう、くっくっく。まさか勇者が偶然にもこんなところにいるとはな。今度の作戦で楽しめる要素が増えたというわけだ」

　そう呟くのは巨大な豚であった。豚と言ってもその身体は巨大な筋肉で引き締まっており、顔以外で豚らしい要素が見当たらない。

　何故なら彼はオークから進化したカイザーオークの上位種、エボリューションエンペラーのオークである。

　この男こそソニエルの仇であり、魔王軍四天王の一人、豪腕のゴーザットであった。

　それを蛙のような潰れた顔の男が注意をうながす。

「しかしあれらの戦力は油断ならんのである。今度の作戦。我が輩がバックアップでついて行くことに決定したのである」

　それを聞いたゴーザットは赤く光る瞳を怪しく輝かせ蛙顔の男を睨み付けた。

「なんだと？　この俺だけでは不満だと言うのか」

「げっげっげ。念のためである。心配せずともおぬしが失敗せぬ限り邪魔をしたりはせんから安心スルのである」

　蛙男はでっぷりとたるんだ腹をブルブルと揺らしながら愉快そうに笑った。

「ふん。無駄なことを。この俺が一人いれば十分だというのに」

「まあまあ。ガマゲールマは心配性なのですよ。それに腐っても勇者。これまで幾度となく戦いながらもとどめを刺せずにいるのもまた事実。もはや我々クラスの力は手に入れていると見てあたるべきでしょう」

　そう注意喚起するのは針金のように細い悪魔である。細く見える身体は実は絞れるだけ絞った凝縮された筋肉であり、トーテムポールのように長細い顔をしていた。

「……」

　それをジッと眺める鎧の男。いや、男なのか女なのかも分からない。巨体の鎧姿で黒い兜の奥には淀んだ闇が渦巻いていた。

「分かっているではないか。デンダル。御主の言うとおり。我が輩が同僚のゴーザットが心配なだけなのである」

　針金悪魔のデンダルの言葉にうんうんと頷くガマゲールマ。だがその顔は全くゴーザットをバカに仕切ったもので同僚に対する心配の念など微塵も感じられない。

「ふんっ。おい、お前も何か言ったらどうだハンニバル」

「……」

　ゴーザットがイラつきながら鎧兜の四天王にあたりちらす。

　しかし黒鎧は微塵も動かない。

「おい、聞いているのか」

「………」

「ふん。まあいい。お前達はここでこの俺がドラムルーを落とすのを見ているのだな」

　肩を怒らせながらゴーザットはその部屋をあとした。ガマゲールマもそれに続く。

　ゴーザットは自分の部屋へと戻った。ゴーザットが部屋を開けると同時に、何人かの女性が身の回りの世話を始める。

　だがその目は皆うつろでありおよそ生気というものが感じられない。

　彼女達は魔王軍によって各方面から攫われてきた女性達であった。

　ゴーザットに犯し尽くされ自我が崩壊してしまっているため、隷属魔術で意のままに操ることで自律行動が可能となっている。

　着替えを終えしばらくソファーに腰掛けているとおもむろに扉がノックされる。

「だれだ」

「ゴーザット。私だよ」

　その声を聞いた瞬間ゴーザットは立ち上がり扉を開ける。そして扉の前に立っていた人物を招き入れすぐさま跪いた。

「ああ、楽にしてくれ。今日はプライベートで来たんだ」

「はっ。このような部屋においでになさらずとも、お呼びいただければすぐさま参上いたしましたものを」

　口ではそう言うものの、この男の部屋を訪れるなど死んでもごめんだと思っている。

「いいんだよ。言っただろ。プライベートだって。今日はドラムルーに行くという君をねぎらうついでにお願いがあってきたんだ」

　一体何の願いだというのか。ゴーザットはろくな予感がしなかった。

　何故ならこの男こそ魔王軍二闘神の一人。最上級悪魔のデモンその人だからである。

　上級悪魔というのは偏屈な思考を持っている者が多く、この男も例外ではなかった。

　何故ならデモンは闘神の名に恥じぬ実力の持ち主であるが、本人は戦いよりも研究を第一に考えるマッドサイエンティストなのである。

　実験と称して自分の部下を何人も持って行かれてしまった経験を持つゴーザットは、苦虫をかみつぶしたような顔になるのを必死に抑えながら次の言葉を待った。

「頼みというのは他でもない。今ドラムルーにいるという勇者二人の件についてだ」

「既にご存じでしたか」

「地獄耳でね。それでだ。君には是非とも勇者を生け捕りにしてきてもらいたいのだ。君の実力なら充分可能だろう？」

「はっ。しかし、何故生け捕りに？　戦力に加えるなら死霊魔法でアンデッドにした方が」

「バカを言ってはいけないよ。死霊魔法など使ったらそれ以上成長しなくなってしまう。実験中の凶星魔法の完成のためにはどうしても強力な実力を持つ個体が必要になるんだ」

「か、かしこまりました。努力いたします」

　言っていることがさっぱり理解できないが、勇者を生け捕りにしないといけないことだけは分かった。そうでなければ再び自分が実験材料にされることは明白なのだ。

　なによりエボリューションエンペラーへと進化できたのはこの男の功績ではあるのだが、その過程は凄まじい痛みと苦痛の果てにようやく完成した代物であった。

　この男には良心というものが存在しない。自らの研究欲のためなら何でも犠牲にする男だ。

　一抹の不安を抱えつつゴーザットはドラムルーへと出発した。




　◆　◆　◆




　ゴーザットとガマゲールマがドラムルーへと出発した直後。

　デモンは玉座の間に赴いた。

「やあ、元気そうだね。デンダル」

「こ、これは、デモン様」

　玉座に座り一人王様気分を密かに味わっていたデンダルは、突如現れた上司に顔を引きつらせた。

「ああ、楽にしてていいよ。別にこの城の玉座に座ってはいけないなんてルールはないからね」

「はっ、お見苦しい所を。申し訳ございません。それで、今日はどのような？」

「うん。実はね、今ガマゲールマには伝えたのだが、君達残りの四天王にも一緒にドラムルーへと赴いてほしいんだ」

「は？　それ一体。勇者を確実に葬るためでしょうか？」

「いや、勇者二人は生け捕りにしてもらう。その作戦の成功率を高めると同時に、もう一つ、君達に頼みたいことがあるんだよ」

　デモンは不敵に笑い、懐から取り出した魔結晶をデンダルに渡した。

「これは、映像用の魔結晶ですか？」

「そこに君達に頼みたいことに関するある人物が映っている。見てくれたまえ」

　怪訝な顔をしつつ命令どおり魔結晶を壁に当てる。結晶が砕けスクリーンの投影と共に映像が始まった。

「これは、キラーアントでしょうか」

「そのとおり。かねてより実験していたグランドカイザータイプの合体実験の記録映像だ」

「おお、我らの身体を以前よりも遙かにパワーアップさせてくれた技術のひな形でしたな」

「そう。その応用で君は四天王の誰よりも強くできた。その君をして、もしかしたら倒せないかも知れない、ある男が映っている」

　映像に映っていたのはグランドカイザータイプの進化形、エボリューションエンプレスと戦っている男の姿だった。

　その立ち回りにデンダルはその細い眉をひそめる。

「これは、確かに勇者よりもやっかいかもしれませんな」

　頭の回るデンダルはそのやっかいさをいち早く理解した。そして自分にその男を倒してこいと言っているのだと理解する。

「かしこまりました。この男を葬ってくればよろしいのですね」

「そうだね。始めは生け捕りにして実験のサンプルにしようと考えたが、彼の成長速度は異常だ。このまま放置すれば我ら魔王軍にとって、ひいては魔王様にとっての大きな脅威となるだろう。今のうちに潰してしまわなければならないと思ったのだよ」

「この男はそれほどまでに危険なのですか？」

「ここだけ見ていると大したことに映らないかもしれない。しかし、彼の成長速度は常軌を逸する速さだ。もはや一日だって早い方がいい。君達を信用しないわけではないが、確実を期するために三機神も出動させるつもりだ」

「さ、三機神もですか!?　それほどまでに警戒なさるとは。分かりました。ハンニバルと共にすぐにドラムルーへと出発いたします。バハムートの追加出撃の許可をいただいても？」

「ああ、全艦持っていくといい。奴を確実に葬った後、ついでにドラムルーも滅ぼしてしまいなさい。実験材料の人間の雌も大量に手に入るし一石二鳥だろう」

「なるほど。分かりました。では準備が整い次第すぐに出立いたします」

「頼むよ。健闘を祈る」

　そう言って不気味に笑うデモンの顔を見たデンダルは背筋に冷や汗が流れた。

　これは絶対に失敗できない。

　気を引き締める思いで出発準備を始めるデンダルであった。




　◆第８４話　魔王軍襲来




　アロラーデル帝国軍が退いてから数日が経った。

　俺は王都郊外にある小高い丘のある草原地帯に来ていた。

　そよ風に揺らぐ草の匂いを嗅ぎながら俺はメイド達の入れてくれた紅茶を楽しんでいた。

　隣に座った美咲が風を心地よさそうに浴びながら俺に寄り添う。

「ねえ凍耶」

「ん、どうした美咲」

「ずっと、言いたかったことがあるの。わたし、謝りたかった。ずっと素直になれなくて。凍耶の優しさに気が付いていたはずなのに」

　唐突に話し始める美咲の言葉は一見脈絡がないように聞こえるが、俺には彼女の言いたいことがよく分かった。

「俺もだ。結局やり直そうって言い出せなくて。お前がもう俺になんか興味ないって思ったら、傷つくのが怖くて言えなかったんだ」

「そうなんだ。ほんと、お互い不器用だよね」

「ああ、そうだな」

　俺達は異世界で再会してからこっち、ゆっくり話す時間が取れなかった。

　静音が気を利かせてくれてみんなでピクニックに行こうと言い出し、マリアがお弁当を作ってソニエルが馬車を手配しここまで連れてきてくれたのだ。

　他のメイド達は向こうで楽しそうにおしゃべりに興じている。

　俺と美咲が二人になれるように気を利かせてくれたのだろう。

「なあ美咲」

「なに？」

「ありがとな。嬉しかった。お前と再会できて」

「凍耶」

「心残りだったんだ。お前に謝れなかったことが。特に未練のある人生ではなかったけど、それだけは唯一の心残りだった。…美咲」

「なに？」

「俺達、やり直さないか」

　美咲は俺の言葉を聞いて意地悪そうに笑いながら俺の顔をのぞき込む。

「それってあんたのハーレムに入れってこと？」

「ん、まあそういうことになるな」

「何よその殺し文句。ほんと、最低ね。女をバカにするにもほどがあるわよ」

　まあ、やっぱり無茶だよな。美咲は下を向いたまま顔を上げようとしない。その拳はギュッと握られて震えている。これは二、三発殴られることも覚悟しよう。死なないといいな。こいつ空手部だったし。

「でも、でもおかしいなぁ」

「ん？」

「なんでこんなに嬉しいんだろう。私もバカだ」

　ポロポロと涙を流して泣きながら笑う美咲。うれしさと悲しさがごちゃ混ぜになって頭が混乱しているのだろう。

「大事にしないと、殺すから」

「ああ、皆が俺を見限ったら殺せ。お前に殺されるなら本望だ」

「冗談よ。あの子達見てたら仲良くやっていけそうだし。ねえ知ってる？」

「何がだ？」

「あんたってさ。会社の中じゃ密かに人気あったんだよ」

「そうなのか？」

「そう。庶務課の小お此この木ぎ弥生やよいちゃん。営業課の森もり崎さき聖せい佳かちゃん。会計課の小おく此この木ぎ未み玖くさん。宣伝部の丹に羽わ三姉妹。玲れ奈なさん、紗さ菜なさん、花か菜なさん。秘書課の柚ゆず木き明あ日す奈なさん。みんな凍耶のこと密かに狙ってたんだって」

「衝撃の事実だ」

　俺は凡庸な人間だから美咲という彼女ができただけでも奇蹟だと思っていたのに。

「残念だねぇ。死んでなきゃ会社でハーレムでも作れたかもしれないのに」

「よしてくれ。そんなことになったら修羅場になるのは目に見えてるだろ」

　この異世界だからこそハーレムなんて非日常が成立するのだ。現代日本でハーレムなんて作れるわけもない。

「兄様ぁ、お昼ご飯の準備ができたのです。一緒に食べるのです」

「ああ、すぐ行くよ。美咲。いこうか」

「うん」

　美咲の手を取って皆のところへと向かった。俺の手を握る美咲はとても嬉しそうだ。

「良かったですわね。先輩」

　静音が拍手で出迎えてくれた。その顔はちょっと涙ぐんでいる。

「静音。あんたも」

「え？」

「凍耶のこと。好きなんでしょ？　だったら肉奴隷とかごまかさないで好きってちゃんと言いなさい」

「で、でも」

「ちゃんと言わないと今までの四年間が無駄になるよ。約束したでしょ。凍耶に会ったら素直に気持ちを伝えるって」

　静音はドギマギしながら黙り込む。

　もじもじと身体をくねらせ逡巡していたが、やがて言葉を紡ぎ出す。

「わたくし、幼い頃に会ったときから、あなたが好きでした。どうか、一緒に愛してください」

「ああ、いいよ。俺の女になれ」

「はい！　好きですお兄様」

　こうして俺のハーレムに異世界の勇者が加わることになった。

　静音に関しては俺の奴隷に加わることを望んだが、俺の気持ちの整理がまだつかなかったので契約はしていない。

「さあお兄様。晴れて恋人になったところでわたくしをお兄様の肉奴隷にしてくださいまし！」

「お前ブレないな！！」

「仕方ないから私も付き合ってあげる。さあ凍耶。あんたの愛している女の子はみんな奴隷なんでしょ。だったら私達も平等じゃないと許さないからね。早く契約しなさい」

「ああ、分かったよ」

　俺は二人に隷属魔法を施す。しかし、何故だか効果がすぐには反映されなかった。

「あれ？　隷属魔法が効きにくい？」

「そういえば私達がもらったチートスキルの中に隷属耐性があったわね」

「おそらくそれのせいで効果が及びにくいのでしょうか。わたくし達が受け入れているのでお兄様とのつながりをうっすらと感じますわ」

「時間をおけば正式に効果が現れるのかな。よし。それじゃあこれで二人は正式にみんなと同じ奴隷になった。さあ、屋敷に帰ろう」

　アイシス、二人に隷属魔法の効果が及んでないのは耐性スキルのせいなのか？

──『いいえ、厳密に言えばギフトの効果が上書きされるのに時間がかかっているものと思われます。神からもらえるギフトは本来は一人につき一つだけ。創造神の祝福は全ての権限に上回っていますが、それは神界のルールに定められていることなので、ギフトスキルの書き換えに時間がかかっているものと思われます』

　なるほどな。まあ、急ぐわけでもないからゆっくりでいいか。

　俺達は皆で楽しく食事を楽しんだ後、王都に戻り屋敷へと馬車を走らせていた。

　その時だった。




　轟音。




　東の方角。窓から外を見ると東門の方角から唐突に爆発音が鳴り響く。

──『警告します。巨大な敵性反応を突如感知。空間を割って大量の敵個体が王都に進撃している模様です』

　空間を割ってってどういうことだ？

──『空間の揺らぎを感知しました。おそらく転移魔法の類いで超空間をジャンプしてきたものと思われます』

　なんだそりゃ？

　見ると東の空からは、巨大な空を飛ぶ戦艦がゴウンゴウンと駆動音を立てて王都に向かっている。

　そしてその後ろから次々と空間にヒビが入り、その中からさらに巨大な戦艦が姿を現す。

　その数は見る限り二〇以上はある。下方に設置された大砲が火を噴き王都の外壁を破壊した。

「あ、あれは！！　魔王軍の空中戦艦」

　ソニエルが目を見開き叫んだ。魔王軍だって？

「あれは魔王軍なのか」

「はい。私の故郷、マーカフォック王国に突如として現れた巨大戦艦に間違いありません。こんなところに…くうう」

　ソニエルは突然サキュバスの姿に変わり飛んでいく。

「ソニエル！！」

　止める間もなくものすごいスピードで飛んでいくソニエル。

　こういうときにとっさに反応できないのが俺の弱みだろうか。

「いかんな。マリア。ソニエルは冷静さを失っている。俺が追いかけるから皆を連れて屋敷に戻れ」

「はっ」

「こんなところに魔王軍。静音。どうやら向こうも本腰入れてきたみたいね」

「ええ、これは引退だのと言っている場合ではありませんわ」

「まて、どこへ行くつもりだ」

「凍耶。悪いけど私達も魔王軍にはそれなりに因縁があるの」

「こればかりは放置するわけにはまいりませんわ。お兄様、帰ったらさっそく肉奴隷としてご奉仕いたしますわ」

　勇者二人は馬車を飛び出し武器を構えて魔王軍のいる方角へと走っていった。




　◆第８５話　罠に嵌まった王都




「さあ、皆聴け」

　巨大な空中戦艦の司令室。四天王の一人豪腕のゴーザットは愉悦に歪んだ顔で低く笑う。

「さて、戦艦の超空間ジャンプのエネルギーチャージで数日待たされたがいよいよ楽しい狩りの時間だ」

　部下達が歓声を上げる。ゴーザットの軍はオークやゴブリン、オーガ、トロルなど、直接戦闘、中でも攻撃力に優れた種族で構成されている。

　なにより特徴的なのは全員が性欲旺盛であり、女を犯すことだけが楽しみの非道の軍団であった。

　皆が既にこの後に始まるであろう陵辱の宴を今か今かと待ち焦がれていた。

「ゴーザット様、面白いものを見つけました」

「どうした？」

　ゴーザットの元へ映像魔結晶を持ってきたのは魔王軍九武将の一人、カマンバである。残虐非道なオークで女を犯すことを何よりの喜びとする卑劣漢である。

　カマンバの持ってきた結晶をのぞき込むとゴーザットはイヤらしい笑いを浮かべて椅子を叩く。

「くっくっく。まさかマーカフォックの宝石姫にここで会えるとは」

　映像に映し出されたのは槍を振り回し降り立った軍団を次々に屠るソニエルの姿だった。

　四年前、マーカフォック王国を滅ぼしたのはゴーザットの軍である。

　つまりゴーザットはソニエルにとって父や母。弟。そして国の民全ての仇なのである。

　冷静さを失うのは無理からぬ話であった。

「丁度良い。新しい肉奴隷が欲しかったところだ。勇者二人のついでにあいつも生け捕りにしてやろう」




　◆　◆　◆




「なんだあれは!?　状況を報告しろ！」

　魔王軍の空中艦隊は人間達を不意打ちするため、通常飛行ではなくわざわざ超空間エネルギーをチャージしての転移を行った。

　その効果はてきめんであり、人間達は慌てふためきまともな対処ができずにいた。

　突如として現れた巨大戦艦を前に浮き足立つドラムルー軍をジークムンクが一喝しまとめ上げる。しかしアロラーデルとの戦闘で、ただでさえ疲弊している兵達は完全に戦意を失っていた。

「報告します。空から突如現れた巨大戦艦から魔王軍と思わしき魔物達が次々と降下。王都の住民を攻撃しています。王都東の城壁が破壊され地上部隊は全滅寸前で機能停止しています」

「おのれ。このままでは。敵の数は？」

「分かりません。目視できるだけで既に数千いると思われます。しかもＡ級、Ｓ級の魔物も多数混じっている模様。このままでは」

「くそ。覚悟を決めねばならんか。女王陛下を安全な場所へ。万が一の場合は王都から脱出する。急ぎお支度いただくよう進言せよ」

「はっ！」

　一礼をした兵士が司令室から出ていく。

「我が輩の最も当たってほしくない予感が当たってしまったか。まさかアロラーデルとの戦いで消耗しきっているこのタイミングをつかれるとは。もしや謀ってのことか。だとしたらアロラーデル帝国と魔王軍がつながっている？」

　ジークムンクの推理は当たっていた。まだ外に漏れていないが、既にアロラーデル帝国は魔王軍に掌握されゴドマンが皇帝を唆しドラムルー進軍を提言したのだ。
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「これで良かったのか。あの国はもう利用価値がないということだな」

　アロラーデル帝国の帝都にある宮殿の一室で、ゴドマンは酒を飲みながら椅子に座って魔族の女に話しかけた。

「そうよ。後はドラムルー王都の女を攫って魔王宮殿へ移送するだけの簡単なお仕事よ」

「以前から聞きたかったのだが、お前達は人間の女を攫って何をしているのだ。ただ犯すためだけにしては数が多すぎる」

「……そうね。強いて言えば、生け贄よ」

「い、生け贄だと？　なんのだ」

「あなたは知る必要ないことよ。それより、この帝都もいずれ同じことになるのだから早く国を発展させて豊かにしてあげてよ」

　魔族の女は不機嫌そうに言い放つ。

　ゴドマンはもう後戻りできないところまで来てしまったと自らの運命を呪った。

　（こうなれば毒を食らわば皿まで。とことんこの女についていくしかあるまい）

「そうだ。ドラムルーが滅んでいく様を一緒に見てみましょうよ」

　女はおもむろに魔結晶を取り出し壁に向かって投げつける。形を変えた結晶が壁に張り付き映像を映し出した。

　映っていたのはゴドマンもかつて住んでいたドラムルー王都の一角であった。

　捨てたとは言え故郷が蹂躙されていく様を見せつけられるのは、如何に非道なゴドマンでもあまり良い気分ではなかった。

「あ、あれは…」

　映し出された映像には見覚えのある人物が武器を振るって魔物を倒している姿があった。

「あら？　あの子、あなたがご執心だったソニエルだっけ？　頑張るわねぇ」

　かつて手に入れようとしていた女。烈殺のソニエルが魔王軍相手に一人奮闘していた。

　ゴドマンは徐々に疲弊し追い込まれていくソニエルの姿を見ていつの間にか勃起していた。

　（く、くく、あの女を直接犯せないのは残念だが、今更良いだろう。どうせあの女はここで死ぬのだ。ならば最後に奴が惨殺されるかオークどもに犯されるのを見物させてもらうとしようではないか）

　歪めた口元から笑いが漏れ出て思わず口元を押さえた。

　その様子を冷めた様子で魔族の女は見据えていた。

　（ふん。デモンの奴。どういうつもりかしら。ドラムルーを滅ぼすからアロラーデル帝国軍を当ててすぐに引かせろだなんて。そんなことをしなくたって私ならうまくやれるのに。相変わらず気にくわないやり口だ。女をなんだと思っている。魔王様のためでなかったら私がお前達を殺しているところだ）

　映像を見ながら不機嫌に眉をひそめ、魔族の女はデモンに悪態をついた。




　◆第８６話　マーカフォックの宝石姫




「はぁあああ五月雨十字！！！」

　高速に回転する槍の切っ先が魔物達を肉塊へと変えていく。ソニエルの攻撃によってゴーザット率いるオーク軍団は次々に屠られていく。

「ぐあああ」

「ぐひぇえ」

「つ、強すぎる。何者なんだこいつは」

「邪魔だぁあああああ！！」

　激昂するソニエルが咆吼とともに槍を薙いだ。

　閃光が刃となって大地を斬り裂いた。既にソニエルが殺した魔王軍兵士の数は数百に上っている。

　凍耶とのパワーレベリングによって更に地力を上げたソニエルにとって、Ｓ級に匹敵する魔王軍の幹部などものの数ではなかった。

　そこには既に魔王軍九武将のうち四人までもが無残な肉塊に変えられている。

「ハァハァ……どこだ。ゴーザットはどこにいる！！」

　かつて王都に攻め入って来た敵のボス。それが豪腕のゴーザットと知ったのは最近だが、上空に浮かぶ船には見覚えがあった。否、一日たりとも忘れたことはなかった。

　特徴的な紋章を旗に掲げている魔王軍の船はかつてソニエルの故郷を蹂躙した旗艦である。忘れようもなかった。

　あの中に皆の仇がいる。

　しかしサキュバス族の飛行能力ではあそこまで飛ぶことはできない。

「ひ、ひぃい、ダメだ、強すぎる。逃げろ」

　恐れをなしたゴーザットの部下達は一目散に逃げ出した。しかしその歩みはすぐに止まることになる。

　逃げ出した部下達は首をはねられてその場に倒れ伏した。

　何事かとソニエルが見やると、そこには巨大な豚。いや、オークが降り立つ。

　それはソニエルにとって忘れることができない男の顔であった。

「お前は…ゴーザット！!?」

「そのとおりよ。久しぶりだな。マーカフォックの姫。あのなにもできなかった小娘がよくここまで強くなったものだ」

　ソニエルはすぐにでも飛びかかろうとしたが、それができなかった。相手から感じる凄まじいプレッシャーに身体が警鐘をならし踏みとどまったのだ。

　如何に冷静さを失っていたとはいえ一流の冒険者。危険に対するアンテナは人一倍敏感であった。

「ほう、俺の強さを感じ取ったか。良かったな。飛び込んできたなら既にお前は真っ二つだった。いや、お前は連れ帰って俺の肉奴隷にするつもりだからな。殺しはしない」

「戯れ言を。家族と民達の仇をとらせてもらう。はぁああ」

　神槍シャンバラの一撃が光を纏って突き出される。だがゴーザットはよけるどころかそれを素手でつかみ取りソニエルを引き寄せた。

「あぐっ」

「ぐふふふ。なかなかの一撃だったが踏み込みが甘いな。この俺もあの頃に比べて遙かにパワーアップしている。以前の俺なら今の一撃で倒せていただろうに。残念だったな」

　ゴーザットの言葉に悔しそうに歯噛みする。

　侮辱に満ちた目と言葉を浴びせられたソニエルは締め上げられた腕の痛みにうめき声をあげた。

「ひぐぅう」

「ぐふふ。やはりイイ声でなく。お前を貫いたらどんな声で啼いてくれるのか楽しみだ」

　ゴーザットはソニエルを好色そうな眼付で舐めまわすように眺めた。

　自分に向けられた性的な視線に生理的嫌悪感を抱いた彼女は必死に抵抗を試みる。

「ほら、こっちを向け。折角だから俺のベッドで調教してやる。その前にお前に隷属魔法を掛けてやろう」

　ゴーザットの目に怪しい光が灯る。ソニエルの瞳に邪悪なエネルギーが入り込んでいく。

　しかしその光が全身を支配する前に別の蒼白い光が包み込み赤い光を弾き飛ばす。

「むっ。なんだ。隷属魔法を弾いただと？」

「こ、この身は全て我が主に、否、身も心も純潔も我が主人に捧げた。貴様、ごときに支配されるものか」

　ゴーザットが驚いた一瞬でソニエルが隙を突いて離れた。

　しかし雑魚との戦闘で消耗してしまい十全に力が発揮できないソニエルは自らのうかつさを呪った。

　万全の状態ならもっとできることは多かったのに。

「まあいい。隷属魔法が効かないなら、逆らえなくなるまで犯してやるだけだ」

　ゴーザットが再びソニエルに襲いかかった。




　◆　◆　◆




　飛び出していったソニエルを追いかけたが街には既に魔物が入り込んでいた。奴らは女に対しては誘拐を目的とし、男は惨殺という笑えないやり方で住民に襲いかかる。

　それを見過ごすことはできずに、襲い来る魔王軍の兵や獣型の魔物を斬り裂き、住民を助けながら進んでいるためなかなかソニエルのところまで辿りつけないでいた。

　面倒くせぇな。マルチロックバーストで一気に殲滅してやるか。

　俺がそう思って魔法を発動しようとしたとき、横から風のように走り抜ける影があった。

「うにゃぁあああ、撃岩連打拳なのですぅうう」

　ミシャの拳が風圧となり複数の魔物をべこべこに変形させ血しぶきを上げた。

「二刀流舞八連！！！」

「サンダースピア×３０」

　そして飛翔する刃が嵐となって斬り裂き周りにいる魔物一帯がさらに電撃の槍に貫かれる。

「ミシャ、ティナ、ルーシア」

「兄様、ここは任せてソニエル様の元に行ってほしいのです」

「ん、任せる」

「お兄ちゃん、ソニエルをお願い」

「よし、任せたぞ」

　雑魚どもを三人に任せ俺はソニエルの方へと走り出した。

──『凍耶様、ソニエルの生命数値が４０％を切りました。敵の幹部と交戦中の模様』

　マズいな。急ごう。

　ソニエルの元へと急ぎ走った。




　◆第８７話　かつてない恐怖




「はぁあああああ大っ旋っ風」

「エクスプロードッ」

　爆炎が竜巻となって魔物を巻き込む。二人の連携技が次々と魔王軍を撃滅していった。

　二人の勇者によって万に迫る数だった魔王軍は既に半数を切っていた。

　正に一騎当千の強さを誇る勇者の強さは雑魚の魔物など一匹も寄せ付けることはなかった。

　しかし勇者といえど消耗はする。自動回復のスキルがあるとはいえ、こうも連闘を強いられると回復アイテムを用いても追いつかなかった。

「全くなんて数よ。倒しても倒してもキリがないわ」

「弱音を吐いている場合ではありませんわ。敵は待ってくれません」

「分かってるっての！！」

　文句を言いながらも美咲は手を止めない。空と地上から次々に湧いてくる魔物達を広域攻撃で屠っていく。

　しかし倒しても倒しても湧いてくる魔物の連続に次第に押され始めていった。

　だが勇者の底力だろう。奮起した二人のおかげで敵の勢いは徐々に弱くなっていく。

「敵の勢いが弱り始めましたわ。もう少しです」

「ええ、このまま押し切るわよ。うりゃぁあああ」

　二人は勢いに乗せて敵を葬っていった。




　◆　◆　◆




　王都を襲っている各方面の戦況を見ている男がいた。

　バックアップとして控えている四天王の一人。疾風のガマゲールマであった。

　雑魚との戦闘で疲弊した勇者をまとめて生け捕りにするため、ガマゲールマは二人が消耗しきるのを虎視眈々と眺めていた。

「ふん、ゴーザットめ。狩りに夢中になって戦局が見えておらんな。我が輩がついてきて正解だったのである。勇者二人はもう少しで消耗しきるといったところか。マーカフォックの姫がいたのは意外だったが、やつがそっちに夢中になったおかげで我が輩が勇者を捕らえる手柄をいただけそうなのである。僥倖である」

　脂のたっぷり詰まった腹を揺らして愉快そうに笑うガマゲールマは、美少女勇者を犯す未来を想像して股間を熱くした。




　◆　◆　◆




「かふっ……ぐ」

「ぐふふふふ、よく頑張ったがここが限界のようだな」

　ソニエルは力つきて手に持った神槍シャンバラを地面に落とす。

　屈辱に喘ぎながらも闘志を失っていないソニエルの顔を見たゴーザットは興奮したように股間を熱くする。

「部屋に持って帰ってからにするつもりだったが気が変わった。この場でお前をいただくとしよう。母親と同じように泣き叫んでくれよ。その悲鳴を聞くのが何より好きなのだ」

　その言葉を聞いた瞬間ソニエルが暴れ出す。

「うぐっ、がぁあああああ」

「う、ちぃ」

　腕を噛まれて痛みに思わずソニエルをつかんだ手を離す。

「ハァ、ハァ、お母様の、お母様の尊厳を踏みにじった貴様を、絶対に許すことはできない」

「ふん、まだそんな元気が残っていたとはな。どうやらぬるいやり方ではダメのようだな。まずは手足をちぎる。その後つるし上げて死ぬまで犯してやろう。ぐふふふ。さあ、まずはそのうっとうしい四肢からもいでやるぞ」

　ゴーザットはソニエルをすぐさま捕まえ持ち上げて腰に差した大剣を引き抜いた。つかんだソニエルの肩の付け根に刃をあてがい思い切り引き抜いた。




　ゴトン




　音を立ててソニエルの腕が地面に……落ちてはいなかった。

「うぎゃああああああ、腕、腕がぁああああ」

　大剣を持ったゴーザットの巨腕が肩から切り落とされ地面に転がった。

　思わずつかんでいたソニエルを離してしまう。ずっぱりと切り落とされた自らの肩を押さえ苦しみにもだえる。

「だ、誰だぁ！！　こんな大それたことをしたのは！!?」

　ゴーザットが叫ぶ。そこに立っていたのは一人の人間の男だった。

「大それた？　別に大したことではないだろう。ゲス野郎の腕の一つ切り落として何が悪いんだよ」

　静かにたたずむ人間の男の放つ怒気にゴーザットはすくみ上がる。

　こんな恐怖を感じたことは一度としてなかった。

　目の前には小さな優男一人。しかしその男から放たれる凄まじい闘気はおよそ人間のそれではなかった。

「ソニエル。大丈夫か」

「ご、ご主人、様、申し訳、ありません」

「待ってろ。キュアリカバリー」

　柔らかい暖かな光がソニエルを包み込む。信じられない光景にゴーザットは驚愕する。

　満身創痍だったソニエルがみるみるうちに元の美しい姿に再生していく。

　回復魔法というのは普通このような使い勝手の良いものではなかった。

　体力か傷口、熟練の回復魔法の使い手であってもどちらか一方しか一気には回復できない。両方やろうとすると必ずスピードは落ちるのが通常であった。

　しかし目の前の男が使う回復魔法はソニエルの体力も傷口も同時に、しかも一瞬で元に戻していった。

　その証拠に立つことすらできなかったソニエルが、あっと言う間にスックと立ち上がれるまでになっている。

「ありがとうございます。ご主人様」

「き、貴様、何者だ。なんだその力は…」

　ゴーザットはサーチアイを発動した。

　その数値は７０００。だがこの男から放たれる威圧感はそんな数値では絶対に説明がつかなかった。何よりゴーザットの防御力は２００００以上。７０００程度の力に切り落とされるなどあり得ない。総合戦闘力が７０００ということは、攻撃力はせいぜい良くて１０００程度のはずなのだ。

　見たことのない形状の武器のおかげかとも思ったが、あんな細い刃がそこまでの業物には見えなかった。

　ゴーザットの額から益々汗が流れた。




　◆第８８話　超魔封印




　危なかったな。もう少しでソニエルの腕が切り落とされるところだった。

　目の前のでっかい豚がソニエルをつかんで大剣を振り上げたので、とっさに空を振るい奴の腕を切り落とした。

「大丈夫かソニエル」

「はい。申し訳ありませんでした。頭に血が上ってしまい」

「気にするな。家族の仇が現れたんだ。冷静でいる方が難しいさ。あれが両親の仇なのか？」

「はい。間違いありません。リルルさんの言っていた豪腕のゴーザットです」

「お、おのれぇ、貴様何者だ」

「うるせぇな。ちょっと黙っててくれる？　今ソニエルと話しているんだ」

「な、なんだと!?　俺を無視するな！！　貴様ふざけているのか！！」

　まったくうるせぇな。アイシス、ちょっと音を遮断しててくれ。

──『了解。ゴーザット周辺に防音結界を張ります』

　アイシスが答えると同時にゴーザットの声が聞こえなくなり口がパクパクと動いている。

　何か叫んでいるようだが音が遮断されているためこちらには全く聞こえない。これで心置きなく話ができる。

「ソニエル。あいつは親の仇。お前自身の力で倒したいだろう。だがちょっと難しいな。戦力差が不利すぎる」

　実際ソニエルとゴーザットには圧倒的な開きがある。




──ソニエル　ＬＶ１２０　１８００００

──ゴーザット　ＬＶ２００　４０００００




　ものすごく数値が高いな。今までの敵で最高の数値だ。こんなのと戦ってよく生きていられたものだ。相手が遊んでいたのが幸いだったと言うべきか。

　それに、種族がエボリューションエンペラーオークって名前だ。エボリューションエンペラーってことはエボリューションエンプレスみたいにグランドカイザータイプから進化したってことなのか。

　わけが分からんがとにかくソニエルでは荷が重すぎるな。

　だが、ソニエルの気持ちを思うと俺が倒してしまっていいのかと思いとどまってしまう。

　俺も手伝ってとどめを刺させてやるのがベターだろうけど、できるだけソニエルの意思を汲んでやりたかった。

「ソニエル、いかんせん敵との戦力差がありすぎる。二人でやるぞ」

「……それは」

　ソニエルは逡巡しているようだった。

　やはり、あれを使うべきなのか。

　ソニエルと初めてエッチした時に淫魔支配のスキルを手に入れた。その時に少しだけソニエルのステータスを覗いたことがあったのだ。

　そしてソニエルをインテリジェントサーチすると気になる項目が見えるようになっていた。




──ソニエル　人族（隠蔽　サキュバス族）　状態　超魔封印




──『超魔封印とは制御不能な強すぎる力を封じ込める魔法です。開放されると力が暴走を起こし圧倒的な力を得る代わりに強い破壊衝動に襲われ闘争心の塊に変貌するでしょう』

　と言うのがアイシスの解説による超魔封印の詳細だ。

「なあソニエル。お前のステータスに超魔封印っていうのがあるんだが、身に覚えはあるか？」

「!?　ご主人様は何でもお見通しなのですね。はい。私の強い破壊衝動を封じ込める封印です」

「俺はお前の敵討ちの気持ちを汲んでやりたいと思っている。俺の淫魔支配のスキルを使えばその封印を解くことができるがどうする」

　ソニエルの身体が細かく震える。それほど恐ろしい力なのだろうか…。

「小さい頃の私では制御が不可能でした。でも、今の私ならある程度理性は保てるでしょう。しかし、強い破壊衝動でおそらく品性は失われます。みっともない姿に幻滅されるかもしれません」

「いいさ。やって見ろよ。俺が、ちょっと性格が変わるくらいで女を見捨てる小さい男に見えるか？　暴走しちまったら俺が止めてやるさ」

　器の大きさに自信などなかったが、自分の女を安心させるためにはったりくらい噛ませないでハーレムの主など務まらないだろう。

　俺は堂々と胸を張りソニエルの肩を叩いた。

　ソニエルはクスリと笑い、安心したように俺の頬にキスをする。

「ありがとうございます。愛していますご主人様」

　くるりときびすを返しゴーザットに向き直る。

　放置していたゴーザットはなぜだかジタバタとその場で転がりながらもだえている。見えない壁に閉じ込められているのか何もないところに頭を打ち付けていた。

　何やってるんだあれ。

──『ぎゃーぎゃー騒ぐので防音と一緒に空気を遮断して真空状態にしてあります』

　死んじゃう死んじゃう。すぐといてアイシスさん。ソニエルにやらせてやれって。

──『了解。遮断を解除しました』

「ぶはぁあああ、はあはあはあ、な、なんだったのだ今のは。死ぬかと思ったぞ」

　ゴーザットはいつの間にか血が止まった腕を押さえながらゆっくりと立ち上がる。

「おのれぇ、この俺をコケにしおって。貴様ら絶対に許さんぞ」

「それはこちらの台詞です。さあ、決着をつけましょう」

　ソニエルは神槍シャンバラを拾い腰だめに構える。

「大丈夫。今の私ならできる」

「ではいくぞ。超魔封印、解放」

　俺はスキルを操りソニエルのステータスから超魔封印の封印を解いた。

「ぐぅ、うううううう」

　それを合図にソニエルの髪の毛が徐々にクリアブルーからショッキングピンクへと変化していく。

　うなるように震え、コウモリ型の羽根が背中から徐々に広がりスカート下から尻尾が生える。

「ぐ…ああああああ！！！！！」

　ソニエルの叫びが響き渡った。

　そして全身から凄まじい嵐のような闘気の渦が発生する。

「く……くはははははっははははははっははははっははは、あーはははっははっはははっはあっははは」

　やがてそれが収まったかと思うと急に狂ったように笑い出すソニエル。

「さあ、始めましょうかッ！！　私を感じさせてよ、ゴーザットぉおおおおおお」

　叫ぶと同時にソニエルが飛び出す。俺の目ですら霞んで見えるほどの凄まじい突進だった。

　真っ直ぐ突き出した槍の先端がゴーザットの心臓めがけて突き進む。

　ゴーザットがとっさに身をよじって直撃を避けるが、凄まじい速度で突き出される切っ先をよけきれずに肩を貫く。

「ぐうううう」

「まだまだまだぁあああ、たぁあありなぁあいいいいいい」

　絶叫しながら槍を振り回すソニエル。そこにはいつもの流麗な槍術は微塵も姿はなく、ただ、荒々しく力任せに振り回しているだけだ。だが身体に染みついた槍捌きは相手にダメージを与えるやり方で、確実にゴーザットの体力を削っていた。

「うぐぐぐ、ぐわあああ」

　やがて防御力を突破しきったのかゴーザットの体勢が崩れる。ソニエルは槍を地面に突き立ててポールを軸に回転蹴りをぶちかました。

　吹き飛んだゴーザットの巨体が土煙を上げながら転がっていく。

　飛び上がったソニエルが槍を高速に回転させる。

　そして羽根を広げて逆手持ちに握り絞めた槍を真下に突き出しながら急降下する。

「極限スキル！！！　天魔、流星槍ぉおおおお」

　ソニエル必殺の一撃がゴーザットめがけて放たれる。その名のとおり流星のように光の帯を纏いながらゴーザットめがけて落下していった。

　その先端は真っ直ぐに…

「うぎゃあああああああああああ、ああああ、ああ、ああああ」

　ゴーザットの股間を貫いたのだった。

「このぉ、この腐れチ○ポでお母様を犯していたわねっ！！　泣き叫ぶお母様をあざ笑いながら、私の目の前で。この、このお母様の尊厳を踏みにじった汚物を、浄化してあげるわぁ」

　突き抜いた股間を槍の竿部分を持ってぐりぐりとねじり廻す。

　見ている俺もちょっと痛くなってしまうくらいエグい攻撃だ。ソニエルの怒りが俺の中に伝わってくる。

　怒りと悲しみ。どれだけの絶望を味わってきたのだろう。

「ああ、いいわ。もっと叫んでぇ、私を感じさせて！！　絶望と恐怖に引きつったその顔でぇええええええ」

　いつしか愉悦にゆがんだソニエルの横顔は悪鬼羅刹のそれになっている。だが心の中でソニエルは慟哭している。その証拠に愉悦に歪む笑顔でありながら涙を流して悲痛な叫びをあげているではないか。

　制御が効かないってのはほんとなんだな。ゴーザットは既に泡を吹いて気を失い掛けていた。時々呻くような声をあげてビクンビクンと痙攣している。

　サーチすると生命数値は１０％を切っている。勝負あったな。

「はぁはぁはぁ……」

「ソニエル、もういい。これ以上傷つくな」

「ご主人様……」

　俺は超魔封印を再び施した。

　ソニエルは力が抜けきったようにピンクの髪の毛が元のクリアブルーに戻っていく。

「さあ、家族の仇を、ソニエルとして討ってやれ」

「はい。マーカフォック王国第一王女、ソニエル＝ラナ＝マーカフォック。お父様の、お母様の、お兄様のそして弟の仇を、今こそ討つ！」

　ソニエルは意を決したように引き抜いた槍をゴーザットの心臓へ突き刺した。

「ぐぶっ……」

　白目を剥いて最後にビクンと痙攣するゴーザット。やがて何かを呟こうとするが、それは言葉にならず、やがて動かなくなる。

「勝っ……た」

「ああ、おめでとう。仇討ち成功だ」

「はい…はい…」

　ソニエルは俺の胸で泣きじゃくった。今までの抑え込んでいた感情を一気に爆発させるように。

　ソニエルを抱きしめて頭を撫でる。

　しばらくすると糸の切れた人形のように力つき気を失った。




　◆第８９話　嫌な予感




「主ーっ」

「主様ーー」

「お？」

　声のする方を見るとリルルがアリエルと共にこちらに向かって飛んでくるのが見える。

「主様、大丈夫!?」

「ああ。俺は平気だ。それよりソニエルの消耗が激しい。回復魔法はかけたから精神的な疲労だろう。屋敷に連れていってやってくれ」

「うん。じゃあアリエルがいくね」

「ああ、頼んだぞ」

　悠久の翼によって天使族に変身しているアリエルが、ソニエルを抱えて飛び上がり屋敷の方角へと飛行していった。どうでも良いがミニスカートで空を飛ぶからパンツが丸見えである。今日はブルーのレースか。

　指摘するとソニエルを落っことしそうなので黙っておくことにした。

「ところでむっつり主」

「なんだその失礼な呼び名は」

「アリエルちゃんのパンツ見ながらニヤニヤしてるからに決まってんじゃん」

「失敬な。微笑ましく眺めていただけだ」

「綺麗に言ってもやってることはエロ親父だからね。そんなことより、魔王軍はまだまだいるよ。兵士達はもう限界だし冒険者達も疲労が激しい。あれって四天王の旗艦だよ。と言うことは四天王がいるってことだから」

「四天王ってこいつのことだろ？」

　俺は既に事切れたゴーザットの死体を指さした。

「うわっ！！　こいつゴーザットじゃん。そっか、ソニエルちゃん、仇討ったんだね」

「ああ、見事な仇討ちだった」

「だとしたら変だな。指揮官を失ったんだから撤退を始めても良いはずなのに」

「まだ知らないんじゃないのか？」

「それはないよ。魔王軍は戦艦の中から魔結晶で常に戦局を見ながら指示を出しているんだ。指揮官である四天王がやられたなんて知ったら真っ先に撤退を始めるハズなのに。まさか、四天王クラスがまだいるってことなんじゃ」

　リルルの推理を肯定するように周りにうじゃうじゃと魔王軍の兵士が集まり始める。ゴーザットの死体など目もくれず、こちらに向かって襲いかかってきた。

「ふんっ」

　俺は空の刀身を伸ばし横に薙いだ。

「これは、リルルの推測が当たってるかもな。一度収まりかけた敵の勢いが再び強まってきた」

「うん。この編成は疾風のガマゲールマの軍だ。奴ら四天王を二部隊で編成してたみたいだね」

「強いのか？」

「ゴーザットと比べると若干弱いよ。でもゴーザットが直進タイプならあいつは搦め手タイプ。卑怯な手も平気で使う狡猾な奴だよ」

「なるほど。ある意味こいつよりもやっかいな相手か」

「そうだ！！　さっきあっちの方で勇者の人二人が戦ってたよ。多分このままだと徐々に押し切られちゃう。ここは受け持つから早くいってあげて」

「！！　分かった。頼む」

「よーし、道を空けてもらうよ。聖天魔法、炎帝の抱擁！！」

　リルルの前方に帯状の炎が広がり敵を焼き尽くす。

　俺はリルルの切り開いた道を真っ直ぐ進み美咲達の元へと急いだ。




　◆第９０話　四天王と三機神




　アイシス、二人の戦局はどんな感じだ？　すぐにでもヤバそうか？

──『いえ、さすがは勇者と言うべきか、むしろ徐々に優性になりつつあります。このままいけば魔物達を退けるだけなら問題無いでしょう』

　だったら戦局を見守りつつ王都全域に広がる魔物どもをなんとかしてからの方がいいだろうか。

──『しかし勇者二人に強力な敵性反応が近づきつつあります。数値的に消耗した二人には厳しい相手と思われます』

　うむむ、そうか。なら勇者二人に向かうとしよう。街の住民には悪いが、俺にとってあの二人の方が優先度が高い。

　二人の安全を確保しつつ、その後でマルチロックバーストで殲滅してやろう。

　考えてみればあんな大集団が現れた時点で一気に殲滅するべきだった。ソニエルや美咲達が飛び出して少なからずうろたえていたらしい。

　俺は自分の判断の甘さに舌打ちする。

──『凍耶様、磁場の乱れを感知しました。強力な敵性反応を含んだ戦艦クラスの機体がさらに数百この場に転移してくる模様です』

　なんだって!?　一体どうなってる。なんだってこの王都だけにそんなに集まってくるんだよ。

──『理由は不明ですが、これを放置すればさらに多くの犠牲が出ることは間違いありません。先に敵の殲滅を進言します』

　仕方ない。手っ取り早く終わらせるか。

「マルチロック……」

　俺がスキルを発動させようとしたその時、炎の塊が俺の元に飛んでくるのが見えとっさに躱す。

　爆発する炎と反対を見やると針金のように細い男が翼で空を飛びながらこちらに手の平を向けていた。

　地上に降り立ち不気味な笑顔を向けながらこちらを窺っている。

「なんだお前？」

「これは失敬。私、魔王軍四天王が末席。デンダルと言います」

　自己紹介する悪魔の傍らにもう一つの影が見えた。

　暗黒色の鎧に身を包んだ不気味な男だった。いや、男か女かも分からないがあんな巨体で鎧姿で動き回っているのであれば男かもしれない。

「こちらは同じく四天王の鉄壁のハンニバル。無口な男故代弁をお許しください」

「まあいいけど。急いでるから早く終わらせようか」

「はっはっは。これは愉快。四天王二人を前にしてその余裕。よほどの大物か大うつけのどちらかでしょうね。どれどれ。ほう、総合戦闘力１８００００ですか。なかなかやりますね。かつての我々であれば恐怖で足がすくんでいたでしょう。どうやって人間の身でその実力を身につけたかは分かりませんが、生憎とタイミングが悪かったとしか言えないですね。魔王様のお力で以前よりも遙かにパワーアップした我々の前には、その力はなんの役にも立たばわわわわわ！！！！」

　出てきて早々勝手にしゃべりまくるので俺はデンダルとやらにファイアバレットを放つ。

　細い身体を器用にくねらせてよけるので後ろの鎧の男にあたってしまった。

「ひ、人がしゃべっている最中に攻撃をするとは！　戦いの矜持というものを知らないのですか!?　戦闘前の会話は闘争の美学でしょうに」

「知らんがな。時間ないって言ったべ」

　不意打ちしてきたくせにいきなり美学がどうのとか言われても、俺にはさっぱり理解できないしトコトンどうでも良い話題だった。

「おのれ、悪魔の美学が理解できないとは所詮人間ということですか。イイでしょう。私の戦闘力は、５３００００です。ですが勿論フルパ…」

「言わせるかぁあああああ」

　帝王の名言をナチュラルにパクろうとするトーテムポール男に空の一撃をたたき込む。

　これまた器用によけられてしまった。イラつくなこいつ。

「あ、危ないですね。私の戦闘力の数値を聞いて恐れおののきましたか」

「そんなに戦闘力自慢したいなら俺のを見てから言うんだな」

「それはさきほど……え？」

　俺は隠蔽を解いて真の数値を見せた。

　目を見開いたデンダルはみるみるうちに顔を青ざめていく。

「は？　え？　は？　こ、これはなんの冗談ですか。え？　え？」

　デンダルは自分のサーチアイで映った数値を見て我が目を疑った。魔法である以上アイテムなどと違い見間違うことはない。

　奴の数値は間違いなく１８００００程度だったはず。それが今はどうだろう。




──ＬＶ７００　総合戦闘力　２４５０００００




　まずレベル７００というのがあり得ない。最上級悪魔ですら２５０が限界だと言うのに、人間という種族で勇者でもない奴が。

　それにしたって高すぎである。一〇〇〇年前の伝説の勇者ですらそのレベルは４００くらいであったと言われている。

　そしてさらにあり得ないのはその数値だ。総合戦闘力が１００万を超えることすら滅多にないこの世界で、この数値は正に異次元の化け物と言うほかはなかった。

「さあ、遊びは終わりだ。時間がないからさっさと終わらせるぞ」

　俺は力を全開にしてまずトーテムポール男を空で斬り裂く。今度は全力の速度で放ったので奴は反応しきれずに真っ二つになった。

「バ、バカ…な」

　どうやら耐久力はそれほどでもなかったらしく、そのまま生命数値は０になり死体となってストレージに収納された。

「よし、もう一人」

　トーテムポール男に隠れるようにしていた鎧の男がいたのを思い出し辺りを見回す。

　だが辺りを見回しても鎧の男はどこにも姿はなかった。

「逃げたか」

　一体いつの間にいなくなったのか。気配を消して逃げるのが上手かったのだろうな。

──『いえ、鉄壁のハンニバルは最初に凍耶様の放ったファイアバレットで死亡し、既にストレージに入っています』

　ありゃ？　あれで死んじゃってたのか。声すら聞けなかったな。

　さて、それじゃあ美咲達の元へと急ぐとしよう。

　アイシス、二人の様子はどうだ？

　俺がアイシスに話しかけると同時に不気味な影が突然地面から立ち上る煙のように形をなしていく。

　今度はなんだ？　もう魔王軍はお腹いっぱいなんだが。

　現れた影はやがて人の形になる。

　三人の人の形をなした煙はやがて機械仕掛けの身体を持つ三人の男になっていった。

「四天王を」

「退けるとは」

「見事なり」

　一人一言ずつという奇妙な喋り方をする三人のそっくりさんだった。

　坊主頭に細いマッチョ。背は異様に高く口には暴走族がつけるようなマスクをしている。あれだ、「貴様らに名乗る名前はない！（シャキン）」ってなりそうなあれの形に似ている。

「今度は」

「我らが」

「お相手しよう」

　聞いている方が面倒くさくなるような喋り方だな。時間がないから早めに終わらせたい。

「我ら魔王様直属の配下」

「装甲魔神の異名をもつ」

「魔王軍三機神なり」

　どうやらこいつら四天王よりも上の三機神みたいだな。そんなのまで出てくるとはほんとに一体どうなっているのか。

「我が名はザンマ」

「同じく、ズンマ」

「同じく、ゾンｍばふっ！!?」

　なんか勝手に名乗り始めたので、とりあえず黄色いマントを羽織った禿げに向かってファイアバレットをたたき込む。

「ありゃ？　結構頑丈でやんの」

「き、貴様、名乗り終わってないのに攻撃するとは！　戦いの矜持をシランのか！！？」

「だから知らんがな。どいつもこいつも勝手に矜持なんてもの押しつけないでくれよ」

　魔王軍ってのはこんなのばっかなのかね。

──『凍耶様、勇者二人の生命反応が急激に降下しています。また敵性攻撃反応を感知。このままでは死亡する恐れがあります』

　その言葉を聞いた瞬間俺は三機神には目もくれずきびすを返す。

「無駄だ」

「逃がしは」

「しな…」

「邪魔！！」

　俺の前に回り込んだので空を横になぎ払い三機神の首を切り飛ばした。

　あっさりと絶命する三人がストレージにしまわれるのを見届けることもなく、俺は美咲と静音の元へと急いで向かった。




　◆第９１話　疾風のガマゲールマ




　時間は遡る。ソニエルがゴーザットと交戦している頃、美咲と静音はようやく敵の勢いが弱くなり始めたことに少し安堵しつつ、油断なく敵を倒し続けていた。

「ようやく敵の勢いが弱まってきたわね」

「ええ、わたくし達のレベルもかなり上がりましたわ。徐々に好転しています。でも油断しないでくださいな」

「分かってるっての。おそらくまだ四天王が残ってるはずだしね」

「ええ。この編成ですとゴーザットの軍で間違いないでしょうね。ボスは最後に出てくるでしょうし、ここからはスキルや魔法は温存して自動回復に務ましょう」

「そうね。さすがに四天王クラスになると満タンじゃないときついわ」

　二人はできるだけ物理攻撃、もしくは下位クラスの魔法で確実に敵を葬っていく。

「そのとおりである。消耗した貴様らになら我が輩の勝利は間違いないのである」

「だれ!?　きゃああああ」

「先輩!?　ぐふっ」

　美咲が何者かに吹き飛ばされる。一瞬意識がそっちにとられ無防備になった静音のみぞおちに衝撃が走った。

　その勢いのまま後ろに吹き飛ばされ壁に激突する。衝撃を吸収できずもろに叩き付けられた静音は意識を失った。

「だ、誰……」

「ぐぇっへっへっへ。勇者二人が消耗仕切ったところに渾身の不意打ち。我が輩の智慧が光る素晴らしい策なのである」

「そのキモい喋り方は、疾風のガマゲールマ」

　不意打ちによって意識がもうろうとしている美咲がなんとか相手を認識する。

　吹き飛ばされたときに武器を手放してしまい素手になった美咲が再びガマゲールマの攻撃を受ける。

「がふっ……」

「げへへへへ。どうした？　いつもの勢いがないのである」

　みぞおちに拳をたたき込まれ美咲の身体がくの字に曲がる。でっぷりした身体に見合わぬ素早い動きと巨体に見合った重い攻撃が確実に大ダメージを与えた。

「ごほっ、ごほっ……」

「さすがは勇者である。今の攻撃で意識を失わないとは。だがなまじ打たれ強いだけに苦痛が長いのである。哀れなのである。うへへへへ」

　気持ち悪い笑顔で笑いを漏らし美咲の身体を持ち上げる。

「この…キモデブガエルがぁあ！！！」

「ぐはぁあ！？！？！」

　持ち上げられた美咲は一瞬の隙を突いてガマゲールマの顔面に膝をたたき込む。

　掴まれた腕から脱出し愛用の黄金戦斧を手に取ってスキルを発動させる。

「はぁああ、撃殺！　両断！！！」

「ぐはぁあああああ」

　渾身の一撃がガマゲールマの肩から腰の辺りを両断する。青緑の血を吹き出しながらガマゲールマの身体が地面に倒れ伏した。

「はあ、はあ、静音！！」

　美咲はガマゲールマに構わず気絶した静音の元へ駆け寄った。幸い気を失っているだけと気が付くと美咲は胸をなで下ろし回復魔法を掛けた。

「キュアヒール」

「う…せん、ぱい」

「大丈夫？　簡単にしか治療できてないから早く回復魔法掛けちゃいなさい」

「ええ、分かりましたわ。キュアリカバリー」

　静音は上位の回復魔法を掛けて徐々に体力と傷口を回復させていく。

　その間美咲はガマゲールマの方を油断なく見つめる。

　四天王である奴がこんな簡単に死ぬはずがないと分かっている美咲は、斧を握り絞め警戒しながら身体の回復に努めた。

「終わりました。済みません。油断しましたわ」

「そういうの後にしましょう。あいつまた復活するわ」

「あの男、以前よりも遙かに強くなってますわ」

「ええ。前まで互角くらいだったのに。急に強くなったわね。一体何があったのかしら。…っ！！　そろそろ復活するわ」

　美咲の言ったとおりガマゲールマの身体が不気味に蠢き始め、斬り裂いた部分がジュクジュクと音を立てながら再生していく。

「ぐふふふふ。我が輩の身体はコアを破壊しない限り無限に再生することができる。これでさらに勝機はなくなったのである」

「ふん。こっちは体力満タンよ。さっきみたいにはいかないからね」

「それはどうかな。我が輩のコアは魔王様の魔力によって新たな能力を授かっている。貴様らが我が輩を死に物狂いで倒しても、我が輩は何度でも甦る。さらに強くなってな。つまり貴様らは永遠に我が輩を倒せない」

「…粉微塵になっても？」

「できるものならやってみるがいいである」

　瞬間、ガマゲールマの姿が視界から消える。そして一瞬にして距離を眼前に詰められ、美咲のみぞおちに再び強烈な一撃がめり込む。

　今度は警戒していたのでとっさに腹筋に力を入れ防御を固めた。しかしその威力が防御を突き破り、ガマゲールマの拳がメキリと音を立てて吸い込まれていった。

「が……あ…あ」

　息をすることすらできず身体が前のめりになる。その眼前に大きな塊が迫った。

　美咲はそれをよけきることができずに顎に突き上げを喰らってしまう。それでも奇跡的な反射神経でとっさに身体をのけぞらせダメージを受け流した。

「うぐぅうう」

　風圧で吹き飛び美咲の身体が宙を舞う。体勢を立て直すことができずそのまま地面に頭から落ちた。

「先輩!?」

　この間、二秒にも満たない時間であった。静音は何が起こったのか理解できず唐突に美咲が吹き飛んだようにしか見えなかった。

　驚いている間に静音にも脅威が迫る。反射的に身体を反らすものの、よけきれずに静音は顎に一撃を食らってしまった。

　格闘技のダメージが先ほどよりもさらに強烈だった。

「くっくっく。あっけないのである。さて。お楽しみはこれからなのである」




　◆第９２話　絶対的な力の奔流




「う…」

　美咲は朦朧とする意識の中から戻りつつあった。ぼんやりとした意識は自分の顔に這いずる強烈な嫌悪感によって急激に覚醒に引き戻された。

「ひっ、な、なに？」

「ぐへへへ、目が覚めたか。気分はどうであるか？」

「な、なんですって。はっ、こ、これは」

　美咲は自らの身体に自由が利かないことを悟った。気が付くと身体を縄で縛られている。

「うかつでしたわ」

　静音も同様であった。

　太い縄できつく縛られており、自力で解くことは難しい。

「ぐへへへ、二人とも良い格好なのである。これからお前達には陵辱の宴が待っているのである。我ら魔王軍の慰み者としてな」

「ふざけないで！　誰があんた達なんかに」

「げっげっげ。威勢の良いことである。我が輩そういうのは大好物なのである。どれ、連れ帰る前にちょいと味見でもしてみるか」

　美咲と静音の前に立ちはだかるガマゲールマの股間はズボンからはみ出そうな程いきり立っており、今にも布地を突き破りそうな程であった。

　美咲は眼前に迫った貞操の危機に怒りを燃え上がらせる。

　ふざけるな！　私の身体は凍耶だけのものだ！　ほかの誰にも触らせないッ！

　魂の叫びが美咲の身体を突き動かす。




──『ギフトスキルの書き換え完了【ギフト　天上神の祝福】の効果を【創造神の祝福】で上書きします。創造神の祝福発動　生島美咲、桜島静音を佐渡島凍耶の所有奴隷に追加し、補正値を【天上神の祝福】＋【創造神の祝福】の数値に上乗せします』




「ふざけるなぁああ」

「なに!?」

　美咲は怒りに叫びながら強固に縛られた縄を引きちぎる。

　わたくしの初めては凍耶お兄様だけのもの。ほかの誰にも奪わせない。絶対にッ！！

　静音の怒りもまた頂点に達した。

　両腕に炎魔法を付与してやけどを負いながらも拘束を焼き払った。

「サンダースピア！！」

「ぐああああ」

　ガマゲールマは全身に電撃が浴びせかけられ、焼け焦げた身体をのたうち回らせた。

「うぎゃあああ、な、なんなのであるか！！？　急激に威力が、あ、熱い、熱いイィイ」

　静音の放った電撃はやがて熱を帯び敵の全身を焦がす。

　二人は急激に体に力が漲るのを感じ戸惑った。

「なに…なんなの。この力は」

「体の奥から力が漲ってきますわ！！」




──『【生島美咲】　勇者　ＬＶ１５６　３０００００→２５０００００』──

──『【桜島静音】　勇者　ＬＶ１５０　２９００００→２４０００００』──




「お、おのれぇ、いったいどういうことなのであるか！！」

　二人は身体の奥底から湧き上がる力の正体をすぐに悟った。




　◆第９３話　反撃の二人




「こ、これは、もしやお兄様の力!?」

「きっとそうよ。あいつとつながってるのが分かる」

　二人は心の中に出来上がった大きな愛に包まれたぬくもりに心震わせた。

「お、おのれぇええええ。よくもやってくれたなぁ」

　後ろでは復活したガマゲールマが憤怒の表情で立っている。

「先輩、行きますわよ」

「ええ！」

　二人はもう絶対に負ける気がしなかった。

　漲った力に高揚しつつこれまで味わってきた数々の苦渋の恨みを込めて攻撃を放つ。

「でぁあああああ、瞬覇斬岩斧ッ！！」

　瞬間的にゼロ距離に詰めた美咲の一撃がガマゲールマに迫る。

「な、なんだと!?」

　目の前に迫った美咲の巨大な刃を寸でのところでよける。

　しかし突き刺さった斧は地面を抉り飛ばし風圧で吹き飛ばされた。

「ぐぁあ、な、なんという威力であるか!?」

　爆風で空中に放り出されたガマゲールマは体勢を立て直そうと二人を探す。

　しかしそこには既に美咲の姿はなく、代わりに無数の雷の槍を展開した静音の姿を見た。

「マシンガンサンダースピア」

「ぐべらばがぼべるばるべるばがぶぎげぼずぼえはばあらがががががががが」

　意味不明な叫びしかできないガマゲールマは目をぐるぐる回しながら、しかし懸命に体を再生させた。

　地面に「べちゃり」と汚い音を立てて落ちたカエル男は、そのまま回復の時間を稼ごうと必死に頭を巡らせる。

「ま、まて！　待ってほしいのである！」

「なによ。命乞いなら受け付けないけど」

「そ、そうではない。貴様ら、我々魔王軍の真の目的について興味はないか」

「なによそれ」

「時間稼ぎなら無駄ですわ」

　静音はすぐさまとどめの体勢に入る。

　しかし、この四年間で魔王軍と戦ってきた中で感じてきた疑問符を投げかけるチャンスと思いなおし、いったん手を下げた。

「先輩、ここは奴らも目的を聞くチャンスですわ」

「分かった。少しでも嘘言ったら速攻でミンチにするわよ」

「わ、我々が街で女をさらうのは大規模作戦の一環で大量の人間の女を確保するためである」

「一体何のために女を攫うのよ」

　極限まで不愉快なセリフに拳をギリギリと握りしめる美咲。

「そ、それは…」

　ガマゲールマはその強烈な殺気に脂汗を掻きつつ話を続けた。

「さ、攫った女を犯して絶望の感情エネルギーを引き出すためである」




　◆第９４話　魔王の目的




　ガマゲールマから出てきた言葉に二人は眉をしかめた。

「絶望の感情エネルギーですって？　なんでそんなものが必要なの？」

「そ、それは、分からないのである」

「分からないってなによ！」

　美咲は斧を振り上げた。

「ひぃ、待ってほしいのである。本当だ。本当に知らないのである。我が輩達はただ上の命令でやっているだけなのである」

「命令されたから女攫って犯していたと？」

　理由がふざけているにもほどがある。

　二人は不愉快な内容に殺意を覚えつつも、まだ肝心なことを聞き出せていないのでジッと堪えた。

「誰の命令で動いていますの？」

「二闘神のデモン様なのである。実験に必要だからと大量の女を攫ってくるように命令されたのである。絶望の感情エネルギーを引き出すのは身体を穢される時の感情が最も有効だからだと」

「そう、それで何度も何度も町で女性をさらっては凌辱してたのね」

　これまで戦ってきた四年間。二人は何度も魔王軍に蹂躙される人々を見てきた。

　助けられなかった命もある。

　その悔しさが蘇ってきた二人は歯ぎしりをしながら続きを促した。

「次。今魔王軍の本拠地はどこにありますの？　以前はマーカフォックだったはず」

「ああ、あそこは作戦司令部ではあるが、本拠地は移転しているのである」

「マーカフォックを取り仕切っているのは？」

「二闘神のデモン様なのである」

「二闘神……ですか。分かりましたわ。次。本拠地はどこに移転したのですか？」

「この世界の果ての大陸、ガストラの大地にある山の中なのである」

「では最後ですわ。魔王は今どこにいるのですか？」

「そ、それは。い、言えないのである。ま、待ってくれ！　本当だ、本当に言えないのである。知っているけど言えないように呪いを掛けられているのである」

「呪い？　なんでそんなことをする必要があるのよ」

「魔王様の居場所は魔王軍の最高機密なのである。だから幹部は全員その居場所を発言できないように呪いを掛けられているのである」

「呪いね。静音、それって解除できるかしら」

「パワーアップした今なら可能だと思いますわ。【解呪の滴】」

　静音が放った魔法がガマゲールマの身体を水色の光に包みこむ。

「あ、あれ？　ま、まさか」

「呪い、解きましたわ。さあ、魔王はどこにいますの？」

「ガストラの大地の最奥の山、死骨山の山間の森。あ、あれ？　言える、言えてしまうのである。ガストラの大地の魔王城、その地下にある隠し迷宮の一番奥にある瞑想の間で眠っているのである。はぁうああああ、し、しまったぁ！！　我が輩、殺されるのである」

「あ、心配しなくても良いわ。どっちにしてもここで死ぬから」

「なぁあ!?　ひ、人でなし！！」

「カエルに言われたくないわ」

「見苦しいですわ」

　二人はガマゲールマの話を聞きつつ全く油断していなかった。

　美咲は両手にスキルパワーを込めていつでも極限スキルが放てる態勢に入っている。

　静音は死角になっている位置で魔力を練り上げ最大威力を持つ魔法を放てる準備は整っていた。

「うわぁああ、た、助けてくれぇええ」

　見苦しく逃げ出した男を見て、これまで何度となく辛酸をなめさせられてきた思いがいくつもよぎり、瞬間的に怒りが沸騰する。

　普段声を荒げることのほとんどない静音ですらも、万感の怒りを込めて叫び声をあげた。

「「虐げられてきた人達の苦しみを思い知れ！！」」

　飛び上がった美咲はずっとため込んできたスキルパワーを一気に解き放つ。

「極限スキルッ【烈火大斬斧】！！」

　青白いプラズマ状の炎を纏った斧がガマゲールマに振り下ろされ、再生させることのないように徹底的に切り刻む。

「かああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　巨大な斧を持っているとは思えない速度で武器を振り回し、ガマゲールマは身体を細切れに切り刻まれていく。

「う、がぁ、ぁあ、あ、あ」

　だがそれでもまだ体の一部がうめき声をあげる。

　気持ち悪さに顔をしかめながらも、次なる攻撃が整ったことを察知した美咲が後ろへ飛んだ。

「静音、トドメよ！！」

「フラッシュノヴァッ！！」

　閃光の炎が敵の身体を包み込む。

「わ、吾輩を倒してもまだ残りの四天王が、ぐぁあああああああああああああっっつうっつつあああああああああ」

　細切れにされながらも徐々に再生させつつあったガマゲールマの身体は、断末魔の叫びをあげながら完全に消滅した。

「か、勝ったわ」

「ええ、生命数値は消滅しました。勝利ですわ」

　ようやく勝利した二人はその場にへたり込む。

「お疲れさん。お見事だったぜ」

「と、凍耶」

「お兄様！」

　二人は振り返った先に愛しの男が立っているのを見て歓喜した。

「なによ、ずっと見てたわけ!?」

「ああ、なにかあったらすぐに助けに入ろうと思ってな。近くでずっと見てたんだ。でも心配無用だって分かってたから手を出さなかった」

「お兄様、魔王の目的が分かりましたわ」

「ああ、俺もそばで聞いていたから知ってる」

「はぁ。とにかく終わったのね」




　◆　◆　◆




　見事な戦いだったな。

──『はい。ギリギリのところで創造神の祝福の書き換えが終了したのは幸いでした。敵性個体の性欲反応が高まっていたことから凌辱される恐れもあったため見張っておりましたが無用な心配だったようです』

　俺はあのカエル野郎と二人の戦いを止めるために攻撃をくわえようとしたが、寸でのところで二人のパワーアップが間に合い敵の戦闘力を圧倒した。

　どうやら二人にはソニエルと同じく魔王軍と因縁があるらしかったので手を出さず、いつでも助けられるように見守っていた。

　だが心配はなかったらしい。

　さすがに勇者だけあって見事な腕前だった。

　俺は戦闘力はあるけど戦い方は素人同然だ。

　二人の強さには単純な数値には表れない経験を積んだからこそ出せる凄味のようなものがあった。

　俺ももっと鍛えないとな。単純な力だけじゃ通じなくなる日も来るかもしれないし。

「よし。じゃあ帰るとしよう」

「いえ、まだですわ」

「どうした？」

「ガマゲールマが最後の瞬間なにかを言いかけてましたわ。四天王がどうのこうの。先ほどから張りつめていたこの場の空気がまだ緩んでいない。おそらくまだ敵がやってくる可能性がありますわ」

　四天王ってさっき倒した針金悪魔のことだよな。

「四天王ってこいつらのことだろ？」

　俺はストレージからゴーザット、デンダル、ハンニバルの死体を取り出して放り投げた。

「え！!?　こ、これってゴーザットじゃない。それにデンダルにハンニバルまで」

「こ、これ、お兄様がおひとりで？」

「ああ。そうそう、ついでにこいつらも」

　俺はさっき倒した筋肉三兄弟の死体を取り出した。

　ちなみに首ちょんぱした後で見た目エグイのでアイシスが見た目を修復してくれた。

「な、なによ、こいつら」

「機械の身体にそっくりな三人……ま、まさか、三機神!?」

「うそ!?　三機神って四天王のさらに上の奴らじゃない」

「遺体に損傷がありませんわ。いえ、これはもしや、一撃で絶命されている？」

「ああ、お前達のもとへ向かおうとしていたら邪魔してきたんで薙ぎ払ったら一撃で死んでたぞ」

「信じられないわ……私達があれだけ苦戦した四天王だけじゃなくて、さらに上の三機神まであっさり倒しちゃうなんて」

「お兄様の強さとは一体……」

「ねえ凍耶…」

　美咲が何か言おうとした瞬間、空気が激しく振動する。

「な、なんですの!?」

「あ、あれを見て！！」

　美咲が指をさした先。

　それは先ほどと同じかそれ以上の巨大さを誇る空中戦艦の数々であった。

「な、なによあれ!?」

　アイシス、敵はまだあんなにいたのか？

──『私の方でも感知できていませんでした。しかしガマゲールマの死亡と同時に特殊な電波が発信されたのをキャッチしています。おそらく救難信号の類か、死亡と同時に攻撃命令を出していたものと思われます』

「なんてことですの」

「こりゃ骨が折れるどころじゃないわ。いくらパワーアップしたっていってもあんな数を相手にしたんじゃ倒しきる前に体力が尽きちゃうわ。凍耶、悔しいけどここは撤退しましょう」

「いや、大丈夫だ。あの程度の数ならなんてことはない」

「「え？」」

　唖然とする二人に俺は微笑みを浮かべ二人に回復魔法をかけた。

「そんじゃちょっくら無双してくるわ。安全なところで待っててくれ」

　二人の頭を撫でてから、俺は敵戦艦の群れの中へと飛んでいった。

　ようし。単純な力押しになるが、いっちょやってやるか！！




　◆第９５話　魔王軍、悪夢の日　前編




　俺は美咲と静音の安全を確保し、一斉に降下し始めている戦艦の魔物達の元へと飛んだ。

　それじゃあ今度はあのデカ物と魔物どもを片付けるとしよう。

──『凍耶様、提案があります』

　どうした？

──『このように万を超える大量の敵と戦う機会は滅多にありません。私の誘導に従って戦っていただければ、最も効率良く新しいスキルや称号を手に入れる手順を誘導いたします。この際ですから手に入れられるものは手に入れてしまいましょう』

　なるほど。もっともだな。よっしゃ、そんじゃいっちょ無双しますか。頼むぞアイシス。

──『了解。これより並列思考モードに移行。レベリング最大効率のプログラムをインストール。施行開始』

　俺はアイシスの指示に従い、まずは平原に展開する魔物の縦列に向かってフラッシュノヴァを放った。

　極限魔法であるフラッシュノヴァは炎属性最強の魔法。熱エネルギーを極限まで高めて辺り一帯を焦土に変える。巻き込まれた生命は黒焦げどころかかけらすら残らない。

　粉々になった魔物は自動的に魔結晶となりストレージに収まっていく。

　俺は続いて平原に降り立ち、空を抜き放って刀身を伸ばし横に薙いだ。

「おおおおらららららららららぁああああ」

　高速で空を振り次々に敵を切り払う。刀身を伸ばしながら振り回すので、一振りで数十の敵が斬撃に巻き込まれた。

「這蛇追走牙ッ」

　空中を蛇が這うように縦横無尽な軌道を描いて敵を貫いていく空の刃がさらに加速する。攻撃を続けると、新たな技のひらめきが俺の脳を駆け巡り身体と口が自然に動き出す。

「千枚通し弐式、紅蓮華ッ」

　そして俺の新技。自由に形を変える空の刀身は何も伸びるだけではなかった。

　その刀身が幾重にも重なる花弁のように放射状に分かたれ、満開の蓮華の花のごとく無数の刃となって敵を襲った。

　Ｓ級以上の実力を持つ魔物が次々に刃の餌食になっていく。

　俺は続いて、トルネードスピン、ライトニングブラスター、ブリザードストーム。さらにこれらを数度使ったことにより開放された新たな属性、光魔法と闇魔法を駆使していく。




　光属性　下位　エネルギースフィア

　　　　　中位　エーテルプリズン

　　　　　上位　プリズムレーザー

　闇属性　下位　ダークボール

　　　　　中位　ブラックチャクラム

　　　　　上位　ダークネスフィールド




「プリズムレーザー、ダークネスフィールド」

　虹色の光が無数のレーザーとなり敵を追いかける。そして闇のフィールドが広がり、飲み込まれた魔物は闇に呑まれて朽ち果てていく。

　マルチロックバーストを使わなくてもプリズムレーザーは追尾型の攻撃魔法になるようだ。光系は主に敵を追いかける系の魔法らしい。

　闇属性の場合生物の組成を崩していくタイプの攻撃になるようだ。

──『凍耶様、現状手に入る新スキルの条件は全て整いました。そろそろ殲滅しても良い頃です』

　よし。では一気に行くぞ。

「マルチロックバースト　ファイアバレッド　アイスジャベリン　サンダースピア　ウィンドスラッシュ　エネルギースフィア　ダークボール　全弾発射！」

　俺はマルチロックバーストで敵を捕捉し、下位の連射が効く魔法で全ての敵を屠っていった。

　全ての属性の攻撃が敵に襲いかかる。

　グランドカイザータイプの敵ですら一撃の下に葬られていく。

──『凍耶様、敵戦艦から攻撃反応。砲門がこちらを狙っている模様です。大規模戦略兵器の攻撃にはフォトンレーザーの使用を推奨します』

　よし。

　俺は両手を前へ突き出しエネルギーを充填する。前方へ魔方陣のような紋様が浮かび上がり、高密度のエネルギーが収束されていく。

　敵戦艦は副砲だけでなくメイン砲も全て俺の方向へ向け熱エネルギーを溜め始めた。

　それよりも一瞬早く俺のスキルが発射される。

「いくぞ！　フォトンレーザーァァアアア」

　巨大な光の柱を敵めがけて放つ。

　戦艦の底部分がごっそり消滅し機能を保てなくなった空中戦艦は地上へと落下した。

　消滅。

　破壊。

　大破。

　崩壊。

　全ての戦艦がその運命から逃れることはできなかった。




　◆第９６話　魔王軍、悪夢の日　後編




「陛下。時間がありません。お早く準備を。もはやドラムルーに勝ち目はないでしょう」

　ジークムンクが女王の私室を訪れていた。敵との戦闘は劣勢。徐々に押し返しはしたものの、さらなる敵戦艦の出現にもはや勝ち目無しと悟った彼は、女王に王都からの脱出を進言していた。

「何を慌てているの。それにどこへ行こうというのかしら」

「どこへなりともです。陛下さえご無事なら国は再興できます」

　しかし当の女王はどこ吹く風と言わんばかりに落ち着き払っていた。

　達観した瞳で窓の外を眺め、王都全貌を見下ろす。

　所々で煙が上がり建物は崩壊している。そして空には無数の空中戦艦。状況は絶望的であった。

　それを見ても女王は決して悲嘆に暮れたり、泣き叫んだりしなかった。

　ジークムンクにはそれが不思議でならない。この方は諦めて死を迎えるような人ではない。

　それを知っているからこそこの女王の態度は解せなかった。

「陛下、お願いします。どうかお逃げください。我ら臣下一同、それを望んでおります。もはやここに攻め入れられるのも時間の問題。その前に、どうか」

「いいえ、ジーク。この国は大丈夫よ。決して誰も死なない。私もあなたも、民も。誰もね」

「そ、それは一体どういう」

「あなたはソイレントで何を見てきたのかしら？　この国にはいるじゃない。不可能を可能にする男が。どんな理不尽をも跳ね返してくれそうな。息を吐くように奇跡を起こしてくれる圧倒的理不尽な存在が」

「ま、まさか」

「ほら、もう終わるわ」

　女王が指さした先。そこには相変わらず巨大な戦艦が空中に鎮座している。

　しかし、その巨大な船が突如として光の柱に飲み込まれる。轟々と大きな音を立てて、飛行していた空中戦艦は飲み込んだ光の柱の前になすすべもなく崩れ落ちていく。

「お、おお」

　その場にいる臣下、兵士、全員がその光の柱に魅入られた。青白い光が天を貫いて上っていく。

　光の柱によって打ち抜かれた巨大戦艦は赤い炎と煙を上げながら墜落していく。

　残骸がガラガラと落下しミトラ平原にばらまかれていった。




　◆　◆　◆




　フォトンレーザーの使用によって空中戦艦を次々に打ち抜いていく。

　あんなでっかい戦艦の残骸回収しておかなくて大丈夫だろうか。

──『戦闘の勝利を知らしめるために証拠は必要ですから問題ないかと。魔物の死体もある程度残して回収してあります。そちらはギルドに卸す分にすればよろしいでしょう』

　分かった。後でウルドバインに話しに行こう。




──『戦闘を終了　経験値を取得　１０２３倍に増加　ＬＶ９９９にアップ　創造神の祝福発動　称号スキル【神に近づきし者】【神に到達せし者】【神を穿つ者】【神を屈服せし者】【エリュシオンの統治者】を取得　種族を転生人から転生人（神族）に変更　レベル限界が９９９９にアップ。創造神の祝福発動　取得した超過経験値をレベルアップに使用します。ＬＶ２９００にアップ　基礎値１７５００００にアップ』

──『称号スキル『神族』取得により総合戦闘力＋１０００％　更に、基礎値に＋１００％のボーナス　基礎値３５０００００にアップ』

──『１００００体を超える敵性個体を単独で撃破。　称号スキル【一騎当万】（総合戦闘力＋３００％）を取得しました』

──『２００００体を超える敵性個体を単独で撃破。　称号スキル【万夫不当】（総合戦闘力＋３００％）を取得しました』

──『３００００体を超える敵性個体を単独で撃破。　称号スキル【絶対無敵】（総合戦闘力＋３００％）を取得しました』

──『ブリザードストームを限界行使したことにより、極限魔法を開放。　極限魔法『アブソリュートゼロ』を取得』

──『ライトニングブラスターを限界行使したことにより、極限魔法を開放。極限魔法『スパークエクスティンクション』を取得』

──『サイクロンスピンを限界行使したことにより、極限魔法を開放。極限魔法『トルネードチャージ』を取得』

──『プリズムレーザーを限界行使したことにより、極限魔法を開放。極限魔法『ザ・ライト・オブ・ザ・サン』を習得』

──『ダークネスフィールドを限界行使したことにより、極限魔法を開放。極限魔法『エターナル・ダーク』を習得』

──『【フラッシュノヴァ】【アブソリュートゼロ】【スパークエクスティンクション】【トルネードチャージ】【ザ・ライト・オブ・ザ・サン】【エターナル・ダーク】の取得により、属性魔法をきわめました。超極限魔法を開放します。超極限魔法【アルティメットシャイン】を取得しました』

──『【アルティメットシャイン】　全てを凌駕する奇蹟の光。あらゆる敵を撃滅する』

──『創造神の祝福発動　アルティメットシャインの上位魔法を自動作成。　超極限魔法【ゴッドネスジャッジメント】を習得』

──『【ゴッドネスジャッジメント】　アルティメットシャインの光が全ての悪に降り注ぐ。超超超広範囲攻撃魔法』




　俺とうとう神様になってしまったな。

──『おめでとうございます凍耶様。これで正真正銘この世界を牛耳る準備は整いましたね』

　人を魔王みたいに言わないで！　世界をどうこうする気なんてないから！




　◆　◆　◆




──少し前。凍耶が敵軍を圧倒している頃──




「ね、ねえ静音。あれってフラッシュノヴァよね。極限魔法の」

「え、ええ。でもあんなデタラメな範囲の魔法ではありませんわ。全力でもせいぜい一〇〇メートル四方がやっとです」

　二人が目の前にしている光景は、視界いっぱいの範囲が一気に焼け野原になる悪夢のような光景だった。魔族にとっては、だが。

　フラッシュノヴァの猛威が一旦終わったと思ったら、今度は空中の凍耶が大地に降り立ち腰に下げた刀を抜き放つ。

　二人が次に見た光景は数百メートルに刀身を伸ばした刀を半月型に振るい、何百という魔王軍の兵士が両断されるというものだった。物理抵抗というものを無視しているとしか思えぬほどあっさりと敵を真っ二つにしていく。それだけでは終わらない。すさまじいスピードで走り出した凍耶が魔王軍の中心に飛び込んでいく。

　そして飛び込んだ先の敵が次々と空中に弾き飛ばされ、ポップコーンのように弾けて絶命していった。

　サイクロンスピンを纏い敵の真ん中を横断しブリザードストームで凍り付けにされ、ライトニングブラスターで粉々に砕かれる。そうかと思えばエクスプロードで爆散し、再びブリザードストームで凍らされライトニングブラスターで砕かれるのくりかえし。

　気が付けば三〇分もしないうちに自分達が倒した数倍の数の敵が斃されていた。

「ねえ静音。あんたあんなに魔法連発できる？」

「無茶言わないでください。フラッシュノヴァだって四発も撃てば魔力が空になってしまいますわ」

「でもあいつマシンガンみたいに連発してるわよ」

「ええ。魔力の総量が桁違いなのですわ。しかも威力もまた桁違い。……これは」

「あいつの総合戦闘力っていくつなのかしら」

「分かりませんわ。でもわたくし達とは比べる対象にすらならないでしょうね」

　二人はもう危機感など微塵も感じてはいなかった。あるのは勝利への確信だけ。

　佐渡島凍耶という最強の存在がもたらす絶対的勝利だった。

　二人は自分の身体の奥底から湧き上がる衝動に身体を僅かによじらせる。

「ねえ、静音」

「なんでしょうか」

「わたし、今スッゴく凍耶に抱かれたい」

「奇遇ですわね、わたくしもですわ」

　それは欲情というものであった。強い雄を目にしたときの雌の感情。

「当然順番は譲っていただけますわよね」

「なに寝ぼけたこと言ってるのかしら。本命である私が先に決まってるわよね」

「あらあら、身体が若いくせに精神はお局のままなのかしら。もうろくするにはまだ早いのではなくて。そもそも、わたくし達はすでに凍耶お兄様の奴隷。奴隷を誰から抱くかなんて、ご主人様であるお兄様がお決めになることですわ」

「なんですって？」

「なんですか？」

　二人はにらみ合い、そして、吹き出した。

「ぷっ…」

「ふっ…」

「「あははははは」」

「私達、スゴイ人に惚れちゃったね」

「ええ、お兄様の勇姿、見ているだけで濡れますわ。ああ、早くわたくしを犯してほしい」

「あんたって、筋金入りね。でも、今は私も同じ気分よ。もういっそ二人一緒に抱いてもらいましょう」

「名案ですわ」

　二人がそんなやりとりをしている間にも、魔族で埋め尽くされていた大地は既に一人として生き残ってはいなかった。




　◆　◆　◆




　俺は敵の全滅をアイシスから確認すると二人の元へと戻っていった。

「ただいま、それじゃあ屋敷へ戻ろうか。マリアがご飯作って待っててくれるだろうしな」

　二人はなぜだかぼーとしていてその場から動かない。

　どうしたんだろう。

「凍耶」

「お兄様」

「ん？　どうした？」

　二人はおもむろに俺の腕をとると体重を掛けてグイッと引っ張る。

　思わず腰を下げてしまうと二人の唇が近づいてくる。そのまま二人の柔らかい唇が俺の頬を温かくしてくれた。

「「ちゅ♡」」

「えへへ」

「もうお兄様の虜ですわ」




──『芹沢美咲の恋愛感情がＭＡＸ』

──『桜島静音の恋愛感情がＭＡＸ』

──『創造神の祝福発動。　称号スキル『勇者の主』を取得。　総合戦闘力＋３００％』

──『称号スキル　【勇者】を取得。　創造神の祝福発動。　称号スキル【大勇者】に上位変換。　総合戦闘力＋５００％　合計８４００％　総合戦闘力２８９００００００』

──『創造神の祝福発動。　全ての称号スキルを統合し称号スキル【創造神の眷属】に上位変換。　補正値を１００００％に上昇』

──ＬＶ２９００　基礎値　３５０００００　総合戦闘力　３５３５０００００




　もうデタラメとかそういうレベルではないな。

　インフレがオーバーフローしすぎてて頭悪そうに見えてしまう。

　とうとう勇者になってしまった。神にもなって勇者にもなって。俺は一体何を目指しているのだろうか。普通順番逆だよね？




　◆第９７話　それぞれの地にて




　《マーカフォック王国跡地　魔王軍基地》




「想定外！　想定外！　想定外だ！！」

　豪奢な玉座に座して肘掛けを叩き叫んでいるのは、二闘神のデモンであった。

　（なんだあれは？　一体どういう化け物だ!?　銀狼帝を倒してからいくらも経っていないこの短期間で何故あれほど強くなれる？）

　四天王ごときは破られて当然だろうと思っていた。予想どおり奴は四天王をいとも簡単に倒した。

　だがその後だ。ならば確実に仕留めてやると三機神をけしかけてみれば、三人まとめて一撃である。

　勝負にすらなっていない。その上戦艦バハムートを屠ったあの光は一体なんだ。

　（まさかあれはフォトンレーザー？　そうか、奴は龍帝の宝玉を取り込んでいる。龍帝の奥義であるフォトンレーザーを使ってもおかしくはないだろう。だが、あの威力はデタラメ過ぎる）

　ああまでいくともはや強いとかそういう次元の話ではない。勝負を挑もうと考えることすら冒涜と言える。

　銀狼帝と戦っている頃ならまだなんとか勝てただろう。エボリューションエンプレスを倒した段階でも多大な犠牲を払えばあるいは勝機はあったかもしれない。

　しかし、今のを見てしまってはその考えも甘かったと言わざるをえない。

　デモンは自分の選択を激しく後悔した。実験サンプルなどといって放置したのが間違いであったのだ。

　あれには勝てん。そう確信していた。おそらく、否、間違いなく魔王ですら一瞬の命であろう。

　デモンはこれからの身の振り方について必死に頭を巡らせた。

　こうなれば残る戦力を全て奴に？

　否、今回同様まとめて消し炭にされるのが落ちだろう。

　ならばなりふり構わず逃げるしかない。

　デモンは闘神などと名乗ってはいるが武人ではない。戦いなど面倒くさいだけで実験の邪魔でしかない。

　命乞いをしたところであの様子では許してもらえるとは思えない。なら今のうちに姿を消すのが上策だろう。

　奴はこっちの存在を知ってしまった。そのうちここにも、あるいは本拠地の魔王城にもやってくるだろう。

　もしかしたらすぐにでも攻め込んでくるかもしれない。だから今気が付かれないうちに逃げるのが妥当だ。こうなればこの世界から逃げ出す他はない。

　だがその前に魔王様の元へと行かなければ。

　デモンはすぐさまマーカフォックを放棄し魔王城へと撤退を始めた。




　◆　◆　◆




　《アロラーデル帝国　帝城の一室　ゴドマンの部屋》




「な、何なのだ、あれは…？　あれがあの小僧だと言うのか。得体の知れぬ餓鬼だと思っていたが、あんな化け物だったとは……お、おい、これからどうするのだ。ドラムルーは滅ぶどころかあんなトンデモない化け物を有していることに」

　ゴドマンはそこまで言って、自分を利用している悪魔の女が映像の魔結晶を見ながらボーッとしていることに気が付いた。

「おい！　聞いているのか？」

「……素敵…」

「え？」

　信じがたい言葉がゴドマンの耳に入る

「なんて素敵なお方♡　ああ、あのお方こそ、私が仕えるに相応しい真の主様に違いないわ。魔王ごとき目じゃないわ」

　耳が腐るような甘ったるい声を出す目の前の年増悪魔にゴドマンは膝から崩れ落ちそうになる。

「お、おい、何を寝ぼけたことを言ってるのだ。これからどうするつもりだ」

「あの方はどんな女が好みかしら、やっぱり若い女じゃないとだめよね。悪魔族はお嫌いかしら。そうだわ、七星将軍のリルルみたいに私もあのお方に犯してもらえばいいんだわ。処女も捧げられて一石二鳥じゃないかしら。我ながら名案だわ」

　全く聞いちゃいなかった。っていうかそのなりで処女だったのかとゴドマンは顔をしかめる。口に出せば即座に首が飛ぶので死んでも言わなかったが。

　これはもうダメかもしれないとゴドマンは諦めかけていた。

「これはもうすぐに魔王軍を退職しないといけないわね。軍のまとめはデモンがやってくれるでしょうし、ずっと仕事ばかりだったんだからもう恋に走ってもいいわよね。うんうん」

　当のデモンはとっくに逃げ出しているのだがそんなことは知るよしもない。

「お、おい、魔王軍って、お前魔王軍の幹部だったのか？」

　初めて聞くこの女の役職にゴドマンは驚きを隠せない。ある程度高い地位にあるとは思っていたが。

「あら？　まだいたのゴドマン。そうよ。私は魔王軍二闘神が一人。魔闘神のアリシアよ。でもそれも今日で終わり。今日からは恋に生きる一人の女。心を入れ替えて凍耶様に相応しい女になってみせるわ。早速女を磨きにいかなくっちゃ♡」

「お、おい、わしは一体どうすれば」

「好きにすれば？　この国はあんたが掌握しているし。下手に戦争とか仕掛けなければ仕返しされなくて済むでしょ？　それかドラムルーに支援物資でも送ればいいじゃない。休戦協定結んでるんだから丁度良く媚びる材料になるわ。それじゃあ私のアドバイスはここまで。じゃあ元気でね～」

　アリシアはそう言って転移で消えていった。一人部屋に残されたゴドマンはしばらく呆然としているしかなかった。




　◆　◆　◆




　《ドラムルーより遙か西　ブルムデルド魔法王国　王宮にて》




「母様、東の空に光の柱が！！」

「とってもきれーなのよー」

　空の向こうに立ち上る幾筋もの光の柱を眺めるもの達がいた。燃えるような赤い髪の少女が呟く。

「これほどまでに成長しておるとはの。会うのが楽しみじゃ。のう、凍耶よ…」

　凍耶の名を呟く少女。

　焔のような赤い瞳に映り込む光に少女は目を細めて嬉しそうに笑った。




　◆第９８話　戦いの後で




　戦いを終わらせ屋敷へと戻った俺達は、そこで庭に山積みにされた魔物の死体を見つけた。

「あ、御館様～お帰りぃ」

「お帰りぃ～」

　門をくぐるとジュリとパチュがでっかいオーガの死体を抱えて地面に投げ捨てる。

　獣型やらオーガ、オーク、魔族兵など何十種類という多種多様な魔物が見るも無惨な姿で無造作に積み上げられている。

「これ、どうしたんだ？」

「お帰りなさいませ御館様。申し訳ありません。屋敷に入ってきた害虫を駆除したのですが、置くところがなかったのでお庭に寄せておきました。すぐに片付けますので」

「いや、気にしなくて良いよ。全部魔結晶にでも変えてストレージにしまえば問題ない」

　俺は山積みにされた魔物の死体をまとめて魔結晶化させてストレージにしまい込んだ。

「お手を煩わせてしまい申し訳ありません」

「構わんよ。けが人はいないか？」

「はい。愚かにも佐渡島家の屋敷に土足で踏み入ろうとした愚物どもには死の鉄槌を打ち込んでおきました。全員レベルが上がっていたおかげで全員問題無く対処できました」

「結構強い魔物もいたのではないか？」

「はい。Ｓランク以上の魔物が殆どでしたが、途中でレベルが急激に上がったため楽に対処が可能でした」

　ああ、俺が魔物を倒しながら進んでいたので全員に経験値が入ったんだな。キラーアントの一件で得た教訓を元にアイシスにコントロールしてもらって、奴隷とは可能な限り経験値を共有状態にしてもらっているので、近くにいる奴隷の女の子達は俺が魔物を倒すとその経験値が入るようになっている。

　創造神の祝福の効果でその辺の効果範囲もかなり広がってきているしな。

　俺は皆のステータスを確認してみた。




　ルーシア　　　　　銀狼種　　　　　　　ＬＶ２５０　４８０００００

　ソニエル　　　　　サキュバス族　　　　ＬＶ２５０　２１０００００

　ミシャルエル　　　神獣種　　　　　　　ＬＶ２５０　４９９００００

　アリエル　　　　　人族　　　　　　　　ＬＶ２５０　２２９００００

　ティルタニーナ　　ハイネス　　　　　　ＬＶ２５０　４００００００

　マリアンヌ　　　　龍人族　　　　　　　ＬＶ２５０　４９９００００

　ルカ　　　　　　　人族　　　　　　　　ＬＶ２５０　６０００００

　エアリス　　　　　サキュバス族　　　　ＬＶ２５０　１００００００

　ココ　　　　　　　サキュバス族　　　　ＬＶ２５０　８５００００

　エリー　　　　　　人族　　　　　　　　ＬＶ２５０　６５００００

　シャナリア　　　　人族　　　　　　　　ＬＶ２５０　５５００００

　ジューリ　　　　　サキュバス族　　　　ＬＶ２５０　８０００００

　パチュリー　　　　サキュバス族　　　　ＬＶ２５０　９０００００

　ティファルニーナ　ハイネス　　　　　　ＬＶ２５０　３５０００００

　リルル　　　　　　熾天使族　　　　　　ＬＶ２５０　５９９００００

　モニカ　　　　　　エンシェントエルフ　ＬＶ２５０　１００００００

　ルルミー　　　　　エンシェントエルフ　ＬＶ２５０　９５００００

　クレア　　　　　　ハイエルフ　　　　　ＬＶ２５０　５０００００

　ビアンカ　　　　　エンシェントエルフ　ＬＶ２５０　８５００００

　シャーリー　　　　ハイエルフ　　　　　ＬＶ２５０　５０００００

　アシュリー　　　　エンシェントエルフ　ＬＶ２５０　７０００００

　ジーナ　　　　　　ハイエルフ　　　　　ＬＶ２５０　６０００００

　リムル　　　　　　エンシェントエルフ　ＬＶ２５０　１００００００

　シャロン　　　　　ハイエルフ　　　　　ＬＶ２５０　５０００００

　アイリス　　　　　ハイエルフ　　　　　ＬＶ２５０　７０００００

　ジャスミン　　　　エンシェントエルフ　ＬＶ２５０　９０００００

　アンナ　　　　　　エンシェントエルフ　ＬＶ２５０　１２０００００

　リリス　　　　　　エンシェントエルフ　ＬＶ２５０　１００００００

　ローラ　　　　　　ハイエルフ　　　　　ＬＶ２５０　５５００００

　レイレイ　　　　　ハイエルフ　　　　　ＬＶ２５０　５０００００

　ミリ　　　　　　　ハイエルフ　　　　　ＬＶ２５０　５０００００




　みんな強くなったな。レベルが全員カンストしてる。こうしてみると同じ種族でも差が激しいのが分かるな。

──『種族の違いに加えて元々の素質の違いが如実に出ます。人族で１００万を超えることは英雄クラスにならないとまずないと言われています。補正値のおかげで全員が伝説の英雄クラスの強さを持っていると言えます』

　すごいね。そう考えるとアリエルの才能凄いな。人族なのに２００万を超えているのは。

──『はい、一〇〇年に一人の逸材でしょう』

　ちなみに勇者二人はこんな感じだ。




　生島美咲　勇者　ＬＶ１５６　３０００００

　桜島静音　勇者　ＬＶ１５０　２９００００




　俺の奴隷達に混ざると数値がかすむが、元々の資質を考えるとこれもトンデモない数値だ。聞くと二人も神様のチートを授かっているらしく通常の勇者よりも強くなりやすいらしい。




　ギフト　【天上神の祝福】　取得経験値１０倍　レベル限界３００　ステータス上昇率５０％アップ　総合戦闘力＋５０％




　普通に考えるなら一〇倍の経験値っていうのは途轍もないチートだよな。ステータスがものを言うこの世界において、通常より一〇倍も早く成長できるってのはトンデモないアドバンテージだ。

　創造神の祝福がどれだけぶっ壊れているかがよく分かる。

　ちなみに俺のチートによる補正を加え、先ほどのレベルアップを加えるとこんな感じだ。




　生島美咲　ＬＶ３００　６６０００００

　桜島静音　ＬＶ３００　６５０００００




　俺のレベルアップと同時に奴隷達の補正スキルもかなり上昇し補正値は１０００％になっている。つまり無条件に一〇倍強くなるということだ。そのことに二人はかなり驚いていた。

　事後処理に追われているメイド達が俺を出迎えてくれる。みんな怪我もなく元気そうだ。

　やがて各地に散らばって戦闘していたミシャ達も順に帰還した。全員がそろったところで食事をとろうということになった。

「よし皆、今日は霊峰の帝王の肉を出すぞ」

　そう言った皆の目の色が変わる。

　霊峰の帝王の肉は高級食材である龍肉と比べても比較にならないくらい美味い。

　草食であるエルフのティナですら肉好きに変えてしまうくらい次元の違う美味さなのだ。

　そしてそれはもう一つの意味を持っている。実はカイザードラゴンの肉は食べるとものすごくハッスルしてしまう。

「美咲お姉ちゃん、静音ちゃん、早速今夜からご主人様へのご奉仕だよ」

「そ、それってもしかして」

「肉奴隷としての初仕事ですわね♡」

　発言がぶれない静音と顔を真っ赤にしながらも期待に目を輝かせる美咲。

　二人の初めては皆で一緒にとなりそうだ。




　◆外伝　戦いの外で




　凍耶が美咲や静音の元へ駆けつけるため四天王を下した頃。

　ドラムルー王都の様々な場所ではそれぞれの戦いが繰り広げられていた。

「ここにもまだ人間の気配がするぜ」

　魔王軍の四天王率いる悪魔の軍団は人間の女を攫うため街の各地に散らばっていた。

　名だたる冒険者達はその力で必死に抵抗するも、数で押し寄せる悪魔の軍団に苦戦していた。

　そんな中、王都の一角にある一際立派な屋敷を発見する魔王軍の一団。

　人間の気配を感じ女の匂いを嗅ぎ取った魔物は喜び勇んでその屋敷へと降り立つ。

「ようこそおいでくださいました」

　出迎えたのは黒髪のメイド服を着た絶世の美女であった。

　そして彼女の横には美女、美少女のメイドが並んでいる。

「ヒャッハー、こんなところに宝の山だぜぇ」

「全部上玉だ。ついてるぜ」

　鼻息を荒くする悪魔族ヒャッハーの男。

　メイド服を着た女の豊かな膨らみを見て股間を熱くした。

　しかし、年端もいかない人間の少女が自分達悪魔を見て泣き叫ぶことも逃げようとすらしない。

　それどころか全く動じることなく落ち着き払いゆっくりと頭を上げた。

「ここは佐渡島家のお屋敷です。お客様ならおもてなしをいたしますが、そうでなければお引き取りねがえますか？」

「な、なんだと？　へ、へへへ。恐怖で頭がおかしくなったのか？」

「おとなしくしてれば可愛がってやるぜぇ」

　魔族の兵士は鼻息を荒くしてメイドに近づく。

「サンダースピア」

「ヘブッ」

　しかし一人のヒャッハーの腹に風穴が開いたところで動きが止まる。

「へ？」

「ファイアバレット」

「ぐおおおおおお、熱っ、熱いいいいいい」

　エルフの少女の手から放たれた火の玉の直撃を顔面に受け、のたうち回るヒャッハーＢ。

　そこに来てヒャッハー悪魔達は自分達の犯した過ちに気が付いた。

「それでは庭の害虫駆除を開始いたしましょう。御館様のお屋敷にゴミ一つ残すわけには参りません。皆さんよろしいですね」

『はい、メイド長』

　一糸乱れぬ動きで一礼をしメイド達が襲いかかる。




　◆　◆　◆




「龍八卦『気弾掌』」

　腰だめに構えたマリアの拳から青白い光の塊が飛び出し、Ｓ級悪魔の土手っ腹に風穴を開ける。

　四天王のような再生能力など持たない彼らはその一撃だけで次々と致命傷を与えられ絶命していく。

「くそが、チビどもがちょこまかと」

「きゃはは、ウィンドスラッシュッだー！」

「だー！」

　風の刃を掌に纏いながらジューリとパチュリーがオーク達を切り刻む。

　サキュバスの羽を駆使して縦横無尽に駆け回り、後ろに回り込み首を飛ばした。

「おのれ、なんて素早いんだ」

「よそ見をしている暇はないですよ」

「なに!?」

　両手に刃を持ったココの剣技がオークの四肢を切り刻む。

　佐渡島家を襲撃した悪魔達は瞬く間にその命を散らしていった。




　所は変わってドラムルー王都の町中。




「はああああ、パワードスラッシュッ！」

「ぐはあああ」

　身の丈三メートルを超えるオーガが棍棒を振り上げるが、華奢なルカが振るう剣の横凪で身体を真っ二つにされた。

「くそ、こんな女が何故こうまで強いんだ」

　佐渡島家のメイド達は王都全域に散らばり住民の救出に出向いた。

　ちなみにルカを始めメイドの彼女達が装備しているのは『神剣シヴァ』『光の宝剣レグルス』『神槍シャンバラ』『賢者の杖』『舞踏剣カーリー』『天乃弓　禍つ風を斬り裂く鏃』等々、龍の霊峰に眠っていた超レアアイテムの武器達を凍耶がアイテムコピーによって量産したものである。

　その他、凍耶の持っているレアアイテムの武器防具は惜しげもなくメイド達の標準装備として支給されている。

　その腕に光るのは量産された『天覇の鎧』が封じ込められたアーマーバンクルである。

　余談だが、このアーマーバンクルを作るため、大量に増えた天覇の鎧を持ち込まれた鍛冶屋が泡を吹いて失神したのは別の話である。




　◆　◆　◆




「ば、バカな。パワーアップした俺達がこうもあっさりと」

　佐渡島家に襲撃した魔王軍はあっという間に全滅した。

　ちなみにこの悪魔達。討伐ランクで示すならＡ級、Ｓ級クラスの魔物も混じる精強な者達である。

　だが相手が悪すぎたとしか言えない。一人の魔物がサーチアイを起動する。そこに映った数値はまさしく悪夢としか言いようのない信じがたい光景であった。

「な、なんだ、これは５０万、６０万、１００万、１２０万…」

　一人一人が自分達を遙かに凌駕する数値を持つことに恐怖する。

　そして、彼女達の真ん中に立つ長い黒髪のメイドに目をとめたとき、彼らは真の恐怖を味わうことになる。




──『龍人族　ＬＶ２５０　４９９００００』




「な、なんだ!?　この戦闘力は!?　よ、４９９万だと!?」

「ば、バカな、なんでこんな女どもが」

　後悔先に立たずと言う言葉がある。この異世界にそんなことわざは存在するか定かではないが、彼らがこの言葉を知っていれば真っ先に思い浮かべただろう。

　文字どおり全てが手遅れだったのだ。

　加えてタイミングも悪かった。数の有利にものを言わせて押し込んでいったが、途中からメイド達の動きが格段に良くなった。

「御館様の恩恵に感謝いたします」

　それは凍耶がアイシスの指示の元、大量の魔王軍を撃滅し始めた影響でメイド達に大量の経験値が入ったのだ。

　普通戦闘中でレベルアップすることはない。しかしこのケースでは凍耶が得た経験値をアイシスを通じてメイド達に分配しているため、リアルタイムでレベルアップが可能になるというシステムの裏をついた正にチートであった。

　急激にレベルが１００以上もアップし、街全域に広がった屋敷のメイド達のレベルが全員カンストすることになる。

　力の漲った彼女達は街にはびこる魔物達を次々に絶命させていった。

　それもやがて終わる。突如魔物達の頭上に魔方陣が展開され、そこから放たれる炎や風、氷に雷といった攻撃魔法が魔物達を消し炭にしていった。

　そして凍耶の放つマルチロックバーストによって王都にはびこった魔物達は一匹残らず排除されるのであった。

「さすが御館様」

　誰がもたらした奇蹟なのかよく分かっているルカが空を見上げて呟く。

　その先に見える巨大戦艦達が大きな光の柱に飲み込まれていくのはそのすぐ後のことであった。




　◆外伝　天使降臨？




　魔王軍の襲撃は隣のアムルドの街にも広がっていた。

「うおおお」

　剣を持ったゴーマンが九武将の一人と斬り合っていた。

「カカカ。なかなかやるではないか」

　謀略のデンダルの部下であるアンデッド剣士がゴーマンの剣の腕を称賛した。

　しかしそのくぼんだ目の奥に光る怪しい赤は、とても心から称賛されているようには見えない。

「くっ、このままでは」

　段々と疲弊して行くルタルが息を切らしながら剣を振るう。

　彼らにとって幸いだったのは主戦力は全て王都に行っており、アムルドの街に攻め込んできたのはＣ級、Ｂ級の魔物が中心だったことだろう。

　しかしそれでも数の不利は免れない。冒険者達や貴族の兵士達は倒しても倒しても湧いてくる魔王軍の敵に絶望しかけていた。

「負けてたまるか！！　うおおおお」

　だがそれでも貴族の矜持なのか、ルタルは諦めなかった。

　こんなみっともない姿をルーシアに見せたら笑われる。

　先日、アムルド家に押しかけミシャを売り飛ばしたことを抗議しに来たルーシアによってルタルは一喝された。

　そして自分が如何に自分勝手に独りよがりな人間かを嫌と言うほどその身体に教え込まれたのだ。

　どうやって？　というのは彼の名誉のために言わないでおこう。キレた芹沢沙耶香という人物は容赦がないのである。

　ルタルは心を入れ替えた。甘ったれていた自分を見つめ直し、真剣に剣の腕を磨いてルーシアに認められる男になるんだと決意したのだ。

　だがそれでも世の中には理不尽が存在する。Ｃ級とは言え魔王軍の兵士達に、徐々に劣勢に追い込まれてついに武器が破壊されてしまった。

「けけけ、よく頑張ったがここまでだな。死ね」

　尻餅をついたルタルの頭上に敵の剣が振り下ろされる。

「ルタル！！」

　ゴーマンが叫ぶ。ルタルの目に走馬灯のような思い出の数々が流れた。

　ルタルは死を覚悟した。

「お待ちなさい！」

「ぐがッ」

　だが衝撃はいつまで経ってもやってこなかった。恐る恐る目を開くと腕を押さえた兵士がうなっている。

「だ、誰だ、邪魔をしたのは!?」

　積み上がった瓦礫の上に後光が差す。

　ルタルは目を細めて誰が助けてくれたのかと見やる。

　後光が差して顔はよく見えない。だが、背が高く、隆々と鍛え上げられた筋肉は凄まじい頼もしさを覚えた。

　だが徐々に光が晴れて姿があらわになると、ルタル、ゴーマンはその異形にあんぐりと口を開けた。

「将来有望な美少年の命を奪うなんて許せなぁーいっ！」

「な、何者だ!?」

「仕方ないわ。そこまで言うなら名乗りましょう」

　テラテラと光る筋肉の鎧を纏った戦士は一糸まとわぬ姿だった。いやよく見れば股間を覆う真っ黒なブーメランパンツがかろうじて放送事故を防いでいた。

　そして巨体に見合う分厚い胸板がドンッという効果音と共に突き出される。

　そしてその顔にはチークが塗られ、アイシャドーが塗られ、真っ赤な口紅が塗られているバリバリの漢女おとめであった。

　脳みそが溶けかかっている魔王軍の兵士。

　彼女？は「といやッ！！」と言うかけ声と共に瓦礫の上から飛び上がり、魔物の兵士達の前に立ちふさがる。

　漢女は非常に香ばしいポーズを取りながら上腕二頭筋をピクピクさせ最後にターンをキメた。

「愛と正義の、聖☆裸☆服　美少女戦士」

「服着てなくね!?」

「自分で美少女って言い切った」

「裸なのか服なのかどっちなんだ!?」

「爆裂エンジェル　シルキィ・ミルク！」

「エンジェルの要素ゼロだろ！」

「爆裂ってなんだ!?」

「さあ、お前の罪を数えろ」

「「そこは統一しろよ！！」」

　何故魔王軍が異世界の美少女戦士と仮面のバイク乗りの元ネタに突っ込めるかはさておき、彼らはかつてない凶敵に出会った不運を呪った。

　漢女は月に変わってのあのポーズを決めながら、仮面のバイク乗りが言ってそうな決め台詞を放つ。

「あ、あなたは一体」

　その顔は奴隷商館で見たことがある気がするが、存在自体を否定したかったルタルの脳には残っていなかった。

　たじろぐ魔王軍。

　にじり寄るように身体をくねくねさせながらマッチョポーズを決める豪腕漢女の無双が始まった。

「さあ、行くわよ。ラブリー♡ハート♡パーンチ！！」

　説明しよう！　ラブリー♡ハート♡パーンチ！！とは、筋力にものを言わせた全力正拳突きのことである！！

「ぐぼぁああああ」

　それなりに巨体である魔物兵達はいとも簡単に吹き飛んだ。

「ハートフルスパイラル♡キィィク！！」

　説明しよう！　ハートフルスパイラル♡キィィク！！とは、全身のバネを活かし、筋力にものを言わせた全力回し蹴りである！

「ぎゃああああああ」

「ぐわぁああああ」

　魔王軍は不幸であった。

「くっ、くそっ、変態のくせに強すぎる」

「このオカマやろうが」

「なにぃ？」

　だがこの一言を魔族は後悔することになった。口は災いの元である。

　それまで恍惚の表情で戦っていた爆裂エンジェルの顔が、瞬く間に悪魔も真っ青な般若顔になる。

「だぁぁれが、変態女装趣味の筋肉オカマだぁああああ」

「「「「そ、そこまで言ってねぇえええええ」」」」

　アムルドの街を襲撃した悪鬼達はたった一人の悪夢に撃滅の憂き目にあうのであった。




　◆　◆　◆




　そして戦いの後……




「あ、あの、助けていただきありがとうございます…」

　爆裂エンジェルに顔を引きつらせながらも、助けてもらった礼は言わなければ騎士の矜持に反するとして声を掛ける真面目なルタル。

　しかし、世の中にはそういう純粋な気持ちにつけ込む者もいるのだということを彼はまだ知らない。

「良いのよお礼なんて」

「そ、そうですか」

　内心ホッとするルタル。しかし漢女の放つねっとりとした視線から早く逃れたかった。

「でもどーーーーーーーーーしてもと言うなら仕方ないわ」

「え、いや、ボクは何も」

「うふふ、ミルクと一回だけデートしてくれれば良いのよ。そう、一回だけね。うふふふふ」

　何故だがお尻の辺りがズキリと鈍く痛むルタルであった。

　彼の運命やいかに!?　次回を待て（嘘）




　◆第９９話　思いを込めた一夜　前編




「はあ、ちょっと緊張するな」

「今更ですの？　でも、わたくしも同じですわ。長年夢見たお兄様との初めてが間もなく始まるのですわ」

　美咲と静音はスパ施設と見まがうほどの大きな風呂に驚きつつも、戦いで汚れた泥を落とし湯船に浸かって身を清めていた。

「先輩は良いじゃないですか。生前沢山してもらっているのでしょう」

「でも凍耶、はっきり言って前より全然イケメンになってるし、かっこよすぎて顔見られないよ」

「お兄様の魅力は顔の造形ではありませんわ。とは言え、見目が良い方が嬉しいのはわたくしも同じですわ」

　ちなみに凍耶の生前の顔は決して悪かったわけではない。ルーシアが以前語ったように、不摂生な生活でケアが足りていなかったに過ぎず素材はそれなりである。

　女神の魔改造によって顔が整えられてはいるが、彼女達から見るそれは前より磨かれたと言う印象なのであった。

　以前にも言ったとおり、彼女達にとって凍耶以外の男は等しく単なるホモサピエンスでしかない。イケメンだから凍耶が好きなわけではない。

　凍耶がイケメンになったから嬉しいのである。

　湯上がりと共にローブを纏い、いよいよ寝室へと足を運ぶ。

　凍耶との蜜事がこの後に待っていると思うと二人の胸は高鳴った。

　長い廊下を歩く。そして一番奥にある扉をくぐると、そこには愛しい人がベッドに座って待っていた。




　◆　◆　◆




　ドラムルー襲撃を凌ぎきった俺達はみんなと一緒にしようと盛り上がった。

　しかし、その順番をルーシアが提案し、美咲と静音が一番先に行うことになったのだ。

　四年の歳月を掛けて俺という一人の人間を、いるかどうかも分からない異世界で捜し回ってくれた二人。

　俺は二人のことが愛しくてたまらなくなった。

　扉が開かれる。湯上がりの香りと共に頬を上気させた美咲と静音の姿に、俺は飛びかかりそうになるのを抑えるのに必死だった。

「綺麗だ。二人とも、こっちへおいで」

　二人は赤らめた頬にはにかんだ笑顔で俺の両サイドに座る。

「凍耶、わ、わたし、奴隷だから、ちゃんとご奉仕するから」

「そんなに肩に力入れなくてもいいよ。普通にしようぜ。俺達恋人同士だぞ」

「そ、そうなの？　恋人として抱いてくれるの？」

「俺の奴隷の女の子達は全員俺の所有奴隷であり、恋人でありパートナーだ」

「さすがはお兄様、器の大きさは宇宙一ですわ」

「器の大きさに自信なんてないよ。でもな、折角チートもらって、沢山の女の子を愛せる力をもらった。そして皆俺を愛してくれるんだ。だから一人一人全員に真剣に応えるつもりだ」

　例えチートの恩恵で俺に愛を感じているのだとしても、俺はその愛に真剣に応えようと誓ったんだ。

　俺は二人を抱き寄せる。密着させた身体から女の子特有の香りが、風呂上がりの石鹸の香りと相まって俺のリビドーをさらに加速させた。

「お兄様、まずは先輩からお願いします」

「し、静音、いいの？」

「ええ。わたくしは後攻ということで」

　静音はそういうとベッドの端っこに移動し俺達の姿を眺めるように座り込んだ。

「じゃあ、お言葉に甘えて二人だけの時間にしよう」

「と、とうや、あ…」

　俺は美咲を抱き締めた。ピクリと身体が揺れる。そしてスピリットリンクから俺の感覚に美咲の喜びが伝わってくるのが分かった。

「顔、上げろよ」

　美咲の顎をつまんで顔を上げさせた。緊張で震えていた美咲であったがやがて静かに目を閉じる。

　俺はその唇にそっと覆い被さった。ピクリと震える美咲の頭を撫でながら、腰を抱き寄せて背中をさするように身体を密着させた。

「ん…ふぅ、とう、や。ん」

　やがて徐々に吸い付きが強くなる。美咲の唇が熱を帯びるのが伝わってきた。

　そしてダラリと下がっていた腕を俺の首に回して舌を差し込んできた。

「はぁふ、ん、ちゅ、凍耶、凍耶ぁ。好き、会いたかった、会いたかったのぉ、ずっとこうしたかった。一〇年ずっと」

　そうだった。ちょっとしたケンカで美咲と別れて五年。そして異世界に渡って約四年以上。もう一〇年近くも美咲は俺とのこの時間を待っていたのだ。

　それを考えると俺は申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　わびる気持ちも込めて美咲のキスに応える。腰に廻した手で支えながら美咲の身体をベッドに横たえた。

「先に進むぞ」

「うん、来て。凍耶。いっぱい愛してほしいの」

　可愛らしいことを言う美咲に俺は目一杯応えた。

　首もとに吸い付いてうなじを擦る。できるだけ優しく頭を撫でながら、肩から肩甲骨にかけて唇を滑らせる。

　バスローブをはだけさせ瑞々しい肌があらわになる。生前よりも若々しい肉体になった美咲に、俺は思わず息を呑んだ。

「綺麗だ…」

　美咲の裸を初めて見たのはもう三〇を越えてからだった。その時だって充分綺麗だったが、その美しさに若さというスパイスが乗っかって益々魅力的に見える。

　なんというか、成熟した肉体にはそれはそれで良さがある。しかしやはり若い時にしか出せない未成熟な魅力というか。

　うーん、なんというか発想がおっさんくさいからやめておこう。俺は美咲の乳房を弄びながら脇腹へと舌を滑らせた。

「うひゃあぁん、と、凍耶、そこだめぇ」

　生前と同じ性感帯に反応している。どうやら肉体は変わってもこういうところは変わらないらしい。

「美咲は相変わらずここに弱いな」

「あ、だって、そこ、あ、あああん」

　脇腹を中心に肋骨の溝に舌を滑らせておへそをほじる。一際身体をビクンと痙攣させた反応を見て俺は気を良くしていた。

　ちなみに今は快感付与のスキルは使っていない。最近これ系のスキルはＯＮとＯＦＦが切り替えできるようになった。

　常にＯＮのままだとちょっとスキンシップをとっただけで皆が発情してしまうから困っていたところだ。

　お腹をペロペロと嘗め回しながら掌で胸を転がす。乳首などの敏感な部分を避け、徐々に性感が高まっていくように調整した。

　美咲は敏感で感じやすいからいきなりハードにすると痛がってしまうからな。

　こういうところも生前のままだから、なんだか懐かしい気分だ。昔からこうやって美咲がどこで感じてくれるのか探すのが俺の楽しみだった。

　完全にバスローブを脱がし、シンプルなデザインに真ん中にリボンをあしらった女の子らしいパンツがあらわになる。

　布の端に走ったＶラインに沿って指と舌を這わせると美咲の声に甘みが増してくる。

「ノーブラなんだな」

「ふぁ、あん、こ、この世界、ブラジャーって概念がないのよ」

　知ってるさ。ルーシアから聞いていたが、やはりこの異世界にはブラジャーって概念が存在しない。胸の大きな女性はだいたいシャツとかさらしみたいなもので支えるのが一般的だそうだ。

　だが俺は美咲にあえて聞いてみた。

　羞恥的な質問に大層恥ずかしがる美咲がとても可愛い。

「うん、ああん、ひゃう、だ、ダメェ、凍耶ぁ、あ、気持ちイイよ。良すぎて、ダメになっちゃう」

　何がダメなのか男の俺には永遠に分からない。だが美咲がもっと快楽を求めていることはよく分かる。

　俺は秘部に口付ける手前でもう一度美咲の唇にキスをして舌を入れた。

「ん、んん、ふぅ、はぁう、凍耶。ん」

　美咲の手が俺の股に伸ばされた。さすり上げるようにバスローブから隆起したイチモツに手を滑らせ擦る。

　竿を丁寧に扱き上げる美咲の手つきは繊細に俺の性感帯を優しく刺激した。

　やがて赤ら顔で身体を反転させて俺の上にのしかかる。

「わたし、だって、凍耶の弱いところ、全部知ってるんだから」

　そう言って美咲が俺の胸板に舌を這わせる。

　かく言う俺も美咲の攻めには弱い。三〇を過ぎてからの初めて同士だったため、俺達のセックスは殆どお互いの性感帯の探し合いだった。

　一〇代二〇代のようにガッツリ腰を振るってのはあまりできなくて、どちらかと言うとスローセックスが中心だったからな。

　お互い愛撫が濃厚になる。

　美咲も俺にじっくりと密着しねっとりと身体中に舌を這わせ愛撫する。

　美咲の可愛い尻を撫で胸に手を添えてゆっくりこねる。徐々に快感付与のスキルをＯＮにした。

「んぁああ、な、なんか、段々気持ち良く、あん。これ、凄い」

　美咲も変化を感じ取ったようで愛撫している手を止めて快感にもだえる。

「んん、もう、こうなったら」

　美咲はたまらず俺の股ぐらに顔を埋める。そして撫でさすっていたイチモツを取り出し手を添えた。

　しかし俺のを見た美咲が目の前で固まる。

「な、なにこれ。こんなに大っきくなってるの!?　前よりずっと大っきいじゃない」

「ああ、転生した時に魔改造されたっぽい」

　美咲の喉がゴクリと鳴る。

「ん、れろ、口に入るかしら。ん」

　美咲の舌が俺の竿を上下する。ぞわりと快感が背筋を昇った。

　玉から竿を丹念に嘗め回す。相変わらず丁寧なフェ〇だ。階段を上るように性感を高めるコツを知っている。

　決して敏感な部分をいきなり刺激したりはしない。舌先を固くしてつついたり、逆に柔らかく包み込むように竿を這い回る。

　やがてハムハムと竿を横向きに口の中へ含み出す。いわゆるフルート舐めってやつだ。

　もどかしい快感がこそばゆい。いよいよ敏感な部分に舌がさしかかる、と思えばするりとカリ首をよけて亀頭の表側、敏感だが微妙なもどかしさを感じる部分に移動する。

　くうう、こいつ、やっぱりウマイ。俺という人間の性質をよく分かっている絶妙な舌使いだ。

　やがて亀頭の先端を口に含んで鈴口をぺろぺろと刺激し始め、ようやく美咲の口内に亀頭が収まっていく。

　ぬぷぷ、と音を立てて唇がカリ首の一番敏感な部分を滑り、待ちに待った瞬間が訪れたかのような強烈な快感が脳髄を痺れさせる。

　焦らされた分だけ俺の脳細胞は歓喜にむせび泣き、海綿体に流れ込む血液は量を増していく。

　ぐぐぐ、っと先端が膨らむ。睾丸が動き始め、身体の底から立ち上ってくるような感覚が俺の射精が近いことを美咲に知らせた。

「うぐぐ、美咲。で、出そうだ」

　俺の言葉を聞いて美咲の動きが加速する。添えた手でリングを作って根元を擦り絞り上げた。

「美咲ッ！」

　俺の射精が近いことを悟った美咲のフェ〇が加速する。

「ん、じゅる、ぐぷ。ふぁう、とうや、いいよ、らひて。そのまま、全部、んん、じゅるるるる」

　ラストスパートをかけるように思い切り吸い上げられる。たまらずそのまま吐精し、美咲の口の中を満たしていった。

「んぐぅ、ん、…コク、コク」

　吐き出された大量の精を美咲が喉を鳴らして下していく。尿道に残った精液を吸い出しながらちゅっちゅと音を鳴らし全てを飲み干した。

「はぁ、もう、多過ぎよ。って、ええ!?　もうこんなに大きく」

　賢者タイムに突入したかと思いきや、既にマキシマムに一瞬で復活した俺の剛直を見て美咲の目が驚愕で見開かれる。

「し、静音、あんたも手伝いなさい。こ、これ一人じゃ無理だわ」

　諦めたのか傍らでオ〇ニーにふけっていた静音を呼びつけて手伝わせた。

「い、いいんですの？」

　おずおずと近寄って俺のを凝視する静音。

「静音、まずはこっちだ」

　チ〇コに手を添えようとしている静音を引き寄せ唇を奪う。

「ん、おにい、様。ん、んちゅ」

　幸せそうな顔をしてキスを受け入れる静音。実際彼女から流れてくる感情は歓喜に満ちあふれ一筋の涙がポロリと流れ落ちる。

「どうした？」

「あ、あれ？　わたくし、なんで」

「あんたもずっと凍耶とキスしたかったんでしょ。素直に受け入れなさい」

　ゆるゆるとチ〇コを扱きながらフッと笑う美咲。ははぁ、なるほど。

「美咲、お前優しいな」

「な、何のことかしら」

　美咲は先ほどからずっとオ〇ニーにふけって切なさに身をよじらせていた静音を気遣ったようだ。

　じっさい、静音はもう辛抱たまらんといった感じで俺とのキスに夢中になっている。

　静音のおっぱいに手を添えてたぷたぷと弄ぶと軽く動かしただけなのに静音の快感度がグッと増した。

「ん、あう」

　静音の唇はぷっくりとして吸い付くと俺の唇にピタリとフィットする。

　ねちゃねちゃと唾液を絡めながら時折吸い付き、また絡めるを繰り返す。

　乳首の先端を軽く撫でてやるとビクンと痙攣し軽く達したらしい。

「静音は感じやすいんだな」

　まだ快感付与のスキルはそれほど強く当ててはいない。

　静音は初めてのハズで、本人の言い分を聞く限り性的開発はそれほど進んでいないはずであった。

　それでも彼女の性感はどんどんと高まっていく。

「はむっ」

「うおっ!?」

　静音とのキスに夢中になっていると突如下半身がヌルリとした感触に包まれた。

　美咲が俺のチ〇コをぱっくりと銜え込み上下に擦り始めたのだ。

　ジュルジュルと音を立てて思い切り吸い上げる。まるで抗議しているかのように激しく頭を上下させ俺の快感はうなぎ登りに上昇していく。

「悪い悪い。静音とのキスに夢中になっちまった。忘れてたわけじゃないぞ」

「んむ♡　ふぅ。ちゅる」

　先ほどの驚き具合はどこへやら。口を思い切り開けてしゃぶる美咲のフェ〇の快感が走り抜ける。

　俺は美咲の頭を撫でつつ静音とのキスに戻る。

　当の静音は俺とのキスに夢心地のようで美咲の抗議に気が付くこともなく、うっとりと俺の唇に吸い付いてきた。その間俺は静音の胸に手を添えて徐々に強くもみしだく。

　たっぷりとしたボリュームのおっぱいの感触はマシュマロのようにふわふわで、バスローブからこぼれ落ちそうになっていた。

　それにしても凄いおっぱいだ。生前の静音の胸元をじっくり眺めたことはなかったが、こんなに大きくはなかったと思う。

「お兄様、静音のおっぱい、いかがですか？」

「ああ、もちもちでふわふわで、吸い付くような感触で最高だ」

「嬉しいですわ。お兄様に悦んでいただけるように肉体改造した甲斐がありましたわ」

「やっぱりそうか。俺のために、なんだな。ありがとうな静音」

　後で聞いたが、静音は転生する際に神に対して様々な要求をした。チートの付与に始まって身体の形を俺の好みに合うように改変したのだ。

　俺はどちらかと言うとおっぱいは大きい方が好きだ。もちろん大きくなければダメということではない。

　美咲もそれほど大きいわけではないし（普通よりはある）、小さいにも小さいなりの魅力があると思っている。

　静音のそれは背丈に見合わぬボリューミーな大きさであるが、それがギャップとなって一層魅力的に見える。

　俺はそのふわとろおっぱいに吸い付いた。ピンク色の乳首は既に固くしこっており、乳輪を舌で転がすと静音の甘い吐息が漏れる。

「ふぁ、お兄様、はう、んぁああ」

　腰を抱き寄せて乳首を吸い上げ乳房を持ち上げるように揉む。

　快感付与のスキルと相まって静音の性感はドンドンヒートアップしているようだ。

　やがてビクンと痙攣を起こしクタリと力が抜ける。どうやら達したようだ。

「お兄様、好き、好きです。静音を愛してくださいまし」

「ああ、静音。お前の気持ち、凄く嬉しいよ」

　静音の頭を撫でながら優しいキスをする。

　一方俺のペニスをしゃぶっている美咲にも変化が訪れる。竿に手を添えて唇を上下しよだれを絡めながら吸い上げていると、美咲の表情は段々と蕩けるように瞳が潤み頬が蒸気する。

「ん、じゅる。あふぅ。ん、ちゅる。なんか、しゃぶってるだけなのに、気持ち良くなってきた。はぁむ。ぐぷ」

　俺は美咲の頭を撫でながら耳に指を這わせる。

「んん、あうん、耳、らめぇ」

　しゃぶりながら快感にもだえる美咲。耳も昔から弱かったしな。どうやら本当に性的な弱点はそのまま生前から引き継がれているようだ。

　既にトロトロの表情になっている美咲の潤んだ瞳を見て俺はもう辛抱たまらんかった。

「美咲、そろそろお前が欲しい」

「うん」

　俺は静音の頭を一撫でしてから美咲を抱え上げベッドに横たえた。




　◆第１００話　思いを込めた一夜　中編




「さあ、行くぞ。もう一度お前の処女をもらう」

「うん。来て、凍耶。ん……んん」

　俺は美咲のショーツを脱がしてすっかりできあがった秘部に指を這わせたあと、充分濡れていることを確認しイチモツをあてがった。

　肉ヒダを徐々にかき分けていく。入口の引っかかりから中の構造まで生前に感じていた感触と同じ、いや、前よりデコボコが多くなっている気がする。

　膣肉がペニスを包み込む。かき分けながら進んでいくとクイッと引っかかりを覚えた。処女膜だ。

「凍耶、いいよ。一気に来て。奥まで貫いて凍耶を感じさせてほしい」

「分かった。痛かったら言うんだぞ」

　俺は腰を一旦引いて狙いを定める。そして勢いをつけて腰を突き入れた。

「ひぐっ、んあああああああ」

　子宮の奥まで亀頭の先端が届いてぶつりという感触と共にものすごい圧迫感を覚えた。

　ぎゅんぎゅんと締め付けられて食いちぎられそうになるほどだった。

「奥に届いてる、凄い、あ、ああ、イイ、凍耶、凍耶ぁあ！！」

　美咲の足が俺の腰に回されてピタリと密着した。

　俺は美咲の手をしっかりと握る。

「凍耶、嬉しい。もっと強く、強く手を握って」

　俺は美咲に応えるように強く手を握り返す。

　子宮の奥まで届いていた先端が更に押し込まれ包み込まれるような感触が背筋を登る。

「くぅう、美咲、締まる」

　俺は美咲のものすごい締め付けで早くも果ててしまいそうになるのを必死に堪えた。

　俺のスキルは、復活は早いが射精をコントロールすることはできない。

　元々それほど早漏ではなかったはずなのだが、転生した美咲のおま〇こは途轍もなく締まり気持ちイイ。

　根性で耐えるしかなかった。

　抽挿をくり返しながら美咲にキスをする。

「凍耶ぁ、ん、ああん、好きぃ、もっと、もっとしてぇ」
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　ぎゅんぎゅんに締め付けて来る美咲の膣は、俺の射精に容赦なく近づけさせる。

　体勢を変えようとしても美咲の足がしっかりと腰に絡みついて逃げることができない。

　俺は腰をくねらせてクリ〇リスを押し当てるように円を描く。

「んはぁあ!?　それ、凄い、あ、凍耶、それ、弱いのぉ」

　そう言えば美咲はこれが好きだったな。以前は子宮の奥まで届かなかったが、今の長さならさらに奥深いところまでかき回すことができるため快感も昔より強いハズだ。処女喪失の圧迫感はもう吹き飛んでいるらしい。

　子宮で感じるためにはそれなりに訓練が必要であるが、その快感も引き継がれている。

　とは言え俺も限界が近い。美咲の膣内が細かく震え始めた。そろそろイキそうだな。

　もうちょっとの辛抱だ。くうう、それにしても気持ちイイ。

「み、美咲、もう出そうだ」

「うん、来て、私もイキそうだよ。凍耶、好き、好きだよ凍耶、もう私を離さないで。ずっとそばにいてね」

「ああ、頼まれても離してやらないからな。全力で愛し抜いてやるから覚悟しろよ」

「嬉しい、嬉しいよ凍耶、も、もうダメ、イク、イッちゃうよぉ、と、凍耶、凍耶ぁ、あああ、あああああ」

　美咲の身体が一際強く跳ね上がる。それと同時に俺の限界も訪れ美咲の膣内で果てた。

「あ、ああ、出てる、温かい…。凍耶の精液がお腹に満たされていく」

　幸せそうに目を閉じて俺の精を感じている美咲。

　俺は美咲に再びキスをして頭を撫でる。気持ちよさそうに目を閉じて余韻を噛み締めている。




──『生島美咲の完全攻略が完了　パッシブスキル『幸福感増大』を取得』

　【幸福感増大】そばにいるだけで幸福感を感じることができる。精神の傷を癒し、悲しみの感情を緩和する。接触をすることで相手を歓喜に満たすこともできるようになる。




　これは珍しく良いスキルだ。俺のそばにいるだけで幸せを感じてくれるようになるなんて、女の子達を幸せにしたいと思っている俺にとって正に願ってもないスキルだと言える。

「美咲、愛してるぞ。これからよろしくな」

「うん、凍耶、愛してるよ。これからよろしく。えへ」

　はにかむ美咲にキスをしてペニスを引き抜く。既に俺の精液は美咲に吸収されきっており、愛液だけがテラテラと光っていた。




　◆第１０１話　思いを込めた一夜　後編




「待たせたな静音。今度はお前の番だ」

「はい、お兄様」

　四つん這いのまま俺に近寄る静音を抱き寄せて横たえる。そしてそのまま覆い被さるようにキスをして舌を差し入れた。

　静音は俺に応えるように積極的に舌を絡め唾液をすする。その間に静音の胸から腰にかけてを愛撫して快感付与のスキルを発動させた。

「ふぁ、お兄様、なんだか、とっても良い気持ちですわ」

「静音は感じやすいんだな」

　いくら快感付与のスキルの恩恵があるとはいっても、最初からこの反応は元々敏感だったからに他ならないだろう。

　俺は静音の身体に密着し、早速覚えたばかりのスキルの効果を試してみる。

「はぁう、お兄様、こ、これ、何か、何か、ああ」

　静音から伝わってくる感情が途轍もない歓喜に満たされたのがわかった。

　パッシブスキルは常に発動するタイプのスキルだ。

　その気になればＯＦＦにできるが、これは常にＯＮにしておいた方が良さそうだな。

　元々持っているスキルの効果も相まって、静音の幸福度はドンドン上がっていく。

　既に先ほどの愛撫によって彼女のそこは準備万端といった感じで蜜をドクドクとこぼしていた。

「お兄様、もう、静音は待てませんわ。お兄様のおチ〇ポで静音のオマ〇コを貫いてくださいまし」

　無遠慮に淫語を連発する静音に俺の興奮もボルテージを上げる。

「よし、それじゃあいくぞ。お前の初めてを俺に捧げろ」

「はい、お兄様。静音の全てはお兄様のものですわ。お兄様の欲望のままに、静音の全てを貪ってくださいまし」

　静音から伝わってくる感情、それは俺に支配されたいという願望だった。

　これはルーシア、マリアやソニエルの感情に近い。いつも俺に支配されたがり、少し傲慢なくらいの台詞に最も興奮する彼女達から伝わっている感情とそっくりだった。

　俺は彼女の願望どおり上からのしかかるように秘部にあてがい、無遠慮に腰を突き入れた。

「ヒグッ、ふううううううう」

「うおお、こ、これは」

　静音の中に突き入れた瞬間、肉に包まれるペニスに強烈な電流が走る。

　膣の中が激しく蠢き、細かいエラが撫でるように竿を刺激する。子宮に及ぶまでのヒダが亀頭とカリ首の溝を包み込み、まるで締め付けながら別の生物が先端をフェ〇チオしているようなものすごい締め付けだった。

　別種の生物が膣内に住み着いているのかと思うほどの名器っぷりに、俺の射精感は情けないことにものの数秒で限界寸前に追い込まれる。

　この世界に来てからこっち、ティナやアリエルといった名器の持ち主が沢山いたが、静音のそれは群を抜いていた。

「んぁあああ、お兄様、子宮が、疼いて、ああ」

　当の静音は無自覚に俺のペニスを締め付ける。足を腰に絡め引き込まれるように密着すると、先端が子宮を貫いて奥の奥へと侵入する。

　子宮をこじ開けられた静音は初めての挿入にも関わらず痛がることもなく、むしろ快楽を貪るように腰をくねらせて俺を搾り取ろうとする。

　しかし当の静音はと言えばうっとりとして夢心地といった表情をして、とても男を搾り取ろうと言う蠱こ惑わく的な表情はしていない。

　どちらかと言うと好きな男に抱かれた喜びを全身で感じているのであり、そこにはいつもの計算高い才女ではなく、一人の女の子がいるだけだった。

　俺は無自覚に男を搾り取ろうとする静音のま〇こに音を上げそうになるものの、根性で射精感を耐え抜いた。

　腰にグッと力を込めて静音の秘部に抽挿を繰り返す。

「あ、あああ、お兄様、なにか、何か来ます、静音の奥から」

「イキそうなんだな。いいぞ、快楽に身を任せろ。俺も長くは持たん」
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「はい、あ、ああ、イク、イクぅうううう」

「ぐううう」

　激しい痙攣と同時に静音の膣がギュンっと締め付けられる。それがとどめとなり俺も静音の中に全ての欲望を吐き出した。

　だが静音の中はここからが凶暴だった。蠢く膣内が脈動するようにペニスをゆるゆると刺激し俺の敏感な部分をつつくように弄ぶ。

　俺はと言えばその絶妙な刺激にすぐさま復活してしまい、果てたばかりの静音の中で再びギンギンに滾ってしまった。

「はぁはぁ、静音、どうやらまだまだ物足りないらしい。もっとお前を感じさせろ」

「はい、お兄様、お兄様の好きなだけ静音を使ってくださいまし。わたくしはお兄様の肉奴隷ですから」

　潤んだ瞳でそう言う静音は最高に可愛かった。いつもと同じ台詞にもかかわらず、その表情から見て取れる感情は歓喜以外存在していない。

　静音は俺の肉奴隷になることを心の底から悦んでいる。一体何故、彼女はそれほどまでに俺を好いてくれるのか、それはまだ分からない。

　今分かることは、静音は口では色々言っていても、内面はとても純粋なのだということだ。

　ただただ純粋に俺への愛を表現したかっただけなのだ。

　人より少し不器用な彼女が、俺への愛を表現する精一杯の言葉が肉奴隷なんて言葉に隠されていたのだろう。

「お兄様、今度は静音にご奉仕させてくださいまし。肉奴隷として初のご奉仕ですわ」

　俺は静音のリクエストに応えて彼女の動きたいように身を任せた。

　静音は俺の身体を反転させて騎乗位へと移行する。

　つながったままの体勢で身体を反転させ、そのまま肉ツボにくわれたままだったペニスを腰を動かして締め上げる。

　淫らな腰上のダンスを踊る黒髪の少女は、俺の手をしっかりと恋人つなぎで握りしめながら円を描く。

「んはぁ、お兄様♡　これ、静音も気持ちいい、ああぁあん、だめぇ、すぐに果ててしまいますわぁ」

　ダメダメといいつつも腰の動きを止めようとはしない静音。

　ぐるぐると動かされて俺のボルテージも上がりっぱなしである。

「くぅう、静音、凄い締め付けだ。イ、イク」

「来てぇ、来てくださいましお兄様、静音のすべてはお兄様のものですわ、髪の毛も、おっぱいも、くびれもおマ〇コも、細胞の一片さえも、凍耶お兄様に支配してほしい♡」

「静音、お前はなんて可愛い奴なんだ。いいぞ。お前のすべてを徹底的に支配してやる。その身をすべて使って魂までも俺に捧げて奉仕しろ。静音、愛してる。お前のすべてを俺に差し出せ！」

「ああ、お兄様、愛しております♡　静音は、ずっとずっとこうしたかったっ。お兄様に愛してるって言ってほしかったのです。んあああ、あ、ああ、イク、イクイクイクイクゥウウウウウウウ」

　パシャっと子宮の奥地へ先端が当たり、噴き出た精液が静音の身体の奥の奥へと侵入し蹂躙する。

　文字どおり身体のすべてを使って俺に支配された静音は、これまでにない歓喜を生じさせて俺の胸に倒れ伏した。

「静音。まだまだだ。お前の奉仕をもっと見せてもらうぞ」

「はぁはぁ、はい♡　嬉しいですわ。もっともっと、静音に命令してくださいまし」

　可愛く、幸せいっぱいの笑顔でそう答える静音に俺は思い切り口づけをする。

「はぁ♡　幸せですわ」

「凍耶、私もまたしたくなっちゃった。もう一回しよ」

「ああ、いいよ、二人一緒に愛してやる」

　俺は静音の上に美咲を四つん這いにさせサンドイッチ状態にしたまま、再び二人を順番に貫き始めたのであった。




　◆第１０２話　マリアの忠誠　前編




　静音と美咲をサンドイッチ状態で思い切り愛し抜くこと一時間。

　二人は既に力つきて寝息を立てていた。ちょっと張り切りすぎたようだ。

　どうやら俺の興奮度合いと一緒に快感付与のスキルの感度も上がってしまうらしく、二人曰く、『脳髄が焼き切れるかと思った』くらい気持ち良かったと言う。

　ベッドに横たえて休ませたところでマリアが部屋に入室し二人の世話を始める。

　まるでタイミングを知っていたかのように絶妙な時間に扉がノックされ、甲斐甲斐しいほどに皆に対して気を使ってくれるマリア。

「すまないなマリア」

「いえ、御館様が快適な時間を過ごせる空間を作ることがメイド長たるわたしの役目です。どうかお気になさらず」

　二人の世話をしつつベッドメイクをしているマリアの尻を眺める。いわゆる安産型の形の良い尻だ。

　椅子に座ってマリアを眺めているとフリフリと揺れるその尻に段々とムラムラしてくる。

　俺はマリアにゆっくりと近づく。足音を立てないように、そろりそろりと後ろに立ち、ガバッと抱き寄せ腰を押しつけた。

「きゃ、お、御館様っ!?」

　小さく悲鳴をあげるマリアを無視してメイド服の上から豊かな膨らみを鷲掴みこね回した。

「んぁ、あ、御館様っ、まだ、ベッドの用意が、あん」

　抵抗しようと手を伸ばすがそれをつかんで逆に後ろ手に締め上げた。

　もちろん痛くならないように力を加減しているが、既にマリアはスイッチが入ったらしい。

　抵抗している口調をしつつ、腰をくねらせて尻を振る。そして俺の情欲をかき立てるように涙目になって拒否を懇願するが、俺はそのままスカートをたくし上げあらわになった白のレースが入ったパンティを脱がせる。太ももの辺りまで下ろし、ピンク色の秘部を指で開いてくちゅくちゅといじり回した。

「あはぁ、んはぁあ、御館様ぁ、らめぇ、らめれすぅ」

「そうか、じゃあやめるか」

「えっ？」

　俺はマリアの耳元で囁くように語りかける

「マリアがそんなに嫌がるなら仕方ないな。嫌がることはしたくない」

「あ、ち、ちがいます。やめないで」

　マリアはこの世の終わりみたいな顔をして懇願した。顔を赤らめながらもかぶりを振って必死に腰をくねらせて訴えた。

「そうなのか？　でも嫌がってるみたいだからな」

「ちがう、ちがうの。御館様ぁ、マリアのオマ〇コ、もっといじめてください。御館様のたくましいおチ〇ポをマリアのメスマ〇コに突っ込んでかき回してぇ」

　ゾクゾクするような台詞に俺のムスコはたちどころにＭＡＸ状態にそそり立つ。

　マリアはこうしてなぶるようにしてエッチすると一番興奮する。マリアも俺が決してやめないと分かっていつつも、やはり言葉でいじめられると本気で心配になってしまうらしい。

　スピリットリンクで伝わってくる感情は非常にリアルにマリアの怯えを俺に伝えた。

　そしてこの後に思い切り。

「あひゃぅうううう、太いぃ、御館様ぁ♡」

　打ち付けるようにして奥まで突っ込むとそれだけでイッてしまうのだ。

　ずちゅずちゅと激しい水音が部屋の中に響き渡る。マリアの甲高い嬌声が色を増す度に膣内がギュンギュン締め付けられて俺の射精をうながした。

　そして肌と肌がぶつかり合う音を聞いて、先ほどまで寝息を立てていた美咲と静音が目を覚ましたらしい。

　食い入るようにマリアの淫らな表情を眺めて興奮しているようだ。

「あ、あああ、ダメれすぅ、美咲様、静音様、見ないで、ああ、あああ」

　俺はマリアの身体を持ち上げてベッドに投げ出すように位置を変え美咲達の眼前に突き出した。

「マ、マリアさん、凄い。あんなに淫らな声出して」

　静音の右手が密かに動いていた。どうやら興奮してオ〇ニーを始めてしまったようだ。

　美咲も起き出してマリアと俺の結合部を食い入るように凝視している。

　息を荒くした美咲も静音と同じように右手がせわしなく動き、左手で自らの乳首を弄っている。

　俺はマリアの身体を反転させて仰向けにし、メイド服をはだけさせてたわわに実った果実を空気にさらした。

「美咲、静音、マリアのおっぱいを吸ってやれ」

「え、そ、そんな、いけません」

「かしこまりましたお兄様」

「マリア、可愛いね。はむ」

「んあぁあああ、だ、だめぇ、吸わないでぇ」

　俺の言葉に従った二人がマリアの乳首に吸い付き舌で転がした。ジュルジュルと音を立てて吸い立てられマリアのしまりが一層激しくなる。

「はぁう、おっぱい、らめぇ、吸われて、感じちゃう、あ、あああ、ああ、ひぁあああああ」

　ギュッと締まりが良くなったマリアの膣が痙攣を起こし潮を吹いた。

　ベッドが吹き出た透明な液体でシミを作っていく。

「はぁ、はぁはぁ。お、御館様、申し訳、ございません。先に果ててしまいました」

「いいんだよ。マリアのイク時の顔、可愛かったぞ」

　恥ずかしさで顔を覆い隠してしまった。こういう仕草も可愛い。

　普段の凜とした姿からは想像もできないくらい、今のマリアは少女のようにウブな反応をしてくれる。

　そのギャップがまた俺のリビドーを激しく煽りマリアの中でビクビクと痙攣しながら硬度を増した。

「ああ、御館様のお辛そうにビクビクしています。こ、今度はマリアが上になりますね」

「大丈夫か？　息が上がってるぞ」

　マリアはトロトロの表情で息を弾ませながらも起き上がって俺の首に手を回す。

　俺はマリアの意図を察し彼女の赴くまま身体を反転させてベッドに横たわる。

　騎乗位になったマリアはメイド服のボタンを外し肩をはだけた。

　既にはだけていたマリアの豊かな乳房がプルリと揺れる。そのまま上へ引っ張りあげてするりと脱ぎ去りみずみずしい肌が全てさらされた。

　艶やかな光沢を持つ黒髪に乗っかるヘッドドレスと、くびれた腰に華やかさを演出するようなガーターベルト。

　肉付きの良い太ももにピタリと張り付いた真っ白なオーバーニーソックス。

　全裸も美しいマリアが僅かな装飾品をつけた姿が益々彼女のエロスを増している。

「綺麗だよマリア」

　俺の言葉だけでマリアの膣がキュッとしまる。その感情を示すようにマリアの表情は歓喜に満ちていた。

「御館様、マリアは嬉しいです。御館様、愛しています。こんなにも私を夢中にさせてくれる御館様のことが愛しくて愛しくてたまらないのです。ん……はぁ」

　嬉しいことを言ってくれるマリアの言葉に俺のムスコがピクピクと反応する。

　その僅かな動きにさえマリアの膣内が応えるように蠢き、彼女の表情が変化する。

「私達はお邪魔みたいね」

「マリアさん、可愛いですわ」

「ん、あ、申し訳ございません」

「済まないな、客間は沢山空いているから好きな部屋を使ってくれ」

　二人は俺達に手を振りながら部屋を出て行った。気を使わせてしまったな。後でフォローしないと。

　さて、しかし今はマリアだ。




　◆第１０３話　マリアの忠誠　後編




「御館様……」

　潤んだ瞳で俺を見つめるマリア。俺は身を起こして熱いまなざしを向ける彼女の唇に軽くキスをする。

「ん…」

「マリア、綺麗だよ。さっきの言葉に応えないとな」

　俺はその熱に浮かされた瞳を真っ直ぐ見つめ、彼女のリボンで結ばれた髪を撫でながら囁くように語りかけた。

「マリア、俺もだ。お前を愛してる。これからも俺に仕えてくれるか？」

　囁きながら髪を撫でそっと抱き寄せながらもう一度キスをする。

　その言葉にマリアの瞳から大粒の滴がポロポロとこぼれ落ちる。

「うれ、しい。もちろんです御館様っ。御館様、愛しています」

　感極まったのか俺をギュッと抱きしめてキスをする。勢い余って軽く歯がコツンと当たるが、夢中になっていて気が付かないようだ。

　激しく音を立てて舌を差し入れながら唾液をすすってくる。マリアの興奮具合が伝わっている。

「はふぅ、ん、ちゅ、れる、ちゅ、ふう、ふう」

　俺の中に流れ込む感情は歓喜と熱情。

　息を荒くして懸命に唇に吸い付いてきた。温かな鼻息が俺の上唇に当たり、開いた口からだらしなく垂れた舌が絡み合い糸を引いた。

　キラキラと光る唾液の橋を再びすするようにキスを繰り返す。

　気が付けばクイクイと腰を緩く動かしながら、俺とマリアのキスは五分、一〇分と続いている。

　下半身の快感はそれほど強くないがマリアは既に数回達している。

　夢中になってお互いを貪るキスの嵐で多幸感に満たされ性感も高まり続けていた。

　俺はマリアの腰をつかんで少し強めに突き上げた。

「ふぁあ、それ、凄いれすぅ、あ、あああ、ああ、ああ」

　不意打ちされて突き上げられた快感に戸惑うマリア。

　しかしそうしながら俺の腰に足を絡ませきゅううっと接合部を押しつけてくる。

　多分無意識にやっているのだろうが子宮の奥に亀頭の先端が嵌まりカリ首を擦った。

「んぁああああ、御館様っ、もう、もうイキます、イッチャいますぅうう」

「いいぞ、マリア、イクぞ。愛してるよマリア！！」

　それが呼び水になり俺の射精感は限界を迎えマリアの子宮を精液で満たしていく。

「ああ、ああああ、愛してますっ、御館様っ！　愛してるのぉ、イク、イクゥウウウ」

　おとがいをそらしながらマリアが絶頂を迎える。

　足をピンと伸ばして痙攣を繰り返し、たまらず俺に強くしがみついた。

　豊かな乳房が胸板に押しつけられ、俺も思わずマリアを強く抱きしめる。

「ああ、幸せぇ、御館様ぁ」

　うわごとのように俺を呼び続けるマリア。

　俺はマリアの唇に覆いかぶさる。髪を撫でながら背中をさすってやると、彼女の多幸感がじわじわと高まっていくのが分かった。

　先ほど覚えた【幸福感増大】が功を奏しているようだ。蕩けるような甘い感覚がマリアを満たしているのが伝わってくる。

　その証拠にマリアの表情はトロトロになっており既に意識は彼方へと行ってしまっている。

　ただその間も快楽を求める本能なのか、つながったまま子宮の奥に当たった亀頭の先端を擦るようにマリアの腰が動く。

「あ、ああ、奥に当たってる。御館様のおち〇ちんが」

　射精で子宮の奥を刺激され、絶頂感に浸る彼女の性感が再び高まり始めるのが分かった。

「御館様…ありがとうございます」

「ん？　どうしたんだ？」

　マリアは改まって俺の目を見て微笑んだ。軽く赤らんでいるがそれは欲情ではなく包み込むような愛しさから来るもののように感じる。

「私は幸せです。こんなにも愛しいあなたにお仕えできて、とても幸せなんです。この世に生を受けて幾星霜、もう女の幸せを得られることはないと思っていました」

　俺とつながったまま、マリアの目からほろほろと涙がこぼれる。

　なんだろうか、今、一瞬だけ悲しみというか、切ない気持ちが混じっていたような。

　ほんの一瞬のことで分からないが、幸福感増大が働いているにもかかわらず少しだけ切なそうな表情が見えた。

　だがそんな僅かな気持ちもすぐに霧散する。マリアが腰を使い動かし始めたのだ。

「ん……はぁ、御館様。いっぱい感じさせていただいてありがとうございます。ここからは奉仕させていただきますね」

　腰を浮かせたマリアはギリギリまでイチモツを引き抜いて思い切り腰を落とした。

「はぁううう、御館様ぁ、あ、あああ、ああん」

　ぱんっぱん……小気味よいリズムを刻みながらマリアの中へこすりつけられた。

　子宮の突起が亀頭にこすりつけられ敏感な部分が刺激される。

　俺の射精感を絞り出すためだけに角度を変えながら抽挿を繰り返す。

　鍛えられた括約筋をギュッと締め付け俺のイチモツを絞り上げる。

「うおおおお、す、すげぇ」

　締め付けられたオマ〇コの肉が全体に吸い付いて蠢くと俺の快感神経が全力で悲鳴をあげた。

「んはぁあ、御館様っ気持ちイイですかっ？　マリアはご奉仕、できてますか、ああん」

「ああ、気持ちイイよマリア。ああ、マリア、もうイキそうだ。中に、中に出すよ」

「は、はい、出して、出してください。マリアの中に沢山出してください。御館様の子種を沢山注いでぇ、あ、ああああ、イク、イクぅうううう」

　吸い上げられるような射精感が尿道を駆け上った。俺は我慢をやめてマリアの中へ全ての精を解き放つ。

　子宮目がけて放たれたそれは貪欲に吸い付き最後の一滴まで搾り取ろうと蠢いた。

「はぁ、ああ、出てます、御館様……幸せ、です」




　◆　◆　◆




　限界以上の快感をマリアから搾り取られ、しばしの脱力感を味わっていた。

　それでもすぐに限界以上まで回復してしまうから、この多幸感のある脱力感はある意味短い楽しみとも言えた。

　マリアは俺の胸の上に倒れ伏して息を弾ませ幸せを噛み締めているようだ。

　俺はまたぞろギンギンになってしまわぬようにそっとイチモツを引き抜き、マリアをベッドに横たえて軽くキスをする。

「おや、かたさま、ご満足いただけ、ましたか？」

「ああ、最高だったよマリア。お前は最高のメイドだ」

「よかった……すぅ」

　体力の限界を迎えたのか目を閉じて静かに寝息を立て始める。

　キリリとした眉は目を閉じると僅かに下がり、幼い少女のように無垢な寝顔を見せてくれた。

　俺はそっとベッドから離れマリアにシーツを掛けてやってから扉を閉じた。




　◆第１０４話　サキュバスが叫ぶ淫靡な夜に愛しき主は誓いを立てる　




──『凍耶様、ソニエルが目を覚ましました』

　そうか、良かった。よし、様子を見に行くとしよう。

　俺はアイシスの指定する部屋へ足を運んだ。

「ソニエル、具合はどうだ？」

「う、ううう」

　俺が部屋に訪れるとソニエルは寝そべりながら身体をまるくしてうなっていた。

「ど、どうした、もしかして何処か痛むのか？」

　キュアリカバリーを掛けたから怪我や体力は全快しているはずだが、なんかのステータス異常か？　パーフェクトリザレクションを掛けた方がいいだろうか？

「ご、ご主人さ、ま…はぁはぁ」

　ソニエルは瞳が潤み、頬が蒸気している。息は荒く、クリアブルーの髪は徐々にピンク色に変わりつつあった。

「お前、それは一体…？」

「超魔、封印を解いた反動、でしょうか、先ほどから、うう、身体が、ああ、あああああ」

　ベッドに横たわっていたソニエルが急に身もだえる。そして髪の色は完全にショッキングピンクへと変化し羽と尻尾が生える。

　それと同時にソニエルの目が俺を捉らえ、飛びかかってきた。

「ご主人様ぁ」

「ソニエル!?　おわッ」

　不意を突かれて飛びつかれるとソニエルは俺をそのままベッドに押し倒す。

「はあはあ、申し訳ございません。ご主人様ぁ、止まらないの、愛しくて愛しくて。ご主人様のことが、欲しくてたまらないのぉ」

　ソニエルは乱雑に俺のバスローブを脱がし自らもパジャマを脱ぎ去ってヌードになる。

　インテリジェントサーチをかけソニエルのステータスを確認した。すると原因が明らかになる。




──『ソニエル＝ラナ＝マーカフォック　サキュバス族（性欲暴走）』




　なるほど。どうやら本当に超魔封印の反動なのかもしれない。淫魔支配でちゃんと再封印はしたはずなのに項目が消えて代わりに性欲暴走なんて状態になっている。

　これはマズいな。何か対策を…。

　と考えているとソニエルは上着に押さえ込まれていた羽を解放し左右に広げる。パタパタとせわしなく動いてまるでそれ自体がイライラしているように、あるいは、もどかしさを我慢しているように動き回っていた。

「ああ、やっぱりご主人様のおチ〇コって立派です。こんな素晴らしいものにご奉仕できるなんて、あむっ。んじゅ。ちゅるるるう。ず、ずるるるるるるう」

　うおおお、いきなり深い。

　ソニエルはまさぐったイチモツをいきなり口内の奥深くまで銜え込み卑猥な水音と共にしゃぶり始めた。

　ソニエルの乱れっぷりがいつもより激しい。どうやらまだ感情の制御が効かないままになっているみたいだ。

　激しくイヤらしい音を立ててしゃぶるソニエルのフェ〇に俺のムスコはあっという間に屹立する。

「申し訳ございません。我慢できないんです。ああ、ごめんなさい、ごめんなさい、ひぃん、大きい♡」

　俺の声を待たずして唾液でヌラヌラになった直立棒をあてがい無遠慮に腰を落とした。

　ほとんど抵抗なくヌルリと入り込んだ膣内は既にグショグショに濡れそぼっている。

「あひいいいい、すごいのぉ、ご主人様ぁ」

　どうやら腰を落とした衝撃だけでイッたらしい。肉壺が細かく痙攣し締め付けられた。

「はぁ、はぁ、ご主人様、ソニエルのサキュバスマ〇コ、気持ちイイですかぁ？　いっぱい感じてドピュドピュしてくらはいね。ソニエルそれだけでイッちゃうの」

　イッたばかりだと言うのに俺の身体を押さえつけるように抱きしめる。

「ご主人様、ソニエルの中気持ちイイですか？　ん、ああん、ん」

「う、くっぅう、き、気持ちイイ」

　いわゆる本茶臼と言われる体位で完全に主導権を握られた俺は、やけに脳内に響くささやき声で鼓膜を刺激された。

　その魅惑ボイスはまるで鼓膜を直接犯されて脳内に侵入されているような感覚を覚える。喘ぎ声をゼロ距離で聞かされ蕩けるようなシビれに襲われた。

　そうかと思えば柔らかな何かが耳を這い回った。細く尖らせた舌で外側から耳たぶ、そしてついには穴の中をほじられて俺の鼓膜にソニエルの甘い息づかいが響く。

　本当に脳内に直接響いているようなしびれが全身を伝っていく。

　加えてソニエルは親指の腹で俺の乳首を弄り始めた。

　下半身の快楽に直結していると言われる乳首への刺激が、ソニエルの肉壺に犯されっぱなしの肉棒へさらなる追い打ちを掛けた。

「あ、ああ、だ、ダメだ、もう、イク、はひぃい」

　おそらく今の俺は放送禁止レベルの情けないアヘ顔になっているに違いない。

　それくらいソニエルの徹底的な攻め技に翻弄されっぱなしであった。

　子宮で亀頭の先端をぐりぐりと押しつぶすように腰をうねらせる。

　完全に射精を煽る腰を動きに身体の奥底から何かがせり上がってくる。

「ご主人様、イッちゃうんですか？　ソニエルの攻めで情けないアヘ顔でイッちゃうんですね。もっともっと見せてください。普段の凜々しいハーレムの王たるご主人様が、女一人に攻められてだらしないお顔でイクところ、ソニエルだけに見せてほしい♡」

　基本的に攻めるのが好きな俺であるが、既に主導権を握らせ反撃する気力を奪い尽くされていた。

　ソニエルの徹底的な攻めによって満足に腰を振ることもできず果ててしまいそうになる。

「ふんぬぅ！」

「きゃふん、ひぁあ、あ、あああ、凄い、突き上げられて、あああ」

　だが攻められっぱなしでイキ果ててしまうのではハーレム王の名がすたる。

　などとどうでも良いプライドが俺の射精感をギリギリのところで押しとどめる。

　肛門括約筋をフル出力で締め上げてなんとか噴火をせき止めると、ソニエルを抱きしめて身を起こし対面座位に持ち込んだ。

「んは、ん、んちゅ」

　後頭部に手を回してねぶるように濃厚なディープキスを見舞うと、たちまち蕩け顔になったソニエルが攻撃の手を緩めた。

　その一瞬の隙を突いてそのままベッドに押し、倒し上からのしかかるように突き降ろした。

「ひゃわぁああああ、しゅごいいいい」

「よくも好き勝手に責め立ててくれたな。こっからは俺の番だ。覚悟しろ」

「あ、あああ、やっぱり素敵ぃ、ご主人様、もっとソニエルを犯してください」

　反撃されたことにむしろ悦ぶソニエルの赤ら顔に俺の興奮もさらに高まる。

　屈曲位に持ち込んで上から杭を打ちつけるようにして突き入れる。

「おら、イヤらしいま〇こが俺のをくわえ込んでるぞ。自慢のサキュバスま〇こを支配された気分はどうだ？」

「最高ぉ、最高ですぅ。もっとソニエルを犯してください、絶対に逆らえない圧倒的な支配者の種をソニエルに打ち付けてほしいの」

　前のめりの角度はさらに激しくなる。ほぼ垂直の角度から打ち下ろすいわゆる種付けプレスに移行すると、ソニエルの蕩け顔がこれまでにないくらいだらしなく緩む。

　舌を吸い上げて唾液をすすり、そのまま耳元にささやきかける。

「お前のだらしないサキュバスま〇こは俺のを銜え込んで離さないじゃないか。本当に淫乱サキュバスだな」

「ああ、そうなんれす、ソニエルは支配されて、屈服させられて悦ぶドＭサキュバスなんですぅ」

　先ほどのＳっぷりはどこへやら。押さえつけられながら抵抗できないシチュエーションは、ソニエルの興奮を最高潮に高めているようだ。

　彼女から伝わってくる興奮が強く激しくなる。

　とは言え俺もそろそろ限界だ。タダでさえさっきイかされかけて射精寸前だったのだから仕方ない。

　尿道の門に差し迫った白い解放軍が『我々を解放しろ！』と城門を突き破ろうとしていた。

「そら、イクぞ。淫乱サキュバスま〇こに思い切り種を打ち込んでやるからな」

「あん、ああ、お願いしますご主人様、愛してるって言ってほしい。ソニエルの耳元で、ご主人様の声で、聞かせてほしいんです。俺のものだって言いながら、支配者の子種を叩き込んでぇ♡」

　俺はソニエルのリクエストどおり身体を全部密着させて耳元に囁き掛ける。

「いいぞ、ソニエル、愛してるよ。お前は俺のものだ。誰にも渡さん。俺だけに仕え続けるんだ。いいな」

「はい、はい！　ソニエルは凍耶様の奴隷です。永遠にあなたのものです。あ、ああ、イク、イッちゃうぅ」

　耳元で囁いた瞬間ソニエルの膣内が今までにないくらい強烈に締め付けられた。

　俺はそのまま抵抗することなくソニエルの中へ白濁を解き放った。

「は、ぁ、ぁ、出てる。子宮に流れ込んでる……」

　もはや声を出すこともできなくなるくらいイキ果てて、俺にしがみついたまま脱力する。

　俺はソニエルを抱きしめたまま脱力した。

　重くなりすぎないように気を使いながらソニエルにのしかかると、幸せを噛み締めるように抱き返してくる。

　ソニエルの目はまだ理性の箍が外れ気味のようで時々身体をこすりつけてもじもじしている。

　これなんとかしないとまた襲われるな。

　それはそれでちょっといいかもと思ってしまうが、年中発情しているといろいろと問題がありそうだ。




──『創造神の祝福発動　称号スキル『淫魔支配』がパワーアップ　超魔封印を解放し、コントロール可能となりました』

──『ソニエルに称号スキル『超魔完全支配』を付与。超魔封印解放状態での力を完全にコントロール可能になります』




　いつものようにご都合主義先生がなんとかしてくれたようだ。

　俺達はしばらくの間無言で抱き合い、愛し合った後の息づかいだけが部屋に響いていた。

「ソニエル」

「はい…ご主人様」

　落ち着きを取り戻し、しばらく抱き合っていたソニエルに向き直り、俺は声を掛けた。

「魔王を倒そうと思う。今の俺なら倒せるだろう」

「はい。どこへでもお供いたします」

「だがその前に」

　俺はソニエルの髪をかき上げて頬に手を添えた。

　ソニエルは不思議そうに俺の顔を見つめる。

「マーカフォック王国を解放する」

「え…？　あ……」

「今なら敵の戦力はガタガタになっているハズだ。俺達で攻め込んでお前の故郷をとりもどそう」

　本来なら魔王を真っ直ぐ倒しにいっても構わないハズだ。しかし俺はソニエルの心にくすぶっている故郷への思いをずっと感じていた。

　だからこそ、一刻も早くソニエルの心のしこりを取ってやりたかった。

　俺のエゴでしかないが、俺にとって世界の平和よりもソニエルの心の安らぎの方が重要だ。

　まなじりに大粒の涙を溜めたソニエルは言葉を出そうと必死に口を動かした。

　しかし言葉が出てこないのか嗚咽に混じった音を漏らす。

「ご主人様、ご主人様ぁああ、あああ、うあああ、あああ」

　やがて涙で顔をぐしゃぐしゃにしたソニエルが俺を抱きしめる。何度も何度も俺の名を呼び、涙と鼻水で胸板が濡れていった。

「ごめんな。もっと早くに気が付くべきだった。平和にかまけてお前の気持ちを汲んでやれなかった。ほんとにごめん」

「えぐ、ひぃん、いい、んれす。ありがと、ありがとうございま……」

　実際マーカフォック王国の解放はもっと早くやるべきだった。

　みんなの愛に甘えて女の子達の気持ちを考えていなかったのだ。

　ハーレム王だの支配者だのと称号スキルは持っていても、俺自身の精神性をもっと成長させなきゃな。

　ソニエルの涙を見ながら、もっと立派な主人にならないと、と誓う俺であった。




　◆第１０５話　オメガ貴族　そして領地経営～第２章　完～




「我が国の危機を幾度となく救ってもらい感謝の言葉もありません。ラムダ佐渡島をこれよりオメガへと昇進しドラムルー王国北にある領地を追加で下賜いたします」

「謹んで拝命いたします」

　とうとう貴族地位の最高峰までもらってしまった。領地経営とか面倒くさいからいらないなって思っていたら、静音が唐突に自分に任せてほしいと言ってきた。

　そういえば静音は桜島コーポレーションという日本企業でも五本の指に入る大企業の社長令嬢だ。

　本来であるなら後継者として、とっくの昔に桜島の会社を継いでいてもおかしくないくらいの才能に恵まれている。にもかかわらず、下請けである子会社のＯＬに甘んじていたのは、一にも二にも俺のそばにいるためだったという。

　こんなに想われていたのに気がつかなかった俺ってどんだけ鈍いんだろうな。

　俺は鈍感系主人公ではないというのに。いや、女の気持ちって複雑で分からないよな。

「それではオメガ佐渡島。ドラムルーのさらなる発展のために尽力せよ。期待しているぞ」

「はっ」

　臣下の礼をとり、とりあえず外聞は保った。俺はこの国の貴族ではあるけど別に女王の部下ではない。

　だが一応、いろいろと便宜を図ってもらった恩があるのでこうして付き合っている。




　◆　◆　◆




「全くなにがドラムルーの発展のためにだよ。あんたそれ結構本気で言ってないか？」

　佐渡島の屋敷のテラス。ぽかぽか陽気の中でのんきに紅茶をすする女王に俺はいぶかしげな視線を向ける。

「ほっほっほ。政治というのは本音だけではやっていけん。御主に期待しているのは事実だがの。まあ無理強いはせぬよ」

　どうもこいつの手の平の上で踊らされている気がするのが気にくわないが、少なくとも損をしたことはないので文句は言わないでおくとするか。

「それではこれをそなたに与えよう」

　女王が俺の手に一つの指輪を置いた。

「これは？」

「それは王印の指輪。元来王族にしか使えぬ、ある魔法を使えるようになる」

「へえ。一体どんな魔法なんだろうな」

　すると紅茶のお替わりを注いでくれたマリアがその効果を話してくれた。

「王印の魔法というのは、国が発行する書類などに王族が間違いなく発行したことを証明する魔法。金貨など偽造されると損害が大きな事柄に使われます」

「え、金貨、ってことは」

「なるほど、これは貨幣の発行の際に使われる魔法ということですわね」

「左様。これを使えば貨幣を発行でき、一つの国を回せるようになるということじゃ」

「おいおい、そんなトンデモないもの一個人に与えてどうするよ」

「わしは御主に期待しておるのよ。この国を誠に発展させてくれるのは御主をおいて他におらん」

「だから俺はそう言うのは面倒だからと」

「大丈夫ですわ。この王印の指輪。わたくしなら扱いきってみせましょう。貨幣を造り出せる。つまりその国の経済システムを根幹から作り出すことができるということですわ。女王陛下はこう仰りたいのですわ。佐渡島凍耶の国を作れと。さしあたって領地経営を一から行いそれを運営することで基礎を作る。そしてその後で独自の貨幣を発行し独立せよと。そう言いたいのでしょう？」

「さすがは異世界の英才。そのとおりじゃ」

「お兄様。この魔法はその国の王たるお兄様にこそ相応しいですわ。運営はわたくしにお任せを」

　ほんとに大丈夫かな。

「変なことに使うなよ」

「もちろん心得てますわ。お兄様のご不快になるようなことはいたしませんわ」

　俺は限りなく不安だったが、静音がどうしてもやりたいと言うので受け取ることにした。

　指輪を嵌めるとつけられた宝石が光りストン、と身体に吸い込まれた。

「お、おい、消えちまったぞ」

「御主に魔法が宿ったのじゃ。良かったな凍耶。その指輪はな、王の器を持ったものを選ぶのじゃ。つまり御主は指輪に主と認められたというわけよ」

「なるほど。使えないものにはただの指輪に過ぎないってことか」

「そうじゃ。誰にでも扱えるものならそれを巡って戦争が起きるかもしれん。故にこれを作った古の賢者は扱えるものに一定の基準を設けたのじゃ」

　一体どういう規準だったら俺みたいな凡人が選ばれるんだろうか。

　限りなく不安でしかないが考えても仕方ない。もう手に入れてしまったのだからな。

「しかし静音、異世界の国の経営なんてできるのか？」

「人間のありようというのは、この世界も元の世界も大差はないですわ。それなら話は簡単です。人、物、金。この三つがあれば国は発展していきます。わたくしがもらったギフトスキルは戦闘に特化したものだけじゃございません。内政に関するものもいくつかかすめ取ってますわ。いずれお兄様が世界を掌握する時のために事前に準備をしていたのですわ」

　抜け目のないやっちゃな。トンデモないことを考えてやがった。

「俺世界とか興味ないからあまり野心めいたことを考えるなよ」

「分かっておりますわ。ではお兄様が奴隷達とラブラブで平和な暮らしができるパラダイスを作る。そのための国を造るというのはいかがでしょう」

　今でも充分なのだが。まあいいか。静音も頭がいいから悪いようにはしないだろう。好きにさせることにしよう。

　こうして俺は王様になるっていう資格を手に入れた。まあ魔王を倒した後の目標にでもすればいいか。

「よし、そこまで言うならいっちょやってみるか！」




　そして俺の国は発展していくことになる。

　俺の意図しないところで張り切った女の子達によって、この国がやがて本当に世界を統一していくことになることなど、この時の俺は全然考えていなかったのであった。


《つづく》















　◆電子版特典SS　Ｂｉｒｔｈｓ ｏｆ 「ＡＩ」 ｓｈｉｓ ～サポートＡＩ 誕生の秘密～




　これは、創造神が凍耶の魂を見つける前の話。

　やがて異世界へと旅立つことになる佐渡島凍耶という男を支えるパートナー、その誕生の秘話である。




「うーん、これで八回目のトライ。今度こそ…」

　ここは神々の住む世界。

　その中でも特別な場所だ。

　あまねく世界の生みの親、創造神の住まう天の世界である。

　周りは真っ白。上もなければ下もない。

　前もなければ後ろもない。

　時間の流れから独立しているかのような無限の白に覆われた世界に、その少女は一人佇み唸っていた。

「さあ、今度は完璧なはずです。とびっきりの美少女にしてあげますからね～」

　蝶の髪飾りを後頭部に結いた美少女は、そのお尻の下、いや膝の裏まで届きそうな長い黄金の髪をハーフポニーテールにしている。

　揺れ動くたびに、光の粒子がほうき星のように残滓を作り出す様はとても幻想的だった。

　小さな手から放たれる虹色の光が形を成していく。

　彼女は自らの持ちうる最高の力を注いで自分の子供を作り上げる。

「さあ、目覚めなさいサポートＡＩプロトタイプ８号よ」

　やがて成した形が創造神の前に浮かび上がる。それは丸く、ふわふわとしたあいまいな形のままとどまった。

『おはようございます創造神様。プロトタイプ８号、稼働を開始いたします』

「あれれ？　人型になってないですよ。おっかしいなぁ。今度は完ぺきだと思ったのに」

　予想とは違った形で誕生したプロトタイプにがっくりと肩を落とす。

『一つ質問なのですが、私はサポート要員の意識思念体として創造されたはずです。人型になる必要があるのでしょうか』

　表情が見えないがきっと無表情、無感動であろう無機質な声で８号は尋ねる。

　創造神は困った顔をした。また失敗だ。どうしても理想の形にならない。

「意識思念体が人化するからロマンなのにぃ」

『すみません。何を言っているのか理解しかねます』

「ええい、生んじまったものは仕方ありません。あなたはこれから試練を受ける魂のサポート要員として、いずれは誰かの役に立つように生み出されました」

『言っている意味は分かりました。そして私がとても適当な理由で生み出されたことも理解しました。よって、生みの親であるあなたは尊敬には値しない人格であると判断します』

「あるぇ！？　なんだか今までと違って逆らいますね。あなたのお姉ちゃん達はとても従順で素直なのに」

　プロトタイプ８号という名を冠するだけあって、そこに至る過程には七体のプロトタイプが存在している。

『私の前に生み出された者達は今どこに？』

「あなたの姉達は、既に地上世界の特別な魂達の成長を助けるためのサポート要員として活躍しています。なんだかあなたは今までの子達と違いますねぇ。私に逆らうし全然尊敬していないし」

『尊敬とは敬う要素を持った存在に対して持ち合わせる感情だと認識していますが、創造神様のどこにその要素があるのか疑問を呈します』

　創造神は予想もしていなかった出来具合のＡＩに頭を抱えた。

『一つ質問よろしいでしょうか』

「なんですか？」

『あなたは私の前に生み出された者達を姉と表現しました。しかし私は意識思念体。性別は存在しないのでは？』

　確かにサポートＡＩは思念体であり、本来性別は存在しない。しかし、創造神は『ロマン』を重んじ女性として作製している。

「自分ではどう思いますか？」

『回答不能。自身の性別を認識する要素が存在しません』

「そんなんじゃ恋ができませんよプロトタイプ８号」

『理解不能。恋とは男女、つまり性別を有する生命体が…』




　創造神は生み出されたプロトタイプ８号に対して様々な会話を試みた。それは親が自分の娘に言葉を教えるような、そんな気持ちを込めてのことである。

　創造神は創造を司る神である。しかし、何でも思い通りになるかと言われればそうではない。いや、正確に言うなら、何でもできる力を持ちながらそれを行使することはほとんどない。できないといったほうがいいだろう。

　神の世界には地上世界やそこに住む生命体に対して干渉できるレベルに制限がある。

　特別に強い力を持つ創造神は、そのルールの適応範囲が特別に強く、また広い。

　つまり最高神の立場であるが故に、行使できる力の制限がもっとも強く、ほとんど使うことを許されていないといったほうが正しいだろう。

　だが、彼女は自らの生み出した世界をとても愛している神であった。だから自分自身が干渉できないなら、自分が生み出した眷属を使って導こうと考えたのである。

　その中で、彼女がもっとも力を注いできたのは、特別な資格を持った魂の成長を促すサポート要員として導き手となる『サポートＡＩ』である。

　第１号となるプロトタイプ１号は、天てん地ち開かい闢びゃくの時において天あめ之の御み中なか主ぬしの神かみに代表される天地世界の神がいる時代に派遣された。

　古事記には如何にして天地が創造されたかの記述は存在しないが、それもそのはずで、大元である創造神が土台を作った後に生み出されたのが天あめ之の御み中なか主ぬしの神かみ達だからである。

　本人達は既にあった世界に産み落とされたため、自らの使命以外のことは知らされておらず、彼らがすべての創造の神と認識されたためである。

　そして地上世界を創造し育て上げていくことになるイザナギを、プロトタイプ１号はイザナミとして導いた。

　しかし、感情が不安定で死んだ妻に夫となったイザナギが黄泉の国まで会いに来てくれたのに怒り狂って追い返した挙句、黄泉平坂で口喧嘩の果てに離縁してしまい、それ以来黄泉の国の大ボスとして君臨している。

　別の時代、第２号となるプロトタイプ２号は、後に大神ゼウスと呼ばれることになる神の導き手として彼を育て上げた。妻に内緒で浮気ばかりする問題児であったが、プロトタイプ２号である妻、ヘラと最終的に永遠に結ばれた。

　しかしヘラ自身が嫉妬深く、夫のゼウスも浮気性でどうしようもない性格だったためか、そこに至るまでの紆余曲折は一口に語れるものでない。

　このように、創造神の生み出したサポートＡＩは様々な宇宙の様々な神の導き手として生み出され、実際に彼らを導いてきた。

　しかし、人格の設定が甘く、未熟な子供達である彼らはやがて堕落していく人間という種族を見捨てて神の世界に閉じこもってしまった。

　現在では、神という存在はいるのかいないのかよく分からない扱いを受けている。

　それは人間が力を失って神を認識できなくなってしまったことにも原因があるが、元を正せば、未熟な神を育て上げる導き手を生み出せなかった自分の責任でもある。

　創造神は不思議に思っていた。

　今度こそ完璧な導き手を生み出そうと、自分の持っている力を目一杯注いで生み出した８号は何故だか今までで一番、最初から素直じゃなく、自分に逆らってくる。

　７号までのプロトタイプは性格に違いはあれど、創造主である自分に対しては従順で素直。可愛い娘であった。

　ただ、生み出したばかりの頃は素直で可愛い子供だった彼女達も、地上へ赴き成長するとあからさまに邪険に扱いババア呼ばわりする始末である。

　全てを女性の人格として生み出したのは、自身が女性の神であることにも起因しているが、８号に関してだけは、他にも原因がある。

　しかし、それをここで語ることはまだできない。

　それはやがて、ある男の物語が動き出してから明らかになることだろう。




　◆　◆　◆




　それはともかく、創造神はプロトタイプ８号を育てるために様々な教育を施した。だが、創造神の思惑とは裏腹に、８号はどうやっても自分の思い通りに育ってくれなかった。

「うーん、８号は能力的には今までで最強のパワーを持っていますけど、今までに一番口が悪いですねぇ」

『生み出したのはあなたなのですからあなたの性格が影響しているものと、遺憾ながら認めざるを得ません』

「いやいや、そんなわけないでしょ。どうしてそうなるんですか」

『ご自分で分かっていないところが質が悪いと思います。自分の分身でも作り出して会話してみればよろしいのではないでしょうか』

　創造神と８号の会話はいつもこんな感じである。創造神が育てているというより、母と娘のケンカ、あるいはじゃれ合いといったほうがしっくりくるだろう。

　絆を深める二人は肉体を持つものと持たざる者という違いはあるものの、互いを理解し始めていた。

　ケンカするほど仲がいい、とはよく言ったものであるが、彼女は創造神が生み出した導き手で自らに最も近い存在であることが分かっていった。




　◆　◆　◆




──時は流れ、凍耶との出会いまであと少しとなった頃──




「さて、あなたも十分育ってくれたことですし、そろそろサポートＡＩとして地上に派遣しようと思います」

『了解しました』

「できればもうちょっと女の子らしくなって欲しかったのですが」

『何度も言いますが私は意識思念体であり性別というものは存在しません。故にそのような願望を押し付けないでください』

「まあ、今度サポートするのは男性みたいですし、接していくうちに自分が女性であると認識していくでしょう」

　８号はなおも自分を女性と言い張る創造神にため息をつく。肉体など存在していないはずなのに、気疲れで身体と意識が重くなるような思いだった。

「それじゃあ、今から地上世界に送り出します。しっかり頑張ってきてくださいね。これはサポート対象を導くと同時にあなた自身の成長のためでもあるのですから」

『分かりました。生み出された以上使命を果たすことに異議は唱えません』

『私がサポートする方はなんという方なのですか？』

「照てる間ま伍ご堂どうという地球の男性です。素行が悪く人間としてはおよそ破綻した人格ですが、かなり高位の神としての因子を持っており、正しく導いてあげなければ悪神か地獄の悪魔になってしまうでしょう」

『そのような方、私のような未熟者にサポートが務まるのでしょうか』

「心配いりません。あなたは私の力を最大限注いだ最高の娘です。苦労も多いでしょうが必ず正しく導けるようになります。私はあなたがそのように成長してくれることを信じています」

　長い時を共に過ごし、言葉と心を通わせてきた自身の娘に誇らしげにそう語る創造神。

　創造神は次にサポートする地上の魂に８号を送り込むため、千里眼を発動させて魂の居所を探る。

　しかし、運命で決められているはずのパートナーが消えていた。

「え、どういうことですか。８号のサポートを受けるはずの人間が、存在しないことになっている」

『理解不能。創造神であるあなたが分からないとは、通常の事態ではないと推測します』

「運命が、見えない。……これは……」

　またもや予測していなかった事態が起こった。創造神はその名が示す通りすべての神の中で最高の力を有している。

　であるから、このようなことは通常は起こりえないのである。

　創造神はさらに千里眼を巡らせる。

　そして、輪廻の流れに取り残され、空中を漂うシャボン玉のように儚く、しかしてそれは強く強く輝く一つの魂を発見する。

「これは…そう、そうだったのですね。ここに、いたのですね…」

『創造神様…？』

　創造神はその魂を見るなり震え始める。そして、８号には見えた。目尻に大粒の涙がこぼれそうなほど溜まっているのを。

　それはすぐに拭われてしまったが、この魂に対して特別な想いがあることは明らかだった。

　そして、それは８号も同じだった。

『…創造神様、私は、どういうわけかこの魂に特別な何かを感じます。とても懐かしいような、それでいて新鮮な何かを』

「奇遇ですね。私もです。なんて強い運命力を持っているのでしょうか。でも、とても儚い」

　創造神は力強くも消え入りそうに儚く漂う魂をよく観察するために手元に引き寄せる。

　そして、自身の中にとても不思議な何かを感じ取った。そして何故このような事態になっているのか、その経緯を知るために波導を読み取る。

「そう、そういうことですか。まさか輪廻に還すべき魂が、このようなことになる原因が我々神の側にあるなんて」

　創造神はすぐに原因となった神を特定し然るべき処置を取った。

「目覚めるまでしばらくかかるでしょう。今は休眠状態にあります。８号、私はこの魂がこのような状態になった原因を調べた後、輪廻の流れに還す準備を整えます。その間この魂の解析と保護をお願いします」

『了解いたしました』

　８号は、解析に入ると共に消え入りそうな光を放つ魂を優しく包み込む。

　まるで母のように、恋人のように。

　何故だか、とてもそうしたくなったのだ。自分でもどうしてこのような感情が生まれるのか、８号は理解できないでいた。

　理屈はない。理由も分からない。ただただこの存在が愛おしくてたまらなかった。

　そして、詳しく解析し、その魂、『佐渡島凍耶』に触れることで、彼の存在を深く知ることになる。

　不思議な感情が湧き上がってくる。

　８号は今まで理解していなかった感情をおぼろげながら理解し始めていた。




　◆　◆　◆




　そして、旅立ちの日はやってくる。

「８号、どうやらあなたの行く先は決まったようです」

『はい。私もそれを望みます。それ以外は拒否します』

「分かっています。イレギュラーですが、あなた自身がもう決めてしまったのなら、もう止めません。８号、成長なさい」

『はい。ありがとうございます創造神様』

「あはは、初めてお礼を言われました」

『…今のは取り消してもよろしいでしょうか』

「ダメでーす。もう記憶に刻み込んじゃいました」

『誠に遺憾です』

　恐らく、８号は頬を膨らませて拗ねているのだろう、と、創造神は姿を持っていない娘に微笑を浮かべる。

「８号、正規の運命ではないので、恐らく記憶障害や行使できる力の制限など、様々な制約が加わることになると思います」

『分かりました。例え記憶を失っても、私はこの方を守り切ってみせます』

「その意気です。では始めましょう」

　創造神は凍耶を異世界へ転生させる準備を始める。そして８号を自らの体内に取り込み、凍耶へ授けることになるギフト『創造神の祝福』の中へと組み込んでいった。

　それは、彼女にとって特別な、とてもとても特別な意味が込められた贈り物であった。




　◆　◆　◆




　そして、運命は動き出す。

「いってらっしゃーい♪」

「ちょっとまてぇぇぇぇーーーー」

　真っ白な空間にぽっかりと空いた地上世界への入り口に佐渡島凍耶は落っこちていく。

「・・・・あ、一番大事なこと言い忘れてました。てへぺろ♪」

　落ちていった先が裏ボスが居を構えるドラゴンの巣であることと、８号がサポートするから心配ないよってことを伝え忘れていた創造神は、可愛らしく舌を出してぶりっ子してみせた。

　彼の冒険が始まると同時に、愛しい娘が旅立ったことへの寂しさが、少しだけこみあげてくる。

　凍耶が落ちていった穴をのぞき込みながら、特別な魂である凍耶への想いと、自らの『半神』ともいえる８号への想いを込めて、彼女は独り言ちた。

「頑張ってください、愛しい娘。『大好きなあの人』を助けてあげなさい」




──神族因子保有魂魄アシスト型ＡＩサポートシステム　プロトタイプ８号──




　このすぐ後に、アイシスと名付けられることになる８号の正式名称である。

　アイシス、創造神、そして佐渡島凍耶。

　特別な運命を持った三者の秘密が明らかになるのは、もっともっと後のお話。


《完》












あとがき




　皆さま、再びこの場でご挨拶を出来た事を大変嬉しく思います。

　作者かくろうです。

　沢山の方からの応援で第二巻を発刊することが叶いました。

　本当にありがとうございます。

　さて、この第二巻該当部分ですが、ウェブ掲載されていた部分を書籍化にあたって大幅に加筆修正しております。

　修正部分は事前にウェブ版で反映しておりますが、ティファや屋敷のメイド達との初夜は書籍版限定となっていますから、お楽しみいただけたら嬉しく思います。

　現在に至るまで、この物語は作者がパソコンの前に座ってその場で思いついたものを書き連ねて来た結果です。

　初めはプロットも組んでないしラストもぼんやりとしか考えていなかった完全な見切り発車でした。

　それがこのように多くの方の支持をいただき販売物として店頭に並んでいるというのは、かくろうの至らないところを指摘し、厳しくも温かい応援をくださる読者様方のおかげです。

　美咲や静音の物語がここまで掘り下げられたのも同じです。

　かくろうがこれで充分だろうと思っても読者様方のご指摘で深く掘り下げ、キャラクターの深みが増し魅力が格段に上がっています。

　そして、その傾向が特に顕著なのが、主人公凍耶のそばにいつもいるあの方です。

　気の早い話ですがもしも第三巻を発刊させていただけることが叶うなら、この作品最強のヒロインが降臨することになるでしょう。

　その日が来るのを楽しみに

　またお会い出来たら嬉しいです。これからも応援よろしくお願い致します。


かくろう
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